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ハチドリの器 24 

見野 大介  

Mino Daisuke 

上：ほんのり四角のお皿 

中：リム深皿 

下：耳付き花器 
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第 4１号 

執筆者 

＠短信 
コロナ大騒動の頃号 

玉村 文 新連載  

今号から執筆させてもらいます。京都

府出身。現

在、地域若

者サポート

ステーショ

ン勤務。33

歳 で 初 め

て出産し一

児の母。母親業と対人援助の仕事をしな

がら生きる日常を書いていこうと思いま

す。 

趣味は、ヨガとイラスト描き。コロナ禍で、

保育園の登園を自粛せざるを得なくなり

育休を延長したことで、趣味が復活。去年

まで住んでいた横浜市では、6 月末まで

登園自粛が延長されるそうです。コロナは

育休を延長した方、在宅ワークに切り替

えた方、仕事を辞めた方など、子育てしな

がら働く女性たちにも大きな影響を及ぼし

ています。東京で出産予定の妹は、病院

の面会禁止、立ち会い出産もできず。目

に見えない感染症のリスクを避けながら、

子どもが元気にたくましく生まれ育ってい

けるような環境を作っていけるようにと願

うばかりです。 

応援 母ちゃん！（１） 

P２８９～ 

川畑 隆 新連載  

 退職したことに輪をかけてコロナ自粛で

withdrawal な日々。歌詞を書いて曲を付

けて歌うのは若いころからやってきたこと

だが、歌の詞だとなるとなかなか進まない。

ところが、歌を意識せずに好き勝手に書

いてみると、割とペンが進む。 

まだまだ書けそうな気がするから、連載

でも大丈夫かな。さて、そうなると曲が置

いてきぼり。「公募ガイド」は廃刊されたと

思い込んでいたが、まだあるじゃないか。

目に飛び込んだのが「わたぼうし音楽祭」

と「こころ歌創作コンテスト」。 

わたぼうしは障害のあるかたが書いた

詩に曲を付ける役割が公募されている。

昔、「やすらぎ音楽祭」で同様のことをやっ

ていたので、さっそくとりかかった。こころ

歌のほうの付曲応募締切はもうちょっと後

だ。こんなふうに、詩と曲を別々にという

手があった。 

 対人援助活動は、自粛の重しがちょっと

とれかかっているか、いくつか依頼がきて

くれている。やっぱり嬉しい。 

 川畑隆・笹川宏樹・宮井研治［編著］ 

『福祉心理学－福祉分野での心理職の役

割』ミネルヴァ書房 が、5 月 30 日付で発

売された。多くの人が執筆している。 

「かけだ詩 ①」 

P２８１～ 

天川 浩 新連載 

はじめまして。今回連載させていただく

運びとなりました、天川浩です。 

何でもカテゴライズするのは、あまりよ

いことではないかも知れませんが、私は

HSP という聞きなれない性格の持ち主で

す。この性格の人のための啓発本・対策

本などの多くが HSP の当事者向けに作ら

れていて、それ以外の性格の方にはほと

んど読まれる機会はないように思います。

なので、今回、私は当事者として生きてき

た46年の人生で、HSPとしてどうやって生

きてきたのかをお伝えすることに決めまし

た。関係のない人には不可解で、非合理

的な生き方に映るやもしれない我々のカ

テゴリーですが、他者の目に触れられな

ければ、単なる「おっちょこちょい」や「心

配しい」「気弱」として解釈されることにな

ってしまうと思ったからです。 

HSP は様々な精神疾患、発達障害と結

びついて、時には普通に生活することも

困難になりがちです。5 人に 1 人という高

確率で存在するにも関わらず、精神疾患

基準に合致しないために精神病理学会の

歯牙にもかけられない存在。そこにスポッ

トライトを当てて、難しく語るのではなく、

一人の人間の見聞をお伝えすることにし

ました。非常にセンシティブな内容も多く

記されることになるかと思いますが(後半

にはもう一段上のセンシティブな問題にも

触れます)誰かの一つの物語として、ご一

読頂き、HSP という人間がいると認識して

もらえることが私の目標であります。どう

かよろしくお願いいたします。 

ブルーグレーの肖像 

P２８６～ 

篠原ユキオ 新連載  

今号から皆さんのお仲間に入れて頂く

ことになった。大学を定年退職して 2 年目

になる今年は、コロナのおかげでいささか

最初の予定は狂った部分もあるが、やり

たい事はほぼ全て思い通りに出来ている

のでストレスはほとんど感じない生活を送

っている。独り暮らしの自由さもあるが、

映画 DVD を毎日１本、ニュースにあわせ

た 諷 刺 漫 画 を 毎 日 １ 本 、 Facebook と

Twitter で発表する事、なかなか読めない

まま溜まっていた本を少しずつ読む事、

日々思う事をテーマにしたエッセーと人生

を振り返っての自分史を毎日１本ずつ書く

事…。 

 

これらがすべて悩まずに、楽しみながら

出来ていることに自分でもちょっと驚きな

がら、アフターコロナに備えている。しかし

これがロウソクの消える前の輝きだと言

われないように、少しばかりの運動も付け

加えておかねばと思っている。 

HITOKOMART 

Ｐ２９８～ 
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原田 希 第２回 

北海道では、カッコウが鳴いたら豆をま

け、という畑仕事の合図がある。道東で鳴

くのは 5/20 日ごろ。ただの原っぱに見え

る大地も、堆肥や肥料を入れ、牧草の種

をまいて成育や刈り時を見守っているの

です。6 月末からは 1 番草の収穫がスター

ト。牧草の良し悪しが、牛の体調、乳質、

生産量、年間の売り上げに関わってくるた

め、酪農家はみな目つきが変わります。

大家族を無事に養うぞ！気迫と大型収穫

機の爆音の季節はすぐそこ。真剣勝負の

かっこいい酪農男＆酪農女があふれます

ので、遊びに来るならこの季節をオススメ

します。 

原田牧場 Note 

ｐ２７５～ 

工藤 芳幸 第２回 

新型コロナでこもってテレワーク。PC 作

業が増えたせいか毎週末は片頭痛に悩

まされ、能率が上がらない日々でした。２

月半ばの言語聴覚士国家試験は無事に

実施。ここまでは通常モードで進んでいた

ように思います。３月初旬に発達心理学

会（大阪）で自主シンポジウムを企画して

いましたが「参集せず」ということになり事

実上中止。予定は全てキャンセル。臨床

現場の仕事も一旦中止。職場（大学）に出

勤は継続していたものの、土日祝を埋め

ていたイベントが消えたので、2019 年６月

の大阪北部地震以降長らく放置状態だっ

た部屋の片づけが 90％終了。４月に入り

緊急事態宣言が出てから完全に在宅勤

務で学生のレポート課題にコメントを書い

て過ごしました。4 月中の記憶は曖昧です

が、感染対策をして臨床の仕事をぼちぼ

ち再開。5 月後半から大学の通常勤務も

再開し、学生を迎え入れる準備中です。 

みちくさ言語療法（２） 

ｐ２７８～ 

高名祐美  

次女が、出産のため兵庫県西宮市から

石川県七尾市の実家に里帰りしています。

初めての出産で、大事をとって予定日より

2 か月も前に帰って来ました。予定日は 5

月 28 日。「対人援助学マガジン４１号」が

発刊される頃には、産まれていることと思

います。 

新型コロナウィルス感染拡大の影響で、

次女の夫は当初予定していたゴールデン

ウイークの帰省もままならないまま今日に

至っています。彼は仕事も在宅ワーク、妻

のいない自宅で一人寂しく過ごしているこ

とを思うと切ない気持ちになります。そし

て、出産となっても病院は面会禁止。パパ

は赤ちゃんと病院で対面することはできま

せん。兵庫県も石川県も特別警戒区域。

我が子に会いにくることすら、感染のリス

クを考えると「自粛」を余儀なくされてしま

います。このような状況で母親になろうし

ている次女。出産と育児には厳しい環境

ですが、この試練を娘とともに乗り越えて

いかなければと思っています。 

 大学入学と同時に地元を離れ、就職、

結婚した次女との暮らしは11年ぶり。毎日

が穏やかでほんわかしています。この先

には赤ちゃんのいる暮らしが待っていま

す。市内に嫁いだ長女は、孫二人（2歳と1

歳）を連れて週末に我が家へやってきて、

にぎやかに過ごします。91歳になる夫の

母は、難聴で会話が困難ではありますが

健康です。住職である夫は、お参りや法

話の仕事がのきなみ中止となり、家やお

寺の断捨離に励んでいます。私は3月で

定年退職し、再任用として4月からも同じ

職場で働いています。研修会や会議、出

張など中止が続いている中、家で家族と

過ごす時間が増えました。こんな毎日が

「幸せ」だと感じます。新型コロナウィルス

の感染が終息することを願いつつ、「ステ

ィホーム」の日々。小さな幸せを積み重ね

ていければと思います。 

MSWという仕事 

P２７１～ 

大石仁美 

新型コロナ対策の不思議 

今年の２月はじめ、横浜港に停泊中の

大型客船ダイアモンドプリンセス号内で

次々と感染者が報告された時、（ん？お

かしい！ただの接触感染、飛沫感染では

ないな）と直感。あとで、エアロゾル感染

が関係していると分かりました。２月の半

ばには世界中で広がり始め、（まさかパン

デミック？）という言葉が頭をよぎりました。

実際に３月に入って、WHO がパンデミック

だと認識を示した時、世界中が壊れていく

ような恐怖を覚えました。医療設備が整わ

ず、手を洗う水もない、そんな発展途上の

地域で蔓延したら、一つの民族、一つの

国が滅ぶかもしれない。それは恐ろしい

想像でした。感染を広げないためにはどう

したらいいのか。全く雲をつかむようで、

何ひとつ浮かんできませんでした。 

ただ、２００３年にサーズが騒がれていた

時、防護服とマスクで完全防備をし、陰圧

のケースで患者を搬送する訓練の様子を

テレビで見た記憶があり、「そこまでしない

といけないのか」と驚き、心に深く残ってい

ました。 

 幸運にもサーズは日本に入ってきませ

んでしたが、訓練とはいえ、その時のマニ

ュアルが残っているはずです。そのマニュ

アルはどうなったのでしょうか。まさか、単

なるパフォーマンスで現実にはないと破

棄したのでしょうか？ 

 今回、初期対応の時、船内での検疫の

様子などをテレビで見ましたが、抜け抜け

の防御に唖然としました。 

指揮官はだれなのか、国を代表する責任

者は誰なのか、 

専門家の指揮のもとに全員が動いていた

のかどうか本当に不思議です。日本には

偉い先生が沢山おられるのに、指揮体制

がすぐに整わなかったのはなぜなのか。 

 多くの専門家たちの叡智を集めて事に

当たらなければならないときに、歯車がう

まく回っていない、横の連携が取れていな

いと感じるのは、今の政府の問題でしょう

か、社会構造上の問題でしょうか？ 

 

不思議なことはまだまだあります。 

市中感染が広がり、病院が満杯になった

ことで、軽症者は自宅療養という選択肢を

専門家がテレビで報道しました。（ん？こ

れはどういうことか？一人暮らしの人は、

隔離は出来ても、生活ができません。買

い物はもちろん行けないし、しんどい時に、

あるもので食べろと言われても、どうしょう

もない、自炊などできません。家族のいる

人は、たとえ部屋が２～３室あったとして

も、だれにも移さないで、家族全員が暮ら

せるなんて出来るでしょうか？いろいろシ

ミュレーションしてみましたが、少なくとも

私には出来ません。これはつまり、感染し

たのは自己責任で、家族に移ることも承

知で、国は見捨てたのだと思いました。お



7 

 

金のある人は、いかようにも出来るでしょ

うが、一般市民は身動きが出来ません。

政府のお抱え学者が、堂々と言っている

のです。何故でしょう。専門的な知識があ

るえらい方が堂々とおっしゃる。本当に不

思議です。 

 いろいろ書くと長くなるので、あと一つだ

け。マスクについて書きます。 

 安倍首相が「全世帯に布マスクを配布

する」と発表したときはズッコケそうでした。

 なぜ布マスク？ 

市中からマスクが消えたとしても、一万分

の一ミリという小さなウイルスが、布の網

目を容易に通過することは誰でも知って

いるはずなのに、少なくとも医療従事者は

それを聞いて唖然とし、滑稽さに顔をゆが

めて笑ったことでしょう。止める人が側近

にはいなかったのでしょうか。今では、手

作りの布マスクが お互いを思いやるコミ

ュニケーションのツールとして流行になっ

ていますが、その意味では効用があった

といえるのかもしれません。 

 マスクは、中国だけに頼らず、国内の企

業に働きかけて量産体制に入っています

が、思うように売れなくて、在庫がだぶつく

日が近いうちに来るでしょう。本来使い捨

てのサージカルマスクを、洗って使用して

もいいとお墨付きを与えたのですから、購

入する人が減るのは自明のこと。でもまあ

いいかぁ 腐るものでもないし・・・ほんの

つぶやきです。 

病児保育奮闘記 

Ｐ１６８～ 

岡田隆介 

 新型コロナ感染症で思うこと二つ。①３

２万人。これは、３０年以内に高い確率で

起きるとされる南海トラフの推定犠牲者数。

３９万人、こちらはかつての世界を席巻し

たスペインインフルエンザによる日本の死

者。そして、新型コロナウイルスによる死

亡者は 7００人弱。未来と過去の３～４０

万と現在の約 7００、不安の大きさは圧倒

的に現在の新型コロナだ。過去は忘却の

彼方にしまい込み、近い将来からはリアリ

ティを消し去る鈍感さ。案外、これが心の

平衡を保つ秘訣かもしれない。②PCR 検

査を大幅に増やさなければならないと主

張する学者が多いが、我が国の桁違いに

少ない感染者および死者数からして、そ

もそも PCR 検査を軸にこの感染症を論

じること自体が問題ではないかと思えてく 

る。 

エア絵本 -ビジュアル系子ども・ 

家族の理解と支援（４）-  

ｐ４４～ 

一宮 茂子  

【新型コロナで世界秩序が変わる？！)】 

メディアで連日報道されている新型コロナ

ウイルス感染症。この感染症は第 2 次大

戦以来の「最大の試練」（国連事務総長）

であり、ウイルスは体内に長期潜伏する

可能性や、免疫を獲得できない人もいる

可能性があり、パンデミックの波は何回か

発生し、それが 2022 年まで続く可能性が

高いとのこと。アメリカ主導の世界秩序を

構造的に大きく変化させるだろうとも報道

あり。トランプ大統領は､自国第一主義を

押し通し、新型コロナに関する WHO･世界

保健機関の姿勢を中国寄りだとして拠出

金の停止を宣言。覇権の拡大をうかがう

中国は、これまで 11 か国に医療チームを

派遣し、127 か国に医療物資を輸送したと

発表して他国への支援をアピール。日本

は、「生ぬるい」対応であるが、うまくいっ

ているように見える不思議があるという。

私の自己管理は、３密（密閉、密集、密接）

を避け、外出時はマスク、手洗いは頻回、

社会的距離をとることです。元の生活に

戻るのは無理かしら？ 

生体肝移植ドナーをめぐる物語 

Ｐ２５６～ 

松岡 園子 

4 月に緊急事態宣言が発令されてから、

神戸で運営している学習塾では LINE のビ

デオ通話を使ったオンライン個別指導に

切り替えて実施しています。オンライン個

別指導をするのは、10 数年前に塾の生徒

さんと香川県に引っ越すことになった私と

で Skype を使い、パソコンで実施したとき

以来です。その頃はまだ「Skype？何そ

れ？」という時代でした。 

今ではスマホを使って大阪の自宅にい

ながら、神戸の生徒さんと勉強ができる環

境を簡単につくり出すことができます。宿

題も写真を LINE で送ってもらえばフィード

バックを返すことができて、便利な時代だ

なぁと思います。 

今回私たちが学ぶ必要のあることは、

どのようなことなのでしょうか。私たちは強

制的にでも環境が変われば、「何とかした

い」という気持ちに乗じて変化や工夫、チ

ャレンジの方向へ進んでいくことができる

可能性を秘めているものだと私は学びま

した。また、つながりや情報、人として存

在することや時間など、目に見えないもの

の価値をもう一度、考え直してみる必要が

あるのではないかとも感じています。 

統合失調症を患う母とともに 

生きる子ども 

 Ｐ２５０～ 

中條 與子 

 今号「『盲ろう者』として自分らしく生き

る」の執筆をお休みさせてください。 

 新型肺炎が流行りマスクをすることが、

必須、マナーとなりました。自他ともマスク

をすることになり、聞こえにくくて見えにく

い盲ろう者としての日常も変化しました。  

緊急事態宣言中も、その前後も変わらず

通勤をしているため、生活のリズムの変

化はないのですが、お互いの命を守るた

めのマスクの存在は、私にとっては移動

時もコミュニケーション時も、思った以上に

影響が大きいです。 

影響を受けたことを、少しだけでも文学

にすることを試みました。できませんでし

た。日日、「今」に対する判断を考えること

が精一杯で、その出来事を整理して書くと

いう事まで広げることができませんでし

た。 

 ようやく今の毎日に、少しずつ慣れ始め

ている気がしています。次号では、今の日

常を書くことができるように、継続して整理

に努めたいと思います。今後とも、どうぞ

宜しくお願いいたします。 

「盲ろう者」として自分らしく生きる」 

杉江 太朗 

児童福祉現場で働く杉江と申します。

新型コロナウイルスの影響もあり、近くに

住む姉弟は、家にいることを余儀なくされ、

シャボン玉をよくしている。それもストロー

で吹くものではなく、シャボン液をつけそ

のまま振り回すのである。さすがに息を吹

き込むという行為は親に止められている

らしい。弟君がすすると、シャボン玉にな

らず、シャボン液がそのまま飛び散ってい
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る。それでもめげずに頑張っている。そう

いえば、古い漫画で、とてつもなく大きな

シャボン玉を作る兄弟の物語を見たことを

思い出した。シャボン液には砂糖を入れ

るとか、風呂に入ると石鹸なしで頭が泡立

つというエピソードが懐かしい。調べてみ

ると、杉山兄弟と言うらしい。もう 70 歳を

超えているのか。新型コロナウイルスが

終息する頃には雨が降るたびに道路が泡

立ち、新たな杉山兄弟が生まれているか

もしれない。いやいや、そうなるまでには

落ち着いて欲しいものである。 

「余地」-相談業務を楽しむ方法- 

Ｐ２４６～ 

迫 共 

ブックカバーチャレンジなるもののバト

ンを渡され、大人の自分が好きな絵本を

紹介することにした。子どもの頃に好きだ

ったのは「機関車トーマス」と「ぼちぼちい

こか」だった。もちろん子どもに人気の名

作絵本を読むのも楽しいが、大人だから

こその読み方もある。少ない色数で、極限

まで言葉を削って作った作品や、見落とし

そうな日常の隅々を描いた作品、読み手

である自分自身や世界のなりたちについ

て考えるきっかけをくれる作品などだ。 

たくさんある絵本棚から、自分はどのよ

うに絵本を探しているのというと、パラパラ

と絵や写真を見て、惹きつけられるかどう

かを試していることに気づいた。 

絵本はページ数が限られているなかに、

絵と言葉を分かりやすく配置しなければな

らない。厳しい条件の中でも視覚的に惹

きつけられる作品は、自分にはたいてい

面白く読めるようだ。いつか絵本論という

テーマにも挑んでみたい。 

 保育と社会福祉を漫画で学ぶ 
P２４２～ 

 

朴 希沙（Ｋｉｓａ Paku） 

私は普段マイクロ・アグレッションにつ

いて連載をしています。しかし今回は緊急

企画として、新型コロナウイルスに関する

インタビュー記事を書いてみました。イン

タビュー相手はかの有名なあの先生…!!

ではなく、京都在住の一市民である某 I さ

んです（笑）某 I さんはご自身の興味や家

庭の事情から、コロナ流行が始まったころ

から日夜新型コロナに関する勉強を深め

てこられたそうです。今回は普段私が感じ

ている素朴な疑問を色々と聞いてみまし

た。「〇〇の専門家」だけでなく、こういっ

た一般の人たち、一市民たちが自分たち

で情報にアクセスし、調べ、議論しあって

いくことが大切ではないかと思っています。

どうぞお楽しみに^^ 

マイクロアグレッションと私たち 

Ｐ２３７～ 

浅田 英輔 

先日、久しぶりに県本庁での会議があ

った。参加者は 20 名ほどだが、一番大き

な会議室を使い、かなり間を開けた配置

となっていた。会議の中身は情報交換が

メインだが、発言者がこちらをみて「オマエ

も言いたいことあるだろ？」みたいな目配

せをしてきたり、「これはあの方のほうが

よく知ってる」みたいにその人のほうに目

を向けたり、そういう動きは Web ではどう

やればいいかなーと思った。また、会議開

始前後にほかの参加者と、あれはどうな

った？これはどうしてる？という会議の本

筋以外の情報交換をしたり、脇で話してる

別の人の話が聞こえたので「それはこっち

ではこうしてるよ」とはまっていったりした。

また、会議後には関係各課を回って、細

かい話を聞いたりしてきた。新しい課長が

下北の動きを実際に見たいらしい。など、

こういうところは Web 会議ではできないよ

なあ。「こんな会議、Web で十分！いやむ

しろやらなくていいわ！」っていうものも多

いのだけれど、たまには顔あわせて話し

たいものだ。 

臨床のきれはし 

Ｐ１３１～ 

三浦 恵子 

 新型コロナウイルスを巡る状況はいま

だ厳しい。ステイホームが盛んに叫ばれ

た GW も過ぎたが，帰る家がない，家があ

っても安心できる居場所ではない人々に

思いを寄せてくださった方が，少しでも多く

いることを願いつつこの文章を書いてい

る。 

 そうした人々を支援する人達や場もまた

厳しい状況に置かれている。相談支援の

場における感染防止対策もそうだが，フ

ードドライブなどが休止されていることも

大きなダメージだ。 

 依存症や障害をお持ちの方の支援に業

務外で関わって長いが，イベント等の中

止で授産製品の販路が狭まったり，啓発

イベントの中止で収入が断たれるなどどこ

も苦しい状況だ。 

 「顔の見える関係」が大事だと言われた

対人援助の形を改めて考えさせられるこ

とも多い。 

 様々な情報が瞬時に入ってくる現代社

会だが，不安を煽る情報を探すのではな

く，こうした情報に意識して触れたり考え

たりすることができる時間を大切にするべ

きだと実感している。 

更生保護護官署職員 

（認定社会福祉士・認定精神保健福祉士） 

現代社会を『関係性』という 

観点から考える 

Ｐ２３３～ 

関谷 啓子 

休載 

私の出会った人々 

黒田 長宏 

本文で紹介を続けさせていただいてい

る個人事業の『婚難救助隊』の確定申告

を目指すために、マイナンバーカードや IC

カードリーダーなど揃えたのだが、売り上

げゼロということで今回は必要なくなって

いたが、思わぬ特別定額給付金というこ

とで、思わず出番がやってきて、結局オン

ラインで申請できた模様である。郵送だと

５月２５日からで、オンラインだと３日が私

の居住させていただいている自治体の期

日だと自治体のホームページでみたので、

２２日も早期にオンラインだと申し込める

ことになる。しかしパソコンやスマホなどで

きない人はできないわけだから、そこらへ
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んが格差というかリテラシーというのか、

それを思ったが、私はできる側だったので

ラッキーだと思った。やってみると、パスワ

ードを忘れていたら、もしくは控えを紛失し

ていたら、役所までいく必要がある。これ

は新型コロナウイルス密集の危険に入り

込む可能性がある。実際、東京の某所が

ニュースでそうなってしまったと報道され

ていた。他にもいちおう私が世帯主という

ことなのだったが、母親の名前を書き忘

れると私の給付金だけになってしまい、フ

ォローが面倒なことになると思ったり、通

帳やカードの写真をパソコンやスマホにア

ップロードしたりして、そういうことも必要

だったり、誰もが楽にできることでもないと

思えた。だいたいオンラインなどする人た

ちはもともとパソコンやスマホを常時使用

していて慣れていたりして、その人本人に

とっては結構便利にできたと思うだろうが、

他人にとってはそういう人ばかりではなか

ろうという思いもある。物覚えのスムーズ

な人ほど、他人の苦労する仕組みだと思

わず、便利とだけ発信してしまうものだ。

しかし、最初の政府の３０万円を一割の

人々に給付するという案から、国民が不

満を持ってアピールして、十割の人々に１

０万円という建前に変更できたというのは

民主主義も機能することもあるんだなと感

じたが、本当なら、国や自治体のほうが、

申請制度ではなくて、給付が国民全員に

いきわたるように努力して配布しまくるほ

うが良心的な国家なのにとは思いが残る。

しかし、これを書いている時点では、ゴー

ルデンウイークは結構国民全体で辛抱し

たが、明けたら早速緩みが出ているようで、

まだまだ収束してきたとは言えないんじゃ

ないかという不安定な状況。次回はどうな

っているんだろう。（５月９日）

https://konnankyuujotai.jimdofree.com/ 

あぁ結婚 

Ｐ２１３～ 

山下桂永子 

 この 3 か月間、学校は休校でも、職場

の教育相談が休止になって面接はできな

くてもやることはたくさんありました。考え

させられることもたくさんありました。人間

の情報を扱う仕事だなとは思っていました

が、この数か月ほど知識と情報を扱う力

が問われることはないなと思っています。

そしてもう一つ思ったことは、人や物との

関係性が問われるなということでした。普

段から目に見えない人間関係の距離感に

不安を持ちやすいならば、目に見えない

ウィルスとの距離感もうまく取れないで不

安になると思うのです。不安は時に怒りや

攻撃的な感情に化けてしまうので、とても

扱いにくくなってしまいます。私自身は目

に見えないものを割とおざなりに扱ってき

たなと思うので気を付けたいところです。 

 今回の町家合宿についての話は目に見

えるお金というものを扱っていますが、や

はり書いてみると目に見えないものを扱っ

ているような気もします。読んでいただけ

れば幸いです。 

町家合宿 in 京都 

Ｐ１９１～ 

尾上明代  

ステイホーム期間に、多くの人々がそう

しているように、私も頻繁に近所の散歩を

するようになった。すると、かなり近くにち

ょっとした山道と林があるのを発見。調べ

てみると多摩丘陵の「よこやまの道」とい

う、古代の幹線道路が通っていたルートで

あることがわかった。 

名前の由来は、多摩丘陵が万葉集で「多

摩の横山」と呼ばれていたことからだとい

う。その登り口の一つが、家のすぐ近くの

住宅街にあり、（介護もあるので本格的ハ

イキングをする時間はないが）ちょっとだ

け登って森林浴をして帰ってくるくらいでも

充分な楽しみの一つになった。こんな素

晴らしいところが、すぐ近くにあったなん

て！ 林の中に身を置いて深呼吸をし、鳥

のおしゃべりを聴くことで、ここまで癒され

る感覚になるのは、今までの人生ではな

かった。ずっと忙し過ぎて、近所では駅と

の往復と車で買い物しかしていなかったこ

とを大反省するとともに、この状況からの

感謝すべき贈り物だと思った。 

登り口付近の野草や山道に咲くお花た

ちに出会うことにも幸せを感じる。最近、

数日ぶりに行ったとき、美しい素敵なお花

が、忽然と現れて咲いていた。写真に撮り、

花の名前がわかるアプリで調べたところ、

キンランという蘭の一種だとわかった。な

んか嬉しくて、可愛くて・・・こういうことにこ

んなに心躍ることも今までなかった。それ

だけ、自然の命が感じられるものを無意

識に求めていたということなのだろうか。

そして二日後、「またあのキンランさんに

会いに行こう！」と思いながら（大袈裟で

はなく、本当に「会いに行く」という感覚だ

った）現場に着くと・・・あれ？・・・ない！！ 

突然消えてしまったかのように、根こそぎ

なくなっていたのだ。相当ショックだった。

かなりへこんだ。誰かの家の庭ではない

けれど、それでも、そのキンランさんは、

その山道に属していたものでしょう。そこ

を通る人たち皆の目を楽しませてくれる存

在でしょう・・・。花泥棒、ということばがあ

る。私のものを盗まれたわけではないけ

れど、確かな喪失感があった。今ごろ、ど

こにいるんだろう。 

その子孫（？）が、まだ少しでも土の中

に残っていて、もしもまた来年会えたらす

ごく嬉しいのだけれど・・・。期待してみよ

う。 

ドラマセラピーの実践・手法・研究 

Ｐ８７～ 

松村奈奈子 

コロナ禍。 

いろんな方がいろんな事を発信していて、

共感したり考えさせられたり。 

ただ、たくさんの方が感じている様に、私

も自然をより強く意識するようになりました。

職場への車から見えるいつもの町並、春

の新緑がより強く見えたり、初夏のキラキ

ラ太陽がやたらとまぶしかったり。自然は

いつもどおりなのになぁと思います。人間

があたふたと、いつもと違う時間を過ごし

ているからなんでしょうね。 
精神科医の思うこと 

Ｐ１７７～ 

鵜野祐介 

今年も毎夜ヤモリ君が自宅書斎の窓ガ

https://konnankyuujotai.jimdofree.com/
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ラス越しに現れ、羽虫や蛾をハンティング

する時候になりました。セクシーな白い腹

をペタッとガラスにくっつけて息をひそめ、

やおら身体をくねらせて獲物の方へ駆け

出していく、その静と動の妙を愉しんでい

ます。 

うたとかたりの対人援助学 

Ｐ２０８～ 

柳 たかを 

夏の高校野球 

   5 月中旬の現在、外出自粛徹底の効果

と思われる新型コロナウィルスの新たな

感染者が減少してきていることを受け、日

本政府の緊急事態宣言が一部の都道府

県を例外としながらも解除となった。 

コロナ禍による自粛在宅期間が長引く

なかで、人は社会的肩書きで評価される

社会人ではなく、両親から生を受け人生

を歩む生活者であることを思い出さされて

いるように思う。 

春の選抜高校野球の中止に続き夏の

甲子園も中止になるかどうか、20(水)に高

野連の発表があるという。(発表前に書い

ています) 

いろんなイベントやプロスポーツ大会が

自粛や無観客試合を選択せざるを得ない

のも気の毒だが、高校生の選手一人一人

は二度とない青春期に汗と努力の末の真

剣勝負をコロナのせいで諦めざるを得な

いのは彼らに長く消えない心の傷を残す

のではないかと心配する。 

知恵を絞れば三密を避け観客も応援も

無し、実況放送は出来るだろうし必要最

小限のスタッフと選手たちだけで「投げて・

打って・守って・走る」試合、高校野球精神

の初心にかえれば開催出来る道がある

のでは？  

満員のアルプススタンドからの大声援

を背にプレー出来ない悔しさは残るだろう

が、開催されないよりははるかに幸せだと

思いたい。 

「感染者が出たら誰が責任をとるの

か？」という問題をないがしろに思ってな

い。でも「コロナは危険なんだから自粛！」

分かるが、まだとうぶんは続くだろうコロナ

との戦いに気を抜かずモチベーションを保

ち続けるためにも創意工夫のある戦いか

たを皆で考えたいものだ。 

 

東成区の昭和 思い出ほろほろメモ 

Ｐ１８３～ 

齋藤 清二 

 3 月以来の COVID-19（新型コロナ肺炎）

のパンデミックに、世界中が巻き込まれ、

翻弄され続けてきた数か月でしたが、日

本ではようやくそれなりの落ち着きを取り

戻しつつあるように見えます。大学と大学

院の授業は全て遠隔授業に切り替えられ、

大きな生活の変化の中でこそ見えてくるさ

まざまな新しい気づきを、どのようにして

生活の中に落とし込んでいくかが次の課

題となっているように思えます。 

 さて、これまで、約 5 年間にわたって

「『あ！萌え』の構造」と題したエッセイを

対人援助学マガジンに連載させていただ

きましたが、一応、前回の第 40 号をもって

終了とさせていただきます。私にとっては、

純粋にボトムアップで執筆していくという

他の場所ではほとんど行うチャンスのな

い試みをこのマガジンで続けさせていた

だき、そのため毎回の内容はどこに落ち

着くか分からないグダグダであったり、苦

し紛れの再録であったりして、読んでいた

だく方には迷惑をおかけしました。「萌え」

概念が、社会的にみてももはやあまりにも

一般化してしまったことと、近年台頭して

きた「推し」概念についてもある程度の把

握ができたということでいったんこのへん

で筆をおこうと思います。 

 「志向性」「指向性」「嗜好性」というよう

な抽象概念でくくられる「私たちにとって根

本的に重要な何か」についての考察は、

機会があれば何らかの形でまとめてみた

いと思っています。 

小林茂  

 少し暖かくなって衣替えをしたら、この

ところまた寒くなって体を冷やしてしまいま

した。少し風邪気味で過ごしています。 

大学教員生活２年目に入り、昨年よりも

多少落ち着くかと思っていたら、新コロナ

ウイルスの影響でオンライン授業対策に

追われるようになりました。どこか、ふつう

に生活を送りたいという気持ちでいるので

すが、なかなかそうはさせてくれないよう

です。 

しかし、大学で教養ゼミナールという任

意で開講できる科目を通じて死生学を講

じています。そのためか、あらためて歴史

に残るような出来事の渦中を過ごすのは

得難い経験であると感じるようになりまし

た。生きていれば、いろんなことが起こる

ことを思わされます。 

＜温泉紹介＞ 

☆北のたまゆら 江別店（北海道北海道江別市

野幌屯田町 48-1） 

 江別 3 番通り沿いにあるスーパー銭湯「北の

たまゆら 江別店」。温泉はコーヒー色の「炭酸

水素塩・塩化物泉」で、ヌルヌルとした浴感があ

るのが特徴。その他、電気風呂、ジェットバス、

サウナなどもある。 

料金：大人４５０円（１３歳以上） 

温泉質：ナトリウム - 炭酸水素塩・塩化物泉 

(弱アルカリ性・低張性・温泉) 

泉温 加温あり・加水なし 

浴用適応症：神経痛、筋肉痛、関節痛、五十肩、

関節のこわばり、打ち身、くじき、痔疾、冷え性、

慢性消化器病、病後回復期、やけど、慢性皮

膚病、慢性婦人病、きりきず 

営業：8:00～深夜 1:00 (受付終了 0:00) 

年中無休 

対人支援 点描 

Ｐ１７２～ 

中島弘美 

家族カウンセリングをしている中島です。

緊急事態宣言により対面での面接をお休

みしていました。今少しずつ再開していま

す。相談に来られた方から「やっぱり電話

とかよりも、実際に会って話すほうがいい」

ということでした。 

担当している大学や専門学校の授業は、

遠隔授業や課題提出型授業に変更にな

り、教材づくりをもくもくとしているところで

す。 

今後、第ニ波に備えて、電話や画面を

通してのカウンセリングを増やしていきた

いと考えていますが、パソコン等の画面を

通してのカウンセリングについては、家で

落ち着いて話せないとか、できれば直接

会う方が話しやすいとか、面接のために

大阪駅周辺に出てくるのがたのしみだか

ら対面がいいなどの皆さんの思いを確認

しつつ、新しいスタイルも試みていきたい

と思っています。 

カウンセリングのお作法 

Ｐ３５～ 
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藤 信子 

この5 月は、若葉はきれいだけれど、雨

が多く気温の変動も大きく、風薫るという

感じにはあまりならないのが残念だった。

緊急事態宣言の中、長めの散歩ができな

いのは、お天気のせいではなく、1 月下旬

に脚を怪我したので、今は以前の様に長

くはまだ歩かないでいる。怪我をしてわか

ったことは、あまり使わないで痩せた筋肉

を戻すのには、結構時間がかかるという

ことだった。今も室内でステップ運動をし

ている。 

そう考えると、3 月に退職するまで長い

間使ってきた身体も、偏った使い方をして

いたのかもしれない。特に脳。今更バラン

スよい身体や脳を、とは望まないけれど、

この機会にしばらくゆっくりして、身体と頭

をほぐしておこうと思っている。 

集団精神療法について 

Ｐ４１～ 

 

団遊  

読書が好きだ。特に巣ごもり中はやる

ことがないから、本ばかり読んでいる。新

刊が出るたびにいち早く購入するお気に

入りの作家が何人かいる一方で、ガッカリ

するのを避けたくて、読むのを控えている

作家もいる。思い出は良い形で取ってお

きたいからだ。 

ところが、あまりに時間があるので、そ

んな作家の新刊もいくつか読んでみようと

思い手に取った。かつて直木賞も取った S

さんの上下巻組新刊だが、読後、やはり

止めておけばよかったと思った。20 年前

から、書いていることが何ら変わらないよ

うに、ぼくには思うのだ。読者の勝手な感

想で甚だ恐縮だが、読み進めるうちに、な

んだか気の毒なキモチになってくる。 

少し前のことだが、音楽業界の友人が、

「サザンオールスターズはどうして常にヒ

ット曲を出せるのに、長渕剛は結局往年

のヒット曲に戻るのか」という話をしてくれ

た。 

両者と仕事をしたことがある彼は、「発

信したいメッセージを常に進化させている

かどうかの差だ」と言っていた。桑田佳祐

さんは、若者の文化や時代の空気を吸収

したいという意欲が非常に強い一方で、

長渕剛さんはその点が欠けるという。結

果的に、コンサート会場の顔ぶれが常に

フレッシュになるサザンと、お馴染みさん

で染まる長渕剛の差を生むという。 

表現者として、どちらが幸せかは、価値

観の違いだから一概には言えない。常連

さんキープに骨を折り、売上の安定を図る

というのは、戦略的には正しい面もある。

ただ、少なくとも私は、サザンのようにヒッ

トを生むことができなくても、メッセージを

進化させることに貪欲な自分でいたいな

あと、話を聞きながら思った。 

人を育てる会社の社長が、 

今考えていること 

P３３～ 

村本邦子 

コロナ禍で在宅リモート、この3ヶ月まっ

たく外食していない（正確に言えば、3 月

に一度だけ東京出張したので、その時の

み例外）。毎日、食べ物中心に生活が回

る夢のような日々だ。 

食べることは生きることだし、生きること

は食べることだ。細部にこだわらなければ、

たいがいは自分で作れるし、それなりに

おいしい。ふだんは自分で買い物に行く

暇がないので、季節の物をはずしてしまう

が、散歩ついでに店先をのぞいて、ざるに

山積みされた安い野菜や果物を見かけた

ら、それは旬の物だ。あれにしよう、これ

にしようとイメージが膨らむ。最近は、オン

ラインで仕事も日常化しつつあるので、時

間のやりくりとともに段取りするのも楽し

み。もちろん、その場の気分で予定を大き

く変えることも多々あり、思いがけないメニ

ューになるのもまた楽し。 

木々の緑や花々、雲の形、鳥の鳴き声、

風の香り･･･季節の移り変わりを感じなが

ら、自然の恵みを存分に楽しんでいる。地

球というひとつの船を共有しながら、しみ

じみと命が繋がっていることを感じる。 

周辺からの記憶 ―東日本大震災 

家族応援プロジェクトー（２２） 

Ｐ１４８～ 

國友万裕 

加藤直哉さんの『人は死んだらどうなる

のか』という本を読みました。 

死生学というか、臨死体験をした人たち

のデータを分析して、真面目に死後の世

界について考えた本です。この本を読む

と、どうやら、人を傷つけるようなことをす

ると周り回って自分が傷つけられ、善行を

施すと自分にも徳が帰ってくるという因果

応報の法則は古今東西の研究で共通し

ているようです。 

世の中には自分の都合で罪もない人を

踏みつけにするような人というのは確か

に存在します。僕もそういう人から負わさ

れたトラウマを背負っています。もちろん

僕のほうも知らず知らずに人にトラウマを

負わせてきている可能性はあります。 

この本によると死ぬと走馬灯のように自

分が傷つけた人の姿が現れるのだそうで

す。僕が死ぬほど憎んでいる人、復讐し

たい人はが死ぬときに僕の姿が彼らの脳

裏に浮かんでくるんでしょうね。そして、僕

が死ぬときにも誰か僕が傷つけた人が現

れることになる。さて、誰なのでしょう？ 

往々にして人間は自分を傷つけた相手の

ことは覚えているけれど、自分が傷つけ

た相手のことは忘れていることが多いで

す。 

死後の世界で、そのことに直面すること

になるんですね。そう考えれば、これから

は真摯に生きなくてはという気持ちになり

ます。いい本でした。 

男は痛い！ 

Ｐ１２０～ 

古川秀明 

新型コロナウイルスの影響で２月から
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講演会＆ライブはすべて中止になりまし

たので、今回はいつもの「講演会＆ライブ

な日々」ではありません。それはそれで新

鮮でした。 

講演会＆ライブな日々 

Ｐ１３８～ 

西川友理 

京都西山短期大学で、保育士・幼稚園

教諭の養成をしています。それから、支援

者に向けた当事者研究会や勉強会を定

期的に開催しています。その他社会福祉

士養成などにもちょっと携わらせていただ

いています。 

本誌連載、「接骨院に心理学を入れて

みた」の寺田先生が、去年の 12 月のご自

身のブログに、わたくしの連載を紹介して

くださっていたのを最近発見しました。患

者さんにも紹介してくださったとの事。なん

と嬉しい‥‥ありがとうございます！ 

皆さん、寺田先生の施術はほんとに科

学的なのに、魔法のように体を解き明か

していかれる不思議体験です。すごかっ

たですよ！コリや痛みのある方、ぜひぜ

ひ！ 

ここ最近、フェイスブックで「７日間ブック

カバーチャレンジ」がなんとなく流行ってい

ます。 

「１、７日間、自分の好きな本の表紙を FB

にアップする ２、毎日１人にバトンを回す 

３、本についての説明はしない」というの

が基本ルール。とはいえ、このルールは

ゆるゆるで、「１日で７冊 UP」「３日間だけ

実施」「誰にもバトンを回さず、自分だけで

終了」など、皆好き勝手に解釈して実施し

ています。私のところにもバトンが回って

きましたので、バトンは数名だけにわたす、

ということにして実施しました。 

いつどこから始まったのか、少し調べた

のですがまだはっきりわかりません。どう

やら 2018 年ごろに海外にすでにあった、

という噂もネット上で見つけましたが、明ら

かに今年の４月くらいから爆発的に広まっ

ているように感じます。おうちにいることで

本を読む機会が増えた、なんとなく周りと

のつながりが欲しい、といった、コロナの

影響も大きいと思います。 

これ、やってみて感じるのが、「本を紹

介するのもされるのも楽しい」ということ。

そして「本を UP した上で、説明をしない、

というのはなかなかに難しい」ということで

す。ついムズムズと言いたくなってしまう

のです。だって好きな本ですから。このチ

ャレンジをしている友人の記事を見ても、

ほとんどの人が紹介文を書いています。 

私は昔、人前でしゃべるときに緊張する

たちでしたが、ある時、「私が見られてる、

と思うから緊張する。私が好きなもの、興

味があるもの、価値があると思うモノを

「ほら、すてきでしょ」「面白いでしょ」「すご

くない？」「すごいでしょ」と、紹介するつも

りで話してみてください。みんなはあなた

を見てるんじゃなくて、あなたといっしょに、

その“すてきなもの”を見てる。あなたは自

分の感じるそのすばらしさを紹介するだけ

でいい」と教えてもらってから、ほとんど緊

張しなくなりました。 

好きなもの、すてきだなとおもうものを

語る時、みんな少しだけうきうきしていて、

その言葉も踊っています。いまさらながら、

好きって強い、と思います。 
福祉系対人援助職養成の現場から 

ｐ７１～ 

坂口伊都 

娘が一人暮らしを始めたのですが、こ

のコロナ騒ぎで長いこと家に滞在していま

した。こんなことなら夏以降からにすれば

よかったと思ってしまいますが、緊急事態

宣言が解除になり、そろそろ戻ろうかなと

娘が言い出しているので、自分でやろうと

いう気持ちが出てきているようで、まぁい

いかなとも思っています。 

娘の引っ越しを期に我が家の方も模様

替えをしました。寝室だった部屋を私の部

屋にし、夫には夫の部屋を作りました。め

でたく家庭内別居です。もちろん、先人た

ちの夫婦の距離の取り方を参考にしたの

です。近過ぎない方が上手くいくと言って

いました。自分の部屋を持つのは、20 年

以上ぶりです。娘の部屋に残っていたお

下がり家具を持ってきて、恐ろしくて触っ

ていなかった所にも探検に行き、坂口さん

家の掘り出し市から出てきたいろいろなモ

ノが日の目を見ます。子ども達の赤ちゃん

グッズとかも出て、「懐かしい」「かわいい」

「若い～私」と手が止まることもしばしばで

したが。 

この部屋ができたおかげで、思いもしな

かったテレワークも落ち着いてすることが

できました。2 階に働きに行って、１階に帰

るという気分です。でも、職場で寝るので

たまに仕事をしている夢を見る率も上がっ

たような気がしなくもないです、はい。 
家族と家族幻想  

Ｐ１４３～ 

河岸由里子（臨床心理士） 

北海道 かうんせりんぐるうむ かかし 主宰 

【zoom,zoom】コロナウィルスの関係で、あ

れこれ zoom で行うことが増えた。会議は

zoom、カウンセリングも zoom、大学の講

義も zoom、飲み会も zoom。全く初めて使

うというわけではなかったので、比較的ス

ムーズに使えてはいるが、色々と出費も

増えた。 

 持ち運び可能な Wi-Fi のギガ数を普段

以上に使うことになったので、ギガ放題に

切り替えた。家で使うものは Air があるの

で問題ない。ただ、家で zoomを使うには、

部屋の配置でバーチャル背景がうまく使

えなかったので、グリーンスクリーンをセッ

トで購入。売り切れになってしまったヘッド

セットもあちこち探してようやくゲット。ライ

トもと思ったが、それは娘の机上スタンド

を活用。こうして、準備万端。 

 さっそく大学の授業の第一回目の講義

を zoom で行った。それに向けて、大学で

は moodle というシステムを使って授業登

録や出欠管理、資料配布、連絡などを行

うことになり、私も授業一週間前までに資

料をアップしたり zoom の ID とパスワード

を送ったりと増えた手順をこなしていった。

当日は、大学の教室から講義を行った。   

それは無線ランを使えるからで、家や

事務所からだとどうしても Wi-Fi を使わざ

るを得ず、そうなると不安定さが出るし、

ずっと家に籠ってばかりいるので、大学で

行う方が気分も変って良いかと思ったから

である。 

そして、指定された教室に行き、パソコ

ンをセットして、学生さんたちが zoom に入

ってくるのを待った。８時５０分からの授業

に対し、８時５０分までには待機室に入っ

ているようにと伝えていたが、案の定、８

時５０分すぎてから、ポロポロと入室許可

申請が画面に出る。１回目なので９時まで

は良しとして、自己紹介やらガイダンスな

どしながら、入ってくる学生への許可をし

ていた。しかしその間も、「入れない」「入
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ったけど落ちた」「もう一回入りなおす」「ど

うしたらよいか？」などのチャットが送られ

てきて、それへの回答もしなければならず、

てんやわんやであった。 

結局授業最後の小レポートの提出も、

moodle でほとんどの学生さんが出してく

れたものの、数名これができず、メールで

送ってもらうことになった。早速送られたレ

ポートにコメントを入れた。今回の登録者

はいつもの半分くらいなので助かる。その

後、zoom に入れなかった人を対象に、個

別の zoom ミーティングを数回設定し、上

手く入れることを確認、第２回目の授業で

待っていると伝えた。これで一件落着。ふ

ーっ。 

 一体いつまでこの形で授業を行うのだろ

うか？サポートに来てくれた大学職員の

人は今年度いっぱいはと考えていると

か・・・。 

 Zoom,Skype,Teams,etc.色々なツールが

増え、便利になった。メールでのやり取り

も頻繁にある。パソコンはじめ Tablet やス

マートフォンにも慣れた。それでもやはり

直接会って話す方が疲れない。昭和の人

間だからだろうか？？ 

ああ、相談業務 

 Ｐ８０～ 

先人の知恵から 

Ｐ２０２～ 

岡崎正明 

私たちは毎日いくつもの強制参加クジ

を引いている。ときどき、そんな風に思うこ

とがある。 

クジの名前は「病気」「事故」「天災」など

多種多様。それは生きている限り絶対に

引かなければならない。金持ちだろうが老

人だろうが、美人だろうが赤ん坊だろうが

関係ない。棄権はできない。そして当たり

が出たら否応なく従う。そういうルールだ。

「運」といってしまえば身もフタもないが、し

かしそうとしか言えないものが存在してい

ると思う。そんな境遇の人をたくさん見て

きたし、おのれの人生でもたまに「よりに

よってなんで俺？」と思う瞬間に出会って

きた。 

もちろん若干の努力が認められる余地

もあり、例えば適度な運動や健康に気を

使っている人は、「病気」のクジを引くとき、

当たりが少ない箱になる。反対に不摂生

なヤツは当たりが数倍の箱から引くことに

なる。でも、それもあくまで確率の問題で、

当たりが少ない箱の方でも当たる運の悪

い人はいるし、反対に当たりが数倍の箱

を長年引いても、まったく当たりを引かな

いのもいたりする。そういうヤツは「体質」

とか「遺伝」とかのクジで、イイ方の当たり

を持ってたり(笑) 

 だから私は「自己責任」という言葉があ

まり好きではないのかもしれない。そして、

そんな不条理と付き合っていくしかないの

が人生だからこそ、やれるだけのことをや

ろうと思う。できないことは嘆いてもしょう

がない。それでも後から「もっとこうしとき

ゃよかった…」って思うこともたくさんだが、

まったく後悔のない人生なんてのも味に

深みがない。だから良し！ 

 ちなみに、「時代」「出自」「家族（パート

ナーをのぞく）」「上司」なんかも選べない

からクジだけど、「政治」は選べるから一

応クジじゃないハズ。そう思って徒労感を

感じても、なるべく選挙には行くようにして

いる。 

役場の対人援助論 

Ｐ１２６～ 

大谷多加志 

 4 月から生活が大きく変わりました。前

職を退職し、大学の特任教員になり、新し

い非常勤の仕事を 3 つ始めました。そして、

その全てが新型コロナウイルス感染拡大

の影響を受け、それぞれに対応を要する

事態となっています。人生で初めての転

職で、不安の中の船出でした。予想外の

危機もあり、一方で、思いがけない巡り合

わせもありという状況の中、この先どうな

るのかという不安と、まだ見えない展望が

開けるかもという希望との間で揺れながら、

日々を過ごしています。何にせよ、楽観に

も悲観にも決め込むことはせず、今の環

境をまずは楽しみにながら、自分にできる

ことをひとつずつ着実に行っていくことに、

まずは全力を注いてみようと思います。 

 新版Ｋ式発達検査をめぐって 

Ｐ１３５～ 

馬渡徳子 

皆様、如何お過ごしでしょうか。 

先ずは、今、こうしてあること、こうして連

載に投稿できたことを、素直に喜び、感謝

したいと存じます。 

 振り返ると、この三か月間に、関連する

様々な職能団体の総会や学会が、中止

又は延期となりました。関連する諸会議も、

様々なツールを駆使して、事を前に進め

てきました。 

今、私のパソコンのディスクトップには、

新たに三つの「オンライン会議ツール」が、

でんと乗っかっております。元々、機械も

のを苦手と決めつけて、トリセツなるもの

も流し読みしながら、とりあえず実行!の大

雑把な私にとっては、かなりしんどい(not

面白くも)プロセスでした。 

しかしながら、私には、図々しい！とい

う、強みがあります。大学院には、様々な

国の留学生がいることから、国によっては、

政策として、就学児の時期よりタブレットを

活用してきた経験を持つ方々もおられるこ

とが判明。そこは、おばちゃんパワーで、

スマホ片手に電話やメールや写メを駆使

して、パソコンに向き合いながら、粘り強く

教えて頂き、何とか今があります。 

 一方で、歴史的なアナログ手段の価値

や、人生の先輩方の素敵な対応や、改め

て地域の社会関係資本について、気付く

ことも多くありました。 

 そこを、今回は「馬渡の眼」で記載したい

と存じます。 皆様、今後とも、心を込めて、

どうか、ごきげんよう!  深謝のうちに。  

馬渡の眼 

Ｐ１８１～ 

団士郎 

コロナ禍の渦中、わが家にも緊急事態

が起きました。本人の了解を得て、正確に

お知らせしておきたいと思います。 

５月４日、GW まっただ中、院内感染の

ニュースも騒がしい時期に、痛みと出血を

訴える妻を、病院の救急外来に連れて行

くことになりました。 

ＣＴの後、そのまま入院。大型連休明け

の諸検査の結果を１２日夕刻、医師の指

示に従い、関西在住の次男を伴って聞き

ました。 

胃癌、腺癌、ステージⅣ。ＣＴ画像では

あちこちのリンパ節に転移がみられ、内

視鏡映像は、自分の胃カメラ映像を見た

ことのある私と次男が、オォーと声を揃え

る厳しいものでした(素人目にですけど)。 

そして、今後の対応として、抗がん剤治
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療と緩和ケアの説明を受けました。手術

や放射線治療など、局部治療の段階では

ないということです。 

翌日、知人の医師に状況を伝え、意見

を聞きました。妻も友人関係の消化器内

科医から助言を受けました。 

そして SOX 療法を開始する事になりま

した。この後は定期的な通院点滴治療に

なるとのことで、１９日に退院、自宅療養と

なりました。 

この間、コロナで病棟は面会禁止、家

族の立ち入りも制限されていました。自宅

に戻っても、病人にとってコロナも要警戒

です。厳しい状況ではありますが、出来る

ことをして過ごしたいと思っています。 

私にはほとんど馴染みのなかった看護

生活が約一ヶ月経ちました。 

あらためて、こういうことに遭遇するの

が家族だなぁと噛みしめているところで

す。 
「続・家族理解入門」最終回 

Ｐ５０～ 

鶴谷 主一 

新型コロナ感染予防下の幼稚園をレポ

ートしました。 

この期間、僕自身は、職員が交代勤務

で自宅待機している中も毎日毎日出勤し

ていました。気がつくと 4 月下旬から５月

下旬までたった２日しか休んでませんでし

た。 

イレギュラーって、ほんとに忙しいです

ね、計画変更や対応のためのガイドライ

ン作り、情報の収集、発出する文書作りな

どなど・・・その間に、パソコンの入れ替え

も２台やってましたがね。 

それにしても、たまに出勤した職員のお

喋りが止まりません！次から次へと立ち

話が続き、ああ〜密が濃い密が・・・と思

いますが、仕方ありませんよね、 

人とのふれあいが好きで仕事にしている

人種ですから。ひとしきりお話を楽しんで

もらいましょ。 

 

原町幼稚園 http://www.haramachi-ki.jp 

メール office@haramachi-ki.jp 

インスタ haramachi.k 

ツイッター haramachikinder 

幼稚園の現場から 

Ｐ６２～ 

水野スウ 

この数ヶ月の新型コロナ下、マガジン執

筆者さんたちはどのような日々を過ごされ

たのだろうと、今号の短信を読ませていた

だくことをいつも以上に楽しみにしていま

す。 

 今回の私の原稿は、コロナの影響を受

けつつも、20 年続く金沢の市民アクション、

「ピースウォーク金沢」を、いつもとは違う

スタイルで、でも私たちらしく実現させるま

での物語と、緊急事態宣言が出てから思

い立ってはじめた「＃離れているけどつな

がってる ぷろじぇくと」のことを。 

 ４半世紀前に書いた本『出逢いのタペス

トリイ』を、5 月いっぱい、ご希望の方にプ

レゼントします、と宣言して、連休中もその

あとの 5 月の日々も、この本を発送し続け

ていました。お金を介在させないものの発

送は、経済活動には結びつかないけど、

それに代えがたい、きもちのやりとりがひ

んぱんに行き来して、本を贈った以上の

有形無形のお返しをたくさん、今現在も受

け取っています。つながりの再確認もあ

れば、あらたなつながりも生まれていま

す。 

 

 週一の「紅茶の時間」はコロナ中も今も、

ひっそり静かにお寺のように毎週あけて

います。緊急事態宣言の出ていた間は誰

も来ない日が何週も続き、これは 37 年間

の紅茶の歴史始まって以来のこと。紅茶

の時間って、そこに器だけあっても、紅茶

の時間にならない。ひとが自由に集まって、

顔あわせて、きもちを語りあう、という中味

があってはじめて、紅茶の時間になるの

だなあ、としみじみ感じています。今また

少しずつ仲間が戻ってきつつありますが、

これまで以上にはやらないでしょうから、

その分、初心にもどって、丁寧に一人ひと

りを聴いていきたいと思っています。 

＃離れているけどつながってる ぷろじぇ

くとを紹介する記事もここに。 

きもちは言葉をさがしている 

Ｐ１０５～ 

荒木晃子   

「研究者になりきれない」。これが正直

な今の気持ち。調査対象が当事者である

こと、ヒアリング調査や質問票により客観

的なデータ、統計を導き出すこと、こういっ

た作業が私は苦手だと最近気がついた。  

私にとって、当事者とは援助を必要とする

人々であり、援助者は、当事者を援助す

るために存在する。援助者は皆、これまで

も、そして今も、これからも学び続けるー

私自身もしかりである。 

ではなぜ、自分は研究者であり続ける

のか。いくら自問自答してみても、今のと

ころ答えはみつからない。強いていうなら

ば、援助は目の前の当事者に対して行う

ことはできるが、そこから汎化することは、

まずあり得ない。しかし研究は、その成果

如何では、多くの援助者、研究者、教育 

者、医療・福祉従事者の目に留まることが

あるかもしれない、という望みがある。望

みがあることには、チャレンジする価値が

ある。それを信じ、行動に移すことーそれ

が、心理カウンセラーとして、 常に私がク

ライアントと共に目指す援助のかたちであ

る。クライエントにいつも伝えていること

を、自ら実践するのみだ。 

生殖医療と家族援助 

P８４～ 

中村 周平 

申し訳ありません。今回、私の見通しが

悪く、原稿を書き上げることができません

でした。次回以降、またよろしくお願いい

たします。 

前回、短信を書かせていただいた頃は、

聞きなれない言葉ばかりだったものが、今

となっては聞かない日は無い日常になっ

てしまいました。歴史を遡れば、このよう

なことは幾度となく起きてきたことかもしれ

ませんが、実際に身近で、しかも通りを２

つ挟んだ向かいの病院で未知のウイルス

が発生したと知れば、本当に生きた心地

http://www.haramachi-ki.jp/
mailto:office@haramachi-ki.jp
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がしない毎日です。少しでも、日常を取り

戻していければと思いつつ、自身のやり

たいこと、やるべきことをしっかりとこなし

ていきたいと思います。 
ノーサイド 

山口洋典  

おそらく気づかぬまま「コロナ禍」を「コ

ロナ渦」としている表記を何度か目にして

います。渦のような不可抗力に巻き込ま

れているという身体感覚が、無自覚なまま

にその表記へと誘っているのかもしれま

せん。ちなみに立場もあって、緊急事態宣

言の発出に伴い「明日からキャンパスが

閉鎖になる」ということを、学生よりも少し

だけ早く通知されたのですが、オンライン

授業となっているにもかかわらず校内に

足を運んでキャンパスライフを楽しんでい

る学生たちの姿を目にして、情報の非対

称性によって物事や出来事への認識は

大きく異なるのだろう、ということを痛感し

ました。転じて、仮に「世界は明日で終わ

るよ」ということを知っている人がいても、

私はそれを知らずに自らの日常を楽しみ

たいという人は多いだろう、などと、在宅

にて思考実験を重ねることが多い「ウィズ

コロナ」な今日この頃です。 

4 月 7 日 15:16 の立命館大学 

衣笠キャンパス東側広場の風景 

ＰＢＬの風と土 

Ｐ２１６～ 

見野 大介 

 コロナウイルスの影響により、予定して

いた展示会やイベントが中止になったの

は痛手でしたが、工房兼住居でひたすら

制作しているのが日常なので、普段の生

活に関して言えば以前とほぼ変わってな

いのが現状です。マスクの消費量も少なく、

５枚も使っていないと思います。 

変わったことと言えば、保育園が閉鎖さ

れて利用できなくなったことで２才の息子

が工房内でやりたい放題して、仕事の邪

魔をしてくることくらいかと。息子の年齢的

には今が一番色んなことを吸収する時な

ので、保育園で息子が皆と楽しく大騒ぎす

る日が戻ってほしいです。 

仕事にもっと集中したいという、父のワ

ガママもあることは否定できませんが

（笑） 

ハチドリの器 

P4 

千葉晃央 

4 月から通勤ががらりと変わった。これ

までも私は京都に住んでいることを結構

楽しんでいた。古いものが基本的には好

きなのである。夢は「嵐電で通勤」と思っ

ていたが、それも実際にする機会があっ

た。とはいえ、１６年ぐらい車通勤が中心

だった。一つの職場にしか行かない日（め

ったになかった）は数百歩しか歩いていな

いとスマホに言われることもあった。 

 現在は、公共の交通機関、自転車、徒

歩ばかり。１日８０００歩ぐらいは平均して

もいくのではないか。一気に体重が落ちる。

昼食の量のコントロールも体にきいてみる

とわかってきた。着る服の幅が広がり、体

が軽い。足の筋肉もいい感じで疲労も適

度にある。健康には近づいた実感が強

い。 

 仕事場が変わったので歩いて移動する

と街がよくみえる。この間、コロナの影響

はすさまじかった。南座の前のバス停を

下車して、花見小路を通り、風神雷神の

臨済宗本山建仁寺の前を通り、八坂の塔

を見て通っている。 

 もう一つの仕事場は、五条楽園という元

遊郭街の近く。現在はオサレ化してその

名残を生かしていて、その風情も印象深

い。京都に住んで、２０年以上たつがこう

いったところはめったに行かなかった。 

 清水のあたりにおられた以前の利用者

さん親子を思い出す。今は、お母さんもご

本人も亡くなってしまった。「ハッピー六原

で買い物してん！」とよく話されていたの

はここだったんだ！と。そして、お母様の

凛とした姿勢も生き様も、この街並みを見

て、暮らす人々を見て、今ならわかること

が増えた。ハタチそこそこの学生に毛が

生えた私には何もわかっていなかったな

ぁ。 

家族支援と対人援助  ちばっち 

chibachi@f2.dion.ne.jp 

090-9277-5049 

援助職の未来 

Ｐ１８～ 

脇野 千惠 

前回、マガジン４０号の原稿を送ったの

が２月下旬。３ヶ月の間に、社会の暮らし

方がこんなにも劇的な変化をするなんて

…誰も想像しなかったでしょう。テレビもラ

ジオも新聞も決まり文句は「新型コロナ」。

現在教育現場に近い部署で働いています

が、聞こえてくるのは、教員の多忙さと

益々煩雑化する勤務体制への不満です。

子どもたちが３ヶ月間学校へ登校しないと

いう初めての経験。先行きは不透明のま

まの学校再開です。 

「自粛と要請」といったちぐはぐな言葉

の羅列や、ソーシャルディスタンスなどカ

タカナ言葉にイライラする毎日。そして、

数字ばかりを追いかけ、感染者一人ひと

りの顔や生活があることを忘れてしまって

いる自分に気づき、もし自分が感染した

ら？と想像し不安になってしまったり…。

感染させてしまうリスクを考えなくてはなら

ないのは自分なのに。 

ごく最近手にした本で、感染渦中に若

いイタリアの作家が著した『コロナの時代

の僕ら』があります。彼は、「今までと違っ

た思考をするための空間を確保しよう」と

言っています。私も含めいつまでも元の生

活に戻りたいという人々へのメッセージ。

そうだよねと頷いてしまいました。今でき

る事をしておこうと思います。 

こころ日記「ぼちぼち」partⅡ 

Ｐ２６８～ 

竹中 尚文 

ステイホームで、お家で料理をする人

が増えたという。同好の仲間が増えるの

は嬉しい。今回は、これまであまり料理経

験の少ない人を意識して料理を紹介した

い。素人料理の場合は失敗する楽しみを

大切にしたい。失敗したときこそ、次回の

料理のエネルギーだ。 

今回の料理はシーフードリゾット 

【準備するもの】 

トマトソース(市販のものを購入もあり)、 

mailto:chibachi@f2.dion.ne.jp
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トマトソースを作る場合（ニンニク、タマネギ、ト

マトかトマト紙パック、塩、胡椒、オリーブオイル、

赤唐辛子、あれば月桂樹の葉） 

冷凍シーフードミックス、ツナ缶、チューブ入り

ニンニク、チューブ入りショウガ、チューブ入り

アンチョビ、お湯、コンソメ顆粒かキューブ、冷

ご飯、胡椒、粉チーズ、オリーブオイル 

【手順】 

トマトソース(市販のものを購入した場合はこの

手順はカット)   

最近はトマト缶より、紙パック入りのトマトが多く

なった。紙パック入りは、容器を捨てるのが簡

単。何より、安全である。トマト缶を購入すると

きの注意は缶がへこんでいないこと。賞味期限

より大切。トマトは酸が強いので缶の内側がコ

ーティングされている。へこんでいるとコーティ

ングが破れている可能性がある。 

トマトパック１箱(私はカットトマトが好み)、タマ

ネギ中 3 個 

① タマネギをみじん切りにする。できるだけ

細かく。 

② ニンニク 2 カケほどをみじん切りにする。

厚底鍋か大きめのフライパンにオリーブ

オイル多めに引いて、ニンニクと赤唐辛

子１本入れて軽く炒める。みじん切りのタ

マネギを入れる。塩を加える。塩は気持

ち少なめ、そのための赤唐辛子。タマネ

ギは焦がさないようにしっかり炒める。こ

こで甘みを出す。赤唐辛子を取り出して

おく。 

③ トマトパックを投入。胡椒と月桂樹の葉を

入れて、焦げ付かないように混ぜながら

煮込む。味見をして終わり。塩味を控え

めに。 

※ 多めに作って、分けてストックするのもい

い。 

シーフードリゾット (量はご飯の量を決めて、そ

れに合わせてシーフードの量を決める) 

① 厚底鍋に多めにオリーブオイルをひく。

鍋が熱くなればニンニクとショウガとアン

チョビを入れてシーフードミックスを入れ

る。(イカやアサリやエビを別々に買った

方が美味い) ニンニクとショウガはシー

フードの生臭みを消すため、アンチョビ

は塩味のため。そのつもりで量を考えて

ほしい。 

② シーフードは何とか火が通った程度で、

ツナ缶を開けて投入。熱いお湯を入れる。

お湯の量はご飯と同じくらい。コンソメの

素を加える。味が濃くならないように注意。

胡椒を入れる。 

③ 冷や飯を入れる前に、電子レンジで少し

暖めるとほぐれやすい。ご飯をゆっくり煮

込む。見た目で食べたくなったら、火を止

める。 

④ 食べるときに、塩分が足りないと思えば

粉チーズをかける。 

今回のバックミュージックは“Disney Songs 

the Satchmo Way”邦題「サッチモ･シングス・デ

ィズニー」 

もう 3～40 年前に友人がこのアルバムは面白

いよと教えてくれた。ルイ･アームストロングが

ディズニーソングを歌う。人生に何度か下を向

いたときに、この曲が元気をくれた。カラ元気だ

けども、前を向かせてくれた。 
『盆踊り漫遊』 

Ｐ１１２～ 

サトウタツヤ 

オンライン授業、いろいろ迷ったすえ、

説明入り PPT とツイキャスによるラジオに

しました。金曜午後３時、定時のラジオ配

信は思ったより大変で、構成作家や音響

技術者やディレクターが必要だとわかりま

した。幸いにも定時配信は多くの学生さん

に好評ですが、ツイキャスというシステム

の わ か り に く さ 故 の 苦 情 も あ り ま す

（Youtube にしてほしいとか）。前期の間は

ニューノーマルで頑張っていきたいと思い

ます。 

対人援助学＆心理学の縦横無尽 

P９３～ 

中村正 

前号の近況で記したようにコロナ禍が

全世界を覆い尽くす直前の今年 2 月にオ

ーストラリアにでかけた。利用したカンタス

航空で「The Australian Dream」という映画

を観た。感銘を受けた。著名なフットボー

ル選手、アダム・グッジ Adam Goodes の

物語である。 

2013 年5 月13 日の試合中のこと、観客

席から「猿！」と彼に向かって悪罵が投げ

つけられた。彼はアボリジニである。それ

は 13 歳の少女の声だった。グッジは彼女

を指して批判をした。その後、教育がなさ

れていないことが問題だとしてオーストラ

リアあげての取り組みへと発展していった

様子を彼のライフストーリーとしてドキュメ

ンタリー化したフィルムである。 

そういえばこの視察で不思議に思った

ことがあった。いくつか訪問したが、会議

が始まる前に主催者が「ここは先住民の

土地です。そのことに敬意を払います。」

と必ず述べていたことだ。これは以前には

あまりみられないことだった。この事件以

降のことだろう。もっと調べてみたいと思っ

た。残念ながらこのフィルムは日本では観

られない。かろうじて予告編をネットで観

ることができるだけだ。 

このことをここに記そうと思ったのは、ア

メリカでまた黒人が警察官によって暴力を

受け亡くなったからだ。コロナ禍はあらゆ

る世界の脆弱性を浮かびあがらせている。

しかしそれは以前からあった問題でもある。

オーストラリアではこのことを契機にして

教育用のサイトが整備されている。このフ

ィルムのことも紹介されている。映像教材

もあり、学校教育から社会教育までいろ

いろな角度から視聴できるよいサイトが構

築されつつある。 

 

 
臨床社会学の方法 

P２３～ 

乾 明紀 

41 号は休載とさせていただきます。 

コロナ禍で保育園が休園となり、未就学

児 2 人を抱えて思うように仕事ができませ

んでした。子どもたちにテレビやスマホを

見せ続けることなどできず、連日、朝から

夕方まで生まれたばかりのバッタやハナ

ムグリなどの昆虫を採ったり、カエルやト

カゲ追っかけたりしていました。また、お
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風呂に寝かしつけと本当に子供中心の生

活でした。 

そんな子守が続く中、大学の授業が始

まり、一時は精神的にもかなり追い込ま

れたりもしました。下図のように単身だっ

たら生産性は大いに上がったのだろうな

と思いながらも（そんな焦りやイライラを抑

えながら）、子どもの将来のためと自分に

言い聞かせながら、非常に濃密な時間を

過ごしました。 

仕事が色々と溜まってしまい、現在リカ

バリー中ですが、次号には復帰できるよう

にしたいと思います。 

 
周旋家日記 

休載 

寺田 弘志  

３月から５月にかけて、新型コロナウィ

ルス感染を避けて、通院を自粛される患

者さんが寺田接骨院では相次ぎました。 

患者さんが減った分ひまになった・・・とい

うことはなく、従来以上に感染防止対策を

講じたため、施術以外の業務が増え、忙

しくなりました。 

また、感染防止対策について調べなけ

ればならないことが増えたり、対策に必要

なものを探すのに時間がかかったり、注

文したものがなかなか届かなかったり、や

っと届いたと思ったら不良品だったりして、

そういうことにも時間をとられました。 

対人援助に関わる皆様も、新型コロナ

ウイルス感染拡大防止のために、日々さ

まざまな取り組みをなされていると思いま

す。 

当院では、新型コロナウイルス流行の

前から、アルコールや塩化ベンザルコニ

ウム（逆性せっけん）などを使って、感染

予防をしてきました。また、マスクやアルコ

ールなどの衛生材料を多めに仕入れて、

患者さんにも安く（医療用サージカルマス

ク５０枚２００円、アルコール５００ｃｃ３００

円、塩化ベンザルコニウム５００ｃｃ３５０円

など）お分けしてきました。 

いつもなら安くても少しずつしか売れな

い衛生材料が、新型コロナが流行りだし

たとたん、あっという間に売り切れてしま

いました。 

困ったのは、アルコールが仕入れでき

なくなったことです。治療機器やベッド、枕

をアルコール消毒しているので、結構、ア

ルコールを消費します。塩化ベンザルコニ

ウムは薄めて使うので、当分もちそうです

が、アルコールは薄めずに使うので、早く

底をついてしまいます。しかも、塩化ベン

ザルコニウムはウイルスに対しては効果

が不十分だと厚生労働省の資料にあるの

で、アルコールの代用品にはならないよう

です。 

たまたま叔父がアルコールを輸入する

仕事をしていたので、入手できないかたず

ねてみました。しかし、アルコールが高騰

して採算がとれないため、取扱いをやめ

てしまったというのです。日本国内ではア

ルコールは生産しておらず、中国やブラジ

ルから輸入するしかありません。中国は

輸出を制限しており、ブラジルに注文が集

まっていますが、ブラジルで感染爆発が

起きています。国内で酒造メーカーが、消

毒に使えるアルコールを作り始めました

が、生産量も少なく、割高です。 

幸い、叔父が取引先からアルコールを

譲り受け、送ってくれたので、しばらくはし

のげますが、これからもアルコール不足

が続きそうです。アルコールが不足する

中でもしっかりと除菌していくために当院

で取り入れたことを、記事のほうで紹介し

てみます。 
 接骨院に心理学を入れてみた 

Ｐ２２２～ 

浦田 雅夫 

ズームによるオンライン授業の毎日で

す。「起きてすぐ 時計を見たら もうお昼」

という学生の川柳にあるように自粛期間

は昼夜逆転の学生もいたのだと思います

が、オンライン授業の出席は皆さんすこぶ

るよい感じです。 
社会的養護の新展開 

Ｐ６０～ 

小池英梨子 

私のライスワーク兼ライフワークの「ね

こから目線。～ノラ猫専門のお手伝い屋さ

ん～」ですが、開業からの捕獲成功頭数

が 1,000 頭を超えました。 

ボランティア活動をやり続けるためには、

脱ボランティアをして、継続できるシステ

ムを作ることが本当に大切なんだなと実

感しました。 

 
 そうだ、猫に聞いてみよう 

Ｐ１９４～ 
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援 助 職 の 未 来 

1： 100年 

千葉 晃央 

 

  

中盤戦 

 

人生 100 年といわれるなかで、47 歳にな

った自分がいた。本当に 100 年であるなら

ば、まだ私は中盤である。人生の後半を迎

えるにあたり、今しておくべきことは何

か？そう考え、少し自分を自由にしてみる

ことにした。それまでは週 6 以上のペース

で自ら納得をして、仕事をさせてもらって

きた。そして、かかわってきたものの、ほ

とんどが 10 年以上させていただいていた。

それらの経験を踏まえて、自分ができるこ

とをしてみたいと思ったのである。 

そして、所属している組織が解決したい

社会課題については、私以外にも先輩や後

輩がその任にあたっている。そこにはハー

ドもソフトも実績も信頼もある。私がもし

新たな社会課題に挑んだなら、それはまだ

手つかずの課題かもしれない。とにかく始

めるしかないのではないかと思った。 

 自分で決めて、勝手な話ではあるが、本

当にさみしいことであった。自分と職場は

一心同体のように感じてきた。当然である。

朝５時台にいったり、深夜まで熱中したり。 

 

それを 24 年したところである。今の私は、

ほとんどその職場の経験でできている。そ

の職場の経験とは、当然自分だけのもので

はない。一緒に働いてくださった先輩、同

僚、後輩、上司の方々の存在があってこそ

である。さらに、未熟な私に付き合ってく

ださった利用者さんと、そのご家族の皆さ

んの存在は感謝してもしきれない。 

 

まず一歩 

 

 何から始めるべきか？まずはそのあたり

の本を数冊読むところから始めた。読んで

みると、今後どんなことが自分の人生の課

題になるかが見えてきた。本だけではなく、

その課題について、その専門の方にお時間

をいただき、教えてもらうことから始めよ

う。そう思ったのである。もうこの時点で、

それまで自分が経験したことがない領域に

足を踏み入れていた。不安と希望を抱えな

がらである。 

いつもお世話になってきた、信頼できる

社会保険労務士の先生にお時間をいただき、

事務所にお邪魔をさせていただいた。今、
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自分が考えていることをお伝えした。そし

て、その場合の課題、解決策を伺った。奥

様が紅茶とお菓子まで出してくださった。

何しろ、その先生自体が起業された大先輩

でもいらっしゃる。そして当然、保険の面

からもいかに対処してくかについて御教授

をいただいた。 

 

感 謝 

 

それまで深く考えたこともなかった社会

保険料。被雇用者である限りは、給料から

天引きされる。そして組織の昇給だけでな

く社会保険料の増減他でも手取りの額は当

然変わる。そこまでわかったら、それ以上

は詳しくなっても被雇用者の自分の生活に

はあまり直結しないのできいても覚えるこ

ともできなかったし、結果無自覚に過ごし

てきた。 

こうして一から制度、仕組みを自分事と

して伺うと、健康保険、社会保険のありが

たみを感じた。結構な高額で、それをずっ

とこれまでの職場に払ってもらってきたこ

との有難みを深く、深く感じた。自分に対

して、ひと月でうん十万も出してくれる。

そして、そのために保険に関すること全て

をしてくださっていたのである。やっとそ

のお世話になった方々の苦労と思いがわか

ってきたのである。 

 

オフィス 

 

 では、自分の日常をどうするか。若いこ

ろに人生の大先輩に教えてもらっていたこ
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とが一つある。退職したとしても、何十年

も家を出て、通って仕事をしてきたので、

その動きは継続した方がいいということで

ある。これは、ずいぶん若い時に聞いてず

っと頭に残っていた。たぶん、それは自分

の実体験と重なるからだろう。私の祖父は

県庁を 10 代から定年まで勤めあげた。そし

て退職後間もなく体を壊した。時間ができ
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た祖父はグルメに走り、肥満も手伝い、体

を次々と悪くしていった。脳の血管が切れ

て半身麻痺になった。そして、祖母が祖父

のケアを 20 年するという晩年を過ごした。

その姿をみると、違うかたちでの人生の終

盤戦にも非常に関心が高かった。とはいえ、

この経験が私がこの仕事に就いた遠因の一

つであること確かである。 

そう、毎日通うところ…。私にはお邪魔

したことのある開業しているカウンセラー

さんの事務所のイメージがあった。ネット

上で試しに賃貸物件を検索した。「これがい

いなぁ」「ネットフリーやん！」と見て楽し

んでいたが、ハタと気づく。これを借りる

となると毎月の収入ノルマができる。そら

そうだ。こんな家賃を払って、なおかつ生

きていくには…と自分のわかっていなさぶ

りに強烈に驚いた。 

 そこで教えてもらったのが「シェア・オ

フィス」というところ。地元でも複数ある。

早速、時間をみつけて 1 か所に行ってみた。

下が輸入車のディーラーで、とてもおしゃ

れなところであった。様々なビジョンを持

ち、日夜動いている方々が出入りをしてい

る雰囲気があり、その姿を感じられる場所

で刺激的であった。利用料は事務所を借り

るより安価。またいろんな出会いもありそ

うで、興味深く感じていた。 

  

激 励 

 

同時にあるのは、「私は何をして生きてい

くのか？」という問いである。福祉学を学

び、障害者福祉の現場から始まり、家族療

法を学び実践、心理学も学んだ。そして、

2001 年から始めた家族をテーマにした事

例検討会は 19 年が経過した。家族のことを

継続するのはできるなぁと感じる。おかげ

さまで家族のことを援助職の方々に伝える

機会もある。そのための準備も今まで以上

にしっかりしていきたいと日夜思ってきた。

そのためにも欲しかったのは時間である。 

 そして、税理士の先生にもお時間をいた

だいた。以前にも相談にお邪魔したことが

あり、またお会いしたかったので伺った。

税理士の先生も一人でお仕事を始めた大先

輩である。お邪魔すると自分の体験も重ね

て、たくさん話してくださった。そして強

く激励をいただく。「とにかく自分の本業を

確立することに徹しなさい」とご助言をい

ただいた。「もう自分は次の時代の人々に貢

献する世代だから、いくらでもサポートす

る」とおっしゃってくださった。「始めはみ

んな枠組み（税やら、法人やら）のことを

気にするけど、そんなのは後からでも何と

でもなる！大事なのは自分自身がどうやっ

て生きていくかという本業をしっかりと作

っていくことである！」と話してくださっ

た。なんとありがたい話だろう！ 

  

自分で決める 

 

私の場合、次の就職先を見つけて職を離

れたのではない。自分を自由にする、それ

を自分で決断をする、自分のタイミングで

するということである。そんな経験も人生

に、そう何回もないのではないか。それを

可能な限り若い時にしておくのは、今後の

選択決定にも影響するし、いいだろうと思

った。なんせ、人生の中盤なのだから。そ
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して、生活、仕事を見つめながら、できる

ことをしていこうと思った。 

そして、地元の地域活動、市民活動の活

性化を目的にする京都市市民活動総合セン

ターのスモールオフィスを教えていただい

た。その利用に向けて、エントリーするこ

とにした。センターの目的と機能、NPO の

立ち上げのサポートをしてくれること等も

含めて魅力を感じた。そこにはお金儲けで

はなく、社会への貢献という同じ思いを持

ったスモールオフィス入居者が複数いる。

そして、その活動をサポートしてきたスタ

ッフの方々がいる。新たな出会いも可能性

になる。エントリーに当たっては審査があ

った。書類では、会則、会員等の書類があ

り、家族をテーマにした事例検討会の方々

が協力してくださった。そうしてエントリ

ー、審査、面接を経て、３月に正式に利用

が決まった。 

  

家族支援と対人援助 

ちばっち 

 

そのエントリーに際して、付きまとうの

は「屋号」である。そんなものはつけたこ

とがない。先日の対人援助学マガジンの合

宿では皆さんも一緒に考えてくださった。

結局「家族支援と対人援助 ちばっち」に

した。「ちばっち」。私をそう呼んでくださ

る方々が以前からいてくださることからで

ある。 

「家族支援」というのはよく使われ始め

た言葉ともいえる。1990 年代初頭に日本に

は家族を単位にした支援の枠組みが少ない

というのが諸外国との違いであることを学

んだ。そして、現場に出るとそれは事実で

あった。2020 年の今の状況を見ても基本的

には変わらない。そう感じているなら、そ

こに対して自分ができることをするしかな

いと思った。 

「対人援助」とは、広く人にかかわる様々

なアプローチの知恵を持ち寄って共有し、

分野を超えて人に尽くす技術や理解を深め

る「対人援助学」の考え方が好きだからそ

こからいただいた。こうして「家族支援と

対人援助 ちばっち」に決まった。 続く 
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臨床社会学の方法 
(29) リアリティとは何か 

-「ひとりだけど、ひとりじゃない」世界から考える- 

中村 正* 
 

 *Ritsumeikan University 
 
1．リアリティとは何かを問うことの意味 

 
「リアリティショー」なるものがあり、

その出演者でプロレスラーとして活躍し
ていた若い⼥性が⾃死した。22 歳だという。
いや、⾃死に追いやられたという表現が適
切だろう。いくつか⽬に⽌まったネット上
での論議がある。そのなかの⼀つ、真鍋厚
「⽊村花さんの死が問う『虚構に踊る⼈々』
の愚鈍−誰に強制されるでもなくスマホ
に 呪 詛 を 吐 く 」『 東 洋 経 済 online 』
2020/5/30https://toyokeizai.net/articles/-
/353701、2020 年 6 ⽉ 1 ⽇最終閲覧）は、
リアリティショーなるものの特質が⽣ん
だ⾃死だということと SNS の匿名の名誉
毀損にあたるような投稿の問題を指摘し
ている。そこでは、あくまでも番組として
のリアリティショーは構成されたもので
あること、スポンサーもいて、番組のシナ
リオどおりに構築された「リアリティ」が
あり、出来事は⾃然なことでもなんでもな
いことが的確に指摘されている。だからメ
ディアには「出演者」を守る責任があるし、
SNS での発⾔についてもこうしたことを
理解すべきだし、⼈格攻撃等、発⾔者には
責任があるということが述べられている。 
 シナリオがないというシナリオがある
ことに関係者が巻き込まれていく危険な
⾯をもつ番組の構成となっていると私は
思う。不⾃然な、つくられたリアリティを

構成しているのは視聴者や SNS の投稿者
でもあり、それらがすべて折り込みずみで、
その枠のなかで字義通りの「リアリティ」
を観ているのではなく、あくまでもそれは
ショーとして商品になっている「リアリテ
ィ」を楽しんでいることになる。リアリテ
ィショーという⾔い⽅がそれを物語る。現
実には家族も含めた共同⽣活には何らか
のトラブルや葛藤はつきものだ。問題があ
れば諍いとなり、⼝論となり、場合によっ
ては紛争になる。よくあるもめ事として⽇
常⽣活でやりくりされていくが、ショーと
して世界に流された公共的な世界がつく
られ、SNS でのコミュニケーションも含め
て構築されたリアリティとなっている。こ
の事件は、「羅⽣⾨的現実」、「ワードがワー
ルドをつくる」、「社会構築主義」として繰
り返し記してきた本稿の関⼼と重なる事
件である。特に、リアリティとは何かにつ
いていろんなことが想起される。 
第 1 に、まずはコロナ禍の現在だろう。

⼤学は年度当初より閉鎖となり、何週かの
休講を重ねつつ、オンライン授業となり、
5 ⽉末現在でもそれは続いている。とくに
⼀回⽣は⼤学に来たことがないどころか
⼤学所在地のアパートにも来ることが出
来ずに実家にいる学⽣もいて、⼤学⽣にな
ったという実感がなくしかし授業だけは
ネットで続く事態となっている。おそらく
不思議な事態のなかにいる。「私は誰なの
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か」という所在なげなリアリティ感覚のな
かにいるのだと思う。リアリティとは何か
が揺れていることのなかで加速された負
の憎悪が活気づいた事件ともいえるだろ
う。 
第 2 に、しかし世界は近くなり、情報だ

けはメディアをとおして⼊ってくる。コロ
ナ禍でなくとも情報を得るための⾏動は
多くなる。ネットに拘束されている感じだ。
ソー シャルデ ィ スタン シ ング social 
distancing という正確ではないワードが流
通してしまった。本来はフィジカルディス
タンシング physical distancingであるし、
こうした事態だからこそソーシャルコネ
クション social connection こそが重要とな
る。世界保健機関WHOも⾔葉を⾔い換え
ている。ワードが的確でないとワールドが
うまくつくれないからこのワードは変更
されるべきだろう。いずにしてもコネクシ
ョンの背景にあるのはネット社会の急速
な進展だ。すでにインターネットがスター
トした段階から予想されたことではある
が、ワードが変化を求められ、メディアが
多様になり、ワールドがグローバルになり、
さらにコロナ禍を経てフィジカルディス
タンシングを超えるためにはネットは不
可⽋である。それが放つ負の⼒が⾃死事件
の契機となった。SNS が無責任なコミュニ
ケーションの媒体とならないような、合意
のとれる範囲での規制と倫理が要請され
ているのだろう。 
 第 3 に、コネクションとは逆の事態が⽣
起した。それは排除と分断である。コロナ
禍対策をとおしてこの社会の脆弱性がク
リアになりつつあることをみれば分かる。
医療崩壊という⾔葉とともに「いのちの選
別」という⾔葉もいつの間にか正当性をも
って登場してしまった。Stay Home の名の
下に家族の問題が従来以上に顕在化した。
コロナ DV、コロナ虐待、コロナ離婚等で
ある。さらに営業⾃粛もされたので家に居
づらい⼈たちが「家出」できなくなった。

問題のある家族に閉じ込められた。テレワ
ークできる⼈とそうではない⼈がはっき
り区別された。社会を⽀える⼈々、つまり
エッセンシャルワーカーという⾔葉がで
きたくらいに働き⽅の差異が浮かびあが
った。しかもこうしたコロナ禍対策の最前
線の⼈たちへの、感染症に関わることへの
特有の差別と偏⾒が⽣起した。枚挙に暇が
ない程に社会病理的な事態が浮かびあが
る（なお、このコロナ DV・虐待について
NHKラジオから請われて話をした。14 分
程度だが、その⾳声が YouTube にアップさ
れている。2020 年 4⽉ 22 ⽇「三宅⺠夫の
真剣勝負」で検索して聴くことができる）。 
 こうしたリスクを意識しつつも、コロナ
禍のフィジカルディスタンシングをソー
シャルコネクションを多様に創出する機
会とすることで別の世界をつくることが
できる。副題に掲げた「ひとりだけど、ひ
とりじゃない」という世界である。映画の
想像⼒を借りつつ考えてみることにした
い。 
 
2．「羅⽣⾨的現実」や「ワードがワールド
をつくる」ということで⾔いたいこと 
 
 リアリティとは何かという問いは、この
連載の基本的な問いでもある。社会病理の
現実とはどんなものなのか、⼀体何が⽣起
しているのかという問いと重なるからで
ある。それに応答する考え⽅としての「羅
⽣⾨的現実」や「ワードがワールドをつく
る」という⾔い⽅をしてきた。これらはた
んに現実が多様性に富んでいることやワ
ールドが任意なワードによってつくられ
ているということをいいたいのではない。
そしてそうした多様性を否定することま
で許容しているわけではない。「羅⽣⾨的
現実」を否定するのも多様な表現の⼀環に
あるものとして承認するが、それ以上、「羅
⽣⾨的現実」を破壊するような論にならな
いような決めつけ的意⾒までも認めてい
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るわけではない。⾔い換えると、すべてが
構築されたものだとして相対主義のなか
に放り投げていくわけではない。その中⼼
には何が実在しているのかを絶えず吟味
することも重視している。現代社会では、
個⼈の⼈格、基本的な⼈権を中軸においた
実在的なものを想定する。 
 こうした経緯で多様にワードが変化し
てきた様⼦が⾒て取れる。いくつか紹介し
ておこう。 
例えば肌⾊というワードがある。少し前

を知る⼈は肌⾊がクレヨン、クレパスや⾊
鉛筆に存在した。2000 年頃からそれはなく
なった。肌⾊というワードは消え、ペール
オレンジと変わった。「ワードがワールド
をつくる」からすれば⽇本⼈の肌⾊しか想
定していなかったことになる。確かに肌の
⾊はあるが、特定の肌⾊は世界に存在しな
い。肌⾊はスキンカラーとかナチュラルカ
ラーとして表記はできるが⾊の特定はで
きない。たくさんの⾊を並べるしかないの
でクレヨンの⾊のワードに使うわけには
いかない。 
 こうした観点からみて、他にも消滅した
り、出現したりしたワードは多い。例えば、
不登校がそうだ。「どの⼦にも起こりうる
問題」と⽂部科学省が定義する前は、「⻑期
⽋席・不就学−学校恐怖症−登校拒否−不
登校」とワードが変遷してきた。あまりに
も変化が激しいと思う。それぞれのワード
が想定するワールドをみるとその揺れは
激しい。どんな問題として定義するか揺れ
ているということだ。これらの⾔葉の変遷
は、そこで想定されているワールドがある。
それはワードが想定する背後仮設として
存在している。「貧困や児童労働−医学的
病理化−反逆的な意思−定義できない事
態」がそれぞれのワードの背後にあるワー
ルドと分析できる。このままいくと、不登
校という⾔葉⾃体がなくなるのだろうし、
そうすべきだと思う。⾏きたくても⾏けな
い現実を⼦どもの問題として説明すべき

ではなく、そうなる環境総体を説明するワ
ードが要るのだろう。そうした時に構築で
きるワールドは学びの多様化に他ならな
い。 
 また、ひきこもり、発達障害も⽐較的新
しいワードである。統合失調症、認知症等
は⾔い換えられてきた。旧式の社会病理学
において離婚は「家族解体」として表記さ
れ、認知されていた時期が⻑くあった。ド
ヤ街を「解体地域」として表記することも
あり、差別的なワードが学問の世界にも存
在していた。事実婚と内縁関係は同じ現実
だが印象操作に使われることもある差異
の⼤きさがある。 
 こうしたワードの変化は偶然ではなく
⾔葉・概念・⽂脈の⼀組のセットがあり、
制度や政策を構成し、公式の定義を発する
ことで権⼒の現実構成作⽤があり、メディ
アをとおして⼈々の認知の地平がつくら
れていく。そうした統合の結果として私た
ちのものの⾒⽅がつくられる。それは問題
をみる認知的な環境世界を成すともいえ
る。この環境世界は⾃然な常識として私た
ちを拘束する。また、ものの⾒⽅という認
知的な作⽤だけではなく嫌悪、憎悪、好感、
快楽、不快等の感情作⽤も加味される複合
体を成していく。 
 別⾔すると、ワードをとおして独⾃な
「社会−政治−経済−⼼理の複合体」が構
築されていく様相も把握されてきた。専⾨
が精神病理学、神経⼼理学、臨床てんかん
学である兼本浩祐さん（愛知医科⼤学教授）
が『なぜ私は⼀続きの私であるのか−ベル
グソン・ドゥルーズ・精神病理』で紹介し
ている事項が印象的である。「⾊彩感覚の
異常を考えても単純にそれが⼗全なもの
から何かが⽋けた状態と考えるのは難し
い側⾯がある」という。「たとえば⾊彩に対
する感受性を有する錐体細胞を多くの⼈
は三種類持っていますが、それが三種類で
はなく⼆種類しかない狙撃兵の⽅が、いわ
ゆる正常の⾊覚を持っている狙撃兵を持
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っている狙撃兵よりもカモフラージュに
惑わされにくく標的をより容易に察知で
きる場合がある」という研究を紹介してい
る。そして、次のように結論づける。「そも
そもある特性が『障害』となるか才能とな
るかは、その場で必要とされている環境と
の関わりのなかで決まることであり、より
多く⾒えること（⾚と緑が区別できること）
は戦場の狙撃兵という環境の中ではむし
ろ障害になってしまうということもあり
うるわけです。」（第 1章）と。狙撃兵の環
境世界からするとそれは⾊覚障害ではな
く特性となっていくのだから。 
 類似の事項は歴史研究においても指摘
されている。例えば⾊覚異常についての研
究がある。⾺場靖⼈さん（早稲⽥⼤学総合
⼈⽂科学研究センター招聘研究員）の『視
覚⽂化叢書 6 〈⾊盲〉と近代̶⼗九世紀に
おける⾊彩秩序の再編成̶』（⻘⼸社、2020
年）である。これは近代ヨーロッパと⽇本
における〈⾊盲〉という概念の形成や⾊覚
検査器具の開発の歴史をたどった丁寧な
研究である。 
近代的な〈⾊盲〉概念の系譜を明らかに

して、きたるべき「⾊覚多様性社会」の構
想を⽰している。⼀般的には「異常」や「障
害」としてネガティブにとらえられがちな
〈⾊盲〉。だが、そのイメージは「近代」に
よって作られたものだという。その歴史的
な構築の過程を跡づける。現代の私たちが
知るものとはまったく異なる〈⾊盲〉の姿
だ。構想すべきは「⾊覚多様性社会」だと
結ぶ。印象的な研究である。 
 この著者は当事者である。強度の緑⾊盲
である⾺場さんは、⼀般的に「緑」は⾒た
ことがないはずと⾔われるのに、実際には
ピカソの「⻘の時代」の絵画が緑に⾒えた
経験を紹介している。「⾊盲」の世界は複雑
で豊かだという。「⾊盲者」は単なる⾊覚の
差異であり、マイノリティの知覚でしかな
いという。しかし⾺場さんは近代が「⾊盲」
を発⾒し、そしてそれを能⼒の「⽋如」と

みなしたという。それ以前は、そもそも「⾊
盲」という現象が存在することさえ知られ
ていなかった。 

この課題が社会的医学的に表に躍り出た
のは、1875 年、スウェーデンの列⾞の正⾯
衝突事故だったという。⽣理学者のフリー
ティヨフ・ホルムグレンが、事故の原因は
列⾞の運転⼠か機関⼠が⾊盲者だったた
めに⾚信号を「進め」の⽩信号と⾒間違え
事故が起きたと主張した。これをきっかけ
にあらゆる公共交通機関で⾊覚検査が義
務付けられていく。⽇本でも軍医だった⽯
原忍が、私たちも経験した点描式の検査⽤
具を発案し、戦中戦後の⾊覚検査を制度化
していった。⾊盲検査ではそこに⾒える数
字を読めるどうかで審査する。しかし⾊盲
者の知覚は、そのような事態だけでは判定
できない。⾺場さんは点描された検査表を
アップにすると、草間彌⽣さんの点描をも
とにした作品になるという。これらの点描
表象を「クロースアップすることにより、
ゲシュタルトの安定性は崩壊し、数字は消
滅し、⾃我は眩暈にも似た感覚のなかで、
⾃⼰消滅する」と指摘するのである。私も
実際に⼈間の⾝体を点描していき背景も
同じ⾊彩の点描にしていけば⾝体は図に
埋め込まれていく絵を観たことが在る。近
代は、「⾊盲」というマイノリティを洗い出
し、制度的⽀配をし、そしてそれを極める
ことで「⾃⼰消滅」する可能性を秘めてい
るのであると結ぶ。 
 こうしてみると、⾊覚異常や⾊盲という
ワードはいったいどういうワールドをつ
くりだしているのかという問いは基本的
なものの⾒⽅を揺るがす。その虚実をみる
ことをとおして描きたいのは「羅⽣⾨的現
実」という多様性の様相と連続した差異で
ある。境界はつくられており、マイノリテ
リとマジョリティが社会的に構築される。 
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3．想像と虚構の側からリアリティを透視
すること 
 
盗み⾒するような「リアリティショー」

でもなく、野次⾺的に悪罵を投げつける無
責任な SNS での炎上のようでもなく、「羅
⽣⾨的現実」をとおして、再構成されたワ
ードをとおして、私たちの周りには豊かな
想像の世界というワールドがあふれてい
る。多様な⽂化表象がそうだ。こうしたテ
ーマをもつ映画をもとにして「羅⽣⾨的現
実」や「ワードがワールドをつくる」とい
うことを積極的に把握するための試みを
した。ものの⾒⽅に影響を与えるメディア
⽀配を乗り越えたいと思い映画で学ぶこ
とを企画した。⽇常⽣活というリアリティ
のなかへと⾃らを解き放つために想像の
世界の⼒をかりることとした。虚構という
フレームをとおして⾒えてくるリアリテ
ィの輪郭を捕まえたいと考えた。 

2008年から 2013 年にかけて⽴命館⼤学
の朱雀キャンパスにおいて計 15 回にわた
る講座を開催した。公開講座「シネマで学
ぶ⼈間と社会」（⽴命館⼤学⼈間科学研究
所）である（詳細は検索してご覧いただけ
ればと思う）。当時、アート系の映画館、京
都シネマの⽀配⼈をしていた神⾕雅⼦さ
んと⼀緒に企画・運営をしていた。毎回、
監督や関係者を招き上映後に対談すると
いうそれなりに豪華な企画だった（予算の
都合でいまはやっていない）。本マガジン
編集⻑の団さんや連載している村本さん
にも登壇いただいたことがある。そのうち
のシリーズ5（2010年5月から8月に開催）

はこうしたリード文だった。 
 

（今回のテーマは）「ひとりだけど、ひとりじゃな

い。−虚構というリアル−」です。その人らしく、

その人にとっての重要な他者のあり方について、

少し異なる視界から眺め、つながり方の多様さを

考えます。リアルな日常の中の関係性の綻び＝傷

を直視し、そこからの恢復の手がかりを得たいと

思います。「あなたは誰？」と問いながら、「他者」

という存在の意味を、その深まりと広がりへと解

き放ちたいと考えます。  

 

取り上げた映画は次のもの。『空気人形』

（是枝裕和監督、2009 年）、『リリイ・シュ

シュのすべて』（岩井俊二監督、2001 年）、

『ラースと、その彼女』（グレイグ・ギレス

ビー監督、2007 年）、『トニ―滝谷』（市川準

監督、2004 年）。人形、歌姫、リアルドール

あるいはラブドール（いわゆるセックス人

形）、亡くなった妻によく似た別人が主役

で、そこにかかわる人間の苦悩や希望が描

かれている。 

『空気人形』は人形（ラブドール）が動

きだす。古びたアパートで持ち主の秀雄と

暮らす空気人形は、ある朝、本来は持って

はいけない「心」を持ってしまう。彼女は

秀雄が仕事に出かけるといそいそと身支

度を整え、一人で街へと歩き出す。メイド

服を着て、おぼつかない足取りで街に出た

彼女は、いろいろな人に出会っていく。あ

る日、レンタルビデオ店で働く純一と知り

合い、そこでアルバイトをすることになる。

ひそかに純一に思いを寄せる。人形をとお

して心とは何かを問いかけている。映画の

なかで吉野弘の「生命とは」が引用されて

いる（末尾に掲げておいた）。 

『リリイ・シュシュのすべて』は、中学

１年の雄一が主人公。同じ剣道部の星野や

仲間たちと、偶然不良たちから奪いとった

金で旅行にいくなどやりたい放題だった。

ところが夏休み明け、星野はクラスのワル

を倒したことで豹変し、子分を従えて雄一

をいじめ始める。インターネット・ノベル

が元になっている。リリィ・シュシュとい

う歌姫に心を許し、そこに関係を閉ざして

いくが最後はどう解決できるのか少年の

苦悩が痛い。 

『トニ―滝谷』は村上春樹原作の同名短

編を映画化。ジャズ・ミュージシャンの息

子として生まれ、「トニー」という名を付け
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られた主人公がイラストレーターとなり、

仕事先の編集部員、英子と結ばれる。幸せ

な結婚生活で唯一の問題は、英子が次々と

新しい洋服を買うという依存症だった。そ

の妻が亡くなる。妻の残した衣装を身につ

けさせ、思い出とともに生きようと決め、

瓜二つの女性を雇う。その彼女に妻を演じ

させる。しかしいつまでも続くわけはない。

最後はすべてが燃えていく。着せ替え人形

のようにして別人を代用することはでき

ない。 

これらは虚構のようなもの、想像の世界

に執着して、いじめから、悲しさから、空

虚さから逃れてなんとか生きる少年や男

の物語である。それを集めた企画だ。 

これに類似の映画はたくさんある。たと

えば『人魚の眠る家』（堤幸彦監督、2018 年）

は二人の子を持つある家族の物語。娘の小

学校受験が終わったら、離婚すると約束し

た夫婦のもとに、突然の悲報が届く。娘の

瑞穂(みずほ)がプールで溺れ、意識不明に

なったというのだ。回復の見込みがないわ

が子を生かし続けるか、死を受け入れるか。

究極の選択を迫られた夫婦は最先端技術

を駆使して前例のない延命治療を開始す

る。治療の結果、娘はただ眠っているかの

ように美しい姿を取り戻していくが、その

姿は薫子の狂気を呼び覚まし、次第に薫子

の行動はエスカレートしていく。それは果

たして愛なのか、それともただの欲望なの

か。過酷な運命を背負うことになった家族

の最後はどうなるのか。 

 『ロマンスドール』（タナダユキ監督、

2019 年）はラブドール製作工場で働き始め

た北村哲雄が登場。やがて彼はある女性と

結婚するが、自分がラブドール職人である

ことを妻に隠し続けていた。毎日が平穏に

過ぎていく中、哲雄は仕事にのめり込み、

妻とは次第にセックスレスになっていく。

そんなある日妻はずっと胸の中に抱えて

きた秘密を哲雄に打ち明ける。 

『トルソ』（山崎裕監督、2009 年）は、男

性の体の形をした人形を恋人代わりに生

きる独身女性と屈託のない妹を通し、女性

の心に潜む深い闇と再生を描く。 

さて、『ラースと、その彼女』に戻ろう。27

歳になる孤独な青年ラースが主人公であ

る。そして恋人役のビアンカ。彼女はラブ

ドール。彼を支える兄夫婦と街の人の心の

葛藤と変容が描かれている。アメリカの小

さな街に暮らすラースは、優しく誠実だが、

少々対人関係が上手くない。何か心の問題

をかかえていそうだ。理由ははっきりしな

い。なかなか恋人ができない。どちらかと

いえばひきこもり気味である。そのラース

が兄夫婦に彼女を紹介したいと言い出し

た。彼女の名前はビアンカ。なんとそれは

等身大のラブドールだ。ネットで突然、注
⽂した。どれにしようかなというパソコン
の通信販売のサイトの画⾯はリアルであ
る。本当にそうしたサイトがあるのだろう。
その彼⼥に恋をしていく。シャイなラース
は兄夫妻の家の裏にあるガレージでひっ
そりと暮らしていたがその⽣活が⼀変す
る。なんとビアンカは出⾝もしっかりして
いる。説明書によると「元宣教師で、ブラ
ジルとデンマークのハーフ」だという。 
連れてきて紹介したいと兄たちにいう。

恋愛妄想に取りつかれたようにもみえる。

私はこの映画をとおして「傷ついた男性性

とそこからの恢復」を取り上げたかった。

ラースの恋する心と行動を観るために、ラ

ース自身の分身としてのビアンカをとお

して見えてくることがあり、それが男性理

解につながると思ったからだ。 

 何らかの理由で寡黙でシャイなラース。
ラースは観ている観客から顔をそむけつ
づける。理由は⼀貫してわからない。が、
⽣まれた時に⺟が亡くなったらしいこと
から推測はできる。そのラースの対⼈関係
と表情が変化していく様を映画は綴る。そ
して、ビアンカと話をし、恋⼈のように振
る舞う姿をとおして周囲の⼈との関係性
⾃⾝が柔らかくなっていく。観ている側は
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事態が読み解けず、家族が反応する様⼦か
らラースを理解することになる。だんだん
とラースはビアンカをとおして感情豊か
になっていく。観ている⽅も安⼼して観る
ことができる。 

この不思議な主⼈公に最初は⼾惑う。何
が起こっているのか。観客はラースの周囲
の⼈と同じ⽬線である。兄夫婦や親戚や街
の⼈びとの様⼦が変化していくのでそれ
にあわせて観ている⾃分も変化していく
ことを体験する。その変化の中軸にいるの
は単なるラブドールである。にもかかわら
ず、ラースをとおしてビアンカが⽣きてい
るようにみえてくる。ビアンカは何もしな
いがラースの能動性をひきだしていく様
に引き込まれる。何もしないという存在感
がある。それはとても強い。そのラースを
周囲は⼼配してみるが⼆⼈の恋を受けと
める。兄の妻、義姉カリンをはじめとして
ビアンカを受け⼊れていく。⼥性たちは話
をしないビアンカの代わりになってラー
スの⼼の内を伝える役割を発揮している。
⼥性同⼠のつながりである。⼥性たちはす
んなりビアンカを受け⼊れる。反対に兄は
なかなか受容せず、理解できない。 

私はあまり気づかなかったのだが、映画
の裏話によるとビアンカは数度のメイク
が施されていたという。ラースがまるで⽣
きているかのように相⼿をするなかでビ
アンカの表情も変化していくことがわか
る。ラースの家に来たときは、箱に⼊って
いたのでデフォルト状態だ。ラブドールら
しい派⼿な濃い化粧だ。恋⼈としてラース
の家で過ごすうちにナチュラルメイクが
施されていく。ビアンカがラースとの⽣活
になじんでいくさまが、これらの装置によ
って表現される。リアリティはこうしたと
ころにも構成されていた。 

そして私が感銘を受けたのは地域の⼈々
の姿である。⾞椅⼦でその町をビアンカと
ともに動き回るラースを実に⾃然に受け
⼊れていく街の⼈びとの姿はこっけいだ

が暖かい。決して奇妙な⽬で⾒ない。ラー
スの想像の世界と付き合う様⼦が⾃然で
ある。 
 この映画は、繊細で優しいラースの世界
を描いている。ラブドールを相⼿にするよ
うな⾃⽴できない男性としてラースをみ
ていない。⾒⽅によっては、ラースは、ひ
きこもり、対⼈恐怖、失感情症、場⾯緘黙、
感情障害等、何らかの障害や病気を想起さ
せもする。また、ラースを更⽣させるため
の、⽀援や援助を描いているわけではない。
⾃然なかたちでの対⼈関係の結び⽅を再
⽣するためにビアンカが登場する。何かの
対⼈関係の課題や⽀援を考える際にも有
効なはずだ。設定はとても奇妙だが、ラー
スのような⼈はいる。ラブドールを愛した
男性の姿を描いただけだが観ている⼈の
想像の世界を拓いていく。現実的ではない
が現実的になっていく。不思議なことに、
リアリティがあぶり出されてくる。他者と
は誰かを考えさせてくれる。⼈には想像の
世界が必要なことがみえてくる。 
 観ながら、そういえば誰もが⽣きてきた
道を⽰してくれていることを考えていた。
それは私の⼦どもが就学する前の頃だ。そ
の時、⼦どもはドラマの世界に⽣きていた。
いつも「ごっこ遊び」をしていた。⼈形や
絵本を相⼿に本当に空想の世界に⽣きて
いた。私の連れ合いはその遊びによく応答
していた。私は絵本読みをとおして付き合
う程度だったが、空想の世界で⺟⼦はよく
遊んでいた。ドライブをしている間、後ろ
の座席でその世界に⼊り込んで物語を創
りあっていた。そういえば、私もそうした
時期があった。昭和 30 年代、ゲームも何も
ない時代だったが、やはり男の⼦らしい空
想の世界だった。もう⼤半は忘れたが。ラ
ースとビアンカの関係をみていてそうし
た⼦ども期に憧れた。今はすっかり現実に
汚染されているからだ。⽇常にまみれて⽣
きているからだ。そうしたことをラースと
ビアンカの戯れにもみえるやりとりを観
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ながら思っていた。ラースにとっては現実
の世界そのものだ。家族や地域の⼈にとっ
ても現実の世界のように事がすすむ。「リ
アリティショー」のような愚劣なことでは
ない。義理の姉は「彼⼥は本物で、実在し
ている」とまで⾔う。確かにビアンカはそ
こに存在している。ビアンカはラブドール
なのか元宣教師なのか。そんなことはどう
でもよい。いずれにしてもラースの恋した
⼥性である。それとして観客も巻き込みな
がら周囲は受け⼊れていく。 
 映画では⼈は多かれ少なかれラースの
ような嗜好があることが⽰唆されている。
アクション・フィギュアを⼤切にする同僚
がいる。クマのぬいぐるみを友⼈のように
思っている少⼥がいる。街の⼈たちの反応
は虚構ではない。そういえば、ラースは最
初から、シャイなのではなく⼈と向き合お
うとしていた。教会で⼦どものおもちゃを
拾ってやり、重そうな造花を⽼婆の代わり
に運び、⾝重な兄嫁を気遣っている。町⺠
たちは皆、その姿に接していた。だからこ
そビアンカを受け⼊れた。 
 そうこうするうちにビアンカが街のな
かで働き始めた。そしてボランティアにも
通うようになり、美容院に⾏き、友⼈もつ
くる。そのなかで、ビアンカはラースから
⾃⽴していく。街の⼈々から「彼⼥は⼀⼈
前の⼥性なのよ」と怒られる。独り占めは
できない。すごい地域だなと思う。 
 しかしラースはいつまでもビアンカと
付き合っているわけではない。ビアンカと
の別れがくる。ラースが現実の世界へと再
⽣するためにはこの想像の世界は終わり
を遂げる必要がある。ラースの⼤⼈化のた
めには何か象徴的な死と再⽣の物語が挿
⼊されなければならない。映画のラストは
そうした場⾯だった。成⻑と変化のために
ビアンカと別離する。物語として、ラース
が創った想像の世界を破壊させることに
なる。 
 

4．対話的協働のもつ⼒̶多様性をとおし
て「希望」の⽅へ 
 
 この映画企画は毎回の上映後に対話を
⾏った。『ラースと、その彼⼥』の回は、本
マガジンでも連載している同僚の村本邦
⼦ さ ん と 対 話 を し た （ 詳 細 は 、
http://www.ritsumeihuman.com/cinema/c
inema5_3.html で読める）。 
 対話ではジェンダーの視点からの解読
が多くの部分を占めていた。私はこの企画
のタイトル、「ひとりだけど、ひとりじゃな
い。」はかなり考えて名づけたことから話
した。重要な問題意識として孤独と孤⽴の
違いがあること、その⼈にとっては必要な
孤独があること、その時にそれを⽀える周
りの⼈たちのまなざしやかかわりがある
こと、その独特さや個性的な⾯を扱いたか
ったと。最初に記したソーシャルコネクシ
ョンのことと重なる。孤⽴に追いやらずに
周りがいろんな関係を作って⽣きていけ
て、うまい具合に、その⼈だけじゃなくて、
周りもいろんな変化が起こっていくあた
りを考えたくてチョイスした作品群であ
る。ラブドールを買っていくのも男性たち、
『リリイ・シュシュ』も歌姫に埋没する孤
独な男の⼦のテーマ、『トニー滝⾕』も妻を
亡くした男性の話である。 
 私は、男性研究、「男性性」とか「男性問
題」で括りだしたテーマに関⼼があり、男
性と感情にも強い関⼼をもっている。そし
てジェンダー秩序が強くある⽇本社会に
おける男性の傷つきにも関⼼がある。それ
は暴⼒となっていく場合もある。この「傷
つきと男性」とか、そんなテーマに関⼼が
あり、ずっとこの種の映画を観ていた。『男
性学 (新編 ⽇本のフェミニズム 12) 』（天
野正⼦他編、岩波書店、2009年）という共
著本があって、私たちの研究仲間が男性に
関するいろんな論⽂を書いた。「男性」のテ
ーマで描かれるべきテーマをとりあげて
いる。暴⼒、戦争、同性愛、⼦育て、介護、
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⽼い等だ。私は DV男性のこと書いた。で
も「傷つきと男性性」の項⽬はない。従来
の「男らしさ」像から降りていく、あるい
は変化していく、つまりマッチョな男が、
いかにしてこの社会の中で鎧を脱ぎ捨て
ていくかというテーマの主題が多いのが
男性研究である。そのなかで「男もつらい
よ」という⾔い⽅で主題化する論題があっ
てもよいかと考えてきた。少ないのは、他
者を傷つけることも多い男性なのでその
両⾯をみる必要があるからだ。特権として
の男性性こそに注⽬すべきだという指摘
はジェンダー論の定⽯でもある。 

とはいえ、男性の不器⽤さ、コミュニケ
ーションの困難さ、親密さへの関与の恐怖
（コミットメントフォビアというワード
があるくらい）、⾃律性を剥奪されること
とへの恐れ等の⾯もあり、広い意味での
「傷つきと男性性」をテーマにしたくて今
回のラインナップとなったことから話し
始めた。 
 そんな中で、⼥性としてどう観たかを村
本さんに聞いた。村本さんは、それに頷き
つつ応答してくれた。『ラースと、その彼⼥』
は⼥性たちが活躍している映画だという
話をしてくれた。そう⾔われてみると確か
に両⾯から映画を観ることができる。ジェ
ンダーは関係性の議論なのだが、確かに私
は主⼈公の男性としてのラースに感情移
⼊をして観ていたことが相対化される対
話ができた。「羅⽣⾨的現実」が豊かに対話
できたと思う。 
 さらに結論をどう観るかで⾯⽩い対話
ができた。最後の⽅にあるお葬式の場⾯。
確かに悲しいんだけど、なんか元気が出る
ような、最後の２⼈の姿を対話で取り上げ
た。対談の⼀部を紹介しておく。 
 
 村本：「そういうなかで⾃分の思い通りにならな
くなっていく。ラースは、⾃分の存在に、とても
⾃⼰否定感っていうか、罪悪感をもっているんで、
誰かに⾃分の欲求を押し付けたくないし、押し付

けたくないからこそ深い関係をもたなかったもの
が、少しずつ回復していく中で、愛着関係や執着
⼼ができてきて、怒りが出てくる。その怒りを通
して、今度は街のおばちゃんですよね、助けてる。
そのおばちゃんが、⾃分⾃⾝の気持ちを代弁する
形で「あんたも、うちの夫と⼀緒だね」っていう
形で⾃⼰主張を始めていくっていうかな。そのあ
たりのダイナミックスがすごく⾯⽩いなと思っ
て。」と。 
 中村：「そうでしたね。教会にデビューするって
いう。多分、あれ、お⺟さんぐらいの年齢の⼥性
たちなんですよね。最後の悲しい場⾯で⼀緒に編
み物しながら、⼀緒に時間を過ごしてくれたり。
なんかするわけでもなく、そこに⼀緒にいる。「と
にかく⾷べなさい」と。ああいうの、よかったで
すよね。それからあと、ビアンカも⼀⼈の⼈間だ
から、⼈⽣あるんだからっていって、余計なお世
話のおばちゃんとかね。ああいうのもいいですよ
ね。」と続けた。 
 村本：「だからあそこのシーンはね、ある種、⼦
宮の内部的なんですよ。おばちゃんたちが、みん
なで編み物しながらそっと寄り添って、ラースが
部屋の中でくるまれてるっていうか。あれがあっ
て、あの湖なんですよ。あの湖、どう思いました
か？なんでビアンカは、もう死ぬ直前なのに湖に
⼊らなきゃいけなかったのかって。それ、私の疑
問なんだけど。⽔に⼊るでしょ、２⼈で。どっち
かが先に⼊ったのか、わからないけど。あれはど
う⾒ましたか？」と聞く。 
 中村：「あれはやっぱり、葬式とかね、最後の場
⾯全体につながるトーンだなと思って。最後、キ
スしましたよね、直前にね。あれ、リアルドール
だから、本当は性の話がね、性の話までいくと私
としては⾯⽩くなかったので、あそこで、よく⽌
まったなと思うんですよね。それで、さっき⾔っ
たように、あの、ビアンカのある種の妄想の⼀部、
幻覚の⼀部、あるいは物語の⼀部が、⺟親性があ
るとすると、あそこでやっぱりキス以上のことし
てしまうとね、やっぱりラースの⽴ち直りによく
ないなって思ったんですよね。それでさらに、そ
れ以上やっぱり、⾃分で死を、ある種、きちんと
処理するためには、ビアンカは死ぬはずないわけ
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で。⼈形なんだからね。やっぱり死ぬはずがない
ものが、やっぱり死んでいく。それは⾃分の次の
⼈⽣をスタートさせるために必要な作業なので、
別に恋⼈のようなものも現れたりするとね。葛藤
を収めざるを得なかった。そのためには、湖の死
って是⾮いるなと思ったんですよ。やっぱり「⽔」
っていうのがもっている象徴的な作⽤があるかな
って⾒てたんですけど。」 
 村本：「私も、そこいつも疑問に、シーンをね。
なぜ、わざわざ⽔に⼊る必要があったのかって思
いながら、とりあえず今のを聞いて、同意⾒なん
だけども、やっぱり死ぬ、⽣から死に移る区切り
のところで、難しいんですよね、⼈形だからね。
危篤状況になっても救急⾞が呼ばれて治療を受け
たりしてしまうし。どこで、死っていうところに
移⾏するかって時に、この映画は彼が⼦ども時代、
少年を⽣き直して⼤⼈になる、ある種のイニシエ
ーションなんで、彼が主体的に⾃分で殺すってい
うことをせざるを得なかったと思うんですね。そ
れがさっき⾔った、⼦宮体験の後に続く「死と再
⽣」というかね、そういう意味をもっているのか
なぁって、私は⾒てました。とても象徴的でした
ね。」 
  

こうして男性性と⼥性性のことから始ま
り、象徴的な死と⼈間的な⽣の反復、⽇常
と⾮⽇常の関係、想像の世界をもつことの
⼤切さ等、⾯⽩く対話できた。対話をとお
して『ラースと、その彼⼥』というワール
ドがどんな想像の世界を拓いてくれたの
か、ワードを重ねる対話の協働でみえてき
た。 
映画のラストは物語らしく終わる。「羅⽣

⾨的現実」のその先にはビアンカとの別離
と悲しみをとおしてラースの⾃⽴という
「希望」があった。それは平安朝末期の乱
れた京都。廃墟と化した羅⽣⾨で繰り広げ
られる、⼈間の闇と病みを経て⿊澤明監督
がみた、映画『羅⽣⾨』のラスト。羅⽣⾨
に佇む男たち。あるところから⾚ちゃんの
泣き声がこだまして、荒んだ男たちがその
⼦を抱き上げる。そのラストには⽣きると

いうことへの希望がある。 
 
 
・・・・ 
⽣命は  
 
⾃分⾃⾝で完結できないように つくられているらしい  

花も めしべとおしべが揃っているだけでは  不充分で  

⾍や⾵が訪れて めしべとおしべを仲⽴ちする  

 

⽣命はすべて そのなかに⽋如を抱き  それを他者から

満たしてもらうのだ  世界は多分  他者の総和   

しかし  互いに  ⽋如を満たすなどとは   

知りもせず  知らされもせず   

ばらまかれている者同⼠  無関⼼でいられる間柄  

 

ときに  うとましく思えることさも許されている間柄  

そのように  世界がゆるやかに構成されているのは  

なぜ？  花が咲いている  すぐ近くまで  

 

虻の姿をした他者が  光りをまとって⾶んできている  

私も あるとき 誰かのための虻だったろう  

あなたも あるとき 私のための⾵だったかもしれない  

       

  （吉野弘 『⽣命は』） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 2020 年 6 ⽉ 1 ⽇受理 
中村正/⽴命館⼤学 

（社会病理学・臨床社会学・男性研究） 
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勤務地が東京、自宅が神奈川の私は、3 月上旬から巣ごもり生活を続けていた。午前中

は中 1 と小 2 の子どもたちを相手に団塾をひらき、午後は金策を考えたり、散歩をしたり

の毎日。社のメンバーにも基本的に自宅待機を推奨した。売上は当然低迷するから、経営

者としては苦しい時期だと言えるが、一方でこの数ヵ月、「人が育っているなあ」と感

じ、嬉しくなることが数多くあった。難局を、工夫で乗り切ろうとする動きが、期せずし

て生まれたからだ。 

 

例えば、服飾小物を扱うサルビアというブランドでは、4 月 1 日にオンラインショップ

が開店した。自社商品のハンカチを加工したマスクの販売も始めた。また、自宅時間を楽

しんでもらうために、家族で一緒に楽しめるワークショップキットを無償提供している。 

 

舞鶴で展開するカフェ「カンマダイニング」では、かなり早いタイミングからテイクア

ウト商品（お弁当）の提供と、近隣の売上落ち込みが激しいメーカーを助けるために、商

品の委託販売を始めた。 

 

名古屋で展開する雑貨屋「くらしのものがり」では、3 月上旬から「入店予約制」を始

めた。密を回避するため、予約外のお客さまは店舗に入れないこととし、入店人数と時間

にも制限をかけた。今でこそ同様の取り組みが増えたが、当初は新しい取り組みだった。 

 

いずれも、ぼくが提案や指示をしたものではない。 

どちらかと言えば、後から聞かされたものだ。 

 

人を育てる会社の社長が 

今考えていること 

vol.6  

コロナが教えてくれた、自律性を育むことの難しさ 
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今回のコロナ禍、経営者仲間と話をしていると、同じような社員の自律的行動に感動す

る声を聞くこともあれば、タイミングの悪さを嘆き、先を悲観し、ひとり苦しむ声を聞く

こともある。 

 

「今、何ができるのか、自ら考えて動け」と口にするのは簡単だ。多くのマネージャーは

部下がそうなることを期待し、また、そのような人材になることは、成長だとも思う。だ

が実践するのは案外難しい。目の前で起こる、これらの自律的行動を見ながら、なぜ彼・

彼女らが率先して自ら動けたのか改めて考えてみると、「その仕事が好きだ」という基本

要素以外に、以下の二要因があったからだと感じた。 

 

一つは、責任範囲と期待が明確であること 

二つは、失敗しても責任を問わないこと 

 

私はこれまで、「好き」も含めた 3 要素を、ほぼ全員に提供しようとしてきたし、ある

程度できていると考えていた。しかし、難局を前にフリーズしてしまうメンバーを見て、

案外そうでもないことを、コロナは気付かせてくれた。仕事がいつも通り回っているとき

は、それぞれにやることがあるから、その差に気付きにくかった。もしかすると、どこか

で業務遂行の安定性や効率性を優先したマネジメントが顔を出していたのかもしれない。 

 

人を育てるための一丁目一番地は、環境設定だ。一部メンバーの自律性が封印されてし

まったのは、個々人の資質の問題ではなく環境問題だと痛感した。今回のコロナで、その

不十分さに気付けた私の目下の課題は、コロナ禍での振る舞いから、環境設定に改善が必

要なメンバーを洗い出し、来たる AC（After COVIC19）でどう再設定するか考えるこ

と。実に厄介者なコロナだが、被害を受けているばかりではつまらない。コロナがあった

からできたことを、ひとつでもふたつでも、生みたいと思っている。 

 

 文／だん・あそぶ 

「人の成長に資する場づくり」をポリシーに、業態様々な 8つの会社の経営に携わる一方で、「社会

課題を創造的に解決する」をモットーに様々なプロジェクトを手がける。元は雑誌の編集者。立命館

アジア太平洋大学では「街場のキャリア論」と題して、インターンシップを軸（実習）にそれぞれの

人生のビジョンを考えるキャリアの授業を展開。独自の経営手法が、働き方改革の流れで注目され全

国で講演も行う。 

団遊の組織論；https://corp.netprotections.com/thinkabout/1536/ 

団遊の採用論；https://job.cinra.net/special/asoblock/ 

仕事を辞めたくなったときに；https://goo.gl/bFQdpC 

https://corp.netprotections.com/thinkabout/1536/
https://job.cinra.net/special/asoblock/
https://goo.gl/bFQdpC
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私
た
ち
は
い
ま
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡

大
予
防
の
た
め
、
新
し
い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。 

こ
の
生
活
の
な
か
で
、
も
し
も
、
子
ど
も
が
不
安

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す

れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

い
つ
も
と
は
違
う 

ま
ず
、
子
ど
も
は
ど
う
感
じ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
？ 

例
え
ば
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。 

平
然
と
し
て
い
る
け
れ
ど
、
実
は
怖
が
っ
て
い
る 

遊
ん
で
い
る
と
き
は
忘
れ
て
い
る 

わ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
わ
か
っ
て
い
な
い 

何
か
が
い
つ
も
と
違
う
と
は
感
じ
て
い
る 

コ
ロ
ナ
で
死
ぬ
か
も
と
心
配
し
て
い
る
子
ど
も
も

い
る
？ 

最
近
お
か
あ
さ
ん
が
こ
わ
い 

な
ど
、
感
じ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す 

心
境 子

ど
も
の
心
境
は
こ
ろ
こ
ろ
変
わ
り
ま
す
。 

基
本
的
に
は
健
康
で
す
が
、
手
洗
い
を
て
い
ね
い

に
し
て
い
る
か
と
思
え
ば
、
全
く
忘
れ
て
い
た
り
し

ま
す
。
急
に
機
嫌
が
悪
く
な
っ
た
り
、
元
気
が
な
か

っ
た
り
、
何
気
な
い
こ
と
で
怖
が
っ
た
り
、
こ
れ
は

い
い
の
？
ダ
メ
な
の
と
確
認
を
繰
り
返
し
た
り
、
大

人
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
り
、
落
ち
着
き
が
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

大
人
も
緊
張
感
を
も
っ
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
ゆ
と
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち

の
ち
ょ
っ
と
し
た
気
持
ち
の
移
り
変
わ
り
な
ど
を
見

逃
さ
な
い
よ
う
心
掛
け
た
い
で
す
。 

関
係
性 

大
人
に
は
あ
り
得
な
い
よ
う
な
こ
と
を
、
子
ど
も

た
ち
が
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

自
分
と
何
か
を
関
係
づ
け
て
考
え
ま
す
。 

子
ど
も
自
身
が
自
分
の
正
し
く
な
い
行
動
の
せ
い

で
、
何
か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
る
と
考
え
る
こ

と
で
す
。 

全
く
別
の
問
題
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
な
り

の
精
一
杯
の
想
像
力
で
考
え
た
結
果 

「
お
母
さ
ん
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
か
っ
た
か
ら
」

「
僕
が
い
い
子
に
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
こ
う
な
っ

た
」 と

、
自
分
の
よ
く
な
い
行
動
に
よ
る
結
果
で
あ
る

と
思
い
込
む
の
で
す
。 

ま
た
、 

「
い
い
子
に
し
て
い
な
い
と
病
気
に
な
る
」 

と
も
、
考
え
が
ち
で
す
。 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
お
作
法 

第
二
十
三
回 

Ｃ
Ｏ
Ｎ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
オ
フ
ィ
ス
中
島 

中
島(

水
鳥)

弘
美 

子
ど
も
の
不
安 

 

 

回
面
接
前
の
家
族
の
で
き
ご
と 

そ
の
二 

 
 

 
 

 

質
問 

 
 

か
そ
く
く 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 
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子どもの心境は？ 

 

 
 

ウイルスがうつったら死んじゃうの？ 

外に出たらだめなのでしょ 

 

 
 

関係性 

僕がいい子にしていなかったら、こうなったの？ 

いい子にしていないと病気になるの？ 
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で
は
、
子
ど
も
と
か
か
わ
る
仕
事
を
し
て
い
る
人

や
周
囲
の
大
人
は
、
ど
の
よ
う
な
接
し
方
を
す
る
と

よ
い
の
か
に
つ
い
て
、
考
え
ま
し
ょ
う
。 

不
安
を
大
き
く
す
る
よ
う
な
言
動
は
し
な
い 

「
怖
が
り
だ
ね
、
そ
ん
な
に
心
配
し
な
く
て
い
い

よ
」 

「
こ
ん
な
こ
と
を
気
に
す
る
な
ん
て
、
弱
虫
！
」 

な
ど
、
冗
談
や
か
ら
か
う
よ
う
な
言
動
は
、
避
け
ま

し
ょ
う
。 

子
ど
も
は
子
ど
も
な
り
の
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
反
す
る
よ
う
な
言
葉
は
、
と
き
に
ダ

メ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。
冗
談
で
何
か
を
言
っ
た
り
、

か
ら
か
っ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
が
日
常
的
に
あ
る

場
合
は
、
要
注
意
で
す
。 

子
ど
も
は
本
気
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す 

 

委
縮
さ
せ
な
い 

「
そ
ん
な
こ
と
し
て
い
た
ら
遊
べ
な
く
な
る
よ
」 

と
、
言
わ
れ
る
と
、
お
ど
さ
れ
て
い
る
気
分
に
な

り
ま
す
。 

こ
の
表
現
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
が
委
縮
し
、
不
安

に
な
り
ま
す
。
少
し
厳
し
め
の
言
い
方
の
ほ
う
が
効

果
的
と
考
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
何
が
大
切
で

あ
る
か
が
伝
わ
り
ま
せ
ん
。 

手
を
洗
っ
て
い
た
ら
大
丈
夫
だ
よ 

「
手
を
洗
わ
な
い
と
う
つ
る
よ
、
病
気
に
な
る
よ
」

と
い
う
言
い
方
の
代
わ
り
に
、 

「
こ
う
や
っ
て
手
を
洗
っ
て
い
た
ら
大
丈
夫
だ
よ
」

と
、
手
洗
い
の
大
切
さ
と
安
心
感
を
伝
え
ま
す
。 

す
る
と
、
子
ど
も
自
身
も
自
分
が
ち
ゃ
ん
と
、
で
き

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

正
し
い
行
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
ま
す
。 

漠
然
と
し
た
も
の
へ
の
対
応
は
子
ど
も
も
大
人
も

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
漠
然
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

そ
の
不
安
な
気
持
ち
が
膨
ら
み
ま
す
。 

忙
し
い
大
人 

子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
今
忙
し
く
し
て
い
る
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
に
心
配
を
か
け
て
は
い
け
な
い
、

最
近
ず
っ
と
怒
っ
て
い
る
か
ら
と
、
妙
に
明
る
く
振

舞
い
、
不
安
な
気
持
ち
を
わ
ざ
と
隠
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
な
り
に
考
え
て
の
対
処
法
な
の
で
す

が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
、
承
知
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す 

ど
ん
な
こ
と
で
も
話
し
て
い
い
と
日
ご
ろ
か
ら
伝

え
る
こ
と
が
で
き
て
い
れ
ば
安
心
で
す
。 

子
ど
も
の
不
安 

そ
ん
な
こ
と
し
て
い
た
ら
う
つ
る
よ
→
〇
〇
し
て
い
た
ら
大
丈
夫
だ
よ 

 

は
避
け
る 

 

 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 
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おどすような言い方はさける 

 
「手洗いしないとうつるよ！ 

   病気になっても知らないよ！」 

子どもたちが委縮する 

            → 

「手洗いをしていたら大丈夫だよ」 

 

からかわない 

 そんなこと気にしているの！ 

弱虫だね×  

怖がりだね× 

→ 

気持ちを言語化できるように 

何が心配かお話して教えて？ 

ほかには？何が気になるの？ 
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ど
ん
な
こ
と
が
心
配
な
の
？ 

 

大
人
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
も
こ
の
生
活
の
な
か

で
、
イ
ラ
イ
ラ
が
増
え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

子
ど
も
た
ち
の
喧
嘩
が
増
え
る
と
親
は 

「
な
ん
で
喧
嘩
ば
っ
か
り
す
る
の
！
い
い
加
減
に
、

や
め
な
さ
い
」 

と
、
怒
鳴
っ
て
疲
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
は
黙

っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

「
な
ん
で
！
」 

と
、
親
か
ら
言
わ
れ
て
も
、
話
し
出
す
の
は
む
ず
か

し
い
で
す
。
怒
ら
れ
た
と
感
じ
た
り
、
理
由
を
説
明

し
て
も
、
そ
れ
が
、
言
い
訳
に
聞
こ
え
た
り
す
る
の

で
、
話
が
続
き
ま
せ
ん
。 

 

喧
嘩
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
に
、
何
か

の
事
情
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

「
な
ん
で
！
」 

よ
り
も 

「
ど
う
し
た
か
っ
た
の
？
お
話
し
し
て
」 

大
人
か
ら
、
自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
に
す
る
問
い

か
け
が
あ
れ
ば
、
冷
静
に
な
れ
る
と
考
え
ま
す
。 

子
ど
も
の
喧
嘩
の
理
由
を
詳
し
く
理
解
す
る
と
い

う
よ
り
も
、
話
し
や
す
い
、
言
い
や
す
い
場
づ
く
り

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

 

ま
た
、
何
か
、
子
ど
も
が
怖
が
っ
て
い
る
と
き
に 

「
な
ん
で
怖
い
の
？
」 

よ
り
も 

「
何
が
心
配
？ 

ど
ん
な
こ
と
が
怖
い
の
か
な
？
」 

と
、
声
を
か
け
て
、
話
し
始
め
る
の
を
待
ち
ま
す
。 

「
他
に
も
、
気
に
な
る
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
？
」

と
、
子
ど
も
が
話
す
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
、
話
を
聴

か
せ
て
ね
と
い
う
態
度
で
、
待
ち
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
と
同
じ
行
動
を
多
く
す
る 

 

生
活
の
リ
ズ
ム
な
ど
い
ま
ま
で
と
同
じ
行
動
を
多

く
す
る
こ
と
も
心
が
け
た
い
こ
と
で
す
。 

い
ま
ま
で
と
違
う
生
活
の
な
か
で
も
、
い
ま
ま
で

と
同
じ
習
慣
を
続
け
る
こ
と
で
、
変
わ
ら
ず
行
動
で

き
る
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

同
じ
時
間
に
起
き
て
、
着
替
え
る 

食
事 

夕
食

後
に
入
浴 

寝
る
時
間
な
ど
、
い
つ
も
我
が
家
が
や

っ
て
き
た
こ
と
を
改
め
て
確
か
め
ま
し
ょ
う
。 

 生
活
に
支
障
が
出
れ
ば
相
談
機
関
へ 

 

こ
ま
め
な
手
洗
い
や
、
マ
ス
ク
の
着
用
が
当
た
り

前
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
習
慣
が
自
然
に
身
に
つ
く

と
良
い
の
で
す
が
、
中
に
は
、
過
剰
な
手
洗
い
や
マ

ス
ク
対
策
に
よ
っ
て
、
生
活
に
大
き
な
支
障
を
き
た

す
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場

合
は
必
ず
、
専
門
相
談
機
関
を
利
用
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

子
ど
も
の
不
安 

子
ど
も
に
「
何
が
心
配
？
」
気
持
ち
を
言
葉
に
で
き
る
よ
う
に 

 
 

         
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

      

 

●
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
「
自
分
で
自
分
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
」
こ
と 
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 CON 子さん 心理カウンセラー 

 

これまでの生活と同じようにできるところは続ける  

    起きる時間 寝る時間 生活リズム  

 

 
「手洗いできたね」 

 
オッケー  

 
「マスクをつけて手洗いができていたら大丈夫だよ」 
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コロナウィルスによる感染症拡大防止

のために、出かけたり、人と集まったり

することができなくなって、いろんな研

修会ができなくなった。毎年 5 月から次

の年の 3 月まで実施していた、月 1 回の

月例グループ体験も始めることを一応 9

月まで延期している。22 年間メンバーは

少しずつ変わりながら、継続してきたグ

ループなので、延期を決めた時には喪失

感があった。延期を決めた時点では、す

でに 10 名の人から 2020 年度のグループ

への参加の申し込みがあったので、その

方たちにとってのグループという「考え

る場」が一時的にしても無くなることに

なり、グループという場を作る私として

は、こんな状況下だからこそ、話したい

ことが多いだろうと気になった。 

 

 「集団精神療法」という場を作ること

からすると、「集まるな」ということは、

基本的なセッティングが無くなることを

意味するので戸惑った。考えてみると、

これは「集団」でなくても、家族以外の

対人場面を避けるようにということは、

対人関係で育ったり、癒されたりするこ

とが制限されるということである。実際、

福島からの避難者の支援をしている知人

は、交流会ができないことに加え、高齢

者宅には訪問を遠慮しなければならない

ので、孤立しないようにするためにはど

うしたら良いだろうと悩んでいると聞い

た。今回も惨事というか災害と言えると

集団精神療法を 

振り返る       藤 信子 

４
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思う。何か見えない怖さ、というものは

以前の体験を呼び覚まして不安になって

いる人も少なくないと想像される。人は

安心して話す場面が無くなると、一人の

考えに閉じこもりがちになってしまうこ

とが気がかりである。知人は時間をかけ

て築いた関係が保たれなくなることで、

高齢の避難者の方が相談しづらくなるの

ではないか、そして孤立してしまうこと

を案じている。人が人と会えない事態の

中で、精神保健の問題が、あちこちで起

きているに違いない。 

 

 集まることができないために、会議や

研修会、大きな集まりでは今年度の学術

大会もオンラインで開催されるところも

出てきた。そのような中で、ある研修グ

ループがオンラインのグループを始めた

ので参加することにした。その研修グル

ープの企画に参加するためには、これま

では新幹線で出かけなければならなかっ

たけれど、オンラインの場合は移動のコ

ストはかからない点では、参加しやすく

なった。この状況で集団精神療法（以下、

グループ）に関心のある人と話したいと

いう思いと、もし 9 月以降も私たちの月

例グループ体験が開催できないようにな

る場合、オンラインでのグループを開催

することも考えなければならないと思い、

オンラインのグループ体験を経験する中

で、従来の同じ空間に集まるグループ体

験との違いは何かを考えたいと思ったこ

ともある。 

 

従来のグループ体験とオンライングル

ープを比較する時に、一応名前を付けよ

うと思う。「従来の」とは、あまりにも漠

然としている。だからこの従来のグルー

プ体験を一応「スペース（space: 場所、

座席）グループ」と呼ぶことにする。今、

ここで思いついたので、いずれもっと良

い呼び方があったら、変える可能性はあ

る。ただ、場所を同じにする、座席があ

る、というニュアンスを持たせたいイメ

ージである。一方は「オンライングルー

プ」でと呼ぶ。グループ体験としてのオ

ンライングループは、まだ 2 回しか経験

していないから、今まで 40 年くらい経験

してきた数々のグループと比較してよい

のかという問題はあるが、とりあえず印

象で考えてみようと思う。 

 

このスペースグループとオンライング

ループの違いの一つ目は、隣に座る人が

いない、向かいも斜めもいない、一緒の

部屋にいないので気配を感じない。しか

しオンライングループで気配がないかと

いうと、それは少し違う。実際に同じ部

屋の中での気配と PC 上で感じられる感

じをどのような言葉で表すか、言葉を探

している。メンバーの顔は PC の画面に

平面に並んでいる。だから、スペースグ

ループなら遠い近いというそれぞれの座

った位置からの距離が違うところが、皆

同じになる。そして時にメンバーの後ろ

に移る部屋等の背景が見えて、スペース

グループなら見えないその人のパーソナ

ルな部分が垣間見えることがある。これ

を消すためにバーチャルな背景を使用す

ることもあるが、やはりそれが不自然に

見えることもある。次に、かなり奇妙な

体験になるのだけれど、自分の顔が見え
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るのである。これはスペースグループで

は、というか現実の生活ではありえない

ことなので、奇妙だけれどすぐ慣れてし

まう。技術的には、自分の顔を消せるの

だろうけれど、今のところ消そうとかそ

ういうことにはなっていない。お互い PC

画面を見て話すので、発語する時は周り

の気配を感じながら、ということ無く割

にストレートにことばが出てくるという

感じもあるが、これは、PC やそのような

環境への慣れとか、それも含めての個人

の特徴が出るのかもしれない。 

 

まだ回数は少ないけれど、私自身は参

加して良かったと思っている。外出でき

ない中で、とにかく人に会える感じが持

てた。皆で話ができるような気もしてい

る。そして普段は遠くてなかなか参加で

きないところのグループに参加できるの

は良かった。しばらく続けてみようと思

っている。そして私たちの研究会の月例

グループ体験を 9 月から実施することに

ついて、スペースグループにするか、オ

ンライングループにするかは 8 月には決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

める必要があるだろう。夏の間は感染が

弱まっていても、冬になると次の感染拡

大が始めるかもしれないので、そのこと

も考える必要がある。スペースグループ

をオンライングループに切り替える、と

いうのは避けたい。オンラインかスペー

スかというのは、セッティングが違って

くるので、途中で変えることは「同じグ

ループ」という安定感を無くすことにな

るのではないかと思う。この機会に今ま

で、まだ考える必要がないと思っていた

オンラインのグループを体験することに

なったけれど、これからはスペースグル

ープとオンライングループを、実施して

いく中で、それぞれの特徴が見えてくる

のだろうと思う。 

 

PC やスマホでツールを上手に使える、

情報がある人は良いけれど、そのような

手段を使うのが苦手な人たちに、どのよ

うなやり方ができるのかという課題は残

っている。どうしたら人と人がつながる

ことができるか、良い手段を知っている

人がいないだろうか。 
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Okada Ryusuke

「
子
ど
も
か
ら
こ
ん
な
こ
と
を
聞
か
れ
た

の
で
す
が
、
先
生
だ
っ
た
ら
ど
う
答
え
ま
す

か
？
」
、
外
来
で
の
よ
く
あ
る
や
り
と
り
だ
。

そ
れ
を
思
い
出
し
な
が
ら
ま
と
め
て
み
た
。

こ
う
し
た
問
い
か
け
に
正
解
な
ど
な
く
、

こ
れ
ら
は
一
つ
の
例
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
お

断
り
し
て
お
く
。

い
つ
も
の
よ
う
に
、
マ
ン
ガ
は
作
者
の
団

士
郎
氏
の
許
諾
を
い
た
だ
き
、
木
陰
の
物
語

と
家
族
の
練
習
問
題
か
ら
転
載
し
ま
し
た
。
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「ごめん、それ、マジ無理！」
って言いたくても言えないとき
は、「お母さんに聞いてみるか
ら待って」とか「お兄ちゃんに
相談してからでいい？」と時
間を稼ぐのがいいと思う。

嫌な誘いを断
りたいとき、どう
言えばいい？

46

（1）断りを言えず困ってる

ともかく即
答しない！
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決められずに迷って
いることがあるんだ。
どうしたらいい？

もし〇〇の方を選んだら、
～になると思う。もう一つ
の△△だと、～になるん
じゃないかな。決まったら
教えてね。

（2）決められれず迷っている

結末予測付き
の選択肢を！



48

友だちに頼みたいこ
とがあるんだ。でも、
言い出しにくくて。どう
言えばちゃんと聞い
てもらえるかな？

「オレの都合で悪いけど、ちょ
っと頼まれてもらえない？」と
前振りするのよ。そして、「～
してくれると有り難いんだけ
ど」、「ごめん、そうしてもらえ
ると助かる」と続けてごらん

（3）上手な頼み方を知りたい

キモは
前振り！
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困ってるともだちがい
て、なんとか力になっ
てあげたいんだ。でも、
ウザイとかお節介って
言われるのはイヤだし

そういうときは、「手伝え
ることがあったら言ってね」
とだけ伝えて、後は待つく
らいがちょうどいいんじゃ
ないかな

（4）手助けを迷っている

薄めの
テイストで！
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続・家族理解入門 

家族の構造理解・応用編 
 

団士郎 
                                                                                                                                                                                                                           

最終回のテーマは「親密関係間の暴力」。これを家族の構造的要素の中のパワーの中に位置づけ

る。親密さを前提とした上での暴力には、背景に依存や甘えが漂っている。原則的に言えば、一過性

ではない一方的な加害行動が断続的に繰り返される。これは、突発的な加害/被害事件や、暴力事件

とは違っている。ネガティヴとは言い切れない関係の中で暴力が使われる。繰り返されてしまうのは暴

力がと言うより、関係が持続継続されるからである。原則的に容認すべきモノではないし、そんな対応

がエスカレートの誘因になるから、甘いことを言っていてはならない。「家族間」暴力より、親密関係間

暴力と呼ぶのは、恋人同士のような関係にも同様な事が多く見られるからだ。婚姻のように制度的拘

束があると思ってしまったところのＤＶではなく、親密関係以外に拘束はないはずのところで、デートＤＶ

と呼ばれる関係が多々見られる。 

関係であるから暴力を含まない関係に修復することは可能だ。元々存在したものではなく、関係経

過の中で形成されてきたものであるから再構築は可能だ。もっと言えば、そんな関係に入り込んでいか

ない知恵を、相互関係の中で形成できるはずだ。人はしばしば、起きてしまってからの解釈に熱中して

しまうところがある。しかし、そういう現象がしばしばあることを理解したら、そうならない工夫の関係づく

りが出来るはずなのだ。これは相手ばかりに任せる問題でも、責任を問う問題でもない。 

そうでなければ、人は用心深くなればなるほど孤立するしかない。深く関わらなければ、親密間暴力

のような定義にはまる状況は成立しない。それを望んでいる人はいないだろうから、結果として世の中

にＤＶの訴えは繰り返されてしまう事になるのだろう。 

誰が悪いかの問題ではなく、どうすれば良いのかを考える課題にすることこそが、親密間暴力解決

への道筋だと思う。 
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暴力 

 

 昨今、家族と暴力というと、配偶者間暴

力と児童虐待が思い浮かぶ。加えて、高齢

者や障害者を抱え、介護を一身に引き受け

たところでの暴力行為も広く知られてきた。

これらを受けて、児童虐待防止法、高齢者

虐待防止法、障害者虐待防止法が定めら

れた。 

 更に、耳にすることが増えたのが、長期

引きこもり青年の家族間での暴力である。

中・高年化している引きこもり者と高齢化し

ている保護者の関係は、ままならない現実

の先細り感から、双方が追い詰められ、時

として双方向の暴力の場と化す。 

 いかなる暴力も許されないとか、体罰は

容認すべきではないという意見は正しい。

しかしそう述べているだけでは、主張でも何

でもない。戦争が一部の人間によって行わ

れていて、市民は誰もが平和を望んでい

る、などと言っているだけでは責任が果た

せていないのと同じである。 

 人類が始まって以来、戦を経験せずに

生きられた時代や人が希である事実を見

過ごすべきではない。団塊世代以降、たま

たま直接的戦争行為のない日本で、生ま

れて育った幸運に無自覚なまま、口先だけ

で非暴力を語っていてはならない。人が暴

力や、不幸への指向性を内在せずに生息

したことはない。 

 私は暴力など行使しないと、安易に言い

切ってしまえる人は、歴史にも、人間である

己にも、洞察力を欠いている。実際に今あ

るかどうかではなく、人間はずっとそのよう

にあって、私たちが、それと一線を画するよ

うな、別物として暮らしていることはないこと

は忘れない方が良い。 

 おそらく、大多数の人々の心の内に、平

和を求める願いがないわけではなく、「誰も

が安心と安全を求めている」というメッセー

ジへの共感がないわけでもない。 

 それにもかかわらず、人は争いを止めた

ことはなく、更に新たな紛争や諍いが起こ

る。そして主張の対立と、対立状況打開の

手段としてしばしば暴力は登場してしまう。 

 だから不幸なことが何も起きないユート

ピアを目標だなどと見誤ってはならない。絵

空事は社会システムの到達目標にはなり

得ない。 

 

家族の中の暴力 

 

 親密関係間の争いにとって、暴力は必然

ではない。諍いのない家族はないが、暴力

のある家族とない家族には分かれる。 

 ここでパワーのひとつとして「暴力」をとり

あげるのは、被害者側からの訴えによる家

族内事件の問題認識からではない。家族

の構造的要素のひとつであるパワーという

キーワードに照らして、「暴力」を考えてみ

ると、そのメカニズムについて、手がかりが

掴みやすいのではないかと考えるからであ

る。 

 構造的家族療法のキー概念として、境

界、サブシステム、パワーの三つを述べて

きた。そのパワーの中の下位キーワードと

して位置付く「暴力」である。 

 パワーの構成要素として、「決定」、「コン

トロール」、「金」、そして「暴力」と並べた。

それぞれ随分違ったレベルのものである

が、家族システムの中における「チカラ」と

断ったところで、社会システムも視野に入

れながら論じた「家族の中の暴力」である。 
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学習 

 

 暴力は学習とその結果の行動化だとよく

言う。確かに殴る、殴られるの頻発する家

族や小集団がある。 

 体育会系の部活に一時まで頻繁に見ら

れたしごきや制裁はこれだろう。先輩から

引き継がれ、やられた後輩が翌年には加

害側になっていく。そしてそこには、その結

果、優勝できたとか、部内が引き締まった

などの成果報告が付いている。 

 殴られた者が「有り難うございました！」

と叫ぶ図も、あちこちで見たパターンであ

る。果たして本当に暴力によって手にした

成果があるのか、引き締まった精神がある

のか、その証明は難しい。しかしその小集

団構成要員がみんなでそう言えばそうだと

いう物語になる。 

 体罰容認の学校教育文化も長い歴史を

持っている。むろん、効果があるかどうか

と、体罰を容認するかどうかも別の話であ

る。 

 効果がないのなら殴ることに意味はない

が、意味があるなら殴っても良い！と言い

切れる人は少ない。なのに、何となくの体

罰容認が漂うのは、どこにその根拠を担保

しているのだろう。 

 ずっと以前、耳にしたＫ市内の中学校の

話だ。体罰も辞さない体育会系のマッチョ

教師がいた。校内暴力の話題が全国で沸

騰していた時代にもかかわらず、彼のいる

中学校は落ち着いていた。 

 問題生徒は火種の小さい内に、マッチョ

教師を中心としたチームが強力にコントロ

ールしていた。体罰もかなりはっきり使われ

ていた。やんちゃな中学生達の親からも、

同意を得てのことだった。周辺中学校の軒

並みの荒れ具合を耳にしていた一般生徒

の親たちも、教員仲間も大歓迎だった。 

 その後、彼は他の荒れた中学校の校内

暴力対策要員に請われて転勤していった。

彼ひとりだけの成果ではなかったから、そ

の後も中学校は安泰かに思えた。 

 ところが翌春、中学１年生とはとても思え

ないような大柄の生徒が転入学してきた。

小学校時代から様々な暴力事象の噂のあ

る子だった。教員集団に体力で対抗できそ

うな者はなかった。 

 以前ならトラブルが起きると、マッチョ教

員の所に駆け込んで対応して貰っていた女

性教員が不安になった。そして、体罰も辞

さずで名の知れていた中学校は、大きな方

向転換をした。「体罰は一切禁止。根気強く

話し合いで指導する」というのである。 

 耳にした周辺校の教師達は一様に、体

力で勝てない生徒が入学したら、体罰禁止

ってどういう方針転換？と、冷ややかに語

った。 

確かにだらしない話だと思うが、こういう

力学は、しばしば我々の社会にみられる。 

 家族もまったく同じである。父親の鉄拳

制裁は愛の鞭、そう定義しているだけでは

不十分だ。押さえ込むことはできたかもしれ

ないが、けっして良くは育たず、やがて父親

をしのぐ体格になると、仕返しのように家庭

内暴力が始まったなどと聞かされることが

少なくない。 

 暴力は短期的抑圧効果は持つが、長期

的に見た場合、しばしば事後処理の難しい

学習効果をもたらしてしまう。成人した息子

を恐れながら暮らす老親などという逆転劇

を見ることも少なくない。 

 

被害の集中化 

 

 又、暴力は関係の間の産物だともいう。

殴る人はしばしば殴るし、殴られる人もしば

しば同じ目にあう。 
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 そんな馬鹿なことが・・・と思うが、確かに

殴り役、殴られ役の、役割固定の存在を否

定できない。 

 これも随分前の記憶になったが、全く理

不尽な暴力被害を、赤の他人から受けた

女性と同席した。一同驚いたし、その後の

対応では、私もささやかながら役目を果た

すことになった。 

 彼女のショックも癒えて数年が経ったこ

ろ、思いがけない報告を受けることになっ

た。彼女が通り魔事件の被害者になったと

いうのである。またもや関係のない相手か

らの理不尽な暴力被害だった。幸い命に別

状はなかったが、ショックは大きく、二度目

の被害からの立ち直りは、非常に困難なこ

とになった。 

 この話を聞いた私は、飲み込みがたい

嫌な感じがわき上がって消えなかった。暴

力被害者に責任などあるはずがない。二度

とも、全く関係の産物などではない。私が同

席目撃した最初の被害の方がまだ、加害

者の姿が見えているだけ不気味ではなか

ったし、何が起きたのかを、場と関係につ

いて思案もできた。二度目の事件は全く酷

い話だった。 

 振り返りながらこの話していたある場所

で、「全く不合理な話だけれど、そういう被

害が、集中してしまう人があるのは事実だ」

と語るのを聞いて、自分も考えたことがあっ

た着想とすりあわせた。 

 被害者にも落ち度があるなどと言いたい

のでは断じてない。ただ被害が繰り返され

た事実を当事者は、もっと人間行動科学的

に分析、理解しなければならないのではな

いかと思った。 

 被害者は被害を重ねたいなどとは、さら

さら思っていない。当たり前である。だか

ら、被害者が悪いわけではない。あらため

るべきは加害者や、加害容認的な社会で

ある。まったくその通りだが、そう言ってい

るだけで気が済んでいていいのだろうか？ 

 通り魔事件や社会システムが相手では、

個人のできる努力には限りがあるだろう。し

かし私はここで、家族の学習行動パターン

について触れておきたい。 

 

面接室の暴力 

 

 家族合同の面接を三〇分ばかり行った

ところで、いったん休憩をして後半につなげ

ると伝えてセラピストは部屋を出た。 

通常は家族にも別室で待って貰って、再

会と共に再入室して貰う。しかしこの日、い

つも待合室に使う部屋が詰まっていた。そ

こで面接室でそのまま家族には待って貰う

ことになった。 

 部屋にはビデオカメラが設置され、面接

が録画されていることは伝えてあった。加

えて、ワンサイドミラーの背後で、担当ケー

スワーカーやスーパーヴァイザーが面接を

観ていることも伝えてあった。だから父親が

そのことを承知していなかったわけではな

い。 

家族以外の人が同席する場での息子の

態度に、父親がイライラしているのは感じて

いた。セラピストが退室した直後、父親が立

ち上がって息子の腕を掴んで部屋の隅に

連れて行った。そこはビデオカメラからは死

角になるところだった。 

「いい加減にしろ！」と叫ぶといきなり息子

を殴った。カメラは死角だったが、マジックミ

ラー越しには丸見えの場所での息子への

暴力に観察室は騒然とした。 

 繰り返されるようなら飛び込んでいかね

ばならない。しかし、うずくまってしまった息

子に父親は強い戒めの言葉を吐いてトイレ

に立った。 

 強い憤りの中でもカメラを避ける判断は

実行された。しかし、ミラー越しに見ている

と認識しているはずの私たちの存在（ひょっ
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とすると、私達も別室で面接後半の打ち合

わせをしていると思っていたのか）は、抑止

力を持ち得なかった。 

 

誘発要因 

 

 暴力は対象の弱さが誘因となって行動

化される面が少なくない。相手が対抗力を

持っているとわかることで、抑止力の働く面

を否定できない。 

 Ｓ．ミニューチンの「家族と家族療法」の

中にこんな話がある。 

 檻の中に三匹のチンパンジーを入れて、

その一匹だけにストレスを与える。 

一番強いのにストレスをかけると、周囲

に当たり散らし、暴力的になる。二番目の

にストレスをかけると、自分より弱い一匹に

その発散行動は集中する。そして一番弱い

のにストレスをかけると、自傷行動にはし

る。 

 この実験から、暴力誘発要因がストレス

であることは言えるが、それがどこに向かう

かは、その場の力関係に左右されているこ

とが分かる。 

 思春期、青年期の家庭内暴力、カップル

のＤＶ被害の多くは、親密さの中にあるパ

ワーバランスを了解した上で、繰り返されて

いる行動だと言える。 

 

修復へ 

 

 「家族再統合」は、子ども虐待のことが大

問題になった日本で、急速に大きなテーマ

になった。しかし私は，自分の実体験に則

して、理解、説明すれば可能というモノでは

ないと考えている。だからメソッドが喧伝さ

れてもうかうか近づかない。今日の家族再

統合のメカニズムも、成果も詳細には知ら

ない。このスタンスで在り続けるのが私の

現状認識ということだ。 

 家族間の行動や関係の力動は、生活習

慣に近いところがあって、そう簡単に変化

するものではない。無論、プログラムやエク

ササイズを通して、何かが変化することが

全くないとは思わない。しかし、それによっ

て人が認識を改めるのはとても難しいこと

だと思う。 

 暴力や腕力による支配は、相手が対抗

手段を手に入れたとたんに逆転する可能

性を秘めている。 

 分かり切ったことのように思うかも知れな

いが、そういう事件が少なくない。加害者の

常識と被害者の常識には隔たりが大きい。 

それくらいのことで、そんなことまでするだ

ろうか・・・は鈍感な加害側の視線になって

いる。 

 最大の暴力といえば戦争だが、今、世界

中の歴史経過のある紛争が、新たな火勢

を増していて、本当に危うい。次の事態へ

の展開誘発要因いっぱいに対峙する姿

が、暴力そのものだ。 

 加害側は済めば忘れてしまうが、被害側

は蓄積させる。これを理解するのは難しく

はないが、いつも自分の中で持ち続けるの

は難しい。 

 大量破壊兵器の存在など、事実無根に

攻撃してしまったイラクのその後が作った

世界を見ると、暴力の持つ力の絶大さを思

う。 

常人はついつい、自分をニュートラルな

立場にいると思いやすいし、思っていたい。

しかし、大きな力の前で、どこにも属さない

自分を確保して、安心したがるのは既に暴

力に踏み込まれている。Ｎｏと言わない人

間はＹｅｓと言っているのだと深く噛みしめて

今の時代を考えたい。
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おわりに 

 

家族の構造理論を掲げて、今の家族を

考えし続けてきた。これからも可能な限り続

けることになるだろう。 

 変化は事象の必然である。家族も変化す

るのは当然だ。もし変わらずあるとしたら、

変化しない事を目的にした強い動機が内

在しているということだろう。それは本来、

目的にされるものではないから、必ず変化

は起きるし、変化を起こすことはできる。課

題はその方法である。 
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社会的養護の新展開 10 

―都道府県社会的養育推進計画― 

浦田 雅夫 

京都芸術大学 

 

 

都道府県社会的養護推進計画 

 

日本の社会的養護は、厚生労働省の方針のもと、各自治体が 2015（平成 27）年度から 15

年間かけて、施設の小規模化、分散化、里親委託の推進を進める「都道府県社会的養護推進

計画」を作成している。2019（令和元）年度末は、各自治体でコロナ対策が行われているな

か、2020（令和 2）年からの第 2 ステージの 5 年間に向けての計画を策定する時期である。 

 2015（平成 27）年度の 15か年計画時点では、2011（平成 23年）7月に出された「社会的

養護の課題と将来像」が取り上げられ、「現在、９割が乳児院や児童養護施設で、１割が里

親やファミリーホームであるが、これを、今後、十数年をかけて」(a)概ね３分の１が、里

親及びファミリーホーム、(b)概ね３分の１が、グループホーム、(c)概ね３分の１が、本体

施設(児童養護施設は全て小規模ケア)という姿に変えていくことが目標に掲げられた。 

2015（平成 27）年４月１日現在では、本体施設入所児童の割合が 76.4％、グループホー

ム入所児童の割合が 7.9％、里親・ファミリーホームへの委託児童の割合が 15.8％であり、

これを最終年度までにそれぞれ「概ね１／３」ずつにすることを目標としたのである。 

 ところが、平成 28（2016）年度の児童福祉法改正、そして「新しい社会的養育ビジョン」

の突然の登場により急激に里親委託シフトへと舵取りが行われた。遅々として進まない、里

親やファミリーホームによる養育を一気に推し進めようというねらいだ。 

また、第 2 ステージからは、要保護児童のための「社会的養護」から要支援児童を含む

「社会的養育」「家庭養育」へと移行している。そのため名前も「都道府県社会的養育推進

計画」と名称変更されている。この第 2 ステージの基本的な考え方について、厚生労働省

「『都道府県社会的養育推進計画』の策定について」では、「子どもの権利保障と子どもの家

庭養育優先原則を実現する計画を立てる必要がある。その際、国会審議において明らかなよ

うに「社会的養護の課題と将来像」を全面的に見直して、『新しい社会的養育ビジョン」で

掲げられた取組を通じて、「家庭養育優先原則」を徹底し、子どもの最善の利益を実現する

必要がある。」とし、「社会的養護の課題と将来像」を前面否定している。これまでにもみた

が、急激な舵取り変更に社会的養護関係者からは大きな批判がでた。 

なかでも、「３歳未満については概ね５年以内に、それ以外の就学前の子どもについては

概ね７年以内に里親委託率 75％以上を実現し、学童期以降は概ね 10年以内を目途に里親委
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託率 50％以上を実現する。」「 施設での滞在期間は、原則として乳幼児は数か月以内、学童

期以降は１年以内。（特別なケアが必要な学童期以降の子どもであっても３年以内を原則と

する。）」といった数値目標が独り歩きし、大きな議論になった。 

 

都道府県社会的養育推進計画の策定 

 各自治体では、2020 年度からの 5 年間のステージおよび最終年度である 2030（令和 11）

年度末の里親委託率をどのように計画するかが大きな課題となっている。厚生労働省では、

各自治体の全体状況の公表には至っていないが、すでに 9 割の自治体で数値目標をクリア

していないの報道がなされている。 

 こういったなか、里親による養育を推進する団体等は、厚生労働省あてに、各自治体が推

進計画を見直すよう、要望書を提出している。 

  

 

 

 

 

第 21 回社会保障審議会児童部会社会的養育専門委員会 

資料「現行の都道府県推進計画等の概要」（2017） 

 

 



41・コロナ休園 
〈休園した44日間にやったこと〉 

原町幼稚園園長　鶴谷主一（静岡県沼津市） 

■全国休校要請！第一報下の園長の一日。 
安 倍首相が唐突に、最初に全国の小中学校

と高校、特別支援学校に「3/2から春休
み明けまで臨時休校要請」を発表したのは２月27
日木曜日。鶴谷はニュースを見ながら「えっ！来
週の月曜から？明日一日しかないじゃん！」と慌
てて情報収集に没頭していった。 
保育園は除外という情報は早く取得できたが、
幼稚園の対応についてどこにも記載が無い。幼稚
園と幼稚園型こども園は、法律上学校という扱い
だから、学校と一緒に休園するのか、それとも除
外なのか？ニュースをいくら見ても幼稚園には触
れられず我々は宙ぶらりんだった。関係省庁のHP
を検索するが28日になっても文科省のHPには幼
稚園の記載はない。「無いということはは対象外
なのだろう･･･」しかし、はっきりした文言が示さ
れないから迷うのが心情。 

沼 津市私立幼稚園協会長という立場の鶴谷
の元へは、市内の数人の園長から電話が

かかかってきていたが、頼りの沼津市学校教育課
も市立幼稚園の休園を決めかねている。そんな状
況だったのでいくら電話で話したところでラチが
あかない。 
ちなみに幼稚園協会という団体は各園の経営判
断には何の強制力も持たない。幼稚園同士が協力
して子育て支援活動や、教員の研修、幼児教育の
振興のための活動が主な目的で所属しているの
で、近隣の園は良い意味でも悪い意味でも競争相
手ということになる。 
だが、こんな時には判断材料となる情報がほし
い、そこで僕は普段からSNSでチャット会話をし
ていた親しい園長同士で盛んに「会話」した。お
互いにゴールは違っても人の意見を聞いて自分の
判断が決まっていく。これはホントに助かった。
地域も園の形態も規模も違う環境だが、仲間がい
たことを感謝した。 

私 学は建学の精神が基本で、他園がどうし
ていようが自園は自園の教育方針で運営

していくので教育方針から費用まで違っていてあ
たりまえ･･･なのだが、今は同じ市内の他園の動向
が気になる。あとで聞いた話だけど「こんな時に
園バスを走らせている園があるけど、けしから
ん！」という市民の意見が教育委員会や協会事務
局に届いたという話を耳にした。そんなことがあ
るから「他はどうしてる？」ということが気にな
るのだ。この際協会長としてある程度の判断を示
さねばならないだろうと考え、厚労省の情報を優
先することにして「保育園に準じて平常保育を続
けても良いのでは？但し私学の判断は園が行うの
が原則」というコメントを付けて、市内の幼稚園
20ヶ園にGoogleフォームで作成したアンケート
を送信したのは28日12時28分。それぞれの判断
を答えてもらい、市の担当課とも共有した。 
その後HPを検索していたら文科省から新しい文
書が発出されていた「あった、幼稚園は対象外！
の文字」ホッと胸をなで下ろした。正式な通知
メールが県から届いたのは14時11分、園児が降
園したあとだった。 
この期間で休園したのは３園、あとの27園は平
常保育もしくは自由登園で開園していた。もっと
も半数以上の11ヶ園は認定こども園なので、２号
児対象に子どもを預かる必要があるのだ。 

バ ス送迎が終わって職員室に戻ってきた教
員は、はじめて事態を知り驚いている。

来週から園がどうなるのか、どうするのか･･･職員
も結論がまとまるまでは帰れない。休園措置はと
らなかったので、来週から保育の中で感染予防を
どう実行していくのかを職員達が具体案を検討す
る。やっと目処が付いて「来週からも保育継続」
のメールを保護者に送信したのが19時39分。職
員も退勤し、ようやく情報収集と発信に明け暮れ
た一日が終わった。 
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お そらく他園も、教育委員会や学校はこん
なもんじゃなく対応に追われていたこと

だろう。幸いなことに静岡県内の感染率も低く、
沼津市には発生していなかったので、年長組のお

別れ遠足などが中止になったりしたが、なんとか
規模を縮小して卒園式、終業式まで行うことがで
きたことは感謝だった。 

■第二報！ついに休園 
そ れは、感染予防に配慮しながら緊張感の

中行った入園式を土曜日に終えて、続く
月曜日に進級児の始業式を終えたばかりの４月６
日にやってきた。沼津市の近隣で感染者が発生
し、子育て支援課から市内の各保育園に「４月７
日から19日迄登園自粛のお願い」の文書が発出さ
れた。幼稚園はどうするのか市に問い合わせたと
ころ、「あくまでも各園の判断だが、市立幼稚園
は休園するので･･･鑑みて･･･」と言葉を濁す。あ
くまでも判断はそちら、というスタンスを崩さな
い。「感染の確率は低いのだろうけど、ここは忖
度するしかないのだろう」 

保 育園の保護者が自粛している中で幼稚園
バスが走り回っていたら、市民からク

レームが出る可能性がある。まして感染などが起
こったらどんなバッシングを受けるかわからない
し、幼稚園全体のイメージダウンにもなりかねな
い･･･ということを忖度し、協会としては異例の
「足並み揃えていきましょう！」の半強制力を発
動し、「実質の休園要請」と題したメールを各園
に配信し、Googleアンケートも実施した。 

今回はさすがに20園全園が休園措置をとり、預
かり保育のみ実施する園が多かった。 

す でに感染状況が悪くなってきている時期
だったので、「休園します、預かり保育

は行います。」というメールを夕方５時には保護
者に送信することができた。明日から２週間休園
だ。新しいクラスではじめて顔を合わせた担任と
子どもたちは、翌日からお休みに入った。でも２
週間だ、まだこの時はそう思っていた。 

そ の後、市内感染や緊急事態宣言の発令に
より２回の休園延長があり、２回目の再

延長の頃には、もう慣れてしまって「これまで同
様」というメールを余裕を持って送信できるほ
ど･･･経験って強いですね。 

そ して、園は５月21日から分散登園を開始
し、６月からの平常保育を予定していま

す。このマガジンが掲載される頃はどうなってい
るでしょうか？ 

《休園に際して有効に使えたICT環境》

①

有料 毎日の出欠やバス利用、バスの到着メール、預かり保育の申
込、園からのお知らせやアンケートなど、アプリやメールを使
っての通信手段が多機能で、重要な連絡でも手紙を添付してお
知らせできるので、保護者へのほとんどの通知はこのアプリを
使って行い、職員も内容を共有します。

②

無料 無料バージョンの一部機能を使用しています。園から発行され
たお便りをPDFで配信したり、クラス活動の様子などを、各担
任のブログ形式で不定期に発信しています。 
父母だけでなく祖父母や親戚も申請すればどなたも閲覧できる
ようにしています。休園時は普段使わない連絡帳機能を使用し
て保護者からのリアクションもできるようにしました。

③
有料 園日誌、保育日誌、研修や業務の連絡など、職員間の連絡に使

います。時差勤務の職員もこのツールで連絡事項を共有しま
す。ちょこっとした連絡を素早く伝えたいときは、職員LINEを
使用します。
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■休園期間にやってきたこと 
休 園が決まったとき、いかに幼稚園と子ど

もたちをつなげていこうかまっ先に考え
ました。とにかくバタバタしながらも頭を捻って

試行錯誤しながらやってきました。滅多にない経
験を振り返ってみたいと思います。 

■休園２日目☆第１弾☆教材配布 

最 初は短期間のつもりでしたので、園でや
るはずだったカリキュラムをお家でやっ

てもらおうという発想でした。各学年で、教材と
道具を個人別にセットして、園に取りに来て頂き
ました。子どもたちにとっては初めての宿題だっ
たでしょうね。 

《登園再開後のエピソード》 

ほ とんどの教材はお家でやって頂いたお陰
で、再開後にはみんなが持ってきて頂い

た教材がバッチリ揃いました！ 家庭で保護者の皆
さんがしっかりと、子どもと向き合ってくれたこ
とが感じられて感謝でした。 

■各学年が渡した教材説明お手紙〔年少組〕 

 

64



■各学年が渡した教材説明お手紙〔年中組〕 

 

■各学年が渡した教材説明お手紙〔年長組〕 
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■休園３週目☆はらまちテレタイムと動画配信 
　（テレタイム2回目5/11～） 

休 園が延びたぞなんとかしよう！、というこ
とで『ホームカリキュラム』という考え方

を導入し、家庭と園を繋げるカリキュラムを考えま
した。ZOOMなどの双方向テレビ電話も検討しまし
たが、子どもが扱うには難しいし一人ひとりの声を
聞きたい！ということもあり、一つは電話にしまし
た。幼稚園には電話回線が２本しかないため一人ず
つ順番に、ということで予定表を作って電話させて
頂きました。先生たちは、緊張しながらもお母さん
方と楽しいお話ができて、子どもたちの声を聞いて

安心しました。さらに、会話の中で、今後どんなこ
とをやっていったら良いかリサーチし、後半に実施
する「キッズリーでの双方向コミュニケーション」
を実施するに至りました。 

《登園再開後のエピソード》 

年 少組でテレビ電話しか経験の無い子ども
がいました。なので声だけの電話に慣れ

ていなくて、先生が見えないことに戸惑って会話
が成り立たないお友だちもいたようですが、２回
目には慣れたのか大丈夫でした。(^^) 

 

ホームカリキュラムのお知らせ 
2020年４月１７日　鶴谷主一 

　15日にお知らせした、自宅で行うホームカリキュラムの準備ができましたのでお知らせしま
す。 
　 
■１つ目は電話保育（はらまちテレタイム）を実施します。 

ねらいとしては、担任とお子さんのコミュニケーションの時間を確保することです。また、
保護者の皆様ともお話ができたら、とも考えております。時間としては５～１０分ほどを予
定しております。別紙に予定を組ませていただきましたのでそちらをご覧ください。 

　■２つ目は、幼稚園の先生による動画配信です。 
これは、おうちでも幼稚園の歌やダンスをして楽しい時間がおくれるように、また規則正し
い時間がおくれるように決まった時間（①１０：００②１３：００）に動画を配信します。
ぜひ親子で配信を一緒にみながら楽しいおやこんぼタイムを過ごしてください。以下のQR
コードとパスワードから閲覧可能となります。 
https://youtu.be/ApluTm_Thmo 

 
なおこの動画は、原町幼稚園のお友達のために作成いたしました。 
著作権の都合上、休園期間を過ぎましたら限定公開に切り替わりますので、動画の転載はご遠慮
いただきますようご協力お願いいたします。 

はらまちテレタイム手順 
・開始時間から順にお電話をかけさせていただきます。 
・そのタイミングでお出にならなかった場合は次の方にかけます。（コールは10回） 
・かけたタイミングでお出にならなかった場合は、予定時間内の最後にもう一度からかけ
直しますので、折り返しは必要ありません。 

・都合が合わない方は、メール連絡もしくは電話連絡を２０日月曜日の１５時までにご連
絡ください。 
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■絵本とお手紙のお届け 
毎 月購入して頂いている月刊絵本が４、５月

号が園に届いていたので渡す方法を検討し
ました。先生が届けるのも感染が心配だし、玄関先
で顔を見ているのに距離をとるのもぎこちなくなる

だろうし･･･ということで4/21付けで宅配便にて配
送しました。この時のお手紙やメールで、YouTube
の公開やキッズリーでのコミュニケーション開始が
伝えられました。 

■YouTube　　https://youtu.be/ApluTm_Thmo 
卒 園式では担任がメモリームービーを作って

YouTubeに限定配信したりしていたので、
動画配信は当初から選択肢に入っていました。カリ
キュラムを意識して、固くならない楽しい雰囲気が
伝わるように考えました。内容検討と撮影段取りな

どの打合せに２日程度かかりましたが、得意分野の
〈歌・ダンス・絵本〉が決まり、劇などいくつかの
案は没になりました。※期間限定でYouTubeは削除
して専用アプリに移行する予定。 

■メディア接触と絵本読み聞かせ動画 
子 どものメディア接触の問題を感じていただ

けに、YouTubeにアップすると一気にメ
ディア接触を解禁することになるのではないか、園
のチャンネルを見たあとに他の動画まで見てしまう
のではないか･･･と懸念はありましたが、非常時なの
で仕方がないと割り切って踏み切りました。 

配 信前に確認したのは著作権です。音楽は
JASRACという著作権団体が教育機関向け

の期間限定フリー措置を打ち出してくれていたので
OK！しかし絵本は、出版元の福音館に電話してみる
と「本来絵本は読んで聞かせるもので･･･」とそもそ
も論を言い出す始末。すったもんだ反論しましたが
著作権の仕組みは複雑で打ち破れずYouTube限定公

開となりました。 
その後世間の流れに押された感じで絵本も限定フ

リーになってきたと耳にしましたが、もう少し早く
対応してほしかったもんです。 

《登園再開後のエピソード》 

動 画の効果は登園再開後に見られました。
クラスでの歌やダンスの曲をかけてみる

と･･･なんと一度も教えたことのない歌を歌った
り、一緒にダンスができるではありませんか！年
少さんもです。お家でホームカリキュラムをやって
くれたんだなあ、と感謝感謝です！(^o^)ｱﾘｶﾞﾄｳ!!! 

■アプリ/キッズリー・れんらくアプリによるアンケート 
テ レワークという言葉も一般的になりました

が、れんらくアプリやキッズリーという通
信システムが威力を発揮しましたね。ふだんキッズ
リーでは、担任からの一方的な保育のお知らせだっ
たところ、テレタイムで情報収集すると、お母さん
方からのレスポンスもしたい、という希望も聞い
て、お母さん方から「ウチでこんなことやってま
す！」の投稿も活発になりクラスごとに盛り上がっ

てきていました。とくに、まだお母さん方が顔を合
わせる前に休園が始まった年少組では、クラスの交
流ということが、少しでもできて良かったと思いま
す。 

れ んらくアプリでは、休園中のホームカリ
キュラムの活用状況や、ストレス度、困りご

となどのアンケートをとり、結果を公表したり、そ
の後の対策に生かせました。 

■GWげんきっこ 
市 内の公園が使いづらかったり閉鎖されたこ

ともあって、平日の預かり保育をやりなが
ら、そして連休中や土日も、園庭開放を実施しまし
た。受入体制は、休園で勤務日の減った非常勤職員
の手上げを優先して勤務時間を確保することにし、
常勤職員にはボランティアで手を上げてもらいまし

た。（ありがたいことに、ほぼ全員エントリーして
くれました。） 
園庭でお父さん方と遊び回る子どもの姿は、ホン

トにこの時しか見られない光景でした。バッチリお
やこんぼ*だなぁ！と微笑ましい時間でしたね。 
（*ﾏｶﾞｼﾞﾝ9号参照） 

　５月の連休に園庭開放を行うことをお知らせした手紙 
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ゴールデンウイーク限定げんきっこについて 
2020.5.1.原町幼稚園　園長　鶴谷主一 

子どもが身体を動かして遊ぶことは、単なるストレス解消だけでなく、食べること
と同じレベルで成長発達に欠かすことのできない大事なことです。 
夜に分泌される成長ホルモンはぐっすり眠っているときに出てきます。適切な時間
にぐっすり眠るためには、日中に身体を動かして体温を上げなければなりません。昼
間にしっかり身体を動かして遊ぶことが、子どもたちの心身の発達を促していくので
す。 

大人が大変な状況の中で、政治家の皆さんも世間も、小さい子どもにまで意識が向
かないのは残念なことですが、各地の公園や屋外施設も次々に閉鎖、利用制限され、
子どもたちの発達機会が奪われていることとに心を痛めています。沼津市学校教育課
にも公園閉鎖については意見を申し入れましたが「感染予防」と言う大前提の前で
は、対応策は難しいという返事でした。 

火曜日に各クラスのテレタイムが終了して、ほぼ全園児の皆さんが担任とお話頂き
ました。こんな状況下でも務めて明るく一生懸命子どもと向き合って最善を尽くされ
ている家族の皆さんに頭が下がります。そして、そろそろ限界も感じているという声
も少なからずありました。 

そんなことから、ゴールデンウ
イークは預かり保育も保育園もお
休みなので、園庭を子どもの発達
機会の場として利用して頂くため
に、『ゴールデンウイークげんき
っこ』を先生たちの協力を得て実
施することになりました。 
「感染予防を配慮した上で！」
ですので、人数制限、利用制限は
ありますが以下の利用の手引きを
読んで、お子さんの発達を促すこ
とと、おやこんぼ時間の活用に、
ぜひご利用ください。 

《参考資料》 
子どもの生活リズムと身体の発達について 
前橋明／医学博士　早稲田大学人間科学学術院教授のサイトです。 
合い言葉は「食べて、動いて、よく寝よう！」です。 
https://yab.yomiuri.co.jp/adv/wol/opinion/society_150803.html 
もしくは〔日本の子どものための幸せな未来づくり〕で検索 

お家で使える「ふれ合い体操」をキッズリー〈園からのお知らせ〉にUPしました。 

回答数69/89 

ステイホーム週間のげんきっこ実施につい
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■実施してみて：「子どもの声がうるさい」「近所で遊ぶのはやめて欲しい」というクレームを近所から
受けていた親子が通ってくれることが多かったです。元気な男の子はとにかく声も大きいしわけ分からず
叫び声を上げるし、集合住宅や近所では気が気では無いと思います。「大勢来てください！」と積極的に
言えない状況でしたが、安心できる親子の時間を提供できたことを嬉しく思いました。 

トクベツなげんきっこ始まる！ 
ゴールデンウイーク限定げんきっこ

感染予防

感染予防については以下のように対応します。 
○来園人数を制限します。２時間枠ごと10家族迄。（兄弟も可） 
○来園者は必ず検温をして、家族や濃厚接触者に発熱や風邪っぽい症状の方
がいないことを確認してきてください。（検温結果は担当の先生に口頭で
伝えて下さい。） 
○園に入るときと、遊び終わったときは手を洗うか、備え付けの次亜塩素酸
水で消毒をして下さい。 
○できればマスクをして下さい。マスクをしていたほうが顔を触りません。 
○保護者同士の会話は距離をとって小さな声でお願い致します。 
○遊具を介して感染することも考えられますので、遊具の手に触れる部分に
は光触媒を塗布し、紫外線により付着したウイルスは無効化されるように
しています。また２時間おきに職員が消毒液で消毒いたします。お手伝いい
ただける保護者の方は一緒にお願い致します。 
○室内には入れません。外のトイレは使用できます。 
○担当職員は距離をとるため基本的に一緒に遊びませんが、ご了承下さい。

服装 
持ち物 
あそび

○保護者と一緒にまたは保護者の見守りのもと園庭で遊べます。 
○範囲は幼稚園と保育園の園庭です。サンカフェは使いません。 
○身体を動かす遊びのほか、砂場で水を使って遊ぶこともできます。念のた
めタオルや着替えもお持ち下さい。 
○園児は名札着用、カラー帽子です。 
○水筒持参で登園して下さい。 
○休憩時のおやつ持参OK、ゴミはお持ち帰り下さい。 
　食べながら遊ぶのはNGです。 
○お弁当持参もOK、外のテーブルで食べて下さい。

対象 在園児と弟妹、在園児兄姉 
（小学生は小さいお友だちと一緒に遊んであげることを条件）

時間 ４つの時間帯に分けて利用できます。※雨天中止 
①９時～11時　 ②11時～13時　③13時～15時　④15時～17時

利用方法

○事前にアプリ「あそびっこ連絡」→「GWげんきっこ」にて希望の時間帯を
申し込んで下さい。定員は10家族なのできょうだいの場合は一人のお名前
でお申込下さい。 
　２時間刻みで、申込〆切は開始時間です。 
　すいていれば２コマ申し込むことも可能です。 
○来園したらタブレットで〔入室〕を押して下さい。帰るときは先生に声を
かけるだけで結構です。 
○幼稚園児及び未就園児が安全に遊べるように園庭を開放したいので、小学
生は危なくないようにご配慮お願いします。
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■まだ続きます 
新 型コロナとの共存者会までは、まだまだ時間が

かかるといわれています。園の環境や保育の方
法も新しい生活様式に対応していきつつあります。計
画も変更に次ぐ変更でしょっちゅう計画を見直してい
ます。これは園長一人ではとてもできるものではなく

職員同士でアイディアを出し合って、試してみて方法
を模索していく日々が続いています。なかなか時間も
かかり疲れも感じますが、臨機応変に柔軟に！これか
らも続けていかねばならないでしょう。 

 

 
原町幼稚園　園長　鶴谷主一（59）0
ＨＰ：http://www.haramachi-ki.ed.jp/0

MAIL：office@haramachi-ki.jp0
Twitter：@haramachikinder0
Instagram：haramachi.k0

▶ご感想・ご意見ご質問等ありましたら0
　気軽に連絡ください。✉ 0office@haramachi-ki.jp0

— — — — — — — — — — — — — — — — — — - 0

「幼稚園の現場から」ラインナップ0
第１号　エピソード（2010.06）0

第２号　園児募集の時期（2010.10）0

第３号　幼保一体化第（2010.12）0

第４号　障害児の入園について（2011.03）0

第５号　幼稚園の求活（2011.06）0

第６号　幼稚園の夏休み（2011.09）0

第７号　怪我の対応（2011.12）0

第８号　どうする保護者会？（2012.03）0

第９号　おやこんぼ（2012.06）0

第10号　これは、いじめ？（2012.09）0

第11号　イブニング保育（2012.12）0

第12号　ことばのカリキュラム（2013.03）0

第13号　日除けの作り方（2013.06）0

第14号　避難訓練（2013.09）0

第15号　子ども子育て支援新制度を考える0
第16号　教育実習について（2014.03）0

第17号　自由参観（2014.06）0

第18号　保護者アナログゲーム大会（2014.09）0

第19号　こんな誕生会はいかが？（2014.12）0

第20号　ＩＴと幼児教育（2015.03）0

第21号　楽しく運動能力アップ（2015.06）0

第22号　〔休載〕0

第23号　大量に焼き芋を焼く（2015.12）20190

第24号　お話あそび会その１（発表会の意味）0

第25号　お話あそび会その２（取り組み実践）0

第26号　お話あそび会その３（保護者へ伝える）0

第27号　おもちゃのかえっこ（2016.12）0

第28号　月刊園便り「はらっぱ」（2017.03）0

第29号　石ころギャラリー（2017.06）0

第30号　幼稚園の音楽教育（その1・発表会）2017.090

第31号　幼稚園の音楽教育（その2・こどものうた）2017.120

第32号　幼稚園の音楽教育（その3・コード奏法）2018.030

第33号　〔休載〕（2018.06）0

第34号　働き方改革・一つの指針（2018.09）0

第35号　働き方改革って難しい（201812）0

第36号　満3歳児保育について（2019.03）0

第37号　満3歳児保育・その２（2019.06）0

第38号　プールができなくなる！？（2019.09）0

第39号　跳び箱（2019.12）0

第40号　幼稚園にある便利な道具〈紙を切る〉（2020.03）0

第41号　コロナ休園（2020.06）0

— — — — — — — — — — — — — — — — — — -
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福祉系 

対人援助職養成の 

現場から㊶ 

西川 友理 
 

 

 

 

 

 

「あ、そっか… 

今月マガジンの原稿締め切りだ」 

 

と、気付いたのは 5月 2日、団編集長

からの「締め切りのお知らせ」メールを

確認した時でした。 

新型コロナウィルス（Covid-19 ）の

おかげで、日々、イレギュラーなことが

多過ぎて、ずいぶん振り回されている状

態です。「このご時世に、このマガジン

は、コロナの影響を全く受けずに通常営

業できるシステムやん。最強やな…！」

と思いつつ文面を読んでいると、メール

の最後に「まったくコロナ禍の影響を受

けることなく、11年目に突入します。」

と書いてあって吹き出してしまいまし

た。 

  

今回はコロナの事を書く方が多そう

だな、と思うとそれ以外の事を書きたく

なるアマノジャク。しかし、このマガジ

ンは「書いたことがやがて、その時代の

その分野の記録になる」という意味もあ

ります。バックナンバーを読んで、あと

から気付くことの多さに驚きます。 

ならば今回は思いっきりベタに、そし

て視点をぎゅっと絞って、新型コロナウ

ィルス感染拡大防止に伴う養成校の一

教員としての混乱を書こうじゃないで

すか。きっといつか、見返す時が来るよ

うな気がします。 

というわけで以下、このところの混乱

を、総花的に記します。 

どうぞ来年の今頃、笑って読めますよ
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うに。 

 

 

２月中旬 

卒業式、入学式どうする問題 

 

「ね、御校ではどうされます？卒業式。」 

「うち、やる予定だよ。」 

「えっ、やるの？」 

「やるの？といわれると、不安になるな

…やっぱやめといた方がいいかなぁ

…。」 

「いやいや、やり方次第でしょう」 

ある保育士養成校の教員が集まる研

修会。参加者全員、マスク着用で、プロ

グラムも短縮版で実施されました。研修

の内容はもちろん意味あるものであっ

たのですが、会の前後の雑談は、どの養

成校も情報交換に必死。この時期は、さ

しあたり卒業式をどうするか、という話

題で持ち切りでした。 

「学長のあいさつを ZOOM を使って小部

屋で放送、卒業生は小部屋に分かれて聞

くという案が出ててね…」 

「えーっ、そこまでやる？」 

と、まだ笑いながら話していました。 

 

このころ、半年かけてじっくり企画し

てきたある全国大会について、開催数日

前に延期を決定。なぜか私は今年に限っ

て、2月から 3月にかけて、5つもの企

画委員や運営委員や実行委員会を掛け

持ちしており、それらすべてが延期・中

止となりました。それはもちろんショッ

クでしたが、あまり落ち込んでいる時間

もありませんでした。というのは、最終

的に延期や中止と一言で書けてしまい

ますが、そこにいたるまでの話し合いと

逡巡と説得と折衝と…自分の頭で考え、

思い切りよく判断することを、いつも以

上に行った日々でした。何を中止にして、

何を延期にして、何をオンラインにする

か。返金はするのか、しないのか。関係

者への連絡につぐ連絡、それでもおこる

連絡ミス。正直、大変疲れましたが、漠

然と、当たり前と考え、感じていたこと

をしっかり考えるチャンスになりまし

た。 

さらにはその連絡調整の中で、新型コ

ロナの情報共有をするシステムが 2つ

生まれました。 

 

 

２月下旬 

実習をどうする問題 

 

とある地方の保育者養成校に努める

友人から電話がかかってきました。 

「実習先の自治体から、来月からの実

習を全面中止にしてほしい、という連絡

があった！」との悲鳴。 

そして各々の学校の情報交換をしま

す。本学は、ちょうど、2月 29 日で実

習が終了予定でした。どの実習先も、と

りあえず 2月中なら実習を終わらせて

くれそうな状態。その次の実習は 6月を

予定していました。 

電話を切って、そうか、もしかしたら

6 月の実習は出来ないかもしれないな、

そうなった場合どうしようかな、そうい

うことも考えなきゃいけないな、と思っ

ていた矢先のことです。 

もうすぐ実習を終える学生から微熱、

体調不良との連絡。緊張が走ります。 
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通常ならば「病院に行って、感染性の

ものかどうかを診断していただきなさ

い、診断書を書いてもらってね」と伝え

るのですが、果たしてそれでいいのでし

ょうか。そもそもまず、病院に行ってい

いのでしょうか。学生本人、学生の保護

者、実習先交えて、今後の対応を検討し

ました。 

その結果 37度 5分以下の発熱であっ

たため、解熱後、1週間自宅待機で、実

習を再開。何とか無事に実習を終えるこ

とが出来ました。 

 

 

３月上旬 

厚労省から、実習に関する通知が出る 

 

非常勤先の社会福祉士の実習先であ

る高齢者施設に巡回指導訪問。 

施設の入り口では検温、体温を記録、

記名。手指の洗浄、殺菌、消毒。 

同行していた養成校の事務担当の方

に「これから実習どうなるんでしょう

ね」と伺うと、2月 28 日付で「新型コ

ロナウィルス感染症の発生に伴う医療

関係職種等の各学校、養成所及び養成施

設等の対応について」という実習に関す

る通知が、厚労省から出ている、とのこ

と。 

帰宅後、慌てて調べてみると、確かに、

社会福祉士や介護福祉士の実習につい

てのガイドライン通知が出ています。保

育士実習は？幼稚園教諭実習は？すで

に出来上がっていた情報交換コミュニ

ティに疑問を投げると、「今日ちょうど

保育士実習についても出ましたよ！」と

いう連絡が。 

3月 2日付け、厚労省発「新型コロナ

ウィルス感染症の発生に伴う指定保育

士養成施設の対応について」がその通知

です。これを見ると「…実状を踏まえ実

習に代えて演習又は学内実習等を実施

することにより、必要な知識及び技能を

修得することとして差し支えない…」と

あります。実習に代わる演習や学内実習

とは、どういうものになるのでしょうか。

実習にとって代われるような彩り豊か

な経験が、学内で出来るでしょうか。 

 

同時期、卒業式の中止を決定、卒業生

に通知。通知後、書類の手続きなどで、

学校にちらほらと卒業生が訪れます。 

「卒業式したかったな…。ほら見て、先

生。私これ着るつもりだったの。」 

皆、試着した羽織袴姿の写真を見せて

くれます。そうだね、女の子たちは皆、

ちょっと思い切ったおしゃれをしても

いい日だったよね、と胸が痛くなります。

衣装レンタル屋さんや、美容院の売り上

げの打撃はいかばかりか、と考えます。 

 

 

３月中旬 

新年度準備に向けて 

 

関西圏のいくつかの養成校と様々に

情報交換をする中で、実習にかかわる状

況が具体的に見え始めます。2月～3月

に時期を分散させて実習に行く大学は、

2月実習は可能であったが、3月は実習

ができない、つまり同じ学年で、実習に

行けた学生と行けない学生がいる、とい

う状況も生まれているようでした。5月

実習は既に延期という養成校が増えて
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きました。いつ頃実習が再開されるかは

わかりませんが、少なくともしばらくは

中止、延期の方向で話が進んでいます。 

気になるのは新年度に2年生になる学

生たちです。果たして卒業までにあと 3

回ある 2週間実習をすべてクリアし、資

格を取得することが出来るのでしょう

か。まだどうすればいいかはわかりませ

んが、なんとしてでもその環境を整える

必要があります。 

 

入学後に実施される健康診断につい

て、京都府医師会が「安全のために、し

ばらく健康診断は出来ない」との通知を

してきました。6月に実習に行く準備書

類として、健康診断書は必ず必要です。

結果が出されるまでの期間を考えると、

どんなに遅くとも、5月に入るまでには

健康診断をしなければなりません。健康

診断書がないと、実習に行くことはでき

ません。一大事です。ほかの養成校はど

うしているだろうか…と情報を集めま

した。すると、大きな大学は「学内の医

療センターで実施したから問題なし」、

小さい大学でも「3月中の入学前に慌て

て実施した」などの答えが。皆さん先見

の明がおありで…これはちょっと失敗

したな、と、頭を抱えます。 

  

24 日、文部科学省から「令和 2年度に

おける大学等の授業の開始等について」

という通知が出されました。三密を避け

る事、遠隔授業の実施方法の検討、入学

式などの学事のあり方、留学生への配慮、

授業料についての考え方等…。この日、

学内では、入学式の中止を決定しました、 

 

 

４月上旬 

遠隔授業、教科書販売、実習 

‥‥次々と考えることが。 

 

4 月 2日ソーシャルワーク教育学校連

盟（ソ教連。社会福祉士と）が「6月末

までの実習を見合わせる」との声明を出

しました。社会福祉士、精神保健福祉士

の養成校の先生と電話で話すと「とりあ

えず、実習はなしにしたけど、だから次

にどうする、というのは全く考えられて

ないんだよね…」とのこと。対人援助職

養成の実習がある大学は、どこも皆先が

読めずに、右往左往する余地もなく、じ

っと耐えて待っているような状況です。 

 

4 月 3日、文部科学省から「令和２年

度における教育実習の実施に当たって

の留意事項について」という、教育実習

に関する通知が出されました。いわく、

「秋以降に実施することを検討してい

ただきたい」「時間数や機関については

弾力的に対応していただきたい」などな

ど、はっきりと明言は避けるけれども、

なんとなく察してください、というよう

な文章。なるほど、これは頭がいいとい

うかなんというか…弾力的な対応って

なんやねん…と妙に感心してしまいま

した。いずれにせよ、6月に実施予定で

あった教育実習(幼稚園実習)もこれで

全面的に実施出来ない、と判断しました。

秋以降の実習スケジュールで、何とか対

応が出来ないか、学内で検討し実習先に

も相談します。 

 

4 月 7日 7 都市に緊急事態宣言が発
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令。とりあえず 4月中頃までの休校は決

まりました。 

様々な保育士養成校から「休講中の課

題として、マスク作成を課しました」と

の報告が。私たちも、学生に「縫って作

らなくていいから。折って作るタイプの

マスクをさっと作れるようにしておく

こと」と指示しました。 

「なんか、みんなでマスクを作ってる

なんて。防空ずきんか千人針みたいやね

…」と同僚の先生がおっしゃいます。そ

うか、私たち被災しているのだな、と気

付きます。世界中の、新型コロナウィル

スの影響を受けている国々の人が、皆一

斉に、多かれ少なかれ、今は被災してい

るのです。 

 

学生たちに、休講中に勉強できる課題

を郵送。しかし、コピー代も郵送代もば

かになりません。教科書がないと、授業

の実施や課題の指定が難しいですが、テ

キストを手に入れるだけのために、公共

交通機関を使わせ、学校に来させるかど

うか…。 

また、うちの学校でオンライン授業を

するなんて、どこまで実現可能でしょう

か。しかし今やほとんどの学生がスマホ

を持っているはず。何とかしようと思っ

たら、何とかできるのではないだろうか。 

その他諸々、うちのような小さな大学

だからこそできる事はたくさんあるは

ずです。 

テキストについて、大手の大学は、大

きな書店から直接郵送されてくるとの

こと。わが校は規模が小さいので、近所

の本屋さんが窓口になってくれていま

す。事務職員がそろって 

「配送料、かかりすぎるんやったら、

学生一人一人の家に、僕たちがテキスト

を車で持っていきます！」 

と言ってくださいます。なんとありが

たい…。しかし、それで何かあった時に

は、感染源として疑われる危険もありま

す。本屋さんと事務が話し合った結果、

本屋さんがまとめて郵送し、代引き手数

料を負担してくださるとの事。なんとあ

りがたい…。 

みんなの協力のおかげで、教育できる

環境が徐々に整っていきます。 

大手携帯電話会社三社が、学生の教育

通信学習支援としてデータ容量を無償

でグレードアップすることを相次いで

発表しました。オンライン授業を行う方

法も本格的に模索し始めました。 

 

 

４月中旬 

方向性が固まり、具体的な動きへ 

 

フェイスブックの「新型コロナ休講で、

大学教員は何をすべきかについて知恵

と情報を共有するグループ」に加入。こ

の時点でグループメンバーは 1万人を

超えていました（5月 23日現在、メン

バーは 1万 9千人を超えています）。

TEAMS、ZOOM、Google Classroom。YouTube、

Remo、などなど、皆が試行錯誤しつつ、

新たなスキルを磨いていく書き込みを

見て、焦ります。 

4月 16 日、緊急事態宣言が、全国へ拡

大。ゴールデンウィーク明けまでとのこ

と。いや、どう考えてもゴールデンウィ

ークには収束しそうにないでしょう。腹

をくくって、オンライン授業の準備を進
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めます。勤務先は Google Classroom の

システムを採用することになりました。

慣れないシステムを理解し、教えあい、

やっと理解してきたころに「このやり方

はマズい」と教えられ、「この方法の方

がいいよ」とまた一から覚えなおす、そ

の最中にまた問題が指摘される。教員も

職員も必死です。一同、思う存分振り回

されています。 

  

 文部科学省や厚生労働省の通知を

受けて行っていた、実習期間の再設定も

なんとなく目鼻立ちが付いてきました。

どの実習先も、出来るだけ何とか実習を

させてあげたい、と思ってくださってい

ると感じます。 

実習先とのやりとりの中で、実習が滞

ると、新入職員の募集に大きく影響が出

る、という相談もされます。確かに、実

習に行った学生が「まだ就職先決まって

ないなら、うちの試験受けない？ って

言われちゃいました」とホクホク顔で返

ってくることがよくあります。１～2回

の面接試験のみよりも、10日間の実習

を過ごして、お互い様子がわかっている

ほうがいい、ということで、実習は就職

に直結する太いルートの一つになって

います。このような各園の新規職員採用

のための取り組みが例年通りにはいか

ず、さらには各地の就職フェア、就職説

明会も軒並み中止、延期。新年度に向け

ての人員確保計画が滞っているようで

す。 

「今はまだ様子をうかがうしかない

けれど、いずれ何か具体的な取り組みを

していこう」と、一緒に考えます。 

 

 

４月下旬 

学生の負担をどう減らすか問題 

 

4 月 22 日、学生団体 Free!による調査

で、コロナの影響のため、大学生 13人

に１人が退学を検討しているという事

が判明したとニュースになりました。本

人のアルバイト先が自粛中で収入が見

込めなかったり、親御さんの仕事に影響

が出てしまったり…。 

同調査では、大学にある 3分の１のサ

ークルが新入生を獲得できていない、あ

るいは獲得に苦労している、というデー

タも発表されました。さらには、大学に

入ってできた新たな友人は 0人、という

学生が 2割。この数値は 2年～4年も含

めているので、新入生だけを見るともっ

と多そうです(クロス集計の結果は出て

いません)。実家から離れて、一人暮ら

しをしている学生が多い大学は、どのよ

うに対応しているのでしょうか。 

 

このころ、明治学院大学が、就学支援

として、全学生に 5万円したとのニュー

スが出ました。「学費を返したの？」と

思って調べてみると、このお金は奨学金

積立金から捻出と発表されていました。

学費の一部を返却するのではなく、卒業

生や父母から集めた寄附を含めたもの

が財源であるということ。なるほど‥‥。

これから後、各地の大学が様々な学生支

援策を打ち出していきます。 

授業料、データ容量、通信インフラ、

学生のメンタルヘルス、生活費。学生の

心と体と生活を、どこまで視野に入れて、

どのように支援ができるのか、毎日考え、
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話し合う日々です。 

 

4 月の終わり頃、やっと Google 

Classroom の操作にも慣れ、授業の計画

も立て直し、なんとかまともに授業を作

り始められるようになりました。 

その矢先、私のパソコンが大クラッシ

ュ、ブルースクリーンから動かない！ 

「何なのもぅ、このタイミングでこの

仕打ちは‥‥」と半分泣きながら初期化

し、必死で復旧作業にかかります。都合

2日かけてなんとか復旧。へとへと。 

 

 

５月初旬 

ゴールデンウィーク突入。 

オンライン授業準備、いよいよ大詰め 

 

 パソコンに向かって、授業動画の作

り方を研究する日々。こんなに PC前に

張り付いて、切迫した思いで過ごすゴー

ルデンウィークは初めてです。 

やがて、気づいたことがあります。 

知識を流すだけの授業は、もともと対

面授業でも無意味だと思っていたけれ

ど、遠隔授業となると、いよいよ意味が

ない。それよりも自分で深く調べる事、

物事の意味を理解する事、何度もやって

習熟する事、文献を読み込んで思考を巡

らせること、自分で調べてたどり着く面

白さを、きちんと気づくことが出来る勉

強方法を、もっと充実させることが出来

るかもしれない。 

これはちょっと面白い授業が出来そ

うだ。と思い始めます。この状況だから

できる学びを考えよう、という欲が出て

きます。 

  

5 月 2日、大学生協による全国の大学

生への調査結果が発表されました。4月

20 日～30日の調査の結果、アルバイト

収入が減少した学生は 4割、何らかの経

済的な不安を訴える学生は 6割。確実に

何らかの支援が必要だと感じます。 

5月 4日、フレッツ光、docomo、ソフ

トバンク等々で通信障害が発生。これが

授業中に起こったら、と考えると、やは

りオンタイムの授業というのはなかな

かにハードルが高そうです。動画配信の

方が、トラブルは少なそう。でも、リア

ルタイムのやり取りが出来るオンタイ

ム授業はやはり魅力的です。 

 

5 月 8日、来週から始まるオンライン

授業に向けて、オンラインオリエンテー

ションを実施…のはずが、ちょっとした

トラブルのため、8日に実施することが

難しいことが 7日に判明。翌 9日に急遽

日時を変更、学生それぞれに手分けして

連絡します。 

5月 9日、画面上とはいえ、久々に顔

を見る学生たちです。基本的な今後のス

ケジュールと、オンライン授業のルール

をつたえます。2年生は久々に顔が見ら

れて嬉しそう。カメラやマイクを ONに

することにそれほど抵抗がありません。

「お、〇〇や、元気？！」「〇〇ちゃん

～！」というやりとりも見られます。 

1年生はなかなかカメラを ONにしま

せん。自分の顔が画面に出るのが恥ずか

しい様子。 

「皆さんも、私たち教職員も、全員オ

ンライン授業はド素人です。教えあいな

がら、頑張って乗り切りましょう！」 
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と伝え、オンラインオリエンテーション

を終了。学生全員がオンラインの部屋か

ら退出したことを確認し、ふーっとため

息をつきます。よし、オンラインで全員

の顔を見ることが出来た。なんとかなり

そうです。 

 

 

５月中旬 

オンライン授業スタート。 

 

5 月 11 日、いよいよオンライン授業が

開始。 

1日目、2日目はシステムに乗り切れ

ない学生からの「〇〇ができません」「ど

うすればいいですか」という質問や注文

が毎時間ごとに入りました。学生の親御

さんからも何度か連絡が入ります。教職

員もどうすれば学生全員をシステムに

乗せられるか、必死に対応を考え、試行

します。 

しかし、一週間もたたないうちに、学

生たちは「システムに乗れないままで別

の方法でフォローする道を自分で考え、

教員に申告する」という方向にシフトし

ました。その週の最後には「なんとかし

てください」「どうしたらいいですか」

ではなく「〇〇〇のようにしましたが、

××でした。▽▽しておきましたがよろ

しいですか。」という聞き方をする学生

が増えました。何かが出来ない環境にい

る友達を、自然にクラス内メンバーが助

けます。助けられ方も助け方も、上手に

なっていきます。これと同時進行で、教

員もどんどん経験を積んでいきます。 

オンタイムの生中継の形式の物（オン

ライン）、あらかじめ動画を撮影し、そ

れを視聴する形式の物（オンデマンド）、

いくつかの指示が出され、その部分を自

習する形式の物（課題指定）など、それ

ぞれの授業で先生方が工夫されます。ど

の授業形式にも一長一短があります。授

業内容に合わせて、適宜使い分けます。 

またどのような授業形式でも、例年に

比して質問が出やすいという事に気づ

きました。皆の前で声を出したり、手を

挙げたりといったことがなく、文章で質

問するために（オンラインでも基本的に

マイクは使わず、チャット機能という

LINE のやり取りのような方法で発言す

ることが出来ます）、質問する事へのハ

ードルが低いのではないかと考えられ

ます。対面授業のように、空気感の共有

や表情の確認が出来ないというつらさ

はありますが、情報のやり取りの双方向

性は、技術的な理由だけでなく、進んで

いることを実感します。 

 

 

５月下旬 

出口が見えてきたからこそ、 

考えなければいけないこと 

 

5 月 14 日、緊急事態宣言が地域により

緩和。ただし、職場のある所はまだ緊急

事態宣言が続いています。しかし、なん

となく出口が見えてきた感じです。 

対面授業の再開を考えます。教室の配

置はどうするか、遠方の学生の通学への

配慮をどうするか、ピアノの個人レッス

ン室の換気はどうするか（窓を開けると

音が外に漏れるのです）、駅からのスク

ールバス内の三密をどう回避するか…。 

とりいそぎ、学生の通学方法や対面授
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業開始に際しての心配事についてアン

ケートをとります。これと同時に、共有

スペースの椅子机の配置の整備を検討、

事務局カウンターにある筆記用具はす

べて撤去(学生は絶対自分のペンを持っ

ているはずですから)、全教員分のフェ

イスシールドの購入手続き…と、ハード

面の整備を整えていきます。 

5月 21 日 京都。大阪、兵庫の緊急事

態宣言解除。さぁ、これから、どう動く

かです。 

 

 

5 月 24 日 

これまでの振り返りと、 

これからのこと。 

 

ここ数か月、を振り返って思う事。 

まず、私達はよく話をしました。相談

をしあいました。何度も何度も会議をし、

トライ＆エラーを繰り返しては、その結

果についても何度も話ました。 

それから、遠隔授業についての知識が

シンプルに増えました。何年分かの FD

（ファカルティディベロップメント、教

員の能力向上のための取り組み）を、こ

こ数か月で一気に実施した感じです。そ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れは単純に IT知識が増えたという意味

だけでなく、こんな時でも変わらない学

びを、むしろこんな時だからこそできる

学び方を考えることで、深い理解と面白

さにいたる授業の在り方のヒントを

日々、見つけられているということです。 

そして、顔を見る事や実際に同じ空間

を共有する事の意味を強く感じるよう

になりました。 

 

今後何がどう動いていくのか、まだ先

は見えません。おそらく、第二波という

のもあるのでしょう。うろたえるなとい

われても、否が応でも翻弄されると思い

ます。 

こんな情勢下で、対人援助職がどんな

役割をはたしていくのか。卒業生たちは

皆、保育所、幼稚園、福祉施設と、三密

この上ない現場で働いています。 

世界中が一緒に何かを学んだ経験に

なりそうな、でも、喉元過ぎればやはり

元に戻ってしまいそうな（いや、元に戻

ってほしい部分もあるけれど）、それで

も「みんなが一緒にこの苦難を経験し

た」という事が、何か今後の生活の、何

かがはじまるタネになるのではないか

と思っています。 
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ああ、相談業務 

～茜さんの話～ 

かうんせりんぐるうむ かかし 

河岸由里子（公認心理師/臨床心理士） 

 

 

はじめに 

 新シリーズを始めるにあたり、私の相談業務の

経歴をお伝えしておきたい。スタートは家庭児童

相談員であり、養護・養育相談、不登校、非行、

障害・発達相談に従事していた。これらの相談は、

児童相談所とほぼ同じ内容で、児童相談所と連携

が欠かせない内容も多かった。その後、スクール

カウンセラーや行政の相談業務を行う傍ら、私設

事務所を開設し、子どもに関わることだけではな

く、より幅広い相談にのるようになった。こうし

た中で、私が実際に行ってきた相談対応を元に、

ケースへの対応を何回かに分けて伝えていこう

と思う。但し個人情報保護の問題もあるので、全

て架空のケースであり、実在の人物とは一切関係

ないということをお断りしておく。 

 以下のケースは私が相談業務を始めて間もな

いころに扱った。 

 

茜さん家族 

茜さんは身体障がい者手帳を持つお母さんで

ある。耳が不自由で、恐らく中途で聴力を失った

と思われ、両耳補聴器を使ってはいるが、発音や

聞き取りに違和感はなかった。お子さんを４人生

み、育てている。この方と関わることになったの

は、お子さんのうちの一人が不登校になったこと

からである。 

茜さんから、長女、美穂ちゃんの不登校の相談

が始まったのは、夏休み明けてしばらくたったこ

ろである。相談にいらした時は、次男をおんぶ紐

でおぶって、疲れた表情だった。美穂ちゃんは夏

休み前も時々お腹が痛い、頭が痛いと訴えて、学

校を休むことがあったが、まだそれほどでもなく、

あまり心配していなかったのだが、夏休み明けか

ら２週間、丸々行けていないというのである。 

 当時は不登校が中学校を中心に増えている時

期で、まだ適応指導教室などは出来ていなかった。 

 家族について学び始めた私は面談するときに、

必ず最初に家族のことをお尋ねすることにして

いた。 

茜さんは、34歳。目がくりっとして、ショー

トヘアーの小柄なお母さんで、専業主婦。お仕事

は高卒後事務をしたことがあるということだっ

た。手が器用で、裁縫や手芸なども得意だそうで、

おんぶ紐も手作りだった。ご両親は健在だが遠方
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に住んでいて、お産の時はその都度ご実家に１か

月ほど帰ったが、子育てを手伝ってもらうことは

難しく、兄弟も兄がいるが、結婚しておらず、手

伝いにはならないとのことだった。つまり４人の

子育てを一人で頑張るというお母さんである。 

 ご主人の義男さんは３６歳で公務員。この方も

小柄な、どちらかというと無口で大人しい方であ

る。義男さんのご両親は他界していて、兄弟はい

るものの疎遠とのことだった。 

 美穂ちゃんは、小学 5 年生。とても家族思い

の優しい子で、勉強は普通で。運動が得意とのこ

と。先生との関係も悪くなく、仲の良い友達もい

るということであった。 

 長男の健太君は小学３年生。元気のよい、活発

なお子さんである。勉強はあまり得意ではなかっ

たがスポーツは得意で、かけっこはいつも一番。

運動会ではリレーの選手ということだった。 

 次女の美紀ちゃんは、幼稚園年中の５歳。発達

面も健診等で問題なく、楽しく園に通えていた。 

 次男の豪君は生後４か月の赤ちゃん。発達面で

の問題を指摘されたことはなく、順調に母乳で育

っていた。 

 

相談が始まる 

 美穂ちゃんの不登校について、一通りお話を聴

いた。5年生と言うのは友達関係が難しくなる時

期で、ご多聞に漏れず、仲良しの友達から省かれ

たり、無視されたりと言うことがあって、少しず

つ行きづらくなったと本人は話しているようで

ある。家でどのように関わっているのかと聞いて

みると、母親は「あまり無理に行かせようとはし

ていない。」という。母親自身、耳が不自由なこ

とで、小さいころから沢山いじめにあっていて、

学校という場に対しあまり良い印象を持ってい

ないこともあるようだった。学校とは連絡をとっ

ているか、担任からはどのような話があるか、学

校と話をしてみてよいか等、ある程度お決まりの

話をやり取りしてから、母親の表情の冴えなさに、

何か気になることが別にあるのではと感じて、話

を更にきいた。 

 ポツポツと話し始めたのは、母親自身がどれほ

ど嫌な思いをしてきたかということ。周りの人が、

母親に対して陰口を言ったり、馬鹿にしたり、ロ

ボットと言ったりするなどである。聴覚障害を持

つ方は、周囲の人に対し被害者意識を持つことが

あると聞いたことがあったが、半分は事実で半分

は過剰反応なのかなと思いつつ話を受け止め、辛

かったであろう日々に思いを馳せ、と同時に、そ

んな中、頑張って高校を出て、仕事もし、そして

結婚して 4 人の子育てを頑張っていることを認

め、褒めた。母親と良い関係性を作れなければ、

次の面談を持てない。面談の継続が美穂ちゃんや

母親支援の第一歩である。母親が自身のことを吐

露してくれるのは良い兆候で、何とか、関係性を

作ることが出来た。母親が安定することで子ども

が安定することも良くある。もしかしたら、美穂

ちゃんも母親の安定で変わるかもしれない。そん

なことを思っていた。 

  

転 機 

 その後数回の面談を続けていた。子どもの不登

校は、簡単に解決する場合もあるが、時間が経っ

てしまうと中々進まなくなる。母親が焦って登校

させようとすると悪化することも多い。母親は学

校に無理に行かせようとはしないので、美穂ちゃ

んはのびのびと家で手伝いなどをしていると聞

いていた。小さい赤ちゃんの面倒もとても良く見

てくれているという。学校に行くことが全てでは

ない。家事や育児を手伝うことで学ぶことも多い。

美穂ちゃんの様子を聞いていて、一度会ってみた

いから家庭訪問をしても良いかと尋ねると、母親

からは構わないとのことで、その後まもなく家庭

訪問をさせてもらった。家は、平屋の公営住宅で

部屋数は三部屋、家の中は子どもが多い割には物

が少なく、片付いていた。初めてお邪魔したこと

もあり、最初から美穂ちゃんと話せるとは思って
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いなかったが、案の定、私の来訪と同時に美穂ち

ゃんは家から飛び出していった。学校に行ってい

ないことが、きっと罪悪感に繋がり、抵抗感があ

ったのだろう。そんな時は無理に話そうとはしな

いので、元々書いてきていたお手紙を母親に渡し

て、帰ろうとすると、母親が「実は・・・」と話

し始めた。最初に家族の話を聴いたときには出て

こなかったが、父親がおかしいというのである。

（以下「」は筆者、『』は茜さん） 

「え？どんな風におかしいの？」 

『怒りっぽくて、怒鳴り散らすし、美穂にも下の

子たちにも、何もしていないのに怒鳴ったりす

る。』 

「それは最近始まったの？」 

『今年になってから少しずつ増えている。体調も

悪いのかもしれないが。』 

「体調が悪いって、どんなところが？」 

『何か身体が思うように動かないと言ってイラ

イラしている。』 

「病院は行ったのかな？」 

『まだだと思う。身体が悪かったら公務員は続け

られないから、診断されても困るのかも。』 

「でも病院に行くよう説得しましょう。どこがど

う悪いのかわからないと、お母さんも困るし、子

どもたちも困るでしょう？」 

『それはそうなんだけど・・・。言ってもきかな

いから・・・。』 

「職場で健康診断があると思うけど、そこで引っ

かかったりしていないの？」 

『昨年の健診では引っかからなかったみたい。』 

「まだ若いから何かあっても進行が速いとい

うこともあるから、一度大きい病院で見てもら

うとかした方が良いかも。」 

『そうですよね。一度言ってみます。』 

 

 というやり取りの後、父親の件はしばらく保

留となって、美穂ちゃんのことに集中した。美

穂ちゃんは学校の先生との関係も悪くなかっ

たので、時折家庭訪問を入れてもらいながら、

少しずつ別室登校をすることもあったが、大き

な変化があるということも無く時間が過ぎて

行った。父親から怒鳴られることも不登校に影

響しているのかと心配していた。 

 

は？ 

 そんなある日、突然母親から電話が来た。『も

う何もかも嫌になった。子どもたちと死にま

す。』と言ってガチャンと電話が切れた。 

 「え・・・？」私は正直、何を言っているの

か一瞬解らなかった。ただ、子どもたちを道ず

れに心中すると言っているのだとすぐに気付

き、その時の上司に報告。直ぐに訪問したいと

伝えた。上司も心配して一緒に来てくれるとの

事、二人で直ぐに駆けつけた。 

 玄関の戸は固く閉まったままで、ベルを鳴ら

しても返事がない。「茜さん、河岸です。開け

てくれませんか？」と声を何度もかけていたら、

やっと来た返事は『話すことはありません。死

にます。もういいです。』と取り付く島もない。

「そんなこと言わずに、先ず話をしましょう。

今まで頑張ってきたじゃないですか、死んじゃ

だめです。」後何を言ったか覚えていないが、

兎に角「死なないで、話をしよう、ここを開け

て」を繰り返していたと思う。 

 30 分くらい粘ったと思う。その甲斐があっ

たのか、母親が玄関を開けてくれた。まだ表情

は暗く、余り人を寄せ付けたくないという雰囲

気がムンムンだったが、へこたれずに玄関に入

り込み、話し込んだ。一体何があったのかを聞

かせて欲しいと懇願したところ、茜さんが重い

口を開いた。 

 『父親の病気は小脳変性症だった。だんだん

身体が動かなくなるそうだ。病名がわかったの

は良いが、治らない病気と言うこともあってま

すます父親が荒れだした。赤ちゃんを窓から投

げたり、物も投げようとした。』 

「え？赤ちゃんを投げた？大丈夫だった
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の？それいつの話？」 

『ちょっと前。夏の終わり位。赤ちゃんは美

穂がたまたま外にいてキャッチしてくれた。こ

んな状況では生きていけない。父親が働けなけ

れば、生活も成り立たない。死んだ方がいい。』

と言うのである。 

夏の終わり？随分前の話ではないか。もしか

して、病気のことはずっと前に分かっていたの

か？今まで伝えてくれなかっただけか？死に

たいというのは何か別の意図があってのこと

か？など、頭の中を駆け巡った。それに、心中

しなくても、離婚して働くとか、子どもがまだ

小さいから生活保護を申請するとか、方法はい

くらでもあるだろうにと。 

 真実なのかどうかもわからなかったが、取り

あえず、今後のことを一緒に考えながら、子ど

もが危ないということなら児童相談所に入っ

てもらって一時保護という方法もある、或いは

父親の病状を確認して入院加療という方法も

あるのではないか、職場の上司と相談すること

も良いのでは、などを上司と一緒に話し、母親

になすすべがまだあることを認識してもらっ

た。そして、何があっても心中はいけない、お

手伝いできることはするからと説得し、何とか

母親も落ち着きを取り戻してもらった。 

 

結 末 

 その後、結果的に父親は入院、生命保険が満

額出ることなどがわかり、母親は落ち着いて行

った。元々父親のこうした行動が、美穂ちゃん

の不登校にもつながっていたようである。早く

にこの話を聞けていたら、もっと早く対処でき

たが、人は中々最初から本音を出してはくれな

いものだ。家庭が落ち着いてきたことで、美穂

ちゃんも少しずつ学校に戻って行った。 

 母親は、保険金があるとはいえ、まだ小さい

子がいるので、今後のために保険金は貯金する

とし、お金を稼ぐことを考えた。元来の器用さ

を生かして小物を作り、雑貨屋で販売してもら

うなど、積極的に動き始めた。 

 

まとめ 

 家族の問題では、家族の中で問題となる人が

その症状を出さず、当の本人以外の人が症状を

出すことがある。特に子どもは、症状を出しや

すい。不登校や非行の子どもの多くが家族の問

題を抱えている。家族には借金や夫婦関係、嫁

姑問題など様々な問題がある。子どもには関係

のない問題であっても、敏感な子どもたちは、

家族内の不穏な空気に気づいたり、実際に狭い

家の中で繰り広げられる諍いに心を痛めたり

している。 

 茜さん家族の問題に関わって、最初、母親の

いじめ体験などから来る不安定さが、美穂ちゃ

んに影響しているのではと仮説を立てたりし

たが、家族の問題と言うのは、当事者の語る話

が全てではないと学んだ。最初の面談で、家族

のことをあれこれ尋ねるようにして居たが、も

っとしっかり聴くべきであった。特に父親の状

況については、十分に聴き取れていなかったと

思う。そして、この家族が抱えている本来の問

題を探るために、家族の語る物語、語っている

人の表情、意図、物語の陰に隠れている別の物

語があるのかないのか、聴きとることの難しさ

を改めて感じた。 

子どもや誰かの症状にばかり気を取られて

いても、真の問題解決には至らない。家族はそ

の歴史の中で様々な絡み方をしてきている。そ

の絡んだ糸をどこから手を付けてほどいて行

くか、その手掛かりを正しく見つけられれば、

スルスルともつれた糸がほどけていく。しかし、

手掛かりを間違えると、もっともっともつれて

しまい、二度とほどけなくなってしまうことさ

えある。他人の家族に関わるということは、そ

の責任をシッカリと胸に留めておく必要があ

る。そんなことを学んだ事例であった。 
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対人援助学マガジン第 41号 

生殖医療と家族援助 

～LGBTQ とアライ～ 

荒木晃子 

 

援助者であること 

前号で、「悩みはつきない」と括った

筆者は，長年、心理支援の専門職といわ

れる心理カウンセリングを生業にしてい

る。カウンセリングは対人援助職のひと

つであるが、“人のこころをどう援助す

るのか”と問われても，ひと言で語るこ

とが難しい職業でもある。（答えは心理

学がご専門の学者にお任せしたい。）職

務について今年で 25 年ほどになるが、そ

の間、精神科臨床に始まり、現在も生殖

医療の臨床現場、開業カウンセリングル

ームで多くのクライアントと出会う。悩

みを抱えるクライアントに向き合う日々

が、いつしか筆者の日常となっている。 

心理の実務家とは別に、筆者には研究

者という別の側面がある。当事者の心理

支援、「家族形成に課題を抱える当事者・

カップルの援助を考える研究」に共通の

テーマは「家族」である。いずれも当事

者の悩み・苦しみ、その意志やニーズの

理解から、そこにある課題・問題の解決

をクライアントと共に目指している。そ

れは、社会的、法的、心理的、対人関係

性における課題・問題であり、その解決

は時に容易ではない。一方で、個別の思

考・認知・行動の変容から、また対人関

係においてはその関係性の変化から、解

決へと向かうことがある。その分岐点に

心理カウンセラーの視点や判断が活かさ

れる。心理職、研究者の両側面は、当事

者を援助する者として欠かせない要素で

あり、「語るリスク」を持つ当事者にと

って、「語ることの意味」を付加できる

二足のわらじと捉えている。 

 

注意すべきこと 

  心理支援で気をつけなければならない

のは、病院臨床で伺った話は，カウンセ

ラーに守秘義務があるため口外できず、

また，研究の一環としてヒアリング調査、

インタビューにご協力いただいた方々か

ら伺った内容も、ご本人の承諾無しに口

外することも，文章にすることもできな

いことである。ただし、“私が知ったこ

と”は誰にも伝えることができないけれ

ど、“援助を必要とする人たちがいる”

ことを伝えることはできる。「語ること

のリスク」に怯えつつ、支援の必要性を

訴える当事者にとっての「援助者」であ

る/となるために、“自分はどうあればよ

いのか”を共に考えることも可能である。

ただし、援助者であるためには、まずは

当事者を理解することから始めるべきで

あろう。 
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 当事者が何を語り、何に悩み苦しみ、

誰とどういう暮らしをしているのか。誰

がどう生計を立て、人生を設計している

のか。パートナーとの関係、原家族との

関係、職場や近隣との関係性はどうか、

「子どもを持つ/持たない」など家族計画

に不具合は生じていないか、など当事者

理解のための情報は、対人援助に直結す

るものばかりであり、同時に、家族援助、

家族形成のための支援にも共通する。こ

れらを、問いただすのではなく、詰問す

るのではなく、その方の思考と語りに添

いつつ、丁重にご提示いただくという姿

勢で傾聴することを心がけている。 

援助者の多くには、聴く力が備わって

いる。語ることにリスクを生じさせない

“ラポールを築くスキル”を習得してい

る持つ者も少なくない。これらは、セク

シュアルマイノリティと称される LGBTQ

の支援者（＝アライ）になるための資源

となりうる。その資源を活かし、積極的

にアライであることを表明することから、

セクシュアルマイノリティ当事者の援助

が始まることが期待できる。 

残念ながら、誰に相談すればよいか、

自分たちの存在をどれだけ知っているか、

果たして、LGBTQ（あるいは SOGI）の意味

を援助職がどれだけ理解しているかを知

る当事者は少ない。対して、対人援助に

従事する専門職であっても、セクシュア

ルマイノリティ当事者の理解に、最低限

必要な情報を習得している援助者も多く

はない。この現状に一石を投じることが、

今の筆者にとっての課題となっている。 

 

自戒を込めて 

以前務めた精神科医療施設では、多様

な悩み苦しみを抱える多くのクライアン

トに出会った。（以前、連載のどこかで

触れたこともあるが）そこで出会ったあ

るクライアントの語りが、いま、心理の

実務家、そして研究者である筆者の問題

意識に結びついていることを、今更なが

ら懐かしくも不思議に思う。 

かつて精神疾患の分類にカテゴリーさ

れていた「性同一障害」という疾患が、

現在では「性別違和」という名称に代わ

り、精神疾患から除外された。国際基準

で、精神疾患ではない、とカテゴリーさ

れたのである。援助者は、その前提で当

事者と向き合い、支援の必要がある。こ

の情報は、援助者のみならず、医療者に

さえも、さらには介護福祉現場にも浸透

しているとはいえない国内の現状がある。

セクシュアルマイノリティ支援の必要性

の周知がない現状では、当然、従来の間

違った理解が訂正されることなく、今で

も社会一般の常識として定着し続けてい

る。怪我や病で病院を受診しても、障が

い・疾病があり福祉サービスが必要であ

っても、医療・福祉それぞれの現場で、

何かしら不自由なおもいをしたり、傷つ

くことがあるとの声を頻繁に耳にする。

当事者をどう理解すればよいのか分から

ない状態で、援助することの危険性を象

徴するエピソードだと感じている。当事

者に関心を寄せ、彼らが発信する情報を

確実に受け取り、その声に耳を傾けるこ

とから理解は始まる。そこが援助のスタ

ート地点なのである。 
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当事者の活動に積極的に関わり、そこ

に自ら足を運び、アライであることを行

動で示す。言葉を交わし、メール Address

を交換する。イベント情報を提供してい

ただき、友人知人を伴い参加する。気持

ちだけでなく、行動を伴う援助者であり

たいと、常日頃思う日々でもある。 

次号では、筆者の活動を承知した上で、

自らに起きた出来事、困りごと、相談や

人間関係・家族関係の悩みや問題・課題

を語る当事者から得た学びを資源に、セ

クシュアルマイノリティの方々の援助者

であるため/になるためにどうすればよ

いのか、また何ができるかを皆さんと共

に考えたい。 
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前回までは、高齢者施設での実践を詳しく記してきました。高齢者の方々の

さまざまな「力」を再発見して、また読者の方々からのフィードバックも励み

にしながら楽しく記述することができたことに感謝しています。 

さて今号からは、さまざまな目的と対象者への実践の様子、研究、手法を解

説する新しい連載を始めたいと思います。連載ではありますが一話完結の形で、

そのときどきの興味深い実践体験や、海外の研究などをご紹介したいと思いま

す。 

新シリーズ最初の今号では、新型コロナ肺炎出現後の自身の実践について報

告します。 

 

 

 

 

 

１  ものごとの多側面を見る 

―新型コロナ肺炎を「楽観視」することと「危険」を認知すること― 

 

どんなもの、どんなことにも表と裏、プラスとマイナス等の両面があるが、

もちろんそのような二極だけではなく、常に「多」側面がある。ドラマのセッ

ションで、ひと、もの、出来事などを探索するとき、私は、必ずそれらを多面

的に見ていくようにしている。 

 

ドラマセラピーの実践・研究・手法 

尾上 明代 

１ 
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ソシオドラマの授業 

 

今年 2月初め、立命館大学の大学院でソシオドラマの集中講義をした。ちょ

うど新型コロナが流行り始め、武漢で罹患した人が自分の家に閉じ込められて

いる映像がテレビ等で流れて話題になったり、日本でもマスクが品薄になりか

けたときだった。ドラマでは、当然、新型肺炎のテーマも扱った。まだ、クル

ーズ船のニュースもなく、国内の感染もほとんど報告されていなかったときだ

ったが、院生たちが希望した設定は日本の病院で、結果的にその後の社会状況

を先取りしたようなかたちになった。罹患の可能性がある人や、他の重い病気

で待合室にいる患者たち、看護師など、その場にいる人たちが、それぞれの立

場で、感じ方や言動がまるで違うことを皆で演じて「体感」し、すべての立場

を深く理解し合った。大変リアルに医療現場の大変さ、感染者への差別や感染

への恐怖などを描くことができた。また履修生には本物の医療従事者が何人か

いて、実際の患者へのケアや配慮を、ドラマという形の中で、鮮やかに見せて

いただくこともできた。 

別の日には、さらに視点を拡大させて、「コロナウィルス」と人間とのドラマ

をやってみた。東日本大震災のあとや、北海道胆振地震のあとにも「激しく揺

れた地球」と会話したり「和解」したドラマを多くのクライエントたちと創っ

たので、それらの体験も思い出しながら、人間以外の生物や環境などもドラマ

の役を担い、人間を超えるパースペクティブが体験できるという、ドラマセラ

ピーが創り出す可能性のいくつかを授業で伝えたかったのだ。 

ウィルス役の人たちからは、「なって」みて初めて感じること、言いたいこと

が多く出てきた。「人間をいじめたいんじゃないよ、自分の仲間を増やしたいだ

けなんだけど・・」というウィルス君もいた。人間側としては、強い意志で「絶

対負けない！」とウィルスと戦う役者や、やはりウィルスとの「和解」をした

役者もおり、文字通り多側面、多視点を体験してもらった。 

 

 

オンラインでのセラピーの「実践」 

 

その後、オンラインでの活動があっという間に世界中に広がり、各種セラピ

ーも ZOOM 等で提供されるという状況になった。国内外で安易に行われている

様子も見受けられる。特に身体性があるセラピーやグループで複数参加者と実

施するセラピーは、オンラインでの功罪、またその場をきちんとホールドし、

クライエントを心身の危険から守れるか等の観点から、実施にあたっては熟慮

が必要である。 
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そのようなセラピー分野は、対面で実際の場を共有し交流してこその、価値

ある活動とも言えるが、一方では、何もできないよりも、対策を練りつつ現代

の便利なツールを使うことにチャレンジするということも大切である。必要に

迫られてというきっかけがあったにせよ、結婚式も生の演劇鑑賞も、ほとんど

何もかもオンラインでやるような状況に時代が急変した。セラピーにおいても、

人数や、初対面か既知のクライエントか等を考慮して内容を慎重に選択してい

けば、可能性は広がると思う。 

 4 月に緊急事態宣言が発令された直後から、それまで継続的に関わってきたあ

る施設のグループ（10 人程度）と ZOOM でつなぎ、定期的にセッションを実

施している。その施設では、可能な限り普段の生活を保って、メンバーたちの

孤立を防ぐ必要があるため、クライエントたちは、感染予防に最大の注意を払

いながら現場に一緒にいる。つまり施設の PC と私の自宅の PC をつないで実施

するため、1 人ずつが別々の PC 画面で参加するという形態ではない。相手が一

緒におり、ドラマに慣れた助手のスタッフたちも同じ場所にいるので、安心し

て行うことができている。 

コロナの流行に対して不安がまったくない人はいないだろうが、特に強い心

配や不安は心身を疲弊させ免疫力を弱めるので、メンバーたちが（コロナ以前

のセッションと同じように）リラックスして笑える時間を作ることがとても大

事である。そのために、深い呼吸がたくさんできるワークや、さまざまな感情

を表現して共有するワーク、どんな困った状況からも良い側面を即興で見つけ

るゲームなど、いつも以上に工夫して実施してきた。今回は、その中のあるド

ラマワークを紹介したい。 

 

 

疫病神：コロナバージョン 

 

セッションでは、ときどきおとぎ話を使うことがあるが、私は「今やってみ

るべきは『疫病神』だ！」と思った。そこで、参加者の近親者で新型肺炎に罹

った方がいないことを確かめてから、次のように伝えた。「コロナウィルスは、

当然世の中で大変な悪者になっているけれど、今日のドラマでは、今起きてい

ることに対して全然違う視点から見る目的で『コロナ』になってみましょう！」

と。そして、物話を創り変えて脚色した「疫病コロナ神」を皆に語った。 

 

＊       ＊       ＊       ＊       ＊ 

 

むかしむかし、与平さんというまじめな漁師がいました。彼は、夜遅くにな



90 

 

っても、一生懸命に働いていました。ある夜、いつものように真っ暗な中で魚

を獲っていると、沖の方からがやがやという声とともに、大きな船がこちらに

近づいてくる気配がしました。耳を澄ますと、その船の乗組員たちがざわつい

ており、どうやら船を接岸できずにどうしよう、どうしようと困っている様子

でした。親切な与平さんは、「おーい、こっちだぞー！」と彼らを岸に導き、助

けてあげました。真っ暗だったので、どんな人たちか最初はよく見えなかった

のですが、岸に上がってきた乗組員をよく見ると、どうも「人」ではないよう

な・・妖怪のような生き物（？）だったのです！するとその中のチーフが、与

平さんに挨拶をしました。 

「ご親切に助けていただきありがとうございました。わたしたちは、コロナ

ウィルスと申します。ここの村全体に広がって、仲間を増やすというミッショ

ンをもって、皆さんのところにやってきました。」 

それを聞いた与平さんは「やばい、ウィルスを助けてしまったのか！」と愕

然としたのですが、時すでに遅しでありました。「これから私たちが、村人のひ

とりひとりに乗り移り、広まっていく予定なんですが、実はそのとき、人によ

っては、重い病気になったり、肺が苦しくなったりすることもあるんですよね。

それで、与平さんには、助けていただいたお礼に、あなただけには、病気にな

らない方法をお教えします。私たちは、これから手分けして明け方に一軒一軒

の家に入っていく予定です。『コケコッコー！』と雄鶏が鳴くとき、与平さん、

あなたは『わっはっはっはっはー！』と笑ってください。実は、笑い声が聞こ

えた家には私たちは入れないことになっています。」 

与平さんは、心の中で「これは良いことを聞いた！」と膝を打ち、夜中の暗

いうちに、これこれしかじか、と村中に伝えて回りました。ほどなく「コケコ

ッコー」の時間になり、コロナたちが気合を入れて一軒一軒の家に出向いてい

くと、何とどの家からも「わーっはっはっはっはー！」という笑い声が聞こえ

てくるではありませんか。あっちからも、こっちからも。「入れない！仕方ない、

ここでは仕事はできないな・・」とコロナたちは海の向こう退散していきまし

た。 

その後、その村人たちは、これをきっかけによく笑うようになり、皆はとて

も健康に暮らしました。  

 

＊       ＊       ＊       ＊       ＊ 

 

語りが終わると、参加者にはコロナチームと村人チームに分かれてもらい、

コロナのチーフになりたい人や与平さんになりたい人を募ってドラマ化した。 

まずチーフが、子分たちに「これから日本の村に行って、わたしたちはあそ
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こに根付くぞ、おーっ！」と団結式を行い、船に乗り込むところからやっても

らった。アドリブでどんな家に行きたいか話してもらうと、「独り暮らしのとこ

ろはかわいそうだからやめておこう」「お金持ちの家に行きたいなー」などコロ

ナのいろんな考えが出て来て印象的だった。皆はこれまでのセッションで培っ

たアドリブ力を駆使し、コロナチームは手分けして家々に入る手はずを整えた

り、村人チームも、有益な情報を分かち合って相談をした。 

ついにそのときが来て、私が「コケコッコー！」と叫ぶと、ZOOM 画面を通

した向こうから、はじけるような村人たちの笑い声がずーっと続いた。コロナ

軍団も負けじと笑い始めた。笑い声は、誰からともなく「コロコロコロコロ！」

になっている。「あーっはっはっはっ！」「コロコロ、コロコロコロッ！」どち

らのチームもドラマを楽しんでいるのが伝わってきた。 

そしてコロナたちは、笑いながら去って行った。 

 

このドラマを実施したのは緊急事態宣言直後で、参加者たちは、セッション

前にさまざまな不安を表明していた。どのようなものごとも、違う視点から見

てもらうことは、日ごろのセッションでも実施してきたが、「笑いは免疫機能を

高めることもあり、こういうときこそいつも大切にしているプレイフルネスを

発揮してほしくてやってもらった」ということを参加者に再度伝えた。メンバ

ーたちからは、「やるべき対策をやった上でこのような安心感を得ることは大事」

「笑えて良かった、コロナは可愛かった」「今一番敵視されているコロナになる

体験はなかなかない」「ほんとにコロコロどこかに行ってくれればいいな」「コ

ロコロ笑って楽しかった」「笑いとばせて良かった」「実際に動いて、演じて、

そのイメージをもって帰るのは大事」などのコメントがあり、心身が非常にリ

ラックスできた様子だった。 

 このように、想像力と創造力を使って、現状を心配しすぎずに楽観すること

は、一つの重要なことである。 

 

 

危険の認知 

 

だが、その「危険性」の認知に関しては、楽観だけではいけないのはあまり

にも当然である。このようなときに私が思い起こすのは、フロム＝ライヒマン

（ユダヤ人の精神科医）のクライエントのエピソードだ。 

第二次世界大戦前のヨーロッパでのこと。強い不安を持ったあるユダヤ人の

若い女性が、フロム＝ライヒマンの精神分析を受け、3年かかって「恐れ」を克

服し、セラピーはみごと成功した。フロム＝ライヒマンは、その後すぐに米国
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に逃れたのだが、そのクライエントは、恐怖がなくなったので逃げずにいたた

め、セラピー終了の２，３週間後にナチスに捉えられ、強制収容所に送られて

しまったのである。 

このできごとは、危険というものの認識が、命を守る上で大切であり、その

ことを心理療法家は自覚しておかなければならない、という教訓となった。ま

さに、新型肺炎にも当てはまる。 

 

＊       ＊       ＊       ＊       ＊ 

 

新型肺炎の影響で、さまざまな苦難の状況が生じた方々が世界中に多くいる

中、それによって、（真偽はわからないが）自殺者が減ったとか、以前より健康

になったと発言している方々がいるなど、良い結果に結びつく事実も多くある。

どのようなできごとに際しても、その多面性を広く認識することは言うまでも

なく必要である。 

ドラマでは、複数の他者とともに、架空の内容も含めて、身体と感情を使っ

て探索するところに意義があると考える。上記の参加者の 1人がまさに「実際

に動いて、演じて、そのイメージをもって帰るのは大事」と述べていたとおり

である。 

新型肺炎の状況を多面的・動的にとらえることは、コロナウィルスとの関係

も、そして、それに対応する人間社会の側も、楽観や恐怖の両極に分断されな

いことにつながるだろうし、そう願いたい。今後も、ときには人間の視点を超

えることで、今の人間社会だけの利害にこだわらない視点も提供していきたい。 

 

 



93 

 

 

対人援助学＆心理学の縦横無尽 （2８） 

 

新型コロナウイルスの拡散とそれに関するリスク：オンライン調査の結果 

 

サトウタツヤ・上村晃弘・卒田卓也・田中千尋・土元哲平・伴野崇生・

宮下太陽・横山直子・木戸彩恵 

 

 

国際的共同研究の一環として新型コロナウイルスの拡散とそれに関するリスクに関する調査を２０２０年４月に行

った。ここでは速報的に公開しておきたい。なお、データ全体を示しているものではないが、データに立脚してストー

リーラインを提示してある。 

 

オンライン調査の結果：新型コロナウイルスの拡散とそれに関するリスク 

 

参加大学（国） 

 

ジュスティーノ・フォルトゥナート大学（イタリア) シドニー大学（オーストラリア) 

オスロ大学(ノルウェー) エクス＝マルセイユ大学(フランス) 

サレルノ大学（イタリア) ジークムント・フロイト私立大学（オーストリア) 

バイーア連邦大学（ブラジル) ルクセンブルク大学(ルクセンブルク) 

タリン大学(エストニア) 華東師範大学(中国) 

立命館大学(日本) ガジャ・マダ大学（インドネシア） 

 

日本の調査は立命館大学総合心理学部サトウタツヤと人間科学研究科（文化心理学ゼミ）大学院生が担当。 

 

方法 2020 年 4 月 1 日～16 日に SNS(FB 等)で拡散。 

参加者数：267 名（海外居住者も含む）。 

 

参加者の特徴は以下の通り；（20－65 才の「社会的中心層」が回答を寄せたと言える） 

 

居住地 

特定警戒都道府県（13＝北海道・東京・茨城・埼玉・千葉・神奈川・石川・岐阜・愛知・京都・大阪・兵庫・福岡）の者が

84％ （うち 首都圏 48％、中部圏 5％、関西圏 25％） 



94 

 

 

学歴 

学歴については、大卒：高卒が約 10：1 であった。 

 

性別 

 

 

年齢層 
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職業等 

 

 

回答項目 

 

情報取得の方法、新型コロナウイルス感染への態度、将来の見通しなど。量的調査の他、質的調査も行った。 

 

回答方法 

 

量的調査：各項目に対して、「あてはまる～あてはまらない」の 5 件法を用いた。 

質的調査：「新型コロナウイルスは A＊＊＊＊＊、しかし、B＊＊＊＊＊＊」という文を作ることを依頼した。A の部分

は、今の不確定な状況についての評価であり、B の部分は不確定なりの見通しである。  

 

分析結果のストーリー化 

 

量的調査については、5 件法を 3 件法（はい、わからない、いいえ）に再コード化した。 

 全体の度数分布ならびに、性別・年齢別の比較を行った（結果的に性・年齢による違いはあまりなかった）。 

質的調査については KJ 法に準拠してカテゴリを生成して A と B の関係を見た。 
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量的調査からわかったことから 4 月上旬におけるストーリーラインを描くと 

今回の回答者である 20－65 才の大卒・「社会的中心層」は、 

現在の状況は非常に厳しく、長期的な影響があると見ている。経済に関しては地域・国内・国際、全てに大きな影

響があると懸念している。（自分が受け取る）発信されている情報は不明確で分かりにくいと感じているが、自分た

ちなりに信憑性をチェックしている。利用されるのは SNS やインターネット等およびおそらくそれらを通じた公的情

報で、新聞はさほど利用されていない。 

政治も科学も宗教もあてにならないしあてにしていないが、あえて言えば（医療を含む）科学技術には信頼してお

り、その進歩により治療法が見いださされるという期待がある。これまでに提案された予防ガイドライン等は遅かっ

たし不十分だと感じているが、一応従うことで個人として予防を実践している。一部では生活必需品の買いだめも

見られる。 

今は数日先のことも不明確で不安である。経済への悪影響も懸念しているが、新しい方法で人とコミュニケーショ

ンをとるなど、工夫をしている。 

社会制度（政治・科学・宗教）を信用できないのではあるが、科学に対しては治療の開発などで期待を寄せている。

したがって世の中（世界）に対する態度は不信というよりは「信」であり、だからこそ、個人（人類の一員）のような感じ

で行動をしていくことを重視し、そのうち元通りになるという期待と見通しをもっている。 

なお、上記の結果について男女差や年代差はほとんどない。学歴については大卒：高卒が10：1のデータであり学

歴による比較は難しいが一定の傾向はある（聞きたい方はご質問ください）。 

→ 

質的調査を見た上（分析したのは一部の質問のみ）で上記の結果に付け加えるとしたら 

 

感染症は自然現象であり薬の開発など時間が来れば克服できるという期待のもと、親密圏や世間というところの

信頼を頼りに、個人でできることをやっている。感染症の歴史もふまえつつ、今回の試練が社会が良い方向へ変わる

きっかけになる可能性もあると考えている。 

 

次ページ以降、主なデータ 

 ％の数値は、当該項目に対して「あてはまる・ややあてはまる」とした者の割合である。 
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事態への感想や評価 

 

 

 

 

現状の評価： 

状況は自分のコントロールをこえており（60％）不安である（60％）、そして病気になるのが怖い（70％） 

楽観している者は少ない（10％）。しかし、自分たちの行動で未来を変えられると思っている（70％） 
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事態の乗り切り方 

 

 

 

ガイドラインを尊重すべきとする者が多く（80％）、強制的な力の行使についても（70％）が容認傾向。しかし、個人

が努力して乗り切るべきだという考えが最も多い（90％）。 

 

→主体的な行動が必要という意識が強い。 

 

見通しについて 

 

 

 

状況は数ヶ月で良くなるとは思っておらず、長期的な余波をうけると考える（80％）が、前のような生活に戻れない

と思っている人は少ない（30％） 
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行動について 

 

 

 

買いだめに関しては、マスク・衛生用品で 10％、生活必需品で 20％の人が日頃よりストックを多くしている。 

対人関係を制限し（80％）、混雑をさけている（70％）が、新しい方法を探し（70％）、デジタルチャンネルを利用し

ている（80％）。しかし話題は新型コロナウイルスのことが多い（40％） 

 

→ 

いわゆるコロナ疲れが心配 

買いだめ（確保パニックになる可能性）もある程度は存在した。 
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政治・宗教・科学への態度 

 

 

 

政治や公的機関は信頼できていないが、かといって、野党が信頼できるわけではない。 

宗教に時間を使うわけではないが、科学技術も信用できるわけではない。 

科学技術に関しても過半数には達していないという意味では信頼しているわけではないが、他に比べれば信頼でき

るという見方もできる。 

→ 

何も信じられない状況でどうする？ 個人でやるしかないという覚悟？諦め？がある。 

科学を信じられる人は、そこに依拠しながら個人でやるしかないという覚悟？諦め？がある。 

 

なお、日本の安倍政権だけが｢コロナ危機で支持率低下｣という状況もある。 
   https://president.jp/articles/-/34684 

 

  

https://president.jp/articles/-/34684
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現象の理解 

 

 

 
 

新型コロナウイルスの感染症は自然現象とする者が 80％、経済の先行きについては、地域・日本・世界、いずれも

90％が心配している。 
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予防策への対応 

 

 

 

安全対策に従う必要があるとは思うが（90％）、不十分であり（60％）、タイムリーではなかった（70％）。 

必要な警戒心があり（70％）、自ら率先して防止策に取り組む（90％）。自分が感染しないとは思わず（80％）、健康

状態に注意を払っている（90％）。 
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新型コロナウイルスの情報源について 

 

 

 

 

新型コロナウイルスについて知る必要があるとするのはほぼ全員であり、TV ニュース、省庁の情報、出版物・インタ

ーネットを参照し（70％）、SNS を 60％が利用している。一方で、新聞は 30％で TV の情報娯楽番組と変わらな

い。ラジオは 10％にとどまる。口伝えや噂が影響しているとする者も 30％いる。 
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発信される情報について 

 

 

 

 

発信されている情報が明確と思っている者はほぼおらず（5％未満）、自身が得る情報は不明確だと思っており

（70％）、情報源をたくさん参照するのは難しいが（50％）、信憑性はチェックしており（70％）、真実なのか確信を

持てない人は多くない（30％）。他者に情報を伝える人は少ないが（30％）、全く伝えないとするものが多いわけで

もない（10％）。安心感のある情報を伝える者、自分が不安になったものを伝える者、いずれも少ないとはいえ

10％ほど存在する。 

 

この研究は立命館大学文学研究科・人間科学研究科の新旧大学院生によって翻訳され実行されたものである。 

 

以上、質問は立命館大学総合心理学部サトウタツヤ 

 （satot@lt.ritsumei.ac.jp もしくは satotster@gmail.com） 

にお願いします。 

mailto:satot@lt.ritsumei.ac.jp


今年の、ピースウォーク金沢2020のこと

9.11の同時多発テロをきっかけにはじまった金沢
の市民アクション、「ピースウォーク金沢」。前号マ
ガジンには、その20年の歩みをふりかえって「ピ
ースウォーク金沢ものがたり」という文章を書き、
その最後に、今年は「グローバル気候マーチ金沢」
という新しいグループ、気候危機を自分ごととして
活動しはじめた子育て世代の人たちとコラボしなが
らピースウォークします、と記しました。

ところがそこへ、新型コロナウイルス！　2月末、
安倍首相が突然、大きなイベントの自粛要請、続い
て全国一斉休校の要請を発表したあたりから、コロ
ナをめぐる社会の空気がどんどん変化していき、金
沢でもマスク姿が目立つようになってきました。こ
んな状況で、はたして今年、数百人で集まってのピ
ースウォークができるだろうか、日も近づいている
し、もう延期しかないのじゃないか。実行委員会に
たくさんの異なる意見が出される中、何度も話し合

いを重ねて、その結果、私たちは予定通りの日の3

月20日、いつもとはちがうかたちのピースウォー
クを実現させました。
前号はピースウォーク金沢のこれまでを、今回は、

今年のウォークがどういう経過を経てそうなったの
か、記録の意味もこめて書いてみようと思います。

「延期はゼロと同じ」

3月 5日、第 8回実行委員会。メインの議題はも
ちろん、今年のウォークをどうするか、です。まず
最初に、その日参加できないメンバーたちが、その
日までに委員会で共有しているFacebookのグルー

プページに書き込んだ意見をすべて読み上げてから、
そこにいる一人ひとりが順に自分の考えを言葉にし
ていきました。延期を希望、延期した方がいい、の
声が圧倒的に多い中で、今だからこそ歩こう、とい
う声もあります。不思議なことに、中止、という単
語は誰からも出ません。
こういう時、手っとり早く多数決で決めないとこ
ろが、いかにもピースウォークらしいのです。平ら
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に話しながら対話して、よりよい方向をさぐってい
こうとする。ピースウォークを今年するかしないか、
いずれ結論は出さなきゃならないけど、今日はまだ、
悩んで考えて一人ひとりが言葉を発していく日だ。
話し合いにかかる時間や手間ひまを、めんどくさく
ても省略しない。それが長い間に培われたピースウ
ォーク金沢の、おおげさにいえば伝統だからです。

私はといえば、このご時世だからまずいでしょ、
って理由でやめるのも、萎縮と忖度からの自粛、と
いう3つの「く」でやめるのもいやだなあ。とはい
え、不安なきもちで歩く人がいるとしたらそれはピ
ースウォークが目指す、本来のピースではなくなる
し、何より、ウォークに行く？　行かない？　と訊
くことでピースウォークを踏み絵にする、なんてこ
とは決してしたくない。Facebookのグループページ

に寄せられた意見、そしてこの場で聞いた意見、総
合すれば延期の方が多いし、私自身も今年は延期す
るしかないかなあ、という気持ちでいたのです。
意見がほぼ出つくしたころ、今年から実行委員に
加わった「グローバル気候マーチ」代表のKさんが、
こう発言しました。
「自分にとって、延期はゼロと同じなんです。3

月20日にまったく何もしないのは、中止するのと
同じ意味。気候危機は今年が正念場って言われてま
す。大きなマーチは延期でも、たとえば小マーチと
か、街を歩くのが不安な人はおうちから発信すると
か、離れていても参加できる、そんな方法を探りた
い。そして自分は、少人数であっても歩きたいと思
っています」

その言葉を聞いた時、延期以外ないと思い込んで
いた私の気持ちが、ゆらり、動きました（きっと他
にもそういう人、いたと思う）。そうか、実際のウォー
クに参加できなくても、違う方法で参加する、とい
う手が今はあるんだ。コロナが気がかりだから大勢
では集まれない、それを逆手にとって知恵をしぼれ
ばいいってことなんだ。ピースウォークのこれまで
のかたちを取っ払って、今の状況でできることを考
える。まして「グローバル気候マーチ」メンバーに
は、そういうことに詳しい若い人たちが何人もいた
ことに気づかされまし

ピースウォークのウォークは文字通り、「歩く」
だけれど、街を行進するだけがウォークじゃないん
だと思えた、その夜の実行委員会でした。

知恵とユーモアで

3月10日、次の実行委員会。ウイルス感染は、日
本国内、そして県内にも拡大して、屋外での市民の
イベントすら、開催が難しくなってきました。その
日の話し合いのテーマは、具体的にどう歩くか、ど
んなかたちのウォークにするか、でした。
「やっぱり当日、歩きたい。外だし、間隔を開け
て歩けば大丈夫なんじゃないか」という意見。「い
や、この時期、たとえそう大人数でなくても、街を
練り歩くこと自体、どう見られるかを考えないと。
長年これまでみなで大切にしてきたピースウォーク
に、マイナスのイメージがつくんじゃないか」「いや、
こういう時期だからこそ歩きたい、歩くべきだ」「ピ
ースウォークはそもそも個々人の集まりなんだから、
歩きたい人が歩けばいいんじゃない？」「それはそ
うだけど、それでもやはり、ピースウォークという
団体が歩いている、と見られることになってしまう
よ」などなど。意見は大きく分かれて、その場の空
気がぴーんと張りつめていくのがわかりました。

その時でした。実行委員の一人で、ライブ喫茶の
店主、そして金沢市議でもあるMさんが、いつも
のようにひょうひょうとした口調で、「ピースウォ
ークは延期します。ってお知らせのために歩けばい
いのでは？」と発言したのです。
そのひと声に一同どよめき、それまでの緊張が一
気にはじけて大爆笑になりました。なんと痛快、ま
さかそんな発想があったとは！　そこへすかさず別
の人が「“延期します”と書いたボードの裏に、“で
も平和は延期できません”って書こう！」グローバ
ルマーチのKさんが「“気候問題も延期できません”
ってボードもいるね！」と続けます。
知恵とユーモアと頓

とん

知
ち

とちょっぴり風刺のキャッ
チボールで場が一気に活気づき、次々アイディアが
生まれてきました。どこからでも、おうちにいても
参加できる方法として「ピースウォーク　平和と気
候のWebアクション」を、ネットで広く全国に呼
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びかけよう。平和と気候変動へのメッセージを紙に
書いて、それを持った自分を撮影して、その写真
をウォークの日をはさむ4日間、ハッシュタグ「＃
peacewalk2020」をつけてSNSにあげていく。金沢、
石川はもとより全国から投稿してもらおう、という
テレワークならぬ「Webでウォーク」の提案です。

加えて、これまではウォークに参加した人だけが
受け取ることのできたピース割引MAP(このMAP

をピース割引協力店で提示すると、食べ物やドリン
クがちょっとお得になる )を、今年は Webアクショ

ンに参加した人もMAPを使えることにしよう、と
なりました。

2014 年からはじまったピース割引の取り組みは、
年を追うごとに協力店の数がふえて、ウォークす
る金沢の中心市街地界隈のお店のほか、今年は県
内24ものお店からご協力をいただいていたのです。
コロナの影響でどのお店もお客様が激減と聞き、日
ごろからピースウォークを応援してくださっている
お店の方に、こんな時こそ感謝を伝えるいいチャン
ス、できるだけ多くの人にお店のことを知ってもら
おう、と考えたのでした。

延期お知らせウォークとWebでウォーク

3月20日ピースウォーク当日。集合場所は毎年、
金沢香林坊近くの四高記念公園です。延期のことは

新聞でもSNSでもできる限りお知らせしたけれど、
ピースウォークはいつも、誰が突然飛び入りで参加
してくれるかわからないオープンなイベント。延期
を知らずに例年のようにやってくる人がいるかもし
れない。そんな人たちのために、実行委員の何人か
は、ウォークのスタート予定だった場所で待ってい
ることに決めていました。
その時間に集まった人たちは、実行委員も含めて

40人弱だったでしょうか。いつものような開会の
集会をしない代わりに、主催者側から短い挨拶で、
今年のピースウォークがいつもと違うかたちになっ
たことを説明し、そのことを記したご挨拶文 *とピ

ース割引MAPを配りました（*最終ページ参照）。

青空の下でピースウォークに賛同したロックシン
ガーさんが1曲歌い、みなの心がホッとあったまっ
てから、実行委員を中心に歩きたい人、あわせて約
20人によるこじんまり＆ゆったりウォークが、時
間通りにスタートしました。
この20人という人数も、実行委員で事前に話し
合って決めたもの。全員、マスクをして、間隔をあ
けて、「ピースウォーク金沢×グローバル気候マー
チ　今は延期」「でも平和は延期できません！」「で
も気候の危機はすぐに止めたい！」とはっきり描か
れたボードを手に手に掲げて、予定通りのコースを
ゆっくり歩きました。前代未聞の、静かだけれど色
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とりどりな「延期お知らせウォーク」をしたのです。
ウォーク組を公園で見送った人たちは、解散場所
の金沢市役所前広場に先回りして、小一時間後に戻
ってくるウォーク組を出迎えます。私も迎える側の
一人に。おかえり～と迎える側も、ただいま～と帰
ってくる側もみな、例年以上に、笑顔、笑顔。なん
だろ、この不思議な達成感。
人数だけで見たら、こんな少人数のピースウォー
クははじめてです。どんどん世の中が非常事態に近
づいていく中で、だけど、今年も歩くことができた。
いろんなことに配慮しながら、私たちらしさを失わ
ず。ウォーク組を笑顔で迎えながら、私自身は歩い
てないのに、あぁ、今年も歩けたね～って、一緒に
歩いたようなきもちが、じょわ～んと足元から満ち
ていくような気がしました。

何度も実行委員会を重ねて、対話をくりかえして、
中止でなくて延期するけど、それもただの延期では
なくて、延期しますのお知らせウォークを少人数で
し、ウォークに参加してねと呼びかける代わりに、
Webでウォークに参加してね、とよびかけた、今
年のピースウォーク×グローバル気候マーチ。
コロナのことがなければおそらくここまで知恵を
出しあえなかったかもしれません。コロナ状況が日
毎に変化していく中、誰もが慎重に行動しなければ
ならなくて、歩くこと自体をとりやめる選択肢もあ

ったけれど、制限のいっぱいある中、できることを
みなで必死に探した、考えた、案を練った。その中
心にあったのは、ピースウォーク金沢がずっと大切
に守ってきた「市民が思いを表す場」を簡単に手放
してはいけない、という個々の意思でした。
決して大人数ではない実行委員一人ひとりが、誠
実にそれぞれのしごとをしたことがすばらしかった。
仕事で実行委員会に一回も出られなかった人も、表
に見えないところで、その人その人の特技をいかし
てサポートしてくれた。そのおかげで、短期間にた
くさんのことを生み出していけました。
ピースウォークのこれまでとこれからを考え、い
つも全体を見て冷静な判断をした、前号に登場し
たピースウォーク第1回からの呼びかけ人の小原美
由紀さん、「延期しない」と宣言して、Webアクシ

ョンの発信と仕組みをつくったKさん、「延期しま
すウォーク」のアイディアで議論の突破口を開い
たMさん。他にも、ネット空間に寄せられた数々
の写真とメッセージを拾い集めて一ヶ所に集める作
業をした人、実行委員会の詳細な記録を委員会ペ
ージに毎回あげ続けた人、手間暇かかるピース割
引MAPをつくった人、たくさんのお店に声をかけ
て協力店をふやした人、延期ウォークをはっきり知
らせるボードのデザインをした人、ピースウォーク
の前日、丸一日かけてそのボードを何枚もつくった
人たち、関わったすべての人が自分のできるしごと
をせいいっぱい。それがあってのピースウォーク
2020。そんな仲間たちをいつも以上に誇りに思い
ました。
ここに至るまでの紆余曲折の道のり、一人ひとり
悩んで考えたことを言葉にして、対話を重ねて一つ
ひとつ決めていった、この話しあいの過程そのもの
が、民主主義の練習だし、何よりピースウォーク＝
平和への道なのだ、と実感しました。

ピースウォークの日をはさんだ前後4日間、「平
和と気候のWebアクション」には、金沢、能登、
県内はもとより、北海道から九州から、関東、関西、
瀬戸内、東北、アメリカからも、100人を超える人
たちが思い思いのメッセージと写真を送ってくれま
した。
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「遠いけどWebで参加できてうれしい」「メッセ
ージボードを作りながら、子どもと一緒に平和の意
味を考えました」「勇気出して表現しました」「こん
なやり方があったんだ！」とうれしい声が続々寄せ
られました。それらのメッセージはいつの日か、実
行委員のMさんのお店で平和と気候のメッセージ
写真展として開催したい、という計画をじっくりあ
たため中です。
たった2ヶ月前の出来事だけど、あの時より少し

でも遅かったら、実行委員で顔を合わせて話し合う
ことすらできず、延期お知らせウォークの実現もな
かったでしょう。奇跡のタイミングに感謝しながら、
前号に続いてピースウォーク物語その2を書いた次
第です。いつの日かコロナと共存しながら、みんな
で歩くマーチとしてのピースウォーク×グローバル
マーチができる日の来ることを願っています。

『出逢いのタペストリイ』

ピースウォークの日から半月ほどが経ち、新型コ
ロナ拡大防止のためと言って出された緊急事態宣言。
どうやら在宅生活がしばらく続きそうだぞ、と感じ
た4月末に、思い立ってあることをはじめました。
1996年に書いた『出逢いのタペストリイ』という
本を、ご希望の方に5月いっぱいプレゼントする、
名づけて、「＃離れているけどつながってる ひとり

ぷろじぇくと」です。

どうしてそんなことをはじめたかというと。これ
までのように自由に誰かと逢ったりおしゃべりした
り、ができなくなった分いっそう、会えない人たちと、
離れているけどつながってる、の感覚を大事にしな
がらこの日々を過ごしたい、と強く思ったからです。
物理的距離は必要だけど、そのせいで心まで遠くな
るのは悲しい。もしかしたら、ひとりぼっちだと感
じてる人がいるかもしれない。そんな人に、ねぇ、
どうしてる？　つながってるよ、あなたのこと気に
かけてるよ、と声をかけるようなきもち̶̶本を贈
る行為の、根っこのとこにその想いがありました。

私が『出逢いのタペストリイ』を書いた90年代
というのは、エイズが一つの社会問題になっていた、
そういう時代でした。当時学校でさかんに行われて
いた“エイズ教育”は、これこれで感染する／しない、
がクイズ形式で出されて、怖い病気だから感染しな
いように！という伝え方ばかり。そのことにとても
違和感がありました。うつらないための“予防教育”
を熱心にすればするほど、自分からHIV/AIDSが遠
のき、自分には関係のない病気になってしまって、
その分、感染した人への差別が大きくなっていくん
じゃないのかな、と思えてなりませんでした。
その頃私の周りには、全く違うとらえ方でHIV/

AIDSのことを伝える人たちがいてくれたのです。
その人たちと出逢う中で学んだこと、その学びを小
学生に出前授業したこと、AIDSで亡くなった人の
名前や想い出を縫い込んだメモリアルキルトのこと、
差別について考えたことなどを、『出逢いのタペス
トリイ』の中で綴りました。

今、私たちの暮らす社会を見回した時、新しいウ
イルスに感染した人へのバッシングや、その人の家
族や近しい人たちを極端に避けたり、時には監視し
たり、はたまたコロナこわいこわいと連発して、見
えない敵と闘おう！　打ち勝とう！　といった勇ま
しい言葉のとびかう空気感が、全く同じといわない
までも、80年～90年代のHIV/AIDSに対する世間
の空気感とすごく似ている気がしたのです。

AIDSという病気から、少なくとも私は学んだこ
とがいっぱいあったように、このウイルスからも、
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気づいたり考えさせられたりすることがきっと何か
あるはず。この本が少しでもそのヒントになればい
いな。何より本のしあわせは、人に読まれること。
なので、あなたにも読んでいただけたらうれしいで
す̶̶－そんな文章を SNSにあげると次つぎ、そ
の本読みたいです、というメッセージやメールが届
いて、それからひと月余り、郵便局に毎日通う日々
が続きました。

離れているけどつながってる

日を追うごと、予想外にたくさんの返信が届きは
じめました。子育て中のママから「自分が受けたの
はまさしくエイズ“予防”教育だった。小学校の授
業で、エイズは怖い病気、というイメージだけが残
りました」。お孫さんのいる方から「うつらないこ
とだけを気にしすぎたら、知らないうちに誰かを排
除していることになるとあらためて。感染した人の
不安なきもちを考え、支えあう大切さを孫たちに伝
えたいです」「コロナウイルスを敵視して有事とか
国難とか、それを利用しての国の企てにも目を光ら
せてないといけないですね」「コロナのおかげで、
いのちと政治がこんなに直結してると実感。必ず次

の選挙に行きます」「どの章にも支えあって共に生
きるというメッセージ。こんな時期だからこそ読ん
でほしいと願ったスウさんに深く感謝」などなど。
本をプレゼントします、と呼びかけた当初は、そ
れで何がどうなるの？と自分でも正直思っていたの
だけれど、メッセージが届くごとに、誰より一番多
くのプレゼントを受け取ってよろこんでいるのは、
間違いなく私だった！と気づきました。本を口実に、
ここのところとんとご無沙汰していた人に、用事が
ないからと遠慮して連絡していなかった友に、コロ
ナ時間が与えられたおかげでこちらから手をのばし
て、貴重ないくつものつながり直しができたりもし
ているのです。私こそ、あなたとつながっていたい、
そう強く願っていたこと、今更のように実感したの
でした。
「離れているけどつながってる̶̶私の片手を差
し出して、私をとおって反対の手で誰かとつなぐ、
二本の手を、誰かと、別の誰かとつないで知らず知
らず大きな網ができたらいいな」ある人からのリス
ポンスに、私も全く同感です。

2020.5.25
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メッセージを添えた
写真を撮って
送ってね！

1 「平和と気候のWebアクション」を、広く日
本全国､ および世界中に呼びかけます。平和

と気候変動への想いのメッセージを添えて、写真を
撮ってSNSに投稿するアクションです。
イメージカラーの「水色」または「黄緑」の服や
小物を身につけ、メッセージボードなどを持った写
真にハッシュタグをつけて投稿し、3月19日（木）
～3月 22日（日）の期間で日本全国、世界中から
集めます。Webアクションに参加した写真を提示
すると、ピース割引をうけることができます。　写
真は郵送でも受け付けます。詳しくは Facebook
のイベントページをご覧ください。【ピースウォー
ク　平和と気候のWebアクション】https://www.
facebook.com/events/1046943322354162/

2 当初の集合時間の3月20日13時に四高記公
園にお越し下さった方には、主催者挨拶文と、

感謝を込めてピース割引MAPをお渡しします。

3 ピース割引は、予定通り実施します。今回、ピース割引をして下さるのは 24のお店ですが、　　　
どこもお客様が少なくなっているとお聞きしていま
す。こんな時だからこそ、日頃からピースウォーク
に賛同し、応援して下さっているお店に､ 感謝の気
持ちをお返ししたいと思います。

4 先述の通り、ピースウォーク金沢×グローバル気候マーチ金沢のウォークは延期いたしま
す。ただし、すでにチラシをお配りするなどして告
知をしてきましたので、当初の予定時刻・予定のコー
スで、実行委員中心に少人数で、延期のお知らせを
掲げて歩きます。ウォークはいったん「延期」でき
ても、平和や気候の問題は待ったなしの喫緊の課題で、
「延期」はできません。その想いも込めて歩こうと

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、3月20日に予定していたピースウォークは、
これまでのような大人数で街を歩くかたちでは行わず、延期することといたしました。
それとともに、新しいかたちでのアクションへの参加を呼びかけます。

思います（体調に留意して、飛沫感染防止のマスクを着け、
互いに十分な間隔を空けて）。

5 ピースウォーク金沢2020×グローバル気候
マーチ金沢は2020年中に日を改めて実行す

る予定です。時期やコースなどについては、今後の
実行委員会で検討していきます。参加されるお子さ
んや高齢者の方々も、安心して笑顔で歩けるように。

最後に̶̶今、この時期日本中で、世界中で、数え
切れないほどの苦渋の決断が行われています。大変
な状況の中、予定されていたこのアクションを全面
的に延期するという選択もありましたが、ピース
ウォーク金沢が20年かけて不断に積み重ねてきた、
ささやかであっても「市民が思いを表す場」を、手
放してはいけないと考えました。
実行委員一人ひとりが真剣に考え、悩んで、対話
を重ね、異論を尊重しあいながら、この結論に達し
ましたことをご理解いただければ幸いです。それに
至るまでの過程もまた、ピースへのウォークだと、
私たちは思っています。

2020年3月20日
ピースウォーク金沢2020実行委員会
地球の未来をリデザインする会

ピースウォーク金沢×グローバル気候マーチ金沢
3月20日（春分の日･金）ピースアクションについてのおしらせ
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竹中尚文 

第８回 第 2 次世界大戦と強制収容 

5. キャンプ

第 7 回の連載と重なることがあるかと思

いますが、わかりやすくお話をしたいと思い

ます。 

1942 年(昭和17 年)2 月20 日 デウィ

ット将軍は日系人の強制収容の実施責任者

に就任しました。 

1942 年 3 月 24 日 デウィットは日系

人の西海岸からの退去命令をだしました。 

1942 年 3 月 31 日～8 月 7 日 カリフ

ォルニア州・オレゴン州・ワシントン州で日

系人すべてが集合センターに集まるように

命令がでました。町のいたる所に集合を命ず

る張り紙があったそうです。集合の準備期間

には 6 日ほどだったそうです。持ち物は携行

可能なものに限られました。多くの人が手提

げトランクひとつで集められました。鞄に入

りきらないものは売り払ったそうです。「ブ

ランケ担ぎ」(「盆踊り漫遊」第6回『対人援助学

マガジン』第 37 号に記述)から始まって一所懸

命に働いていろんな物を手に入れて、そのほ

とんどを限られた時間で処分しなければな

らなかったのです。状況をみた人たちから安

値を提示されて、捨てることにした物もあっ

たようです。情けない思いだったでしょう。 

この状況を聞くうちに、ある人が阿弥陀さ

まを鞄に入れていたとおっしゃいました。当

時、日系人の半数は仏教徒でした。そのほと

んど人が、鞄に仏壇からはずした阿弥陀さま

と位牌を入れていたそうです。彼らは特別の

仏教徒でもなく、普通の仏教徒なのです。彼

らにはそれがあたりまえのことでした。今の

日本で暮らす仏教徒と明らかに異なる行為

です。 

とにかく、彼らは集合センター(文章末の地

図の 〇印 Assembly Centers)に収容され

ました。集合センターといっても元々そのよ

うな場所があったわけでもなく、競馬場の厩

舎や農業市場の家畜小屋などを改装した物

でした。そこで 100 日前後すごしてから、

日系人を太平洋沿岸部に置いておくことは

危険だという主張により、日系人は内陸部に
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送られたのです。 

彼らが送られたのは 2 種類のキャンプで

した。ひとつは再定住センターであり、もう

一方は抑留収容所でした。 

地図上で■印で表される所が、再定住セン

ターと呼ばれるところです。ほとんどの日系

人が再定住センターrelocation centers に

収容されました。私が出会った多くの人が、

「トゥーリレイク(カリフォルニア州)だった」

とか「ポストン（アリゾナ州）だった」とか

「ギラリバー（アリゾナ州）だった」と聞き

ました。●印の所は司法省の抑留収容所でし

た。“internment camp”をどう訳すか悩

みました。たぶん「捕虜収容所」と訳すので

しょうが、日系人は捕虜ではありません。一

方、ノースダコタ州のビスマルクにはドイツ

人やイタリア人捕虜も収容されていたそう

です。仏教の開教使の多くは抑留収容所とし

てのニューメキシコ州のサンタフェやテキ

サス州のクリスタルシティーに送られまし

た。先に紹介した松浦師(「盆踊り漫遊」第 7回

『対人援助学マガジン』第 39 号に記述)はビスマ

ルクに送られました。 

ここまで、私は日系人と記しました。実際

は日本人及び日系米人です。当時の張り紙に

は「日本人及び日本人を先祖に有する者」と

書かれていました。具体的には日系移民一世

と二世でした。一世は日本人です。前に記し

たように日本人はアメリカ国籍を取れなか

ったのです。しかし、二世はアメリカで生ま

れたのですからアメリカ国籍になります。日

系米人です。この行為はアメリカ人の自由を

違法に奪ったのです。その主導者たちも違法

行為であると分かっていたからこのような

表記になったのかもしれません。 

ここに収容されたのはアメリカ合衆国本

土の前記三州に住む日系人でした。他に日系

人が多く住むハワイの日系人は強制収容さ

れなかったのです。その理由は収容責任者デ

ウィットが本土西海岸の司令官であったか

らです。ハワイにはエモンズが司令官として

ハワイの国防を担当していました。彼はハワ

イの人口の 3 分の 1 を占める日系人を収容

することが現実的ではなく、日系人の存在が

国防の妨げにならない上、社会に必要な存在

であるといって日系人の強制収容をおこな

いませんでした。そうすると本土の日系人強

制収容はデウィット将軍ひとりの考えによ

るものかと思われますが、そうではありませ

ん。当時の大統領であるルーズベルトの決断

でもありました。当時、FBI 長官フーヴァー

は大統領に日系人の反国家的行動の恐れは

ないと強制収容に反対をしました。また、ア

イゼンハワーをはじめとする多くの軍人も

日系人強制収容は不要な行為であると反対

しました。私は日系人強制収容の主因はルー
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ズベルトとデウィットの人種偏見であると

思います。 

 

 

6. 忠誠登録審査 

1943 年(昭和18 年)2 月 強制収容が始

まって半年から一年が過ぎた頃でした。収容

所の日系人に対して忠誠を問う質問状が配

布されました。それは、戦争を遂行している

時に兵士になり得る若者を閉じ込めておく

ことの無駄を指摘する意見が強くなったか

らです。こうした声は軍部から出るようにな

りました。一方で、収容所の中の日系人の若

者からも兵士として働きたいという声があ

ったそうです。また、合衆国議会で日系人を

収容して無料の食事を提供していることに

批判する意見があったと言います。 

日系人の志願兵を募集するにあたり、日系

人の忠誠心を調査することになりました。そ

して42 項目からなる質問状が収容所で配布

されました。その中の第２７番目と第28 番

目の質問が問題となりました。 

第27 項目「あなたは合衆国軍で、命令され

るいかなる所でも、戦闘任務につく意志があ

りますか？」 

第28 項目「あなたはアメリカ合衆国に対し

て無条件に忠誠を誓い、すべての合衆国内外

からの攻撃に防衛し、日本の天皇やいかなる

外国政府や機関に忠実であったり従順であ

ったりしませんか？」 

この二つの質問に多くの日系人は憤りを感

じたものでした。一世に対してはアメリカ合

衆国の国籍取得を拒絶し、アメリカ国籍を有

する二世には不法に拘禁したうえ、何があっ

てもアメリカ合衆国に対して忠誠を誓うか、

アメリカ合衆国のために命を捨てる覚悟が

あるかという質問でした。この質問は日系人

に強い理不尽さを感じさせるものでした。 

人間としての誇りを優先した人は「ノー」

と答えました。日系人の将来を考えた人は

「イエス」と答えました。 

イエスと答えた若者は収容所から出征し

て行きました。彼らは日系人ばかりの第442

連隊戦闘団としてヨーロッパ戦線に投入さ

れました。この戦闘団はアメリカ軍史上、最

も多くの勲章を受けました。同時に最も高い

死傷率を記録しています。また、ハワイ出身

の日系人を中心に編成された第 100 大隊も

同様の働きがあったと記録されています。と

ころで、日本軍の特攻隊を狂気の戦術といい

ます。日系二世の兵士たちは精神的退路を断

たれた中で、激戦地に投入されたのです。日

本軍の特攻隊とどれ程の違いがあるのでし

ょう。出征した二世の多くは勲章という変わ

り果てた姿となって親元に帰ってきたので

す。一世の親たちはどんな気持ちだったでし
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ょう。夢を見てアメリカに渡り、苦労を重ね

た結果が息子の戦死だったのです。それは、

日本の特攻隊の親たちにも同様の悲しみが

あったように思います。 

ノーと答えた人たちはイエスと答えた人

たちに対して、明らかに少数でした。彼らは

「ノーノーボーイズ」と呼ばれアメリカ政府

に対して反対の意思を表明する行動をとり

ました。収容所内のデモをし、収容所の管理

に反抗していきます。そうした彼らは、もと

もとノーノーボーイズの多かったトゥーリ

レイクに集められました。そこでの反政府運

動を続ける者たちは、さらに司法省管轄の抑

留収容所に送られています。さらにはアメリ

カ国籍を捨てる者もいました。前回で紹介し

た映画『愛と哀しみの旅路』（Come See the 

Paradise）で、カワムラ家の息子チャーリー

は、ノーノーボーイとなって捕虜交換で日本

に渡ります。実際に戦中でしたので、捕虜交

換で日本に渡った日系人は少数だったよう

です。多くは終戦後に日本に渡った人たちで

す。また、戦前に排日運動の高まるアメリカ

社会の中より日本で教育を受けさせようと

考えた一世は、子どもたちを日本の郷里に送

った人もいます。その多くは上手くいかなか

ったようです。一世にとっては自分たちが育

った日本で教育を受けさせた方がいいと思

ったでしょうが、軍国教育の日本にアメリカ

で育った二世を送ったわけです。その多くが

再びアメリカに戻っています。こうした人た

ちのことを「帰
き

米
べい

二世」と呼びます。彼らは

日本社会でもなじめず、再び戻ったアメリカ

の社会でもなじむのに大変苦労をした人た

ちです。私は、アメリカで何人かの「帰米二

世」の人たちに会いました。その話を聞かせ

てほしいと頼むと、即座に拒否されました。

彼らには思い出したくない苦しい過去です。 

話を忠誠登録審査に戻しましょう。この審

査を経て、アメリカの日系人強制収容政策は

変化します。第一には、第 442 部隊のよう

に兵士となって収容所から出たことです。デ

ウィット将軍の強い反対にもかかわらず日

系人部隊は編成されました。そして、その部

隊の戦果は全米の知るところとなります。と

ても大きな代償を払った日系人への見方が

少し変わりました。第二には、イエスと答え

た若い女性を労働者として東部で使い始め

ました。戦争を遂行するアメリカ社会は労働

者不足でした。この労働力を補うことと、若

い日系人が収容所をでるという思惑が一致

したのでした。 

1943 年 9 月に、デウィット将軍は日系

人強制収容の任を解かれています。しかし、

強制収容所が閉鎖されるのはもう少し時間

がかかりました。ジェローム(アーカンサス

州)が 1944 年に閉鎖されましたが、ほとん
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どの収容所は終戦の 1945 年の秋でした。

ツゥーリレイクの閉鎖は 1946 年まで待た

ねばなりませんでした。 

7. 声

私が 2000 年に日系人二世の人たちに聞

き取りをした声を紹介します。この年は、早

く聞き取りをしないと当時のことを知って

いるひと(日系二世)がいなくなってしまうと

アドバイスを受けたからです。2000 年に、

二世の人たちは 70 歳から 100 歳ほどでし

た。 

Ｙさん（1922 年ハワイ生まれ。二世） 

真珠湾攻撃のあった日は、クリスマスの準

備の買い物でホノルルの赤十字病院のすぐ

隣にいました。急に負傷者が運び込まれてく

るのを病院で友だちと一緒に手伝っていま

した。気がつけば日も暮れて、自宅に帰るバ

スが戦争勃発のために運休になっているの

を知りませんでした。通りかかった白人が友

人と一緒に自宅近くまで同乗させてくれま

した。初対面の人が日系人の私を乗せてくれ

たことに、あとになって驚きました。家に着

くと、電灯も点けず真っ暗でした。電灯で部

屋の中を明るくしていると、誰かに銃弾を撃

ち込まれるのを恐れてのことでした。そうし

た心配はしばらくのことで、ハワイでは日系

人に対する差別をあまり感じませんでした。

その後、兄が出征して 442 部隊に配属にな

り、弟も出征して MIS(陸軍情報部：語学の得

意な者を集めて、日本軍の無線傍受や捕虜の

尋問などをしました。終戦後、日本の統治に

アメリカ軍が進駐したときに、日本との接点

になったのも彼らでした)に配属されました。

開戦前に高校を卒業したのですが、私はハワ

イを出て都会で働きたいと希望していまし

た。家族から二人も出征している状況で、家

を離れることはできませんでした。ある日、

軍のジープがわが家に向かってやって来ま

した。父親は、きっと 442 部隊の兄が戦死

をしたことを知らせに来たと思いました。普

段は厳格でしっかりした父親がしゃべれな

くなりました。軍の用件は、わが家で飼って

いる犬を軍用犬として提供してほしいとい

うことでした。父は、即座に「どうぞ、どう

ぞ。犬でよければ、いくらでも」といいまし

た。 

終戦後、兄と弟は無事に帰ってきました。

そして、私は都会で働きたいと思っていたの

でニューヨークに行きました。ニューヨーク

には母の妹が住んでいたので、叔母を頼りに

行きました。ニューヨークでは、東京銀行に

就職しました。終戦後間もない頃、日系人に

一般の就職のチャンスはありませんでした。
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私はタイプライターを打って書類を作る仕

事が中心でした。私のボスは小野さんといっ

て、長女のヨーコちゃんが有名になりました。 

その頃、私はヨーロッパ戦線から帰国した

主人に会いました。彼は 442 部隊ではなか

ったのですが、ヨーロッパから帰国してお姉

さんのいるニューヨークに帰ってきました。

彼は、もちろん日系人ですよ。私たち二世は

日系人以外と結婚をするなんて、一世の親は

許しませんでしたよ。でも私の子どもたちは、

誰も日系人と結婚した子はいないわよ。私の

友だちもみんなそうですよ。 

主人と結婚して、主人の故郷であるカリフ

ォルニア州に引っ越しました。1953 年でし

た。50 年代になると、カリフォルニア州の

人たちは誰も日系人に差別をしませんでし

た。それまでは、カリフォルニアが一番、日

系人に対する差別はきつかったのです。40

年代は日系人を雇う会社はほとんどなかっ

たけど、50 年代になるとどの会社も差別な

く雇ってくれました。 

センヨウ・ササキ師（1930 年、カリフォ

ルニア州生まれ。浄土真宗開教使） 

祖父が本願寺からの開教使としてカナダ

に渡りました。祖父は、祖母と幼い父を連れ

ての開教でした。父もアメリカで開教使にな

りました。(アメリカでは三代にわたって僧職

につくケースは大変珍しい) 

父はサクラメント(カリフォルニア州)の仏

教会の僧侶でした。戦争が始まって、父はFBI

に逮捕されました。父を含めて、私たち家族

はトゥーリレイクに収容されました。ほとん

どの開教使、たぶん全開教使が逮捕されまし

た。そのまま司法省の特別のキャンプに入れ

られた開教使と家族と同じ一般的なキャン

プに収容された開教使がいました。この違い

がなぜなのか、私は子どもだったので分かり

ません。たぶん、本人たちも分からなかった

と思います。しかし、トゥーリレイクに入れ

られた父は「イヌ」と呼ばれたこともありま

す。 

トゥーリレイクでは反米的な人が多かっ

たし、他のキャンプからも反米的な人が移さ

れてきました。そんな人たちは仏教徒が多か

ったように思います。だから、キャンプでも

父を中心に日曜日のお参りをしたり、法事を

したりしました。お葬式もしましたよ。フェ

ンスの所で射殺される人もいましたので、そ

の人のお葬式を父がしていました。私たちは

戦争が終わるまで、トゥーリレイクにいまし

た。 

匿名さん(1930 年カリフォルニア州生ま

れ。父が一世、母が二世) 

父が浄土真宗の開教使だったので、戦争が
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始まるとすぐに FBI に逮捕されて、サンタフ

ェ（ニューメキシコ州、抑留収容所）に送ら

れました※。私たちの家族のいるキャンプに

合流したのは 1944 年 10 月でした。やっ

と家族 4 人が一緒になれたといっても、弟と

私と両親の家族ですね、戦争はそれから間も

なく終わりました。キャンプを出てから、日

本に帰りたい人は帰ってもいいというので、

日本に行く船が出ることになりました。父は

自分の生まれた滋賀県のお寺が心配でした。

戦争前におじいちゃんが亡くなって、おばあ

ちゃん一人になっていたはずなので、心配し

て日本に帰ることにしました。私たち家族全

員で日本に帰ることにしましたが、日本に帰

る人はそんなに多くなかったと思います。 

船は 1945 年 12 月 25 日に横須賀の浦

賀に着きました。浦賀には、いろんな国から

日本に帰ってきた人たちがいました。私たち

はアメリカから帰ったのでそんなに栄養状

態も悪くありませんでした。中には、やせ衰

えて上陸するとすぐに亡くなる人もいまし

た。浦賀に帰国者収容施設のような建物があ

って、その中でも亡くなる人もずいぶんとあ

りました。余りにもたくさんの人が亡くなる

ので、建物の横に寝かせてありました。 

私たちは、アメリカのキャンプでずいぶん

とひどい目にあったと思っていましたが、も

っと大変な目にあった人たちがたくさんい

ました。 

私たちは滋賀県の行くために大船まで歩

きました。大船駅で列車に乗ろうと思っても、

余りにたくさんの人なので何度も乗れませ

んでした。何度か横須賀から大船まで歩いて、

ようやく列車に乗れました。米原で降りて、

ちいさな列車に乗り換えて父の生まれた町

に到着しました。お寺に着いたのは1 月1 日

でした。私たちを見たおばあちゃんは、言葉

もなく立ち尽くしていました。戦争中は手紙

もやり取りができずに、おばあちゃんは一人

でお寺を守っていたのです。 

私は滋賀県で高校に行きましたが、日本の

生活になじめませんでした。私は早くアメリ

カに戻りたかったのですが、母が高校を卒業

するまではアメリカに帰ってはならないと

言いました。高校を卒業して、やっと母方の

祖父母がいるサリナス(カリフォルニア州)に

帰ってきました。その2 年後には弟が高校を

卒業して帰ってきました。両親はそれから数

年後にアメリカに帰ってきました。 

※インタビューの後で私は彼女の父親の開教使記

録を調べました。彼女の父親はサンタフェからテキ

サス州のクリスタルシティーに送られていました。

開戦の直前に一年余りの間、日本に帰国したのが理

由かもしれません。それはおそらく父親の死去にと

もなうことではなかったかと想像できますが、それ

が疑われて長期間、それも2ヶ所の抑留収容所に入
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れられたのではないかと思われます。 

私は、カリフォルニア州で収容所の話を聞

いて回った頃には一世は亡くなっていて、二

世の話すら充分に聞けていません。はじめは

一世の話を聞きたかったのですが、それは不

可能でした。かつて一世のこんな話を聞いた

のが、私の日系人の歩みに関心をもつ始まり

でした。それは、多くの一世が収容所を出て、

太平洋を眺めながら異口同音にいった言葉

です。 

「太陽が太平洋の西の彼方に沈んでいく。西

の彼方に私の故郷がある。アメリカに渡って

一旗揚げて故郷に帰るのが夢だった。キャン

プに入れられて無一文になった。もう自分の

人生は最晩年である。故郷に錦を飾ることな

どできない。戦争中、日本に残してきた親や

兄弟の安否すら分からない。極楽浄土は西の

彼方にあるそうだ。西に沈む夕日に手を合わ

すだけだった」 

全米の収容所の配置図 

“YEARS OF INFAMY” Michi Weglyn 1976 より引用 

119



120 

 

 

 

★★★★★★★★★★★ 

★★★★★★★★★★★ 

男は

痛い 

！ 
國友万裕 

第３５回 

 

『ヒキタさん！  

ご懐妊ですよ』 

 

 

 

 

 

１．コロナ前夜  

  今年は２月の半ばくらいからしんどい日々が

続いていた。 

 ３月の上旬に親友が引っ越すので、彼がこれま

で持っていたものを大量にくれることになった。

これまで一人暮らしをしていた彼は、お父さんが

亡くなったので、お母さんと同居するため実家に

戻ることになったのだ。 

 ベッドももらえることになった。俺のベッドは

元々壊れかかっていたので、早いうちに整理して

おこうと 2 月の半ばにベッドを放した。その後は

フローリングにマットを引いて寝るという状況だ

ったためなんとなく落ち着かないし、背中が痛い。 

春休みに入って比較的時間はあったのだが、心

療内科でもらった薬を飲んでは眠るという生活が

続いた。ただ、多少でも生活を楽しくしようとあ

ちこち外食して回ったりしたものだ。本当に至る

所に美味しいお店はたくさんあることに気付かさ

れたものだった。 

 森林食堂は近所で最も評価の高いカレー屋さん

だが、入るのに相当な時間並んだ。若い女性が一

人でやっているので、いっぺんに大人数は入れな

い。最初に入ったグループの人たちが食べ終わっ

て出てきた後、次に並んでいた人たちが中に入る

ということになる。待っている間、一緒に並んで

いた男の人と立ち話となった。その人はなんと岡

山からきているとのこと。食べ歩きが趣味の人み

たいで、昼はパスタを食べに他の店に行って、森

林食堂も初めてじゃないとおっしゃっていた。 

 Facebook で 繋 が っ て い た 男 性 か ら は

Coconicafe というお店を紹介してもらった。ここ

も目立たない場所にあるのだが出会って良かった

店だった。女性が 2 人でやっているが、心がこも

った家庭料理を出してくれる。 

 知り合いのお兄さんが働いている居酒屋

Dare-yameにも行った。ダレやめとは鹿児島など

で疲れをとめるという意味なのだそうで、魚料理
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が中心である。このお店で話に聞いた、その近所

のカレー屋ひろしにも行った。ここはマスターが

北海道で修行していたとのことでスープカレー。

出町座で映画を見に行った際にばったり知り合い

の人と会って、その人の勧めで出町ロロロという

お店にも行って、店長と話した。出町カラビンカ

という小さなカレー屋では黒カレーを食べた。あ

る学会の懇親会では門という店で美味しい鍋。10

年ぶりに近所の中華料理屋大鵬できんし丼も食べ

た。ここは当時京都にいた友人が教えてくれた店

だ。彼が東京に移ってから早いもので 10年が過ぎ

ているが、きんし丼は相変わらずで店も繁盛して

いるようだった。みんなで広げよう、食べ歩きの

輪！というか、色々な人から色々なお店を聞いて

食べ歩きしていくことで人間関係も広がっていく。

これからもどんどん店を開拓しようと心は高鳴っ

ていた。 

 この頃からお店で出る話はコロナの話だった。

すでにボチボチ、イベントなどの中止や延期が伝

えられていた。しかし、この頃までは事態が深刻

化するとは夢にも思っていなかったのだった。 

 

２．部屋をリニューアル 

 ３月の９日、いよいよ親友のところから荷物が

運び出されることになった。場所は大阪である。

経費節減のために運送屋の人は一人だけ頼んだ。

冷蔵庫だけは一人では持てないから手伝ってくれ

との事だったので、俺が彼の家まで行って、その

後京都まで運送屋さんが助手席に乗せてくれると

の事だった。 

 その運送屋さん、おそらく 40代半ば過ぎくらい

である。もう大人になった子供が 3 人いるとのこ

とで子供の話をしたがる人だった。こういう男の

人っている。こういう人見ると羨ましくなる。家

族のためにあくせく働いて、それが幸せだと思え

る男性。俺はそういう男の人っていいなあと思い

ながらも、ジェンダーへの抵抗がそれにブレーキ

をかける、とんでもない病と闘っているのだ。 

 国道を走りながら、「この仕事していると景気の

ことがよくわかるんです。今はコロナのことがあ

るからものすごく空いているでしょう。リーマン

の時もそうだったんですよ」と話してくれた。 

 仕事でほとんど日本の津々浦々まで運転してい

くらしい。しかし、観光の暇はなくて、途中で温

泉やうどん屋によるのが楽しみだと言っていた。

本当に人が生きていくということは厳しい。うど

ん、温泉、子供たちの成長、そういうささやかな

ことを支えに普通の男の人たちは生きているのだ

ろうか。俺にはそういう殊勝なまねはできないの

だ。 

確かに道は空いていて、１時間も経たないくら

いで京都についた。運送屋さんにはお礼をこめて

2000円チップをあげた。 

 それからがまたしばらくは大変だった。大量に

持ってきた荷物は片付けなくてはならない。それ

までのもので要らない家具は解体して捨てなきゃ

いけない。大型ゴミに電話したが、ゴミの回収は

週に１回なのだそうで、運悪く丸ごと１週間待た

されることになった。大型ゴミは、早朝にマンシ

ョンの前に出すので、それまでは部屋の中が片付

かない。狭いマンションなので、解体した家具に

ぶつかりながらトイレに行かなくてはならなくな

った。いつになったら落ち着くのか、やれやれ。 

大量に持ち込まれた家具を収納するには部屋の

中にたっぷり溜まっている本も捨てざるを得なく

なった。捨てるのはもったいないから実家に送ろ

うかと思ったのだが、母から断られた。「実家に送

った本なんて、もう 2 度と読まないでしょう。自

分の出身地を言うのさえ嫌なくらい、故郷を嫌っ

ているあなたが実家に帰るのはたまになんだから。

断捨離したほうがいいわよ」と。それもそうだな

あと思い、ブックオフに引き取ってもらうことに

なったが、本を入れるためのダンボールがない。

近所の激安食品店に行って、「段ボール譲ってくれ

ませんか」と頼んだ。店で働いているのはまだ高

校生くらいの男の子で、「はい、どうぞ」と言って

くれた。ここで３箱ほどもらったが、いざ本を入

れてみるとこれでは足りなかった。近所のコンビ
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ニやスーパーなど、いろいろなところで箱をもら

って、結局８箱となった。ブックオフの方は翌日

に即取りに来てくれたので段ボールはすぐになく

なった。 

さらに D V Dをどうにかしなきゃいけない。友

人の話だとタワーレコードにD V Dカバーが売っ

ていて、ケースを捨ててこれに整理すればスッキ

リするというので、カバーを買った。これも思っ

ているより多くて、カバーは一箱では足りず、３

回くらいタワーレコードに行くことになった。店

にも在庫がなくなってしまい、取り寄せなきゃい

けないというので結局、１週間くらいかかった。

D V Dの整理カバーなんてあまり売れないのだろ

う。D V Dなんかいっぱい持っている人はマイノ

リティなんだなあと痛感した。 

せっかく綺麗なテーブルをもらったのだが、動か

しているときに大きな傷をつけてしまった。ショ

ック。Amazon で調べると傷を目立たなくする絵

具が売っている。それを買った。でも最初に買っ

たやつはワインレッドで色が合わないことに気づ

き、もう一度他のものを再注文。今度はうまくい

った。まあ、いいかテーブルに多少の傷があるの

はレトロな喫茶店風でむしろ風情である。 

そんなわけで、なんかかんかで落ち着かない生

活が続いたが、３月の下旬になって、どうにかそ

れまでのゴミゴミした生活からは解放された。テ

ーブルや椅子やソファーがきたので、部屋は部屋

らしくなった。これでお客さんが来ても大丈夫。

炊飯器や新しい電子レンジももらった。本当にい

い親友を持ったものだ。これから新しい生活だ。 

 

３．初めてパンダを見る！ 

 ３月終わり。親友と一緒に大阪で食事をした。

ここまで来たんだったら、動物園に行こうかとい

う話になった。俺は生まれてこの方パンダを見た

ことがなくて、一度見てみたいと彼に話したこと

があった。2 月の 27 日で 56 歳になった。もう人

生が終わりに近づいてきているから、これまで未

経験のことはできる限りしておかなくてはならな

い。 

 神戸王子動物園に向かった。動物園はコロナの

ため見ることができない動物がいるとのことで、

無料で開園していた。ラッキーである。しかし、

肝心のパンダを見ることができなかったらきた甲

斐がない、一瞬心配になったが、タンタンは顔を

見せてくれた。結構たっぷり外に出てきたので、

写真や動画も撮りまくることができた。やはり動

物園ではパンダが圧倒的人気で、パンダのいると

ころの周りには多くのカメラを持った家族連れが

集まっていた。 

 俺は子供の頃から変わった子だった。だからパ

ンダに親近感を抱く。俺とパンダはお互い絶滅危

惧種なのだ。動物園では変わった動物の方が人気

があるのに、人間の世界はなぜ変わったやつをい

じめようとするのかと考えた。 

 自分のことをパンダと思ってしまえば、俺の人

生は悪くない。パンダのようにユニークで、貴重

で、色々な人が群がってくる。可愛くて、おっと

りしていて、太っていて、そういうおじいさんに

なろうと思った。 

パンダ見物は思っていた以上に癒される経験だ

った。パンダが笹を食べている姿を動画にとった

が、何度見ても癒される。俺はこれから自分のこ

とをパンダと思おうと思った。パンダは異性交際

もほとんどしないと聞いている。ずっと一人で生

きてきた俺にぴったりだった。 

パンダのぬいぐるみと並んで写真を撮り、それ

を F Bや Lineの新しいプロフィール写真とした。 

 

４．映画カフェ 

 次に新たな出会いが起きた。F B で繋がってい

る映画関連の仕事をしている人から、映画のカフ

ェが近所にあると聞いた。調べてみると俺の住ん

でいるところから目と鼻の先のところで、ありが

たいことに自転車置き場もある。ここにしばらく

連日のように通うことになった。カフェセバーグ

というお店である。 

 店主のおじさんは 70くらいの人だが、一人でこ
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の店をやっていると言っていた。店の中は映画の

ポスターが何枚も壁に貼られていて、パンフレッ

トも大量に置かれている。映画関連の本も置いて

いる。 

 料理もとても美味しくて、パンは毎朝焼いてい

るらしく、トーストも絶妙。コーヒーも美味しい。

これはいいお店を見つけたと思ったものだった。 

 おじさんは相当映画をご覧になっていて、暇が

あれば映画館を梯子すると言っていた。これまで

俺が繋がっている映画ファンは大学関係者や映画

関連の仕事をしている人たちで、あくまでも趣味

で映画を見ている人との出会いは初めてかもしれ

ない。 

 俺はすっかりこの店のファンになって、当然 S 

N Sでも繋がったのだった。 

毎週、映画ファンが集まる集いもやっているみ

たいで、そこにもそのうち参加しようかと思った。 

 

5．外食から自炊へ 

 一方で、この頃から、コロナが一気に仕事に影

響するようになった。卒業式と入学式の中止は早

くに決まっていたが、さらに大学の授業の開始の

延期が発表され、しかも、その延期の期間がどん

どん伸びていく。あっとういう間に春学期（前期）

は対面授業ができないからオンライン授業に代替

することになり、オンラインの講習会に出かけた

り、毎日送られてくるメールでの対応に追われた

りする毎日が続いた。 

そして、ついに全国に緊急事態宣言。あれよこ

れよとしているうちに、映画館、スポーツクラブ、

近所の TSUTAYA、全て休館となり、飲食店は弁

当屋になってしまった。 

 コロナは俺だけじゃなくて、みんなしんどいわ

けだから仕方がないと思いつつも、どこにも行か

れない日々は辛くて、戦争中はこんなものなのか

と思ったりもしたものだ。56年も生きてきて、こ

んなひどい歳はなかったし、こんな災難が待って

いるなんて、思いもしていなかったのだ。 

 歳をとると新しい経験なんてなくなっていくが、

今年は遠隔授業のために Zoom、Teams、Hangout

などの使い方を学ぶことになった。 

 そして、外食に行くのも憚られるため、自炊を

スタートさせることも余儀なくされた。 

 俺が今住んでいるマンションは、オール電化で

炊事場も電気コンロなのだが 8 年暮らしていてほ

とんど使ったことはなかった。俺は全て外食でフ

ライパンも急須もないような生活をしていたのだ。

とりあえず、近所のホームセンターで最低限の調

理道具を買い、最初に挑戦したのはハムエッグだ

った。 

 F B で繋がっている女性からクックパッドが参

考になるときていて、炒め物を作り始めた。とり

あえずたくさん野菜を食べなくてはと思い、ほう

れん草と豚肉、豆苗と鶏肉、レタスと牛肉など、

大量に野菜と肉を炒める。それをアップで写真に

とって F Bに上げる。「まあ、美味しそう」という

コメントが入る。それまで 30年近くも料理から遠

ざかっていたのが信じられないくらいの自炊の

日々が始まった。 

 炊飯器も親友からもらったので、ご飯も美味し

いものが炊ける。自分で炊いたご飯ってなんと美

味しいんだろうと自画自賛しながら、自炊もそれ

なりに楽しいことを実感したのだった。 

 俺はこれまでもっぱら買い物はコンビニだった

が、スーパーに通うようになり、そうなるとあま

りの安さに目を向いてします。思えば、俺はこれ

まで、食費にどれだけの大金をかけてきただろう。

スーパーで買い物をしていたら、今頃貯金がたく

さん溜まっていたのかもしれないのだった。 

 

６．オンラインな日々 

オンライン授業が始まると、様々な人にメール

やラインやメッセンジャーでやり取りする日々が

始まった。 

他の先生たちもオンライン授業に慣れていない

ため、どうやっていいかわからない、機械音痴の

先生だったら使えない人もいるだろうし、あれや

これやミスが起きる。オンラインでのテストはど
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うしたらいいのか、映像はどうやって流したらい

いのか、出席はどうやって取るのか、初めてのこ

とがたくさんなので、先生同士協力しあって情報

交換しないことにはうまくいかないのだ。 

家に 1 日いると退屈なので、しばらくやり取り

していなかったかつての教え子たちにも連絡をす

ることになった。東京に住む教え子は旅行者勤務

だが台湾人の女性と結婚していて、今年の秋には

式をあげるということがわかった。京都で中学の

先生をしている教え子は中学でのコロナの対応の

ことを教えてくれた。和菓子屋に勤めている教え

子は、外国人客がいなくなって、今は仕事が全く

なくて暇なんだと言っていた。 

 居酒屋で働いている友人は小さな店なので人件

費削除のためしばらく暇をもらってしまい、奥さ

んの稼ぎで生活しているらしく、毎日家で料理を

してそれをインスタグラムに上げてくれる。毎週

マッサージに来てくれる友人は、奥さん共々フリ

ーのマッサージ師なので仕事がなくて、せっかく

子供を保育所に入れることになったのに子供も入

園式のみで通えないと話していた。福祉で無利子

のお金を貸してもらうことになったのだが、「元々

貧乏だから大丈夫だけど」と言っていた。  

スポーツクラブでかつてお世話になっていたイ

ケメンのインストラクターも律儀に返事をくれる。

スポーツクラブは 6 月から開けられればいいのだ

けれどと語っていた。大きな会社に勤めている人

はいいけれど、小さな飲食店やミニシアター、あ

るいはフリーランスの仕事の人は深刻である。ク

ラウドファンディングの呼びかけも始まった。普

段お世話になっている俺としてはお金を寄付しな

きゃいけないんだけど、まだ今は自分自身が余裕

がない、ちょっと待ってくれ！！！ 

２年前に卒業した教え子からは突然写真が送っ

てきたりもした。そこには彼と彼の友達が写って

いた。彼らとは卒業の時に食事をしたのだ。二人

は別々のところに就職して、一人は関東、一人は

名古屋にいるのだが、久しぶりに二人会ったので、

俺のことを思い出してくれて、連絡してくれたの

だった。 

 最近結婚した教え子からは突然、彼が上半身裸

でトレーニングしている動画が送られてきた。背

面から撮られているのだが、見事な背中だ。「奥さ

んが撮ったの？」と訊くと、「セルフで撮ったんで

す」とのこと。彼とは卒業後何度も会っていて、

温泉にも何度かいって、お互いに裸を見せ合う仲

になっている。俺のことが嫌いだったら裸の写真

なんて送って来ないだろう。彼は俺に心を許して

くれている。 

 そんなわけで、昔の俺だったらやり取りする相

手なんて誰もいなかったのだが、今は連絡してく

れる人や、きちっと返事をくれる人が確実にいる

のだ。少しは自分に自信を持ってもいいのかもし

れないと思ったのだった。 

 それにしても女っけのない生活だ。俺は女性と

の付き合いはとうに諦めているので、そのことに

なんの不自由も感じないが、死ぬまで頑なに女性

を拒み続けるのもトラウマが癒えていない証拠だ。

死ぬまでにはこのトラウマを解消し、せめて友人

としてもっと女性と付き合えるようにならなくて

はならない。 

これから女性と付き合うためには女性に理解し

てもらうことはないと割り切らざるを得ない。本

質的な違いもあるのだろうが、生まれた時から女

として生きてきた彼女たちには男の心の呟きの部

分はいくら言ってもわからない。わかってもらお

うとするから、女性への不信感が募っていく。今

の俺はこれだけ男の友達がいるのだから、彼らと

完全に同一化して、女性と付き合うという部分で

も同一化するべきなのだろう。東大の先生の安富

さんが言うところの「ホモマゾ」の論理を受け入

れなくてはならない。男は辛いけど、俺たちは男

なんだから、一緒にそれに耐えようねという男た

ちのホモソーシャルな価値観を分かち合わなくて

はならないのだった。 

女性から虐待された過去のトラウマもそろそろ

封印しなくてはならない。俺は女性に傷つけられ

た逆転現象で、その後、相当女性を傷つけるよう
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なこともしてきているのだから。 

 

７．ニュースに目覚める！ 

 俺はお恥ずかしいくらいにニュースを見ない。

そもそも高校にまともに行っていないため政治の

基礎知識がないので、ニュースを見ていてもトン

チンカンでわからない。それに若い頃から長い間、

引きこもりで自分の心にばかり意識を集中させて

生きてきたため、外には目が向かず、政治には無

関心だったのだ。 

 ところがコロナの影響で、ネットのニュースを

毎日かじりつくように見るようになった。今日の

感染者は何人？ それが気になって、毎日夕方に

はTwitterを検索している。なかなか減らなくて、

減ったかと思うとまた増えて、コロナ との戦いは

一進一退。もう本気でコロナ鬱になりそうだった。

それが 5 月になって、やや収束の兆しだ。東京の

感染者も 1 日２桁となり、関西も徐々に減ってい

て、四国や東北などはほとんど新規の感染者が出

ていない。だけど、まだ油断はできないだろう。 

 本当に困ったコロナだが、コロナのおかげで、

ニュースを見る習慣がつき、周りの人たちが安倍

さんを嫌う理由もわかってきた。56 歳になって、

やっと政治に目覚めてきたのだった。 

そんなわけで、この３ヶ月間は本当に慌ただし

い日々だった。様々な変化が起きた。この連載を

ずっと読んでくれている人にはわかると思うが、

この連載で自分史を綴ってきて、毎回あまりネタ

がないなあ、面白くないかもしれないなあと思い

ながら、書く日々が続いていた。 

しかし、今回は次々に違ったことが起きたので、

歳をとってもまだまだ人生何が起きるのかわから

ないなあという気持ちにさせられたのだった。 

 

８．『ヒキタさん！ ご懐妊ですよ』 

（細川徹監督・2019） 

 さて、映画に関しては、京都は映画館が全部閉

まっているため新しい映画は見ることができない。

近所の TSUTAYAも先頃まで閉まっていたので、

配信やネットレンタルで見る日々が続いているの

だが、その中でこの映画をお勧めしたいと思う。 

 マニュアルみたいな映画である。俺は結婚して

いないし、子供がいないので、不妊症や人工授精

のことなんか全然知識がないが、それがよくわか

って勉強になる映画だ。 

 俺はもう結婚したり、子供を作ったりというこ

とは絶対にないはずなので、どうでもいい話でも

あるのだが、ここまでして子供を作りたいと思う

人が世の中にはいるのだと簡単してします。 

 子供なんて作ったら、病気、いじめ、受験、就

職、結婚とあれこれ気を揉まなきゃいけないのに

皆さん健気だなあと感嘆してしまう。 

 この映画、話の焦点は、子供のできない夫婦が

不妊治療や人工授精を駆使してどうにか子供を作

るという部分にあって、その後の子育ての部分に

置かれているわけではない。だから、この人たち

が果たして子供を授かった後幸せになったかどう

かまではわからない。 

 でも、そんなのはどうでもいいか。何らかのこ

とに囚われて、一喜一憂していくのが人間の人生

なのだ。 

 思えば、俺は結果を求めすぎるのかもしれない

のだ。結婚して、子供を作っても、幸せになれな

かったら意味がない。その後のことを悲観的に考

えてしまうため、一歩が踏み出せないのだった。 

 多少は行き当たりばったりにならなくては！ 

そんなことを思ったのだった。人間の人生は全て

悲しいもの、幸せになんてなれないのだと割り切

らなくては！！！  
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役場の対人援助論 

（３３） 

岡崎 正明 

（広島市） 
 

 

私の入院放浪記 

 

こちら側からあちら側へ 

ひょんなことからこの２月に、１ヵ月ほどの入院生活を体験した。  

ご存じの方もそうでない方もいると思うが、私は身体障がい者手帳をもっている。そ

の関係で、幼少期に半年ほど入院したことがある。なので入院自体は初めてではないの

だが、とはいえ約４０年ぶりのことで物心ついてからは初で、ほぼ未知の世界といって

いい心持ちだった。  

今の生活の大部分を占める「家庭」と「職場」から切り離される。それは私にとって、

みんながいる賑やかな街から１人出て、先の見えない荒野をあてもなく放浪する。まる

でブライト艦長と喧嘩してホワイトベースを飛び出し、砂漠を彷徨うアムロのような…。

そんな心細さと寄る辺なさでいっぱいであった。親父にもぶたれたことないのに！  

  

これまで私は父母の丈夫な家系のおかげか、広島の片田舎の水があったのか、大きな

病気もケガもせず、アレルギーや花粉症などの現代病とも無縁だった。そのせいかあま

り自分の体について顧みることをせず、健康に対して変な自信をもっていた。  

 それがこの度、精密検査や運動リハビリの学習のために入院することとなり、ようや

く立ち止まって己の体と向き合い、対話する機会を得た。そこでは健康のありがたみな

ど、多くの入院経験者が感じるであろう気づきがあった（本当にありがたいご縁です）。 

 

と同時に、普段対人援助職として当事者を支援するサイドの、つまりは「こちら側」か

らばかり見ていた景色の、ちょうど反対サイドである「あちら側」から、対人援助職をじ

っくり眺め、当事者をたっぷり味わうことで、初めて見えてきたもの、改めて深く理解で

きたことが多々あった。  

  

 私の個人的な入院日記なんかここで開陳してもしょうがないが、対人援助職の視点に
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関することならば、世の中に少しは役に立つ普遍性があるかもしれない。そんなわけで

今回は、私が入院生活で援助される側になってみて見えた景色の一端をご紹介しようと

思う。  

期せずして新型コロナ禍のタイミングと重なった。私たちの誰もが、いつ支援を受け

る側になってもおかしくない状況がすぐそばに来ている。ぜひ我が事として読んでいた

だければ幸いである。  

   

対等であって対等でない 

「こちらが岡崎さんのお部屋になりますねー」  

 入院初日。ベテラン看護師さんに案内されてたどり着いたのは、縦長の２人部屋。手前

のスペースにはすでに別の男性が入っていた。私は挨拶をして奥の窓側に進んだ。カー

テンで仕切られたベッドとその周囲１ｍに満たない範囲が、私の今後１ヵ月の生活の場

所として割り当てられた。  

 

「テレビカードはスタッフ詰所前で売ってますから。あ、延長コード持ってきますね

ー」慣れた口調で進む説明に置いて行かれないようにと、こちらの緊張度は少し加速す

る。  

 その後トイレ・風呂場・ランドリーなどの共用スペースを案内され説明を受ける。お風

呂は男女が曜日ごとに時間を分けるスタイル。当然だが、自宅のように好きな時間に好

きなだけ入ることはできない。  

 最後にたどり着いた食堂。共用の冷蔵庫や湯沸かし器の使い方を聞いた後、いくつも

並ぶ４人がけテーブルのひとつに誘導された。  

 「え～と。ここ…にしましょうかね？お名前貼っておきますので、お昼からここで食事

をとってください。食べ終わったらそのままでいいですから」  

あっという間に私が今後１ヵ月間食事をとる場所が決定した。隣席や向かいにはすで

に先輩患者の名前が貼ってあり、どんな人と食事を共にすることになるのか、否が応で

も気になってくる。  

彼女は当然のように主導権をとりつつ、あまり形式ばらない口調でテンポよく話を進

めていく。その姿は小気味よいほどである。私は不満や納得を感じる間もなく、目の前で

展開する現実を受け止めることに終始した。  

 

ひと通りの説明が終わり、自分の病室に戻りながら私はある思いに至っていた。  

内容は分かりやすく、混乱させられるようなこともなかった。具体的に教えてもらう

ことで、以前より入院生活のイメージもクリアにもなった。それなのに不安や戸惑いは

あまり解消されない。むしろモヤっと感は増した気もする。これはどういうことか？入

院初日だからこんなもんか？ほかに何か要因が？  

 

思い当たったのが、彼女の我が家を案内するかのような“こなれ感”と、くだけた雰

囲気だった。  

その立て板に水のような説明は、確かに頼れる支援者としても映った。しかし同時に、

圧倒的な支援者側のホームを感じさせ、その対比としてこれでもかというほど、こちら

のアウェー感を身に沁みさせた。  

また、彼女の話にはほとんど質問や確認がなかったのも大きかったように思う。病状

や体調に関する決まり事のような問いは２，３あったものの、「分からないことはないで
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す？」とか「慣れないから不安ですよね」といった、私の理解度や心情を伺う発言はなく、

スラスラと説明が一方通行で進んでいった印象だった。  

 

「自分も似たような対応をしていることがあるかも…」私はとっさに胸に手を当てて

いた。  

 

対象者との垣根をあまり作りたくない思いから、私はやりとりの中で、あえてフラン

クな物言いすることがある。また、説明したい思いが先走りすぎて矢継ぎ早に話を進め、

相手の理解度を確認できていないという事態にも心当たりがあった。  

 どんなに良かれと思ってした行為でも、その結果相手に不快な思いをさせては意味が

ない。当たり前のことだが、私は改めて何事にも長所と短所（副作用）が存在し、どんな

に良いと思われるスキルや手法も、相手の背景やタイミングを見極めて使うことで、初

めて活きてくるのだということを思い知らされた気がした。  

  

私はこれまで「支援者も当事者も、同じ人間として対等だ」と思ってこの仕事をしてき

た。  

もちろんそれは基本的に間違っていないだろう。  

 

だが私たちが社会のある場面で「支援者」と「当事者」という看板をつけて出会う瞬間。

その立場やスタートラインは大きく違う。我々はそのことを、プロフェッショナルとし

て大いに自覚しなければならない。  

親しみをもってただ近づくだけでは、無意識に相手を傷つける可能性もある。そんな

自戒に至らせてくれた体験だった。  

   

管理下で暮らすということ 

入院が決まった当初、私は不安もある一方、どこか楽しみにしている部分もあった。  

仕事を離れ、家の雑務からも解放され、のんびりと積み上げていた本を読んだり、観た

かった映画をみたり…。慌ただしい日常を忘れて少しまったりできるかも…と、甘い妄

想をしていた。  

 しかしいざ実際に入院してみると、当然のことながら病院はそんな夢の国ではなかっ

た。妄想は蜃気楼のように消えた。もちろんそれは病院のせいではなく、圧倒的に私自身

の問題であるが (笑 ) 

 

あらためて気づかされたのは「管理された集団生活」というものが、いかに私たちの一

般的な、いわゆる自立した社会生活と違うか、ということだった。  

  

振り返って考えてもらいたい。  

「あなたが夕食後に歯を磨をくタイミングは？食後すぐ？３０分後？寝る前？」  

「お風呂に入るときの習慣は？本を持って入って長風呂する？先に体を洗う？それと

もまず湯船につかる？タオルはフェイスタオルで間に合わせる？それとも必ずバスタオ

ル？」  

 「ご飯のお供がいる人？毎日欠かさずとる食材がある？ご飯派？パン派？それとも

麺？」  

 「独り言はするほう？鼻歌は歌う？音楽を聴く？いびきはかく？暑がり？寒がり？」  
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考えれば考えるほど、私たちの「日常」や「当たり前」はみんな違うと分かる。  

生活とは、いうなれば「個人のわがままの集合体」のようなものだ。トイレの使い方や、

物の整理の仕方ひとつをとっても、その人その人の、その家その家のやり方がある。そこ

には多数派や少数派はあれど、絶対に正しいひとつのやり方などというものは存在しな

い。  

 

 しかし「管理された集団生活」というものは、個々人のそういった細かなスタイルを、

すべて尊重するようにはできていない。そもそも病院であれ施設や寮であれ、管理され

た集団生活というものは、なんらかの目的をもち、その効率性を考えて作られた構造で

ある。  

 だからいかに管理者側が工夫して利用者の自由を増やしたり、選択できる環境整備を

しようとしたりしても、そこには限界がある。そのため家庭生活であれば問題ないこだ

わりや習慣が、集団生活では「個人のわがままだ」「嫌ならお引き取りを」という事態に

なってしまう。  

 

入院生活自体は確かに雑務に手を取られることが少なく、楽な面が多いのも事実だ。

炊事も掃除も人任せ。安全と安心を自分以外の誰かが考えてくれ、保障してくれる生活

であり、ある意味本当に快適だ。  

 だが他人におのれという船のオールを預ける生活というのは、自らの判断で行き先を

考えることをやめ、自分の選択に労を注ぐこともしなくなってしまう。それは結局個人

の主体的な力を奪うことにつながり、やたらと他罰的・被害的になったり、防衛から諦め

がちな思考に陥りがちな傾向を生みやすい。  

そんな入院患者をそばで見たり、おのれ自身もそんな傾向になっていくことを感じ、

私のストレスはボディーブローのように少しずつ蓄積していった。長期入院が患者の

QOL に悪影響をもたらすという理論を、身をもって感じた日々だった。  

 

 これは児童養護施設の元職員から聞いた話だが、例えば食事の献立についても、施設

では毎月 1 ヵ月の予定が事前に栄養士などの専門職によって作られるのが通常だという。

学校の給食を思い出してもらうと、何となくイメージがつくだろう。  

 だが普通の家庭では事前に 1 ヵ月の献立が計画されているというのは、まず聞かない。

むしろ「今晩何にする？」「カレーが食べたい！」「TV で観てたらラーメンが食べたくな

った！」などという会話がなされ、無計画にその時の気分や状況で献立が決まることが

多いのが普通だろう。  

  

そのため施設で育った子たちはそういう経験が乏しく、社会に出てから困ることがあ

るという。なるほど。言われてみるまで当たり前すぎて、そんな日常のひとコマの持つ価

値や意味に気付いていないが、その中で我々は自分の意見と相手の意見を擦り合わせた

り、主体的に物事を決定していく術を自然に学んでいるのかもしれない。  

  

 また、個人的には何気ない日々の生活音や家族の喧噪が、とても恋しくなった。実は私

は独り言や鼻歌がわりと多い人間で、自宅ではブツブツ言いながら活動したり、中途半

端な歌を口ずさんでは生活のリズムをとっている。しかし静かな病院での共同生活では、

そんな些細な音でさえ周囲に気を使い、いつもどこか気を張った状態で過ごすことにな

る。  
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災害時に避難所の体育館での生活がストレスで、車中泊や壊れた家屋での生活を選択

する人が多くいたというのも、なんとなく理解できる気がした。  

 

他人の靴  

 保育士でコラムニストのブレイディみかこ氏が、著書の中で「他人の靴を履いてみる」

というイギリスの格言を紹介していたことがある。  

 相手の立場に立って物事を考える。相手の背景に思いを馳せ、そこから見える世界を

想像する―。そんな態度を端的に表現した、とてもいい言葉だと思う。  

 

 私たちの価値観や選択・好悪・趣味嗜好は、それぞれの DNA と置かれた環境・経験か

ら導き出された、実に個人的なものである。そこに唯一の正しさや「あるべき姿」などな

い。だから当然、こちらの正義と相手の正義はぶつかることがしょっちゅうだ。所詮私た

ちは、互いを完全に理解するなんて永遠にできないのだろうと思う。  

 

 しかし同時に、だからこそ相手のことを、違う立場のことを、よりよく理解しようとす

るべきなのだとも思う。そこに新たな学びや、可能性が見つかるのだ。  

 我々の先祖が生物の生存戦略として個体差という作戦を選択したのは、「違い」こそが

強みになることに気付いたからだ。科学技術の進歩や芸術・文化の発展は、まさしくその

「違い」という名の多様性があったからこそ生まれたものだろう。  

 

 まだまだ修行中の私は靴を履き替えるだけでは足りず、仕事着を入院服に着替え、自

宅を病室に置き換えてやっとここまでイメージできた…というわけだが、対人援助の職

につく人にも、そうでない人にも、時には自分の靴をちょっと脱いで、相手の靴に足を入

れてみることをお勧めしたい。その履き心地や、そこから見える世界を想像することは、

きっと自分の世界を広げることに役立つと思うから。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

○話し合いにならない世界 

 議論しにくい世の中である。 

人はお互いに理解し、議論しあいながら

成長していくものだと思っている。他人を

本当に理解するなんてことはできないのか

もしれないけれど、いくらかでも理解しよ

うとするし、されたいと思う。誹謗中傷から

議論は生まれないし、そもそも誹謗中傷す

る人は「誹謗中傷したい」だけであって、議

論する気がないということが問題なのだと

思う。我々の中にはどうやら攻撃性という

ものがあり、大義名分の元、暴走してしまう

こともままあるようだ。ただ、無用な暴走に

はペナルティもあるし、「ごめんなさい」と

いうこともできる。自分の失敗を受け容れ

ながら、他者の失敗も受け入れながら、意見

をすり合わせ、よりよい答えを見つけてい

くのがよいのではないだろうか。 

社会だって同じだ。ただ意見をぶつけ合

ってもだめで、お互い聞きつつ、批判もしつ

つ、最終的なよいカタチを作っていくのが

理想的だろう。 

 しかし、実のある建設的な議論ができて

いるのだろうか。きちんと見えるのは自分

のまわりくらいであるが、ごくごく身近な

「打合せ」では議論ができることも多いよ

うに思う。しかし、少し大きな会議になる

と、途端に議論の場ではなくなってしまう。

「突っ込まれないような無難な資料」を用

意し、議論ではなく説明でしかない場合も

多いのではないだろうか。 

 我々の国全体について議論するべき国会

があの様子であるのは象徴的なのかもしれ

ない。この国では、物事を推し進めるために

議論は必要なく、反対意見に対しては意味

のない長文を返答して黙らせ、強引に採決

に持ち込み、数の暴力で押し通してしまう

ことが「正しさ」なのかもしれない。 

 

 議論ができなくなっているのが顕著であ

るのは、ネットの世界だろう。議論どころ

か、誹謗中傷ばかりだし、それが目立ってし

まっている。 

 有名人などは、 

目立ったところで発言する 

 → クソリプだらけ 

 → 撤回、謝罪 

 → 発言しなくなる 

といった流れができてしまっている。 

無難なことしか言わない人が増える 

→ 目立つことをいう人はたたかれる 

→ より無難な発言が増える 

となる。無難なことばかり言っていると、物

事に変化が起きにくくなる。批判があって

も関係なく、自分の主張を続ける人たちも

いるが、そういう人たちのもとにはさらに

Sheet9 

AUGUMENT 
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多くの罵詈雑言が届いていることと思う。

好きではない芸能人に「しね」などとメッセ

ージを送るのは理解しがたい。そんな暇と

エネルギーがあるなら、好きな芸能人に「す

き」って送ったほうが有益じゃない？（それ

はそれで気持ち悪がられる可能性はあるが） 

 

○クソリプしてる人はヒマなのか 

Twitter などで有名人が一言いうと、正当

な批判があるのは喜ばしいくらいで、言い

がかりといえるものが非常に多い。 

「このお店のケーキおいしい！」などと

書いたとすると、 

→宣伝ですか？いくらもらってるんです

か？（もらってないし、もらっててもオマエ

に関係ないだろ） 

→ウチの店はまずいということか？撤回し

ろ。（そんなこと言ってないだろ日本語嫁） 

→病気でケーキを食べられない人の気持ち

を考えたことがありますか？不謹慎だ。 

（不謹慎警察） 

→あなたがおいしいからといって万人がお

いしいと思うとは限らない。（だからなに？） 

→私はおいしいとは思いませんでした。 

（だからなに？） 

→30 年前からある老舗です。今更ですか？ 

（だからなに？） 

いわゆる「クソリプ」（クソみたいなリプ

ライ）の例として挙げられているものだが、

実際にこういうことが起きている。インタ

ーネット、メール、SNS は非常に手軽で便

利だが、その手軽さゆえ「クソリプ」も手軽

にできてしまうのが難点といえば難点だ。 

現実の場面においても、役所仕事をして

いると感じるが、文章にしろ口頭にしろ、と

にかくエクスキューズから始まることが多

い。この場合のエクスキューズとは、「事前

の断り」「転ばぬ先の杖」「先にしておく言い

訳」「責められる前の予防線」という意味で

ある。 

メールを「いつも大変お世話になってお

ります」とか「お忙しいところ恐縮ですが」

とかで始めるものもそうだろう。 

ネットの世界でもへんな慣習ができてい

る。Twitter では「FF 外から失礼します」だ

し、Facebook では「シェアさせていただき

ます」だし、これらもエクスキューズのひと

つといえるだろう。 

 ※1 「FF 外から失礼します」→「フォ

ローしてもされてもいないのに、コ

メントさせていただきます」の意。

Twitter はそもそもそういう仕様なの

だから「はじめまして！ねこちゃん

かわいいですね！」でいいじゃない

か。 

 ※２「シェアさせていただきます」→素

敵な記事などを、自分のページでも

お知らせすることを「シェアする」と

いう。いい意味で「仲間にもいいふら

す」という感じ。そもそもシェアされ

たくないものはシェアできないよう

にできるので、「シェアする」のボタ

ンがあるということは広めていいと

いうこと（設定しわすれだなと思う

なら、「これシェアしていいやつ？ま

ずそうだけど？」と聞けばよい）。シ

ェアしたことを伝えたいなら「ステ

キな記事、シェアしました！」でいい

じゃん。なんでそんなに下から「させ

ていただく」のよ。いっそのこと「御

シェア奉りました」くらい言っちゃ

えば面白いのに。 
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同様に、行き過ぎた敬語も気になる。「そ

れでは研修会をはじめさせていただきます」

などというのは、誰に何をさせていただい

ているのかと問い詰めたくなる。「開始いた

します」で十分ではないのか。「お手元にご

ざいます資料の何ページをご覧いただきた

いのですが、こちらにございますのが例１

でございます。こちらにつきましては、皆様

ご存じの通りでございまして、大変使いや

すくなってございます」とかもう「ございま

す」が耳障りすぎて内容が入ってこない。敬

語はそれ自体に情報はなく、情報伝達とい

う意味においては無駄でしかないため、そ

の割合が増えるということは、無駄な時間

が増えるということになる。 

 

失敗を受け容れない姿勢、誹謗中傷の多

さ、質問に対する的外れな回答、クソリプ、

無駄な敬語などを挙げてみたが、どれも、議

論を寄せ付けないことに結び付いていると

思う。挙げる課題もその結果も、即時性が求

められその場限りのものになる。長期的な

視点は重視されず、すぐに成果が見えるも

のが喜ばれている。 

 

○議論しようぜ 

 ここまで書いた「議論を求められてない」

ということに加えて、即時性が全面に出て

しまうと「議論ができないこと」も問題とな

るだろう。議論が、「どちらの主張が正しい

のか、相手を言い負かすこと」となっている

のではないだろうか。議論による結論とし

ては、「A か B か決める」といったものにな

るだろうが、本当は「A のいいところと B の

いいところをとって、C という結論にする」

ことが理想的ともいえるだろう。 

議論ではなく、ただ自分の意見を言い合

っているだけのことも多い。人の意見を取

り入れるのがうまくなく、「主張を変える＝

敗北」とでも言わんばかりである。非の打ち

どころのない、100 点満点の答えでなけれ

ば受け容れなかったり、「正しいことはひと

つでなければならない」といった信念があ

ったりする。主張に対する意見も、マイナス

面を述べて相手を言い負かそうというだけ

では、適切な議論にならない。 

 世の中って、正解か不正解か、じゃないは

ずだ。そんなこと誰だって知ってるし、先達

として後輩に「世の中とはそういうもんだ

ぞ」と助言していたりもするだろう。私だけ

が絶対正しいってこともない、っていうこ

とも知っているだろう。でも、人はたまに

「絶対にオレさまが正しい！」「落ち度があ

るオマエが悪い！」としちゃうのだ。 

 また、人はかわる。「前は A がいいと言っ

てたけど、今は考えがかわって B のほうが

いいと思っている」なんてことも当たり前

なのに、「おまえは前は A って言ってたじゃ

ないか！信用できん！」などと、変化するの

が当たり前だと知っているくせに、責める

材料にしたりもする。 

 

○政治家選ぼうぜ 

政治家を選ぶ議論が例になるかもしれな

い。 

「A さん」→でもあいつ自民党だしな。 

「B さん」→民主党もダメでしょ。 

「C さん」→公明党なんてもってのほか。 

「D さん」→あいつは 10 年前にひどいこと

言ってたんだぞ。 

「E さんの考え方好きだな」→5 年前に失言

してるからダメだ。 
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 じゃあ誰が清廉潔白で 100 点満点なの

よ！と言いたくなる。100%完璧な結論も政

治家もいないのだから、自分の意見に近い

ことを多く言っている人、絶対反対したい

主張をしていない人を選ぶのが良いのだろ

うと思う。（※政策は例です） 

例１：この人は選択的夫婦別姓を主張して

いるから支持したいが、原発再稼働を主

張している。これは受け入れることがで

きないから違う人にしよう。 

例２：この人は教育改革に力を入れて、水道

民営化に反対しているところは賛成。消

費税増税の派閥に入ってるけど、そこは

仕方ないか。この人を応援しよう。 

例３：そもそも何言ってるのかわからない。

一貫性を感じられないからこの人はパス

だな。 

例４：前回、この人は「今の内閣を変える」

って言ってたからいいと思ったのに、い

まは現政権と同じこと言ってるじゃん。

これは受け入れられないな。 

 

譲れないこと、許せないことはあるだろ

うから、そこはよいとして、例えば、ただ改

革すればよいというものではない「教育改

革について」「水道民営化について」はさら

に議論の余地があるだろう。ここで例えば、

国鉄民営化や郵政民営化の功罪を考えてみ

るといいかもしれない。インフラとして、電

気事業はどうだろう？うまくいっていると

ころは？民営化が悪影響を与えたのはどこ

だろう？と話し合うといいかもしれない。

「民営化は悪である」「党として民営化を進

めなければならない」というスタンスでは、

話が深まらないのである。 

 

○主張しようぜ 

 議論に必要なのは、主張である。これがな

ければどうにもならない。そして、主張する

のは結構めんどくさい。自分の考えを少し

まとめ、足りないところは調べ、反対意見も

調べてみたりしないと「自分の考えはこれ

だ！」としにくいからである。「なんとなく

すきぃ」でも構わないのだが、議論の対象に

はなりにくい。 

 「原発再稼働に反対」するのは簡単だ。核

の汚染の被害は広く長くかかるからだ。じ

ゃあ、足りない分はどうする？安全性とは

なに？今あるものはどうする？廃炉後の対

応は？設置している地域の経済は？などな

ど、考えることはたくさんある。全部を知っ

て意見できるまでいかなくとも、「なんも知

らないけどなんかイヤだからはんたーい」

では議論にならないのである。 

 

 頭から否定せず相手の主張も聞きつつ、

自分が調べたことをもとに主張し、意見を

伝え、すり合わせるということができるひ

とが増えると、世の中はだいぶよくなるん

じゃないか、住みやすくなるんじゃないか

と思う。 
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発 達 検 査 と 対 人 援 助 学        

新 版 K 式 発 達 検 査 を め ぐ っ て  そ の ㉛ 

           大 谷  多 加 志 
 

 第 10号から始めた連載が、今回で 31回

目となりました（一度だけお休みしました）。

今年の 4 月から、自分自身の働き方も大き

く変わりました。人は、自分が立っている場

所によって、感じることがとても違うのだ

ということを、身をもって感じました。そん

な中で、この連載を今号でいったんの区切

りにしようと思います。そして、次号からは

新しい連載で、再スタートしようと思いま

す。立ち位置が変わった、今だからこそ感じ

ることを書いていこうと思うからです。今

号のタイトルである「発達検査の対人援助

学」は、新連載のタイトルであり、これから

考えていきたいテーマの一つです。今号は、

これまでの連載の最終回であり、次の連載

の第ゼロ回であり、という心持ちで書いて

います。 

 

 この連載は 2012 年の 9 月にスタートし

ました。ここまで 8 年間 31 回の連載でし

た。この 8 年間、私の仕事の中心にあった

のが、連載のテーマである「新版 K式発達

検査」です。発達検査という特性上、検査内

容を直接記述することはできなかったので

すが、検査を巡って日頃考えていることを、

その時々に思いついたテーマで切り取って、

連載を続けてきました。31回も続けられて、

その気になればまだ続ける余地があるとい

うことが、この検査が持っている奥深さの

一つの表れであるように思えます。 

また、仕事に何か一つの軸があるという

ことが、思考を深め、活動や人とのつながり

を広げていく上で、とても大きな力になっ

ていたことを知り、自身の置かれていた場

が恵まれていたことを実感しています。人

に力を与える「使命＝Mission」とは、この

ようなものなのかもしれません。 

 

立ち位置が変わったことで、今自分が何

をするかを改めて考える機会を得ました。

今度は、巡り合わせで決まるのではなく、自

分で決めることが必要であると感じていま

す。幸いにして、引き続き、研究の場も、教

育の場も、実践の場も与えられています。と

ても恵まれています。そんなことを思いな

がら、スッと頭に浮かんできた新連載のテ

ーマが「発達検査の対人援助学」でした。 

 このテーマを選んだ動機はシンプルで、

“発達検査を用いて、私たちは何をしてい

るのか（いったいどのような対人援助を行

っているのか）”という点を、もう一度根本

から見直してみたくなったからです。 

「発達検査」というのは、良くも悪くも一

つのツールです。その意味では、レントゲン

検査とも、CT検査とも大きな違いはないか

もしれません。しかしながら、「発達検査」

をめぐる関係者に生じる出来事や、それを

取り巻く感情や葛藤は、他の検査とは少々

異なる部分も少なくないように思います。 

 ここでは、他の検査との差異を生じさせて
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いる要因について、発達相談という場の特徴

という観点から説明してみようと思います。 

 

 一般に医学的な検査は、健診であれ、精密

検査であれ、何らかの異常や病因を発見する

ために用いられることが大半でしょう。とく

に異常所見がなければ一安心ですが、病因を

特定するための検査であれば目立った異常

が見つからない場合、それはそれで少々困る

かもしれません。ただ、この場合でも、病因

は検査した部位や内容の異常によるもので

はない、という形で可能性から除外していく

ことできるので、病因の特定に向けて一歩前

進したことにはなります（実際には、偽陰性

など、検査の信頼性の問題がありますが）。

このように、医学的な検査では、その状況に

おける好ましい結果が何であるかはさてお

き（異常が見つからないのがよいのか、病因

を特定するために見つかる方がよいのか）、

関係者にとっての好ましい結果はほぼ一致

するでしょう。要するに、本人は異常値が出

ないでほしいと思っているのに、家族は異常

値を願う、というような食い違いです（2時

間サスペンスならあるのかもしれませんが

…）。発達検査の場合は、ここに多少の食い

違いが生じる場合があります。 

まず、園の先生から発達相談を勧められ

て、気乗りしないものの検査を受けること

になったケースを想定します。この場合、相

談に気が進まなかった保護者からすれば、

検査上は問題ない（平均範囲内）というのが

望ましい結果になります。一方で、相談を勧

めた先生の立場は、これと一致する場合も

あれば、違う場合もあります。「問題ない」

という結果が出ることで、“先生の考えすぎ

だった”“うまくいかないのは先生の関わり

方の問題では”という責めを受ける可能性

があるからです。発達相談への抵抗が強い

時ほど、勧めた人と受ける人との食い違い

が大きくなりがちです。 

 ほかにも、保護者が発達検査を希望し、祖

父母からは“そんなことしないでも…”と言

われているというケースもあります。その

場合、保護者は「問題ない（平均範囲内）」

という結果は望ましくもあるのですが、“あ

なたの考えすぎだった”“うまくいかないの

は育て方やしつけ問題では”という責めを

受ける恐れもあります。 

 この 2 つのケースはあくまで例として挙

げただけで、実際のところ、望ましい結果の

食い違いについては、関係者の数だけ生じ

る可能性があるので、組み合わせは無数で

す。通常、検査場面には、検査者と子どもが

いて、その間に発達検査というツールがあ

って…という形ですが（図１）、その背景に

は、その子どもの家族（両親や兄弟）の存在

があるわけです（図２）。 

 

図１ 検査場面の構造 

 

図 2 検査を受ける子どもとその家族 
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さらに、その家族にはさらに祖父母や両

親の兄弟がいたりするわけで（図 3）、この

発達検査の実施についてそれぞれの思いが

あるわけです（もちろん、関係性によっては

“関心がない”という思いの場合もありま

す）。 

 

図 3 検査を受ける子どもと家族(2) 

 

そして、家族だけでなく、その子どもと関

わる園や学校の思いもあります。ここでも、

担任や主任、園長（校長）の中で、検査につ

いての考えが一致している場合もあります

し、そうでない場合もあります。さらに言え

ば、検査者自身が、所属機関の意向を背負っ

て、発達検査に臨んでいるケースもありま

す（図 4）。 

 

図 4 検査を取り巻く関係者 

そして、発達検査の結果自体は、そうした

関係者の意向とは関係なく、図１の検査場

面でのやりとりの結果として表れるわけで

す。 

 

 要約すれば、医学的な検査であれば実施

の判断は医師がしますし、通常検査自体に

抵抗する人はほとんどいません。また、その

時点での望ましい結果についても、関係者

で不一致が生じることは少ないでしょう。

それに対して、発達検査については、それを

受けたい（受けてほしい）という動機を持ち

得る人が限定されておらず、極論で言えば、

その子どもに関わる人であれば誰でも発達

検査を受けることを勧める可能性がありま

す。この時、勧めた人とそれ以外の人とで、

必ずしも望ましい結果が一致しているとは

限りません。受ける―受けないという判断

についても、日常レベルにおけるさまざま

力関係が含まれた結果としてなされること

も少なくありません。 

 このような「発達相談」の場を考えると

き、狭い意味での発達検査を実施する場面

だけを扱うのではなく、“そもそも発達相談

とはどのような対人援助場面であるのか”

という点から問い直してみることが必要で

はないかと思うのです。 

 この連載は、31回目で一区切りです。次

号からは、この「発達検査の対人援助学」を

テーマに、新たなスタートを切りたいと思

います。 
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講演会＆ライブな日々㉓  

 

 

 

 

 

 

古川 秀明 
 

 

学校という居場所と新型コロナウイルス 

～スクールカウンセラーは見た！～ 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、一斉臨時休校の措置がとられ、現在（この

原稿を書いている５月２４日時点です）も解除されつつありますが続いています。 

 

そこで今回は臨時休校措置が始まった３月から現在までの、学校という子供達の居場所

について、スクールカウンセラー（以下 SCと表記）の立場から見た私の考えを書かせて頂

きます。 

 

一斉臨時休校中、教職員は交代で勤務します。 

 

そして、自宅学習のためのプリントを配布する家庭訪問、電話などを通じて、子供の安否

確認をします。休みが長いので、さぞかし子供達に異変が起こるのでは・・・と思いきや、

みんな案外元気なのです。しかも、一斉休校に伴い、いつのまにか学校から消えた問題がい

くつもあります。 

 

① 不登校 

学校に通わなくてもいいのですから当然不登校も成立しません。そして今、不登校だ

った子供達が元気です。学校へ行く必要がないので、誰に負い目を感じる必要もありま

せん。同じような報告を、引きこもりの若者を専門に扱っている仲間のカウンセラーか

らも聞いています。新型コロナウイルスの影響で外出自粛、営業自粛、テレワークなど、
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家族が家の外に出ないのは、引きこもりという状態を目立たなくします。ずっと部屋か

ら出てこなかった不登校や引きこもりの青年が、家族と一緒にコロナ関連のワイドショ

ーを見ながら自分の意見を言ったりしているようです。中には引きこもっている自分の

経験から、楽しい引きこもりの方法を自分の家族に教えている人もいるようです。その

意見には「なるほどなぁ」とうなずける所もあり、そうなると今まで日陰者だった不登

校や引きこもりの人たちに、良い意味でのスポットライトが当たり、ほんの少しにせよ

自己肯定感が上がります。その結果、普段より元気になれるというわけです。このよう

に不登校の子は休校のおかげで元気ですが、その反対に元々学校が好きで元気な子はど

うかというと、みんなそのまま元気です。（少なくとも私が勤務する小学校から高校ま

で、学校に行けないから子供がノイローゼになったという報告はありません）。つまり、

休校により、学校という「場」が無くなると（機能が停止すると）今まで元気がなかっ

た子は元気に、最初から元気な子はそのまま元気であることが確認されました。1995年

に SCが導入されてから、「不登校」は学校が抱える問題NO.1です。そんな根深い問題

を、新型コロナウイルスは皮肉にも、わずか３か月で解決してしまいました。 

② いじめ 

学校が休みとなり、物理的に学校内でのいじめは発生しません。私の勤務する学校でも

報告されるいじめ事案はゼロです。（ラインやネットなどの見えないところのいじめも含

んでいます）。子供に起こるいじめはほとんどが学校での人間関係から生まれますから、

学校がないことといじめがないことは連動しているのです。その理由を学校の構造から

考えてみましょう。学校は教室で区切られ、そこに同年代の子供が大勢詰め込まれます。

同年代の子供を同じ場所に集めると、必ずいじめが発生します。これは子供達の性格や育

った環境よりも、狭い場所に同じ歳の子供を大勢集めるという「場」の影響が大きく働い

ています。いじめ問題では、「社会問題」「親の育て方」「教師のクラス運営の在り方」な

ど、様々な原因が論じられていますが、そのどれもが「学校ありき」で語られています。

つまり、学校は存在しているものということを大前提にして、いじめの原因を探り、解決

策を見出そうとします。そこに「もし学校がなかったら・・・」という発想はありません。

それを新型コロナウイルスはひっくり返しました。もちろん学校がなく、登校できないこ

とによる弊害は山ほどあります。しかし、いじめられていた子供にとっては、学校が閉鎖

されたことで毎日の苦痛、心の傷、自殺などから守られているのも事実です。いじめは、

学校という「場」がメインステージなのです。 

 

③ 発達障害 

発達障害を持つ子供の最大の苦痛は人間関係です。発達障害の子供が抱える「場の空気

を読めない」「人との距離感がつかめない」などのコミュニケーションに関する問題の多

くは、学校で起こります。家の中は、幼いころからその子が暮らしやすいように構造化さ

れており、さほど問題は起こりません。発達障害を持つ子供達が、休校によってパニック
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を起こしているという報告は、少なくとも私の勤務校では聞きません。家で快適に時刻表

を眺めたり、ゲームをしたりしているようです。 

 

④ 親の負担 

学校がないので、食事など日常生活における親の負担は大きいでしょう。しかし、学校

関係のストレスはありません。特によく学校で問題を起こす子供の親は、学校からの「実

は今日も～君がこんな問題を起こしましてね」という、寿命が縮むような連絡を受けなく

て済みます。また不登校の子供を持つ親は、毎朝学校に「すみません、今日も起きてこな

いので休ませます」という、とてもストレスフルな電話をしなくても済んでいます。 

 

⑤ 児童虐待 

臨時休校で虐待は増加しています。ただ、その増加率は想像するほど高くはありません。

５月に報告された厚労省のデータによると、１月～３月の虐待対応件数は前年度より１

～２％増で、コロナが影響しているかどうかは不明です。今後の推移を見守らないと何と

も言えませんが、学校臨時休校で虐待対応件数が激増したのであれば、明らかにコロナが

原因だと思われます。しかし現状では、子供が学校を休んでいるから虐待が増えたという

よりも、親の経済状況やストレスが原因となっているのではないかと思われます。 

 

⑥ モンスターペアレントと教師の休職 

子供が学校に来ないので親がクレームを入れる要因がありません。いくら理不尽な親で

も「学校が悪いからコロナが蔓延した！」とまでは、さすがに言いません。 

親のクレームもなければ手のかかる子供に振り回されることもない教師は、元気がない

にしても、わざわざ休む必要はありません。教師にも在宅勤務が認められているので、あ

えて年休や時間給をとる人などいないのです。 

 

 

「学校休校で発生する問題を考える」 

 

１＜学力の低下＞ 

 

休校による一番の問題は学力の低下です。だけど学校があろうがなかろうが、勉強する子

はしているので成績は下がりません。コロナが収束した後、もし学校がなくても、勉強の質

だけで言えば、学校は学習塾にとっくに負けているので、学力維持は学習塾で十分です。ま

た休校中にタブレットや zoomなどのインターネット機能を使い、対面式の授業を自宅で受

けることが可能ですが、休校中にネット学習を実施した学校の生徒参加率は、毎回ほぼ

100％だそうです。つまり今まで不登校だった子は教室で勉強することができなかったので、
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学力も下がりますが、自宅に居ながらのネット学習であれば授業に参加できるので、不登校

で全く授業に参加できない時よりも勉強量が増えると思われます。 

 

２＜人間関係＞ 

 

人間関係については学校でしか構築できません。しかし、それだけを考えるのであれば、

同年代の子供達を狭い教室に大勢詰め込む以外の方法もあると思います。 

以上のようなことから、子供にとって「学校という居場所」の喪失が、様々な問題解決にな

り得ることが推察されます。 

 

 

「まとめ」 

こんなに良いことばかりがあるのだから「学校をなくしてしまえ！」などと乱暴で早計な

ことを言いたいのではありません。 

 

今回の休校はウイルス感染防止の一時的な措置であり、それが当たり前になれば新たな

問題は必ず起こるでしょう。 

 

しかし今回の「一斉臨時休校」は、学校という子どもの居場所について、何か一石を投じ

ているのかもしれません。 

 

考えてみれば、新型コロナウイルス以外に日本中の学校を休校させる力のある存在はな

いのです。 

 

不登校やいじめの解決策を考えるために、一度学校を閉めて様子を見ようという発想な

ど誰も持っていませんし、意図的にそんなことを画策しても、数えきれないほどの問題に直

面し、結局は現状維持に落ち着くだろうと思います。 

 

ところがこのウイルスは問答無用で即実行に移させました。 

 

コロナで亡くなられた方や、経済的に大打撃を被った方にはこれ以上の不幸はありませ

んが、‘教育現場’はここから何かを学ぶ姿勢があっても良いのではと思います。 

 

学校という「場」は人間が編み出した素晴らしい教育システムです。後世に残すべき偉大

なものです。 

 



142 

 

が、その制度が経年劣化を起こしていることも否めません。 

 

教師も親もカウンセラーも、既存の学校システムの中で育っています。 

 

言い換えれば、今の学校制度しか経験していませんし、それが揺るぎない常識となってい

ます。 

 

学校を閉鎖するという、自分が経験していないことを発想するのは難しいものです。 

 

人間は未経験の領域に足を踏み入れることに強い不安と恐怖さえ感じます。 

 

そんな臆病な私達に新型コロナウイルスは「ほら、学校を閉めたらこんな良いことがある

んだぜ」と、教えてくれているような気がします。 

 

（そのやり方はとても脅迫的ではた迷惑ですが・・・） 

 

今ある学校を残しながら、新しい「学校という子供達の居場所」を考える時が来ているの

ではないでしょうか。 

 

人類史上、ウイルスはいつの世も厄介なものですが、彼らを排除できない以上、共存し、

逆にウイルスから何かを学ぶしたたかさも必要です。 

 

そんな積み重ねが実を結び、いつか学校の問題が全部なくなる日が来たら素晴らしい。 

 

あ、そうなると真っ先に SCは失業してしまいますね。 

 

ま、ええか。 

 

シンガーソングカウンセラー 

ふるかわひであき 
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家族と家族幻想 2 
  

坂口 伊都 
 

 

 

 

 

人の行動を左右するもの。 

それは何だろう。 

価値観、文化、年齢、立場・・・。 

いろいろあると思うが、育てられ方

からも様々な影響を受けているよう

に感じる。 

 

  

Stay Home が促され、それが緩和されつつもコ

ロナウイルスの第２波を心配する状況下で、この

マガジンが発行される頃は、どのような日常にな

っているのかと思いながら書いています。誰にも

先が見えないストレスの中、日常を送るという今

までになかった体験を課せられていますが、皆さ

まお元気でお過ごしでしょうか。私の生活も、な

かなか職場に出向けなくなり、Zoom でミーティ

ングをするように変わりました。まさか、機械に

関心がない私が、パソコンの画面を見ながら話を

するようになるとは思わなかったです。必要に応

じて、人は変化して対応していくもので、これも

進化の一つでしょうか。2 月末に企画していた研

修も開催できなくなり、1 回延長をして会場を押

さえたのですがこれも断念し、Zoom ウエビナー

のオンライン研修に切り替えることにしました。

たまたま 2 月の研修担当の代役を引き受けること

になり、何故かそのままオンライン研修の担当に

居残りってしまいました。私の意志とは関係なく、

未知なる世界に足を踏み込んでしまい、対応に苦

慮しています。 

また、私が講師を務める予定だった研修も会場

開催は無理なので、ビデオで撮って送ってくださ

いと言われました。研修時間が 1 時間に短縮にな

ったので、すぐ終わるだろうと高を括っていたの

ですが、久しぶりに出社したパソコンで状態が悪

く、別のパソコンでプロジェクターに繋ごうと思

ったら線が違って繋げられません。その線を見つ
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け出すのに時間がかかり、やっと繋がったと思っ

たら、今度は画像が出てきません。この時点で、心

の半分が折れていました。何とかビデオ撮影する

段取りまでこぎつけ、ビデオ撮影をしようとする

とプロジェクターの画面に虹色の光のノイズ（テ

レビをビデオで撮ろうとすると出るやつです）。ま

じかぁぁぁぁぁ。ノイズの消し方を調べていろい

ろ試しましたが、ノイズを消すことはできず、あ

んなに苦労して繋いだプロジェクターは何だった

のか。仕方がないので、パソコンにスライドショ

ーを映し、ビデオ撮影すれば何とかなるかと思い

ましたが、人と画面のバランスがよろしくない。

次の策は、一人 Zoom ミーティングでスライドシ

ョーを画面共有すれば、小さく人も映り、録画可

能と思いつき、これでやっと撮影に入れました。

朝一から始め、撮り終えたのが 15 時過ぎで、1 時

間の研修にほぼ 1 日をかけてしまい、気が遠くな

りました。 

オンライン化と言えば、娘がこの 4 月から大学

の新入生になりましたが、キャンパスに入れない

ので、ゴールデンウィーク明けからオンライン授

業になっています。入学当初は、右も左もわから

ない中、科目登録をしなければならず、親もシラ

バスを読み込んで悪戦苦闘。その中、ガイダンス

をオンラインですることになり、先生の顔を見て

話を聞けて、素直に娘が喜んでいました。顔がわ

かり、人柄を知ることが新入生を落ち着かせるの

だなと驚きました。その時からの大学に対する不

安が減って落ち着きました。人が人と繋がること

の大きさを感じます。オンライン授業のみならず、

9 月入学の話やクラスを小規模にしていく等、こ

れまで課題と言われてきたことが、急速に動こう

としているように見えます。 

当たり前だと思われていた日常を変えていくこ

とは難しいですが、今回のように外的要因があり、

せざるを得ない状況で物事が動くのだなと感じま

す。新型コロナウイルスが収束した後も社会の変

容が残り、新たな仕組みに組み変わっていくので

しょう。 

緊急事態宣言が出ている状況でも日々の生活の

中でも、私たちは何を基準に行動を決めているの

でしょうか。人は、誰しも価値観を持ち、そこから

行動を決定していることが多いと思います。価値

観とは何か。例えば、「健康、金、秩序」の 3 つの

中なら、何を優先させますか？と尋ねられたら、

何て答えますか。即座にどれかに決めて答える人

もいるでしょうし、具体的な状況が見えないと決

められない、あるいはその質問自体が愚問だと言

うかも知れません。 

今年のゴールデンウィークをガマンウイークと

読み替えて言うのを初めて聞いた時、上手いこと

を言うなぁと感心しましたが、これだけ気温が上

がり、緑も芽生え色とりどりの花が咲き、天候に

恵まれれば出かけたくなる気持ちが沸いてきます。

海なら大丈夫だろうと出かける人がいるとニュー

スになると、そこの海岸に立ち入らないよう看板



 

145 

 

が立てられた場所には人はおらず、隣の海岸に人

が集まるっていると報道がありました。その一方

で家から外に出たらダメなのだと脅迫観念にとら

われる人もいます。何を優先させようとするかで

行く手が変わります。その時に抱いている価値観

は、年代や置かれている立場によっても違いが出

てきますが、その土台は子ども時代に刷り込まれ

ているのではないかと感じることが多くあります。

子どもの頃に受けた影響は案外、強く居座ってい

るのかも知れません。 

 

 

 誰もが、自分の生き方はこれでいい

のだと思いたい。自分の生き方が間違

っている誰かに言われたら、ショック

で立ち直れないかもしれない。 

生きていくことは、何か信じられる

ものを探して、背負っていくことかも

知れません。 

 

 

相談を受ける時、子どもが 30 歳を超えても子ど

ものままであり続け、親は子どもの上に立つ者と

して居続けてることを良しとするのだなと感じる

ことがあります。その時の親子は、同居や生活圏

内を居住地にしている印象を受け、成人した他の

きょうだい達も生活圏内に住んでいることがまま

あります。そこでは、強烈な権限を持つ親の機嫌

を損ねないように立ち振る舞ったり、逆に弱弱し

い親を囲う、親族の誰かが常に責められる立場に

いて、全体のバランスが保たれている等の家族の

背景が見えます。それにプラスをして、〇〇すべ

きという家族内の共通した価値観が存在している

ようです。 

例えば、親の言うことは絶対であり、子どもは

その言葉を叶えるよう努力したり、従うべきであ

るという価値観。それが大きくあると、それに逆

らう選択肢は悪だと判別され、疑う余地がなくな

ります。その一方で、苦しみ、悲しみ、怒りといっ

たネガティブな感情と葛藤している姿も見えます。

対人援助職と会話をする中で、別の価値観がある

ことを知り、その価値観に納得するが、生活に戻

れば親族の揺るがない価値観と向き合わなければ

ならないので、関係性の深さや長きに晒されてき

た時間を考えれば、価値観を上書きすることはそ

う簡単なことではありません。 

同じような価値観の中に留めようとする他の親

族が落ち着いているかといえば、常にトラブルが

起きていました。きっかけは、どこでもあるよう

な些細なことですが、こじれ方が大きくなるのこ

とが特徴のようです。 

よく耳にする例をあげると、成人した子どもが

友人と遅くまで遊び歩いているとその親が厳しく

咎めることから始まり、成人した子どもの方は、

自分はもう大人で、久しぶりに出かけただけでそ

こまで言われないとならないのかと言い返すと、

あの頃のあなたもそうだったと荒れていた頃を持

ち出され、子どもの方が言葉を飲み込み、両者と

も不完全燃焼のままその日は幕を閉じます。そし

て数日後、パッと着火するかのように激しく再燃。

成人した子どもは親に自分の気持ちをわかって欲

しいと必死になりますが、親の方は全く聞く耳を

持たず、最終的に子どもの方が言葉を飲み込み、

自分が悪いのだから仕方がないのだと己を宥め、

諦めることに必死になると同時に親に認めてもら

えないことの傷を深めていました。親との関係に

葛藤しながらも成人した子どもは、親とスープが

冷めない距離で暮らすことを選択し続けていたの

で、生活圏の外に住むという選択肢を考えたこと
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があるか尋ねると、自分一人でやっていく自信が

ないと言葉を濁します。袋小路をぐるぐると回り

続ける終わりのない日々がそこに見えてきました。 

ここの親子には、子どもの自立という発想を横

に置いて、永遠に続く不動の親子関係を作ってい

ました。子どもは、大人になって自立するという

社会一般の価値観をこの親子も知っていましたが、

親の方は子どもがまた荒れていた頃に戻るのでは

ないかと不安になり監視下におきたがり、成人し

た子どもの方は、親に認めて欲しい、わかって欲

しい、愛して欲しいという思いが膨れ上がり、そ

のことで手一杯になっているように見えました。

常日頃からお前はダメな奴、いつまでも半人前、

周りにどれだけ迷惑をかけてきたかと周囲から言

われ続ければ、自分が一人でやっていけるわけが

ない、親の近くにいなければ自分はやっていけな

い人間なのだと思い込んでいくのもわかります。

そこに子どもの頃から続けてきた大人の顔を見て、

機嫌を損ねないようにしてきた習慣と親が寂しく

ならないように近くにいることが親孝行なのだと

いう価値観等が下支えとなると関係を維持してい

くことができるようです。 

価値観を維持するためには、「正しい」や「間違

っていない」という思いが必要になります。その

確認ために、周りと答え合わせをし、周りが正し

いと言っているのだから間違っていない、大丈夫

だと安堵します。その考えを揺るぎないものにす

る方が自分にとって都合がいいですから、強固な

ものにしていこうとします。周りに同調者が複数

いれば、その思いは間違っていないと自信になり、

自分達とは違う意見を主張する他者を間違ってい

ると認識します。疑う余地がない程それは、融通

が利かないものになっていき、世の中に溢れる多

様な選択肢の存在を見ないようにするでしょう。

仮に他の価値観の多様さを認めようとすれば、今

まで信じ疑わなかった己の世界が崩れることにな

るのでしません。自分が信じてきたものが違うの

ではないかと思うことに不安を感じない人間など

いないません。 

こうして世の中は、個人の正義で満ちていきま

す。戦争も「正義 VS 正義」でぶつかり合い、相手

を悪と認識することで成立してます。誰もが自分

を正義だと信じたい。子ども達に聞かせる昔話も

悪と正義が分かれ、正義でいることを良しとして

教えています。誰もが、自分のしていることは正

義の味方に分類されるはずだと行動に理由や屁理

屈をくっつけるいることも多いのではないでしょ

うか。 

そう感じる一つに、いつまで経っても途切れる

ことのない下手くそな謝罪会見があります。少し

考えれば、違うやり方も見えてくれるだろうにと

思いますが、当人は己の言動が矛盾していること

を見失い、正義の味方に居続けるための言い訳に

必死になっているだけに見えます。 

人は自分の生き方を肯定してもらうことを望み、

否定されることを恐れます。だから、自分と違う

生き方をしている者が自分と立場が近い程、容易

に認められないかもしれません。そう考えれば、

古くからある嫁姑問題も起こって当然です。自分

の生き様を肯定するために、自分と意見が食い違

う者を「悪」と認識し、私の方が正しいのだから、

多少強引にでも正しい方に導かなければならない

と思い、そこで繰り広げられる行動に躊躇がなく

なり、相手を傷つけることも厭わなくなるでしょ

う。想像しただけで、恐ろしく面倒くさくなりま

す。 
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「自分で決めた」「私は私」と思って

いても、これでいいのかと確かめたく

なる。 

時には根拠のない自信に満ちてい

たり、そうかと思えば、急に理由もなく

焦燥感に駆られたりする。ちょっとし

た日常の変化で、気持ちも左右されて

いるような気がする。 

 

己の根っこにある価値観とは、どのようなもの

だろうと思います。子どもの頃に生き延びていく

ために習得しているものは、無意識の域の中に存

在し続け、追い込まれていく状況に顔を出すよう

に感じます。それは、よく身体が疲れた時に弱い

部位に症状が現れるのと似ている。 

いつもは冷静に考えられますが、自分の古傷に

触れると、悪い癖が出る。さほど恐ろしくないも

のに敏感になって恐怖に落ちる。そんな時は、周

りと同じようにしなくてはと焦ることがあります。

我が家だけ違うことをしていないか心配になり、

誰々さん家の〇〇ちゃんが塾に行き出したと聞け

ば、我が子も行かせないといけないのではないか

と「我が子」を見るのではなく、周りを見て安心し

たがっている自分に気づきます。子どもの頃、親

から周りと比べられる言葉を数多く言われ、傷つ

いた経験がそうさせているのかも知れません。 

他にも、高校生になった子どもの帰宅時間がい

つもより遅く、心配もするがイライラして不機嫌

になっていることに気づきます。心配することと

イライラすることはイコールではないので、怒り

はどこからか由来しています。もしかしたら、自

身の子ども時代、門限が厳しくて友人と遊んでい

ても気もそぞろになっていたことを思い出してい

るのかも知れません。あるいは、幼少期に夜に恐

怖を感じても誰も慰めてくれず、一人で耐えてい

た経験が喚起されて不安になっているのかも知れ

ません。そこに加えて、自分は親の顔色を優先し

てやってきたのに自分の子どもは私をないがしろ

にしていると八つ当たりに似た怒りをぶつけてい

るのかも知れません。 

ある人から、子どもから馬鹿にされたら大人の

沽券にかかわると厳し過ぎる態度に出てしまうこ

とがあると相談されたことがあります。それは、

大人である自分が何かを恐れているのでしょう。

年少期から大人に従うことを強制されてきて、自

信を持てない部分を子どもが本能的に刺激してい

るのかも知れません。自分が冷静に考えらないと

気づいたとき、自分の古傷がうずいているのでし

ょう。私たちは、生きてきた中でいろいろな経験

をし、時には苦い思い出もできるものです。 

では、自分が認められた感じた時は、何が起き

ているのでしょうか。自分の存在を認められた、

それは自分の考えや思いに共感してもらえた時だ

と思います。人が作り出す文化の中には、何が正

義かをあらゆる角度から問いかけてきて、その作

品から情動が動くと、それを他者と共有したくな

ります。そして自分と同じように感じていたのだ

とわかると嬉しくなって、自分の感覚は間違って

いないのだと安心します。話も盛り上がりますし、

高揚感も得られます。 

人は群れを成して生き延びてきた種なのだから、

周りを気にしてしまうことを避けることはできな

いのでしょう。どのような価値観であれ、他者と

の共有なしには成立しないようです。 
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2 月 27 日、アボリジニの調査でブリスベンに滞在中、安倍首相が、新型コロナウイルス

の感染拡大を防ぐために、全国すべての小中高校と特別支援学校について、3 月 2

日から春休みに入るまで臨時休校するよう要請したというニュースが飛び込んで

きた。一緒だったメンバーたちが、その間、子どもをどうするかでざわめき始め、

仕事のキャンセルの連絡も入り始めた。同日、大学からも、卒業式と入学式の開催を中

止するという連絡が入った。帰国し、あれよあれよという間に、楽しみにしていたイベントや

仕事の中止の連絡が入り続ける。なるべく日常を維持したく、自分からのキャンセルはせず、

3 月 10・11 日の東京出張は決行した。メインの目的だった福島関連のシンポジウムは流れた

が、共同研究者、編集者との打ち合わせ、第五福竜丸展示館訪問である。 

4 月 7 日のハラスメント研修や教授会は、通常通りキャンパスで開催されたが、同日、東京、

神奈川、埼玉、千葉、大阪、兵庫、福岡に発令された 5 月 6 日までの「緊急事態宣言」を受け、

立命館大学も全キャンパス入構禁止、授業はすべて休講となった。外出自粛で、買い物と散歩

以外、自宅から出れなくなったので、私は、人生稀にみる暇人となった。でもまあ、考えてみ

れば、私の人生は不要不急のものばかりである（個人的には、不要不急こそ人生だと思ってい

る）。もともと“living with virus”を主義としているが、今回ばかりは、自分は元気でも無症状者

としてリスクの高い人に感染させるかもしれないというのがネックで

ある。コロナ禍が私を土地に縛り付けた。元気なうちはあちこち飛び回

って、年を取ったらゆっくり近場を回ろうと計画していたが、結果とし

て、今回、近所を歩き回ることになった。そして、地元大阪の「土地の

力」を見つけている。歴史を経て伝承されてきた災禍や民話や祭り他、

これらも証人として記録に残さなければと思いつつ、今のところフェイ

スブックのメモ程度である。まずは、ここに少しだけ記しておこう。 

 

 

コロかさなるプロジェク 

 

2017年度 岩手・福島         

 

村本邦子（立命館大学） 

http://www.asahi.com/topics/word/安倍晋三.html
http://www.asahi.com/topics/word/新型肺炎.html
http://www.asahi.com/topics/word/新型肺炎.html
http://www.asahi.com/topics/word/特別支援学校.html
http://www.asahi.com/topics/word/春休み.html
http://www.asahi.com/topics/word/臨時休校.html
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2017年 11月 岩手 

11月 2日（木）～3日（金）  

フィールドワーク 

 

 一泊前乗りで花巻空港着。レンタカーを

借り、平泉と厳美渓を経由して、宮古のプ

ロジェクト前にほぼ毎年訪れる臨床心理

士の友人河野暁子さんと会うために大船

渡へと向かう。どこもかしこも紅葉が美し

い。 

 

 

 

早く到着したので、盛駅の歩道橋から線

路を眺め、三鉄の盛駅に行ってみる。コミ

ュニティスペースは、もうなくなっていた。

そろそろ震災も過去のことになったとい

うことなのだろうか。JR盛駅の方の待合が

逆に広くなっていて、山田線 11 月 5 日再

開（昨年の台風 10 号の土砂崩れで再度不

通となっていた）のポスターや BRT につ

いての説明版などが設置されていた。 

ポルコロッソで 1年に一度のおいしいイ

タリアンを食べながら、河野さんと話し込

む。 

 朝、大船渡温泉から美しい海の景色を見

て、人間の営みも自然の一部なのだと感じ

る。即座に原発を思い、複雑な気持ちにな

った。 

思い立って、朝、大船渡プラザホテル周

辺に行ってみる。2012 年、初めて大船渡に

来た時に泊まったところだ。周囲は地盤沈

下であちこちに水が溜まり、ホテルの半分

はまだ修理中だった。今、プラザホテル周

辺には商業施設がたくさんできていて、キ

ャッセン大船渡フードビレッジ、かもめテ

ラス、ライブハウスまでできていた。ホテ

ルは何だか小さくなっているように見え

たが、後で聞くと、実際に小さくなったん

だそうだ。このあたりは、かさ上げしなけ

ればならない地区に指定されたため、2012

年に泊まった半分も取り壊され、新築した

のだそうだ。 
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周辺は、商業施設と防潮堤の工事でにぎ

わっている。大船渡にはコンクリート工場

があったために復興が早いのだそうだ。元

JR 大船渡駅の後に行ってみると、線路はな

くなり、工事中だった。BRT の大船渡駅は

別にある。 

駅に戻る途中、ガソリンスタンドによる

と、お兄さんが「レンタカーですね」と言

うので、時々、様子を見に立ち寄ることを

伝え、「復興どうですか」と聞いてみると、

「大船渡はもう復興してますよ」と明るく

答えてくれた。商業施設もたくさんできて、

たくさん人も来るとのこと。 

 駅前で車を返し、河野さんの車で北上。

延々と防潮堤の工事が続く。田野畑のサッ

パ船アドベンチャーに参加することにし

て、時間調整に鵜の巣断崖に立ち寄った。 
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体験村たのはたネットワークには、「番

屋」がたくさん並んでいる。船着き場で同

乗する予定の団体を待っている間、中机船

長のお話を聞く。ここの船も全部持ってい

かれたが、一艘だけは沖出しして残ったも

のだという。ちょうど昆布漁に出ていて、

とっさの判断で沖に出て、一夜過ごしたの

だそうだ。 

船で 1 時間、北山崎の展望台下あたりま

でいく。なかなか楽しい。一緒になった団

体さんは香川県から来ているという高齢

者 14 人、元気なグループだった。 

 船長さん（上村繁幸さん）は地元の漁師

さんで、震災の話もしてくれる。発着口か

ら見える断崖の上に赤い旗の印。上村さん

がつけたという。そこまで津波がきたのだ

そうだ。このあたりには番屋が 25棟あり、

百選に選ばれたが、被災してすべて流され

た。番屋エコツーリズムの HP 

https://tanohata-taiken.jp/?page_id=64 

によれば 

 

現在机浜番屋群は震災の大津波により

流失後、2015 年 4 月に再建されておりま

す。震災以前同様漁業と観光の融合した施

設として活用されておりますので、お気軽

にお立ち寄りいただける施設となってお

ります。 

 ｢番屋｣は本来、冬に人の引き上げた後、

漁場を管理する必要から越年して滞在す

るための番小屋をいいました。これがのち

に漁夫の寝泊りする漁場施設を指してい

うようになります。ニシン漁が盛んだった

北海道西海岸一帯の漁村では、漁船や網を

持って多くの漁夫を使う親方の住まいと

漁夫の宿泊部を一棟の中に収め、豪放で機

能性に徹した大型民家が「鰊番屋」と呼ば

れて有名です。 

 机浜に現存する 25 棟の建築群は主に漁

具の収納やワカメ、コンブの乾燥作業場を

目的にしたもので、住居は時化や津波の被

災から守るため、そして農耕や炭焼きをす

るために高低差約 200メートルの高台に建

てられました。その意味ではこの建築物は

「納屋」と呼んだほうがふさわしいのです

が、漁期で忙しくなると今でもこの施設に

泊まりこみ、「番屋」としての機能も持ち合

わせているのです。 

 「机」の地名はアイヌ語のツク・エツ（小

山の・岬）が由来で、浜の周囲は北部陸中

海岸特有の断崖絶壁が連なり景色がすば

らしいところです。机漁港はウニ、アワビ

など磯漁業の拠点として古くから利用さ

https://tanohata-taiken.jp/?page_id=64
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れてきましたが、昭和 43 年度から漁港整

備が行われ、さらに漁港と集落を結ぶ道路

も整備されてからは利便性が向上しまし

た。現在では磯漁業のほか、ワカメ、コン

ブの養殖が中心となっています。この環境

整備で、漁具は車を利用し集落まで運搬で

きるようになり「納屋」としての機能も失

われつつあります。 

 社会環境整備や車の普及、漁業後継者不

足で番屋の遊休化、廃屋化が進み、急速に

漁村文化が失われようとしていましたが、

「机郷友クラブ」による保存・継承活動が

元で、平成 18 年水産庁の「未来に残したい

漁業漁村歴史文化財百選」に選ばれ、貴重

な漁村の原風景をとどめる所となってお

ります。 

 

 上村さんの家はそこから続く坂道を上

った高台にあり、そこから見ていたそうだ。

道の駅たのはたで豆腐田楽と七色まん（に

じまん）を食べ、龍泉洞に寄って宮古へ。

メンバーと合流し、よし寿司で海鮮ちらし

を食べながら打ち合わせをする。 
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11月４日（土） 宮古でのプロジェクト 

 

8 時半に待ち合わせ、会場へ。魚菜市場

の漫画展示がなかなか良い感じ。朝取り野

菜市場と自然に一体化している。通りすが

りのお客さんも読んでくれている。打ち合

わせ。自己紹介をし、手順を確認。 

9 時半から 15分程、市長が来る。鷺田さ

んがとても喜んでいて、集合写真を撮った。

市長も 10 年計画には驚いたようだった。

FBに写真をあげるとのこと。 

漫画トークは誘導に工夫が必要だが、30

人くらい入ったのではないか。市場で磯ラ

ーメンを食べてから支援者支援セミナー

の打ち合わせをする。 

 午後は、キッズコーナーで、「アートで遊

ぼう」と「故郷の歌や昔話」。輝きの和の絵

本読み聞かせの後、シンガーソングライタ

ーの小林星（セイ）さんが、宮古の伝統菓

子、餃子に似た「ひゅうず」とずんだで作

る「すっとぎ」の作り方の歌を歌ってくれ

る。クックパッドで調べた自作の歌だそう

だ。マイクは市場全体に通っているため、

それを聞いたお菓子屋のおばちゃんが「す

っとぎ」の実物を持って駆けつけてくれる。

少ししかなかったのでと、小さく切って爪

楊枝をつけ、みんなで食べられるように。

魚屋さんでも、「立命さんが・・」と噂話を

していて、市場で温かく受け入れられてい

ることを感じる。 

絵本は「鬼より強い嫁」、紙芝居「ふたご

の星：宮沢賢治」と自作の「しろこ地蔵」

スキップの利用者さんがとてもよく笑い、

楽しい時間だった。 

 支援者支援セミナーも 2時間かかったが、

全体的に良い手ごたえで終わる。被災地で

の事例には被災の陰が見える。支援者たち

が親切すぎて、当事者が動かなくて安定し

てしまっているように感じた。 

片付け、打ち上げ。宮古の児相、盛岡の

児相から 2 名ずつ来てくれていて、鷺田さ

んがとても喜んでいる。所長も、市場の近

所で漫画冊子の評判に少し評価が変わっ

たようだった。時間経過の成果がようやく

相手に伝わったかと思えた会だった。  
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11月 5日（日） フィールドワーク 

 

9 時にホテルを出発、田老の学ぶ防災へ。

いつものガイドさんが喜んで迎えてくれ

る。 

最初にガイドを始めた時、来てくれたの

が立命館の学生だった。人口が減ってきて

いて、時々心細くなる。毎日いると変化が

わからないが、たまに来てくれる人が「変

わりましたね」と言ってくれると「そうか

～」と思える。 

防潮堤が進んでいて、囲まれていく。最

初の予定とは違ってきている。大切な水門

遺構を残して欲しかったが、ある日、突然、

コンクリートで閉じられてしまった。二重

に築造された津波防潮堤頂部に取り付け

られた防潮堤頂部のブロックは 763 あり、

これは昭和の大津波の地区犠牲者数と一

致し、鎮魂の墓標であったかもしれないと

言われている。 

もともと防潮堤は津波をなくすもので

はなく、時間をかせぐものだった。実際、

通常 10 分のところを 10 分かせぎ、20 分

あった。避難路もどの家からも 10 分で逃

げられるようにできていた。田老は死者が

少ないとよく言われるが（1.7%）、ゼロのは

ずが多すぎる。それだけ伝承は難しい。 

子どもたちが、自らの判断で山道に並び、

乳幼児をバケツリレーのように避難させ、

お年寄りをおぶったり押したりして全員

助かった。子どもたちは、防災の知識を学

校で習ったと言っている。外から嫁いでき

た女性が、村に溶け込もうと、おじいちゃ

んやおばあちゃんとよく話していたので、

津波がくると皆によびかけ、たくさんの人

が助かったという話もあった。 

 

 

 



156 

 

 場所を移動して、震災遺構に指定された

旧「たろう観光ホテル」の 6階に上り、ホ

テルの社長さんがビデオを回した部屋で、

海を見ながらビデオを観る。津波はこの建

物の 3 階まで到達した。津波が建物にぶつ

かった瞬間、カメラが大きくブレて天井に

向いたことがわかる。 

 

 

 

 

 

 車で南へ１時間ほど下り、「風の電話」の

ある大槌町の鯨山ガーデンへ向かう。 

ガーデンに着くと、三陸自動車道の工事

が進行中で、かつて海を臨んでいた風景が

完全に遮られていた。春には道路が完成し、

仙台まで２時間余りで行けるようになる

が、残念なことである。何か磁場が変わっ

てしまったような感じがした。 
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それから、毎年必ず訪れて、定点観測し

ている城山公園から街を眺める。ずいぶん

変化があって、大きな建物を建築中だった。

来年は街ができているのだろうか。 

 

最後に、今年も、遠野の民話の語り手で

ある大平悦子さんのお宅にお邪魔した。萱

葺き屋根の古民家だ。囲炉裏端で、薪から

立ちのぼる煙に燻されながら、民話を聴か

せてもらった。まずは、遠野物語第 99話だ

った。明治 29 年の三陸大津波にちなんだ

幽霊話で、津波で妻と子を亡くし嘆き悲し

んでいた福二が、月夜の晩に、亡くなった

はずの妻が男と歩いているのを見かける。

驚いて声をかけると、あの世で結婚前に好

き合っていた男性と夫婦になっているの

だと言って消えたという話である。 

大平さんによれば、福二の妻子は実際に

行方不明のままである。福二の子孫も今回

の津波で妻を失くし、佐々木喜善と福二は

遠い親戚にあたるとのこと。大平さんは、

2011 年の大震災から半年ぐらい経ってこ

の話を語るようになった。最初のうちは、

愛する妻が死後の世界で昔の恋人と一緒

にいることを知った福二のことを可哀想

だと思っていた。でも、今回の震災でも大

勢の方が亡くなった家族や知り合いの方

と再会する夢を見たという話を聞いたり、
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イタコに死者の霊を降ろしてもらって「話

ができて少し安心した」と話しておられる

方のことを聞いたりしているうちに、福二

は奥さんと再会できてよかったのではな

いかと思うようになったそうだ。 

 

 

 

 

この第 99 話は、私自身も、2011 年から

繰り返し繰り返し出会ってきた。最初に聞

いた時には、何て話だと、正直、驚いた。

でも、繰り返し出会い、考えたり感じたり

するたびに、違った見方ができるようにな

った。 

福治は、悲しみのあまり精神を病んでい

たのではないか、今でいう PTSDのようで

はなかったかという話も聞いた。もしもそ

うだとすれば、民話は、復興や復旧につい

ていけない苦しむ人々をも優しく包み入

れるものなのだと思う。 

民話は深い。 
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2017年 12月 福島 

12月 1日（金） みんなの家、セカンド 

 

12 月 1 日（金）、会場となるこむこむに

集合して、漫画展とプログラムの設営をす

ませた後、ビーンズふくしまが運営する

「みんなの家」を訪問した。やはり、軒先

には緑色のシートがかけられた除染土が

ある。 

「みんなの家」には毎年お邪魔している

が、いつ行っても居心地がよく、誰をも暖

かく受け入れてくれる雰囲気にほっこり

する。 

「みんなの家」は、子どもからお年寄り

まで集まれる地域の場として 2015 年 3 月

にオープンしたが、2017 年 4月、福島市の

委託を受け、子育て支援センターとなった。

震災に関わらず、一般に子育てしている人

たちが集う。 

それに伴い、2017年 1 月に復興交流拠点

として「みんなの家セカンド」がオープン

した。こちらは、避難してきた人や避難先

から戻ってきた人たちが気軽に集え、悩み

や不安を話せる場所である。 

日常会話のことや子育てのことが話題

になることが多いが、水の話、浄水器の話、

家族の話なども出る。みんな背景は様々な

ので、そこで話されている内容も多様であ

る。 

スタッフとしては、ゆっくりできる場を

提供すること、近すぎず、遠すぎない関係

で話しやすい来やすい環境づくりを心掛

けている。「たわいのない話」の大切さを大

事にしている。 
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「大人の部活」というのもやっていて、

たとえば、手作りをする「ちくちく部」や

写真部など。緩やかな参加でルールを作ら

ない気軽に足を運ぶ場所にしている。 

また、福島にいるお父さんたちの会であ

る「F パパの会」というのも月１回やって

いる。母子避難で生活が２つに分かれてい

る家族で、祖父母と家族の板挟みになるケ

ースもある。 

食品の放射能測定もやっている。農産物

にある放射線濃度を産地別に買ってきて、

それぞれ測定して今の現実を見るという

取り組みである。参加者である母親たちか

ら、「世間は安全と言っているが、それが本

当なのか自ら確かめて、その現実を受け入

れて明日から強く生きよう」と声が上がっ

たのだそうだ。 

NPO法人福島 30年プロジェクトの協力

を得て、選択した 3 県（福島、山形、茨城）

の野菜（根菜やきのこなど）を使った豚汁

を作って、放射線量を測る試みもしたそう

だ。この NPO は、行政に代わるセカンド

オピニオンを提供する非営利組織として

30年にわたり放射能を監視し、福島での暮

らしを回復するために、学びの場を提供し

ている。 

この時の結果は、福島が最も低い検出量

であったということで、「農家の方の頑張

りや，検査の徹底ぶりを改めて実感した。

“自分で測る”ということは大きい。決して

福島産が安全だといいたいわけではない

が，お母さんたちが安心して暮らせるなら」

ということだった。聞いていて、「福島の

人たちがなぜこんな思いをしなければな

らないのか」と怒りを感じる一方、お母さ

んたちの不安をひとつひとつ丁寧に扱い、

与えられた条件のなかで、しっかり生きて

いこうとする人々に尊敬の念を感じる。 

 また、若者中心にビーンズ農園を始め、

そこで作った野菜を測定し、料理してみん

なで食べているとのこと。フリースクール

見学に行ったチームは、親子食事会でその

鍋をごちそうになった。変化していくニー

ズを常に敏感にキャッチし、地域に根づい

た活動を展開していると思う。それに、ビ

ーンズさんの冊子やチラシのデザインは

いつもおしゃれである。 

課題としては，地域の方ともっとつなが

っていく必要があることをあげられてい

た。来てくれる人は増えたものの、まだ「避

難してきた人のためのセンター」との認識

が残っているらしい。子ども夫婦の避難や

引越で孤独を深めている老人たちもいる。

そんな人たちもつなげていくことができ

たらと。 

「7 年の時間が経過した。そこには割り

切れなければやっていけなかったことも

ある。ハード面は整ってきた」「活動を通し

て自主避難してきた人たちと再開できて

嬉し待った」「復興支援は話を聞くことで

ある」「自分で勉強しながら何ができるか

を考えた。今、７年目に入ったが、福島の

自殺率の高さなど課題が多い」など、当事
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者でもあり支援者でもあるスタッフのみ

なさんの言葉の重みを感じる。 

 

 

12月２日（土） こむこむプロジェクト 

 

毎年好評の「クリスマスカレンダーをつ

くろう」は、今年も早々に満員締切となり、

当日は、38 人の子どもと 15 人の保護者が

参加してくれた。スタッフ対応の限界から

人数を制限しており、毎年お断りしなけれ

ばならない方々があることは心苦しい限

りだが、「去年は落ちたので、今年は真っ先

に申し込みました！」と参加してくださっ

た親子もあった。わいわいがやがやおしゃ

べりしながら、アイディアあふれる楽しい

クリスマスカレンダーがたくさんできあ

がった。 

いつものように東京おもちゃ美術館か

ら頂いたおもちゃとマットを拡げた遊び

コーナーも人気だった。 

 今年の漫画展は、13 作品という過去最大

数の作品展示となりました。漫画トークを

にぎわい広場のオープンスペースでやっ

たのは初めてだったふぁ、遊びコーナーで

子どもを遊ばせている保護者や通りかか

った人々も、断片的ではあれ耳を傾けてく

れていたようで、良かったのではないかと

も思った。 

昨年に引き続き「遊びの講習会」を担当

してくださったおもちゃコンサルタント

小磯厚子さんとの再会も嬉しく、子どもや

親子を見守る眼差しに同士を感じている。 
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12月３日（日） 浪江でのプロジェクト 

 

 朝 8 時半に福島を出発し、国道 114 号線

に入って、9月 20 日に開通したばかりの浪

江町帰還困難区域を走った。津島・室原間

の 27km で、通行許可証を持つ町民が昼間

のみ出入りできるだけ、二輪は今も通行不

可ということで、出入り口にはガードマン

が駐在していた。浪江と飯館、葛尾を結ぶ

帰還困難区域内の 399号線は今なお一般車

両の通行止めが続き、道が閉ざされている。

窓を閉めた車中であるが、途中、ガイガー

カウンターがピーピーと警戒音を鳴らし

（毎時 2.5mSvを超えると鳴るとのこと）、

道路沿いには除染土を詰めたフレコンバ

ックの山と塀、遠くに住む人々にはおそら

く想像できないような風景がこの地の日

常を形成している理不尽を見る。 
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浪江に入り、福島第一原発から 5kmほど

の請戸地区で車を降りると、小高い丘に共

同墓地があった。今年の 3 月に作られたば

かりの真新しい慰霊碑もあり、死者・行方

不明者 182 名のお名前が刻まれていた。津

波の被害者ばかりでなく、餓死、つまり、

津波に助かったのに、原発被害により救助

活動ができなかったために命を落とされ

た方々も混じっていると聞いた。 

2km ほど離れた海の方には茫漠たる光

景が拡がり、堤防や防風林堤防の作業が行

われていた。プロジェクトで東北に来るよ

うになって、最初の 1~2年、沿岸部で見た

光景だった。その光景は年々変化していっ

たが、避難解除されたばかりの土地は、ま

だ過去の時間の中にあるのだと思った。か

つて、そこには人々が住んでいた。今は、

白い塀に囲まれた除染度の黒い山があっ

た。 

海岸から 300m、原発から 6km の位置に

ある請戸小学校は遺構となっている。現在

は立ち入り禁止となっているが、外観が残

っているのことに驚く。時計は津波の襲っ

た 3 時 38 分のまま、ずっと時間が止まっ

ていたことを訴えているかのようだった。 

絵本『請戸小学校物語-大平山をこえて』

を頂いたが、これは、町の人から「請戸小

の子どもたちが津波から助かった話を、避

難中の町民に伝えて勇気づけてほしい」と

頼まれた学生が、教員や保護者に取材を重

ねて、発行したものだそうだ。請戸小学校

には、当時 100 人程の小学生と教職員がい

て、14 時 46 分に地震発生、51 分に避難の

校内放送で校庭に集合。近所の人たちの

「津波が来るから逃げろ」の言葉に、何も

持たず、2km ほどある大平山へ向かう。４

年生の男の子の判断を取り入れ、15 時 15

分、大平山に入る。教頭が校舎を確認、最

後に車で避難したのが 15 時 25 分で、その

すぐ後、15 時 38 分に津波が小学校を襲っ

ている。小学校の時計はこの時間で止まっ

ている。16 時には請戸地区全域壊滅し、16

時半に雪が降り始め、16 時 40 分、いわき

の運送業者の大型トラックの人が全員を

荷台に乗せてくれた。 

浪江では 2 万人以上の住民が避難し、

2017年 3月 31日に全域避難指示は解除さ

れたが、なお「帰還困難地域」が町内の大

半を占めてる。10 月末現在で、人口 18,075

人 6,913 世帯のうち、居住人口は 418 人

293 世帯（浪江町 HP）。すでに移住して人

口に入っていない人々もいることだろう。

来年 4月に新設の小中学校がスタートする

予定だが、入学申し込みはまだ数人だとい

う。 
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仮設商店でカレーを食べ、浪江町役場へ。

休日のせいなのか、いつもそうなのかわか

らないが、人気は少なく、ひっそりしてい

た。１階ロビーには、現地の方々で設営し

てくださった漫画パネルがきれいに並ん

でおり、漫画トークには 10 名ほどが参加

してくださった。こちらのスタッフとちょ

うど同じくらいの人数バランスになった

ので、４つの漫画の紹介後に設定された 4

回のペアトークでは、多くのペアで現地の

方のお話を聞かせて頂くような形になっ

た。1 回のトークで 4 回のペアトークを設

けるのは初めてだと思うが、それは功を奏

したようだ。証人になるべく出向いている

私たちへの気遣いなのか、あるいは外部者

だから話しやすいのか、わずか 5分で厚い

パーソナルなストーリーを聞かせて頂く

ことになった。 

「誰かに話そうにも、話す相手もない。

町は、今、誰もいない。老人と、役場に人

がいるだけ。子どもはいない」との声が多

く、5 分のトークが 4 回だけでも、話して

もらえてよかったと思った。来年も訪れる

ことができたらいいなと思った。 

 

 

 

 

 

 

              つづく 
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箱庭はやっぱり面白い！ 

こどもがなぜこんな事をするのか、その行動が

理解できない時、何を考えて、何をしたいのか、

またして欲しいのかさっぱりわからない、悪さを

したからといって叱ったり、教え諭したりしても、

本当にわかってくれたのか、途方に暮れてしまう

ことも多いです。そんな時、箱庭をしてもらうと、

光が見えてくるから不思議です。 

私は、分からないことは子どもに聴く、子ども

から学ぶというスタンスで、今まで随分助けられ

て来ました。語彙の少ない子どもは、それに代わ

る不思議な能力を持っているということも教えら

れました。大人にはない能力です。 

小さな砂庭に、玩具を並べるだけで、なぜこん

なに鮮やかに心の内面を表現できるのか、子ども

は、大人のように身構えたり、意図してやるとい

うことをせず、自由にあるがままに、その世界に

埋没するからこそ、心の埋もれた部分が浮き上が

ってくるのだろうと思います。 

私は元会員さんで 現在中学生の不登校の子ど

もに、月一回のペースで箱庭づくりにきてもらっ

ていました。「すっきりした！」「楽しかった！」 

「また来たい」と言ってくれる度に、ホッとし、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いずれ自分の足でしっかり歩けるようになるそ

の日まで、そっと見守ろう。そう思っているうち

に 2 年が経ち、そして・・・ついにその時がやっ

てきたのです。 

3 月に新型コロナウイルスの拡散防止策として

政府から学校を休校にするよう要請があったこと

で、家庭の状況は一変しました。各々忙しくて、

めったに顔をそろえることのなかった家族が、同

じ時間をリビングで過ごすようになり、相手の動

きが見えすぎて、些細なことから姉妹げんかの

日々。『なんでこんなにイライラするのかー、ペー

スが乱されるっ』 

行動規制で部活なし、塾もお稽古も休み。発表

会も中止。一人で静かにしていたい時に、横で 

姉にクラリネットを吹かれたら、それも何時間も

練習されたら堪らない。 

 ただでさえ落ち着かない季節。草木が芽吹きは

じめ、あらゆる生き物が目覚めて動き始めるこの

季節に、今まで何もしてこなかった、いやしたく

ても動けなかった自分、イライラして八つ当たり

してしまう自分がいる。そんな自分に嫌悪を感じ

ているのに、この非日常がイライラをさらに増幅

させるのです。 

「イライラするのはエネルギーが湧いてきたから
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かもしれないね。」「・・・そうかもしれない。」 

 彼女は箱庭で、不安と怖さを抱えながら、少し

ずつ動き始める自分を見事に表現してくれました。

そして、「いままで出来なかったことをやってみた

い。お友達が欲しい。いろんな話がしてみたい。

怖いけどやってみる。」 

 そうして自分から終止符を打って旅立っていき

ました。春ですね♬ 心地良い風が吹きました。 

 今ここに彼女の箱庭を載せることは出来ません

が、面白いのを二点紹介したいと思います。これ

は身内ですので、どうぞ笑って見てやってくださ

い。 

小学三年生の時の Y くんの箱庭 

ここに登場する Y くんは三人兄弟の真ん中の子

で、幼児の時は、周囲の大人たちから感心される

ことしきり。優しくてよく気が付き、ママのお手

伝いも進んでやるとてもいい子でした。 

そのいい子が、小学生になったころから少しずつ

変わってきて、三年生になるともう手の付けられ

ない暴れん坊に変身したのです。 

 母親によると、「少しでも注意すると手が付けら

れなくなるのです。大声でわめき暴れて物を壊す。

先日は風呂場の硝子をシャワーヘッドでたたき割

りました。その前は外壁に石を打ち付けて穴を開

けました。私も何度か蹴られました。もうお手上

げです。制御できなくなるので、怖くて声もかか

られない。泣けてきます。あの子をどこかで預か

ってほしい。自分には育てられない。限界です。」 

うんうん、困った。学校ではお勉強も出来て、

先生の信頼も厚いいい子らしいので、なにか原因

がありそうです。それとなく子どもの話に耳を傾

けてみると 

 「お母さんはいつも怒ってばかりで、話を聞こ

うとしない。怒らないで黙ってて欲しい。僕のは

なしを聞いて欲しいんだ。お母さんは嫌いじゃな

いよ。ご飯を作ってくれるし洗濯もしてくれる。

他にも色々してくれる。」 

お父さんはどうなの？ 

 「お父さんはほとんど家にいない。朝ごはんも

夕ご飯も一緒に食べない。しごとが忙しいから帰

りが遅いし、朝はご飯も食べずに仕事に行くよ。

ほとんど会わないから好きでも嫌いでもない。」 

お休みの時は一緒に遊ばないの？「だって自分の

部屋で寝てるし、入ったら怒られる。」 

う～ん、それじゃ元気な男の子としてはストレ

スが溜まるわなぁ。        正面 

 

左側から写す 

 

右側から写す 
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う～ん。かなり砂場が荒れています。 

まず最初に、いきなり右側におおきな川を造っ

たのにはびっくりしました。川と分かるように石

と水鳥を置きました。さらに深い堀をつくり、そ

の中にびっしりと大きな車を隙間なく並べました。

次に大きなキリンを対立した位置に三頭置き、一

頭の頭に小さなテラノサウルスを載せました。「ニ

ワトリに餌をやっている女の子を襲おうとキリン

の頭に乗ったんだ」と話したあと、しばらくして

「止めた！」と言ってキリンとテラノサウルスを

取り除き、あとの二頭のキリンは仲良く並べて置

きなおしました。（母親への敵意？でも自制力ある

みたい） 

 中ほどにある青い建物はスーパーマーケット兼

レストラン。緑の丸い机の前で、母親と並んで長

椅子に座り、順番待ちをしているそうです。写真

ではよくわかりませんが、近くに兄と弟もいるそ

うですが父親はいません。 

彼は本当に、静かに自分に寄り添ってくれる母親

を求めているということがよくわかります。そん

な彼がいじらしくなりました。 

母親は、育児に無関心な父親に対しての腹立ちか

ら、イライラを募らせているのでしょう。 

 Y くんは、２歳上の兄にはかなわない。好きな

ことには夢中になってのめり込んでしまう兄は、

竜王戦の一般の部で準優勝。卓球は小学生大会で

優勝。ギターはクラシックだけど、気分転換には

ジャズピアノを楽しんでいる兄。大人たちが「す

ごい、すごい！」と褒めるので、自分も兄のよう

になりたいと、同じように習い事に通うけれど、

すべて挫折。何をやっても続かない根気のない子

だと烙印を押されて、劣等感だけが残ってしまっ

たようなのです。（兄は発達障害といわれていて、

学校の勉強は出来ません。） 

 弟の方は、３歳からクラッシックバレーを習い

始め、「可愛い！」と女の子たちのアイドルで、母

親も猫かわいがりするものだから、Y 君としては、

いい子でいる以外居場所がなかったのでしょう。

でも、もう限界！ 我慢が爆発したようです。 

 

 なにか好きなこと見つかったの？ 

「全然！ 根気がないから。将棋は勝てないし、

卓球も習いに行ってるけど、兄ちゃんみたいにな

れないし、サッカーもやめちゃったし、学校の先

生が、絵が上手いと褒めてくれたので、絵も習い

に行ったけど、やめちゃった。根気がないから。

嫌いじゃないけど。」 

 いろいろやってみたんだねぇ。すごい！で、何

をやっても続かないって。続かなくていいのよ。

探してる、そういう時期だから。そのうち好きな

ことがみつかるよ。それまでやりたいと思ったこ

とはなんだってやったらいいと思うよ。 

ママに言っといてあげる。そんなに早く見つかる

方が無理だって。 

 それから一つ聞いていいかな。堀の中に車が一

杯並んでいるけど、先は行き止まりだし、これじ

ゃ糞詰まりで、身動きできないね。どうする？「う

～ん、大丈夫！エンジンふかしてババババ～ンと

乗り越える!!」へぇーっそんなことできるの？「出

来るよ!!」 

 

 本当は、行き詰っていてしんどいはず。でも 

実に大きなエネルギーを内に秘めているんだと、

ちょっと感動した瞬間でした。 

 ママにはアドバイスというより忠告をしておき

ました。この子の芽を摘まないように！些細なこ

とでも褒める、ほめる・・・他人の前でこの子の

悪口を言わないこと！それから、この子に求める

より、場面によってママが、ごめんなさい、あり

がとうを言わなきゃ。当たり前だけど。 

 

小学三年生になった T くんの箱庭 

兄の Y くんの反抗の波が、小さくなったり大き

くなったりしながら、少しずつ収まってきたころ、

末っ子の T くんの我儘ぶりが目に余るようになっ
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てきました。もともと甘やかしすぎで、声掛けの

声まで他の子と違うのですから、バカバカしい、

指摘してもママは認めないので、どうしょうもあ

りません。いずれ手に負えなくなるに違いないと

思っていたら、案の定「今日は学校に行きたくな

い」とズル休みしてゲーム三昧。無理やり車に乗

せて連れて行っても、逃げ帰る始末。ルールを作

っても納得したようにみせかけて、すぐルール破

り。気に入らないと、大声で泣き叫び、暴れまわ

るので、手の付けようがありません。つまずいた

時はそこに石があるのが悪いという論理。 自分

は悪くないのです。以前からこの子と母親との関

係を苦々しく見ていたので、ざまーみろと捨て置

きました。ところがある日、本人から「僕も箱庭

したい！」と言ってきたのです。ん？と思いまし

たが、しぶしぶ時間をとることにしました。 

 

 

 

 

T くんは夢中になって箱庭を作りました。 

向こうには怪獣が暴れています。家や門、トラッ

ク等をなぎ倒し、大暴れ。人々は少しでも遠くに

逃れようと必死になっています。全速力で自転車

で走る人、船に乗って逃げようとする人もいます。

でもなぜか家の陰で静かに座っている人が・・・・

ん？それに右端にはこんもりと高い丘？があり、

大仏様がこれらの様子を静かに眺めています。こ

れはなんだろう？なにを意味するのだろう？？ 

本人に聞いてみることにしました。Y くんはこの

中にいるの？ 

「いるよ。この家の影に座って隠れているこの人

だよ。」えっ？まったく意外な答えです。 

この怪獣が T くんじゃないの？「うん、そういう

ときもあるけど・・・」なかなか正直です。 

 その時はっとひらめきました。この怪獣は兄か

もしれない、いや、もしかしたら母親ではないか。

そして、静かに眺めている大仏様は、彼が描いて

いる理想の母親にちがいない。 

 そう思うと妙に納得して笑えてきました。 

 

 子育てで、理想的と思える対応をしていたとし

ても、真っ直ぐに子どもが伸びるとは限らないの

が現実です。ハチャメチャでも、いや、怒ったり、

泣いたり、時に暴力をふるうことがあってでも、

真剣に向き合うことを止めさえしなければ、それ

なりに子どもは育つものだなあと思ったことでし

た。ちょっと安心。 

 

やっぱり箱庭は面白い！ 
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対人支援点描（22） 
「～最近、明らかになった韓国従軍慰安婦支援者のスキャンダルに思うこと」 

 

 

小林 茂（臨床心理士/牧師） 

 

 

 

はじめに． 

 最初に個人的な政治的・思想的立場を述

べるものではないことをお断りしておく。 

筆者が日本基督教団という団体にも所属

し、教団全体の活動というわけではないが、

少なからず従軍慰安婦問題は話題とされ

てきた。教団内には、そのために活動する

集まりがあり、相互交流、献金（寄付行為）

を推し進めてきたこともあり、気にかかる

問題であった。また、それ以前に筆者が学

んだ大学（神学校）には、当時、西岡 力

教授がおられた。拉致問題被害者の救出活

動に尽力されている先生であったが、その

後、従軍慰安婦問題では元朝日新聞記者で

ある植村 隆氏と訴訟に発展するまでぶ

つかり合うようになった。筆者自身は、植

村氏とは面識はないが、両人ともクリスチ

ャンであり、検証と研究から離れて植村氏

が訴訟という手段をとった展開となった

のは残念な思いをしていた。また、現在、

筆者は北海道に身を映して生活している

が、筆者の所属する日本基督教団北海教区

は、人権活動・社会運動がさかんで、従軍

慰安婦問題、植村 隆氏支援一色となって

いる。このような環境のなかで異論は受け

入れられない雰囲気にある。つまり、異論

を唱えるのは、すなわち、人権を重んじて

いない人物か、右翼（もしくは極右？）シ

ンパか、「慰安婦の人がかわいそうではな

いのか!」と感情論でお叱りを受ける、様相

となっている。たぶん、北海教区の多くは、

右も左もないのだろうが、活動している人

（多くは牧師中心）との付き合いを憚って

黙っている印象である。  

こうしたことから、この問題を通してお

こる人びとの言動は筆者の意識から離れ

ずにいたのである。そして、今回、筆者が

個人的な体験もあり、支援者が被支援者を

搾取するだけではなく、その支援をするこ

とで名声を得て、その支援を評価する人び

とによっていっそう立場を盤石なものと

していく現象を考えさせられた。たまたま、

その不正が当事者からの声により顕在化

したのだが、顕在化以前にある問題は見逃

せない問題と感じたのである。  

 

1．スキャンダルの発端 

 ２０２０年５月７日に旧日本軍の韓国

人従軍慰安婦被害者、李容洙（イ・ヨンス）

さんが南東部の大邱市内で記者会見を開
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き、ソウルの日本大使館前で慰安婦問題の

解決を求める定例の「水曜集会」を開いて

いる市民団体「韓国挺身隊問題対策協議会」

（現「日本軍性奴隷制問題解決のための正

義記憶連帯」）など関連団体を批判したこ

とが話題の発端となった。もう少しいうと、

４月の総選挙で与党「共に民主党」の比例

政党「共に市民党」から「日本軍性奴隷制

問題解決のための正義記憶連帯」の尹美香

（ユン・ミヒャン）前理事長が当選したあ

たりから問題が始まったように思う。現在

は、尹美香（ユン・ミヒャン）前理事長を

巡り、不透明な会計処理などさまざまな疑

惑が浮上している。そのことを巡って、厳

しい社会批判と操作が行われている。  

さらに、こうしたことが契機となり、１

９日火曜日に旧日本軍の韓国人従軍慰安

婦被害者が共同生活する施設「ナヌムの家」

（京畿道広州市）の職員７人が国民からの

支援が被害者のために使われていないと

して内部告発する、という事件に飛び火す

ることになった。同施設を運営する社会福

祉法人「大韓仏教曹渓宗ナヌムの家」は、

「日本軍性奴隷制問題解決のための正義

記憶連帯（正義連）」とともに代表的な慰安

婦被害者支援団体である。職員らは「ナヌ

ムの家は、日本軍の慰安婦であったと主張

する韓国人女性を安全かつ専門的に支援

する専門療養施設だと広告しているが、実

状は支援金で運営される無料療養施設に

すぎず、それ以上の治療や福祉は提供され

ていなかった」と主張している。 

この施設も、所属教区のスタディツアー

で巡る定番となっている場所であるが、先

の問題に合わせて、それまで口にすること

ができなかった問題が一気に噴き出した

状態であるといえる。  

2．臨床宗教師とスピリチュアルケア師 

 臨床宗教師という名称は、公共空間で宗

教者が活動するために倫理規定を設け、布

教を目的としないスピリチュアルケアを

行う日本版のチャプレンとして名づけら

れた資格である。基本的に資格を有するた

めの条件が“宗教者”であることが前提とさ

れる。この臨床宗教師に対し日本スピリチ

ュアルケア学会が認定するスピリチュア

ルケア師という資格がある。臨床宗教師も

スピリチュアルケア師も所定の研修プロ

グラムを受け認定される資格であるが、ス

ピリチュアルケア師になるには必ずしも

宗教者や特定の宗教の信者である必要が

ない。スピリチュアルについての定義上、

当然、すべての人が資格を取得するための

権利は有している話となる。  

 この場合、日本スピリチュアケア学会の

定義に従えば、スピリチュアルケアのなか

の一部に宗教的ケアが含まれると表現も

できるし、スピリチュアルケア師の資格の

方が臨床宗教師よりも包括的な資格であ

るともいえる。  

 

3．問題の構造 

繰り返すが、筆者は、ここで従軍慰安婦

の真実の是非や、政治的思想的立場のいず

れかを擁護支持するために問題を扱って

いるわけではない。  

 ここで扱いたい問題は、①被支援者の擁

護者であるべき支援者が被支援者を喰い

物にしたり、自分の利益（金銭、自尊心、

名誉、社会的成功など）のために利用でき

るのか、②その支援者を社会や信奉者が評

価・称賛し、疑念の余地なくうのみにでき、

修正が利かないのか、③その活動や支援者

に異論や批判が出来ない風潮や、むしろ疑
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念を持つ側が排斥されることになるのか、

といったことである。  

 たぶん、心理学的に扱おうとすればパー

ソナリティの問題であったり、社会心理学

的な説明が可能であるのだろう。 

 

①被支援者の擁護者であるべき支援者が

被支援者を喰い物にしたり、自分の利益

（金銭、自尊心、名誉、社会的成功など）

のために利用できるのか 

 広義の意味でも狭義の意味でも対人援

助に関わってきて思うのは、その仕事の意

義や社会的なイメージが素朴な善と捉え

られていることを思う。日本において福祉

事業への民間企業の参入の際にも、それ以

前に当事者と当事者家族や篤志家らが築

き上げてきた福祉が、行政から得られる支

援費を元にした事業としてみなされるよ

うになった。最初は、介護事業、その次に

障害者の就労支援事業へと参入が増えて

いった。ハローワークを介して人材が集め

られ、事業として経営がなされるようにな

った。筆者の知人にも、こうした経営者（も

しくは企業）のもとで働いている者がいる。

残念ながら、聞く話は福祉ではなく、事業

であり、経営優先である話が多い。もちろ

ん、事業や経営という割り切りが悪いわけ

ではない。素人が試行錯誤しながら事業経

営するよりも、無駄がないといえば確かな

面がある。しかし、福祉の心や当事者主権、

パーソン  センタード、といった理念や姿

勢がともなうかは別問題である。そこが対

人支援の難しさや大事なところでもある。

だが、対人支援の仕事の素朴な善のイメー

ジは、社会に寄与している人々の素朴なイ

メージとともに、経営者の良いことをして

いるという感覚や、その事業の取り組みや

経営者が何を第一としているのかという

の内実は不問のままで、乖離しやすいとい

える。 

 また、そこには、当事者のために善いこ

とをしているという自負が自分の利益の

追求と不可分に、言い換えれば公私混同に

肯定されてしまっているのではないだろ

うか。当事者のためにしていると思ってい

ることが、実は自分の利益追求と表裏一体

となるわけである。だが、これは本末転倒

といえる。実態は、当事者やそこで働く労

働者の搾取以上の何物でもない。  

 

②その支援者を社会や信奉者が評価・称賛

し、疑念の余地なくうのみにでき、修正が

利かないのか  

 筆者が浦河べてるの家という社会福祉

事業所に勤めていて感じたことの一つに、

人びとは事実ではなく、物語 (ナラティヴ)

を信じるか、信じたいのだ、と気づいたこ

とがある。 

 事業所自体は、たまたまテレビの取材が

あるまでは何の変哲もない田舎の福祉事

業所に過ぎないものであった。取材を受け、

着目され、書籍が出されるようになってか

ら、全国から人が見学に来て、利用者希望

が殺到するようになった。現在は、その当

時のインパクトはない。しかし、書籍など

は歳をとらない。見学や施設利用にやって

くる人々は、書籍が出された当時の雰囲気

や活動を“今のこと”と信じてやってくる

のである。失礼だが、メディアも何かコン

テンツに困ると、「あそこがある」と取材を

入れてくる。そして、同じ話、昔の話を“今

のこと”として紹介する。そして、また人

びとが見学や施設利用を希望して殺到す

るようになる。それが無理ならば講演に来
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てほしいと要望する。さらに、何かしらの

関係者であることを名誉に思うのか、いろ

いろな方々がつながりを求めるようにな

る。しかし、筆者が困惑するのは、そこが

創造的な活動をしていたのは２０年以上

も昔の話である。勤めていたものの実感と

して、特別な事業を行っているわけではな

い。むしろ、残念な現実の方が優位となっ

ていた。浦河べてるの家が有名となった後、

その後の日本の福祉事業所のなかで、もっ

と取り上げられてもおかしくない事業所

はたくさん立ち上がったように思う。しか

し、そうしたところが広く紹介されないこ

との違いは何かというと、物語（ナラティ

ブ）の有無といえる。物語（ナラティブ）

があることは、メディアも扱いやすいので

ある。本来ならば、報道は、取材をし、そ

れまで明るいところに出されることのな

かったものを浮かび上がらせることが大

事であると思うのだが、そうしたこともな

く安易にネタとして取材するようになる。

観せるための福祉と、観せる報道、観せら

れる人びと、との間の物語（ナラティブ）

の共有が起こる。いつのまにやら、そこで

働く人自身も、それを観る人びとも、特別

な幻想を抱く。そして、多くの人がその物

語（ナラティブ）が現実であり、内実は関

係のないのである。人は見たいものを見、

それが否定されることは自分が否定され

る感覚とともに拒絶する。しかし、結局、

そこで行きつくことは、誰のための福祉と

いう問題であるといえる。こちらは、当事

者をはじめとする生きた人間とかかわる

だけにリアルな現実的なことといえる。元

従軍慰安婦の問題は、当事者というリアル

な現実がまっとうに、当事者からの告発と

いう形で、物語（ナラティブ）を崩壊させ

た出来事であったと思われる。  

③その活動や支援者に異論や批判が出来

ない風潮や、むしろ疑念を持つ側が排斥さ

れることになるのか  

 元従軍慰安婦による支援団体と中心人

物の告発は、それまでの物語（ナラティブ）

が幻想であったことを気づかせると同時

に、それまで物語（ナラティブ）を信じて

きた人に隙間を与える出来事につながっ

たように思う。それは何かというと、異論

を唱える余地ができたということである。

韓国においては、従軍慰安婦の問題に意義

を唱えることは、厳しい社会の圧力を受け

止めなければならなくなる。繰り返すが、

ここで従軍慰安婦の問題の是非は問うつ

もりはない。しかし、従軍慰安婦の支援者

や支援団体に異議を唱えることと、従軍慰

安婦の問題の是非を問うことは別次元の

話であるはずなのに、このことさえも極右

というレッテルや、新日的というレッテル

となるようである。物語（ナラティブ）が

機能している間は、権威や権力という力を

持ち、否定しようのないシステムとなる。

だが、今回、当事者のためにしているとい

う支援に立つ側が、否定しようのない当事

者を前面に立てて、当事者や職員を搾取し

ていたことが、当事者側から問題とされた

わけである。物語（ナラティブ）の崩壊と

ともに、異論や疑念を持つ側を否定し、排

斥するシステムも崩壊したといえる。「ナ

ヌムの家」の職員による告発が、なぜ今の

タイミングで告発したのかは、告発しても

否定され、排斥されないで受け入れられる

物語（ナラティブ）の崩壊という隙間がで

きたからであると指摘できる。  

 日本では、対人支援の現場や支援に立つ

者の間で同じ問題構造がないと否定でき
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るだろうか。  

 

4．終わりに. 

 対人支援に関して日ごろから問題意識

を持っていた課題が隣国で起こった問題

を通して、改めて考え直す機会とした。私

たちは個人としても倫理感だけではなく、

社会というシステムのなかで活動してい

る。その中で、対人支援に立つ者が何を意

識して搾取する側に立たないように心が

けるべきか考えさせられる。筆者自身は、

今のところはっきりとした答えを気づけ

ないでいる。それでも、個人の倫理感や「誰

のための支援、誰のための活動」というと

ころへのこだわりが搾取する側に立たな

いための心がけとして必要なものと感じ

ている。引き続き、考えを熟成させていき

たい。 
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２月頃よりコロナの報道が始まり、診察ではこれまでマスクをした事が無かった私も、

さすがにマスクをして診察しています。 

そんな３月のある日、一人の患者さんの症状が改善して、治療が終了となりました。

「いつも最後の診察のお別れに、握手をすることにしているの」と私は握手をしようと

手を出そうとしましたが、コロナの事を思い出して「あっ、今は握手はダメだよねー」

と手を引っ込めました。患者さんも「今はダメですよね」と笑って最後の診察を終えま

した。出来るだけ触れちゃいけない日々、なんですよね。 

そんなこんなで思う事があったので今回のテーマは「触れる」ということ 

 

内科や外科と違って、一番患者さんと触れることが無い精神科。治療的にも「言語の

やり取り」が基本で、「触れる」ことは治療的にもご法度に近いものがあります。言語

でのやり取りの中、「触れる」という異質の交流が起こると、いろんな感情を賦活する

のでは、という理由もあります。 

精神科医の思うこと⑰ 

「触れるということ」 

 

松村 奈奈子 
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昔、総合病院の医局での雑談で、内科の先生達に「よく人の話をながながと聞いてら

れるなぁ」「心の中みるのこわくない？」と言われたことがあります。いえいえ私は逆

に「身体に触れたり、口やお尻の穴からファイバーを通して身体を覗き見るなんて、恥

ずかしい感じがしてできないです」と返答。「お互い、そんなもんなんやなぁ」と笑っ

た記憶があります。そう、精神科で患者さんに触れることはないので、仕事で「触れる」

というのは特別なんです。 

 

そんな精神科の治療で、私が最後の診察で握手をするようになったのは、ある患者さ

んに求められたのがきっかけです。 

まだ外来診療を始めて数年の頃、それはパニック発作の治療をしていた壮年の男性で

した。経過良好でお薬もなくなり、１年程で治療は終了となりました。最後の診察で男

性から「最後に握手いいですか？」とリクエストがあり、私は「はいはい」と気楽に握

手しました。握手をしながら、なんだか自然に「幸せにね」と言葉が出ました。すると

患者さんも「先生もお幸せに」と笑って診察室を後にしました。とっても気持ちのいい

やり取りでした。 

精神科は数週間で治療終了なんて事は無く、数か月以上のお付き合いが必要になりま

す。どこかで医師と患者さんがお互いを信頼していないと、終わりが来ない治療関係で

す。だから、治療終了も「そろそろ終わりかな」とこちらが思った時に、患者さんから

「もう大丈夫だと思います」と言い出してくれることが多く、最後の診察は病気と闘っ

てきた「同志の別れ」な感じになります。なんだか「握手の別れ」が似合う気もします。 
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その患者さんと心地よい「同志の別れ」を経験してから、私は握手をしてお別れする

事にしています。「最後に握手をして終わる事にしてるけど、いい？」と聞くと、ちょ

っとためらう患者さんもいますが、みんな応えてくれます。「なんだかパワーをもらう

わ」と言ってくれる方も多く、治療の最後だから許される「触れる」行為だと思ってい

ます。そして必ず「幸せにね」と添えるようにしています。できれば今後は精神科に来

ない方がいいし、なんだかこの言葉がぴったりな気がするので。 

 

もうひとつ、私が患者さんの手に「触れる」時があります。それはターミナル（終末

期）の患者さんの診察です。総合病院で勤務していた頃、一般外来の診察に加えて、内

科や外科に入院するターミナルの患者さんの診察を依頼される事がありました。疼痛に

関しては内科や外科の先生がコントロールしてくれるので、私は不眠や気分の変化に対

して薬物療法や、お話を聞かせてもらう事しか出来ないのですが。 

病室に訪問して、ベッドの横に座ってお話しします。多くは高齢の患者さんで、話し

ながら、いつもなんとなく自然に手を握ってしまいます。患者さんもまた、手に触れる

のを望んでいるかのように、とっても自然に触れあっている時間です。 

医大生や研修医の頃、緩和ケア専門の先輩医師のターミナルの患者さんの診察に同席

させて頂いた事があります。患者さんに触れて語りかける先輩を見ていました。「触れ

る」ことの大切さを、教えてもらっていたのかもしれません。 

 

京都はお寺や小さな神社が多いので、仕事帰りに寄り道して、ガラガラと鈴を鳴らし
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てお賽銭を入れるのが、結構好きです。近所のお寺では、ちょっと前から感染防止のた

め、鈴の紐（鈴緒）に「触れないように」と紙が貼られています。うーむ、鈴が鳴らせ

ない。 

いままで「触れる」事に制限なく生活していたので、コロナの事で「触れる」事を意

識させられる毎日。もちろんコロナはもっともっといろんな事を考えさせるのですが。

「触れない」日々もまた、いろんな意味で悩ましい。 
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 馬渡の眼 ２ 

コロナ禍における気付き 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先ず、私自身は、リスク疾患の療養

中であり、大学院の調査研究対象疾患

及び、監事をしている患者会も、感染

症が大きなリスクとなるという現実

に直面し、当初は正直動揺した。 

 年度末年度当初の時期で、しかも、

諸団体の定例総会や研究会、学会シー

ズンでもあり、さて、どのようにこの

後、事を進めていこうかと、それぞれ

の事由の関係者で、様々なツールで話

し合いを重ねながら、一つ一つ決定し

ていくという毎日だった。およそ、同

様の方々が、そのような状況にあられ

たのではと、お察し致します。 

 

 スマホとパソコンに向かう時間が

かなり増え、肩こりと腰痛と眼精疲労

が進行し、銀行引き落とし料金も、一

気に、1.６倍に。ルーターとスマホが

月途中で契約設定上限超えを、毎月更

新し、涙。 

 医師の指示で、通院リハビリも控え

ることとなり、「きっちりラジオ体操」

と、朝晩の「瞑想法」は、昼にも行う

こととした。学校・学童と保育園に通

所が叶わない孫 2人を、嫁ぎ先のご両

親と、分担保育していたので、瞑想中

に、孫たちはそのまま昼寝してしまい、

その姿に癒されたりもした。 

 

 さて、私自身は、元来「かなりの心

配性である」と、自覚してはいたもの

の、先ずは、同居・別居の家族との、

日常生活上の予防策と言行動の温度

差に、最初は戸惑った。 

 私たち夫婦は、医療関係機関に永く

勤めたことから、感染症対策に多少の

知識があり、モノが無ければ無いで、
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その代替え手段を、専門職に聞いて信

憑性を確かめ、ちょっと一呼吸おいて

行動することができるという強みが

ある。とりわけ連れ合いの冷静さが奏

効し、私の前のめりな行動の、何度も

ブレーキをかけてくれた。石油ショッ

クを体験・記憶しているので、販売店

回りをするとか、慌てて買い占めする

といった行動はとらなかったが、局面

が大きく展開する時期の報道には、本

当に大丈夫かなと、心は揺れた。 

 

 また、今年は、連れ合いが市町の自

治会役職を担っていることから、上半

期行事の実施有無の判断対応の連続

だった。決定会議が不可能なことから、

上部組織とのＷｅｂや電話での判断

を受けて、監事を交えた三役での電話

やＷｅｂ会議を経て、その後に班長さ

んに電話、メール、ファックス、手紙

での広報となった。 こうして、次の、

一番住民に密接した作業を、各班長さ

んにバトンを渡すこととなっていく。 

 班長さんの中には、「緊急事態宣言

が解除されるまで、回覧は、控えるべ

きでは」とのご意見を頂き、玄関に「新

聞、郵便物、宅配不在通知以外は投函

お断り！」との貼り紙が貼ってあった

ので、個人的な判断で、コンビニでコ

ピーをして、全てビニール袋に入れて

封をして、個別に投函された方もおら

れたと伺った。 

 一方で、ポストに、「郵便屋さん、

新聞屋さん、宅配便さん、班長さん、

お疲れ様です。ありがとう。」と貼り

紙を貼っておられる家も、あったそう

で、そこの班長をしている友人から

「お年寄りって、素敵だなって。なん

か、いつの間にかギスギスしていた自

分の心が恥ずかしくなった。私ら世代

も、こんな風に、さりげなく、感染リ

スクを回避して、他人を労えるように

なりたいね。」と、メールが届いた。

こういう話に出逢うと、「流石は、人

生の先輩方。人間社会は、まだまだ捨

てたもんでないなあ」と、嬉しくなる。 

 

 また、逆に、「回覧板として、回す

からこそ、地域住民間での見守りがで

きるのでは」とのご意見も頂き、確か

に、玄関先に留まってしまっている回

覧板は、安否確認の貴重なサインだし、

回る順番のルールが上手くいかなく

なっていると、認知機能低下等のサイ

ンにもなり、班長から民生委員を通し

て地域包括支援センターにつなぎ、個

別支援につながっていたなと、改めて、

「回覧板のもつ価値・役割」を確認で

きた。 

 こうした「アナログな伝達手段のも

つ地域社会での歴史的価値と役割」を、

今一度確認し合い、状況の変化と伝達

するべき事由の緊急性等に応じて、

「多様化した伝達手段のプラス面」も

活かしつつ、一方で「自治会で歴史的

に受け継がれたしくみの有効性」につ

いても、自治会が主体的に合議で選択

し、次世代につないでいく機会にもな

ったと思う。 

 

「情報(化)社会」における自身の情

報の収集と処理能力の癖や特徴をも、

率直に振り返らざるを得なかった。 

 発信される情報の信憑性や妥当性、

信頼性、有効性を判断する力が、改め

て、問われているなと反省し、真摯に

研究姿勢にも、活かさなければと自戒

した。 
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◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

町家合宿 in 京都 Vol.14 
～お金の使い方②～ 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

山下桂永子 

 

☆町家に着いてまずやること 

 駅から徒歩１０分ほどでいつもの宿に到着。のれんをくぐり、「こんにちはー、今年もお

世話になりますー」と私が少し大きめの声を出すと、「はーい」という宿のあるじの声。参

加者に声をかけつつ玄関から靴のまま奥に進み、台所から靴を脱いで広い畳の共有スペー

スにあがりこむ。 

 荷物を下ろすと宿泊が初めての参加者やスタッフにはあるじが宿の説明をする。私もそ

の説明を聞きながら「最近のおうちは、ベッドが多いだろうし、合宿とかの経験なかったら、

シーツを自分で敷くとか初めてかもねえ」「毎年この自分の職業欄になんて書くか迷うんだ

よねーうーん」とかつぶやいたりしながら宿泊者カードに記入して、封筒とお財布、メモと

ペンを準備する。 

  

☆参加費を受け取るときのプレッシャー 

 宿に着いた私の最初にやるべきことは、ちょっと緊張しながらの参加者からのお金の徴

収と、宿泊費の支払いである。ちょっと緊張するのは普段あまり現金をもらったり渡したり

する仕事ではないからなのかもしれないが、それ以上に、このお金をどう遣うことが援助的

であるのかという、責任というかプレッシャーをここで感じてしまうからかもしれない。 

参加者から参加費を受け取るとき、その参加費は参加者が親から持たされた封筒に入っ

ていることが多い。そしてその封筒には現金だけでなく、そのお金を持たせた保護者の方か

らのお手紙が一筆添えられていることがある。内容はいろいろだが、そこには引きこもって

いる、あるいは引きこもっていた我が子が、自分の意志で京都の寺社仏閣をめぐり、大学を

見学するツアーに参加することへの不安や期待がつまっている。その保護者の不安や子ど

もの変化への期待に応えることに対するプレッシャーが、参加費を受け取るときの私の緊

張になっているのかもしれない。 
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☆赤字続きの町家合宿 

 町家合宿の宿は、あるじのご厚意により貸し切りで泊まることができる。貸し切りなので

どの部屋で寝ようがほぼ自由だし、台所も共有スペースも好きな時間に使うことができる。

他の宿泊客に気を遣うことがないのでとてもありがたい。 

 とはいえ、３人で泊まろうが１０人で泊まろうが貸し切りなので宿泊料は変わらない。毎

年お世話になっているこの宿は、京都の町家（しかも建物が文化財指定）に泊まるには、あ

まりにもありがたい値段設定ではあるのだが、それでも参加者が少ない場合は、お金を徴収

して宿代を支払った時点で赤字が確定している年もある。 

  

☆赤字の理由①～参加者の人数～ 

町家合宿を始めて最初の数年は、どうすれば赤字にならずに町家合宿を運営できるのか

というのは悩みの種であった。スタッフの方から宿泊費だけでも徴収することを考えたこ

とはあったが、自分がやりたくてやっている町家合宿に、お願いして巻き込んでやっている

手前、それは気がひけるような気がしていた。どこかの助成金を申請することなども考えた

が、その申請の手間を考えるととても自分にはできないような気がしていた。 

 となれば参加者を増やすしかないのではあるが、いかんせん自分の手の届く範囲内で不

登校や引きこもりの経験者である参加者を募集して、一人ひとりと（あるいはその保護者と）

やりとりをしながら当日来るかどうかもわからない状態で当日を迎えるというやり方では

そうそう参加者を増やすことはできない。 

  

☆赤字の理由②～スタッフの人数～ 

しかも、ただ参加者多くなればいいというわけではなく、参加者が多くなればスタッフが

足りなくなり、配慮も行き届かなくなるので、参加者の安全はもちろん、安心して過ごして

もらうことも難しくなる。スタッフを増やすということは、スタッフの町家合宿での活動費

が必要になってくるし、そもそもスタッフを増やすことは参加者を増やすよりも大変であ

る。スタッフが対人援助職であるという必要はないものの、ある程度町家合宿の援助的な意

図を理解してもらったうえで柔軟に対応してもらえる方でなくてはならない。しかも 2 泊 3

日ボランティアである。 

以前、あるスタッフ A さんに「なんでこども（参加者）に対して、こんなスタッフ（マン

ツーマンに近いぐらい）必要なんやろうって思ったけど、行ってみてわかった。これ、絶対

必要や。びっくりした。」と言われたことがある。A さんによると、町家合宿の私は「優し

いけど厳しい。」のだそうだ。参加者が、京都の夏の暑さであったり、観光地の人の多さで

あったりで、うなだれて足が止まってしまったり、他のメンバーと一緒に行動することがで

きなくなってしまうことがある。そうしたときに私が「ちょっと水分取って休憩しよかー。」

とか「ほなここでちょっと別行動して後で合流しよかー」と言う。他のスタッフにその動け

なくなった参加者に付き添ってもらって、何食わぬ顔で他の子と談笑しながら休憩したり、
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あるいは別行動で着々とスケジュールを遂行する。そのことに A さんは驚き、そのために

スタッフが必要であると思ってくれたらしい。「山下さん、こどもに寄り添うけど、にこに

こ笑いながらぜーったいあきらめさせへんねんもん。びっくりしたわ。」と。 

 

☆赤字の理由⓷～目に見えない心理支援～ 

A さんは、カウンセラーでも教員でもない。そんな A さんから「寄り添うけどあきらめ

させへん」と言われて私のほうこそ驚いてしまったし、なんだかうれしくもあったのだが、

よく考えてみれば、私が普段の仕事でやっていることのスタンスそのままだなと思う。気持

ちに寄り添い、相手が願う変化を応援することはこれまでずっとやってきたことである。 

 個に寄り添い、支援をしていくということは、心理的支援をやっている身としては基本

（？）スタンスなのであるが、それを町家合宿という小さくとも集団の中で（しかも炎天下

の観光地で）やることが A さんには新鮮に映ったのだろう。この私の町家合宿でのスタン

スは、スクールカウンセラーをしていたり、適応指導教室やフリースクールという組織や集

団の中で子どもの支援に関わっているからこそ、あまり意識せずにやっていることなのか

もしれない。 

 

☆町家合宿赤字脱出 

さて、実は現在、赤字はほぼ脱出している。というのも先に出てきた A さんはある子ど

もに関わる NPO の理事をしている。ある方のご紹介で数年前から私はこの NPO に関わら

せていただくことになり、その結果、その NPO のイベントの 1 つとして町家合宿をさせて

いただくことで、その NPO から予算をいただくことができるようになったからである。な

んともありがたい話である。が、今までは苦手で適当にしていた予算計画や領収書の計算に

は頭を悩ませてしまっている。 
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 結局は感情優位かよ！ 

 前号の対人援助学マガジンにて、「多頭飼育となると世間では「保護＝レスキュー」ばか

り目立っている。SNS やニュースで流れてくるのは、劣悪な飼育環境の写真とレスキュー

の様子ばかりだ。」と文句を吐露し、「現場から直接救いだすことだけが「保護」ではなく、

現場の環境の改善をして間接的に「保護」することだってできる。と思う。」と偉そうに書

いた矢先に、保護しか選択肢が見つからない案件の相談が私が取り組むＮＰＯ「人もねこも

一緒に支援プロジェクト」に寄せられました。 

多頭飼育の飼い主さんに関わっている医療関係者の方からの相談でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.18 

『癌の末期、予後は半年以内、〇〇市在住の方が、一人暮らしの家で猫を 20 匹ほど

飼っておられるようです。予後は長くなく、猫を含めこまめに面倒を見てくれる家族

もいないため、早く猫の貰い手を探すなど手を打たないといけないと再三促していま

すが、体がしんどく動きにくいためか全く行動を起こしてくれません。最終的に猫を

手放さないといけない必要性は理解していただけており、ご本人も、猫を保健所に連

れていくことになるのはしのびないとおっしゃっています。何らかの形で猫たちを保

護していただけないでしょうか。このような機関に相談することについては、ご本人

からは許可をいただいております。 

そう遠くないうちに〇〇さんはお亡くなりになります。最初に病院に来られた時か

らいつも猫のことを気にされていて、入院期間も最短に、治療より猫優先の方なので、

猫のことが片付かないと〇〇さんは落ち着いて人生を終われない気がしているんで

す。私は、〇〇さんの病気はもう完治させてあげられないんですが、少しでも満足し

て最期を迎えていただきたいと思っています。〇〇さんの猫たちが安心して暮らせる

場所ができれば、思い残すことないようにしてあげられるのではと思っています。』 



195 

 

前号で「保護せざるをえないケースと保護しなくてもなんとかなるケースの見極めが重

要だ。」と書きましたが、見極めるも何も、余命という住宅の立ち退き期限よりも動かし難

いものがそこにはありました。 

 

人もねこも一緒に支援プロジェクトでは、基本、多頭飼育の保護依頼は受けていません。人

もねこも一緒に支援プロジェクトがメインで関わっている多頭飼育ケースは現在 5 件、96

匹。小さなＮＰＯにとって、96 匹はとても保護対応できる頭数ではありませんが、５件の

家族を支援するという間接支援の形をとることによって、96 匹の猫をサポートすることが

できています。 

 

でも、このケースは保護しないとどうしようも無いケースです。 

 

「うちでは力不足です、ごめんなさい。」 

 

と断ってしまおうと何度も思いました。 

相談してくださった方の気持ちが胸が痛くなるほど優しく、飼い主さんのご住所を聞いた

ら、今の私の家から自転車で 10分の場所だった（そんなことある？）という恐ろしい偶然

から、これは猫神様に「これは、君に対応してほしい案件なんだけど？」と言われているよ

うな気がして、悩んだ末に引き受けることにしました。 

 

当分、NPO で新規の多頭飼育崩壊ケースの相談は受けられないかもしれません。 

結局全頭は救えないかもしれません。 

 

感情に任せて動いていたらキャパを超えて破滅する。そう分かっているから、今まで一生懸

命理論を考えて、理屈っぽい自分で、感情的な自分の暴走にブレーキをかけてきました。で

も、そうやって積み上げてきた理屈を、いとも簡単に感情は打ち破ってしまうものなんだな

ぁと実感しました。 

私がこの「そうだ猫に聞いてみよう。」の読者だったら、 

「結局感情優位かよ！今までのなんやねん！」とツッコんでいることでしょう。 

 

というわけで、今回の「そうだ猫にきいてみよう」では、新しくかかわることになった６件

目の多頭飼育ケースについて書いていきたいと思います。このケースはまだまだ進行中な

ので、「初動」について書くことになります。 
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 初回の家庭訪問 

 相談者の方に同行していただき、家庭訪問を実施しました。初めに把握したい内容は、 

 

① 猫の頭数（本当に２０匹？） 

② 猫の人馴れ具合 

③ 室内の状況 

④ 飼い主さんの意志（不妊手術、里親譲渡を自分の意志で実施したいと思っているか） 

 

です。家庭訪問の結果、 

 

① 頭数：本当に２０匹。生後１～２ヵ月の子猫が５匹、4 ヵ月 2匹、成猫 13匹でした。 

② 人馴れ具合：飼い主さんは全頭抱っこ可能。初対面だと、逃げる。 

③ 室内の状況：かなり悪い。物が多い。飼い主さん宅にいる状態では里親募集困難。 

④ 飼い主さんの意志：手術、里親譲渡の意志あり。 

と分かりました。 

   

当初は、全頭の不妊手術をしたうえで一旦飼い主さんのお家に戻し、里親探しをしていこ

うと考えていましたが、飼い主さんのお家にいる状態では里親探しは不可能だと分かりま

した。計画を変更して、私の仕事場で無理なく預かれるのは２匹なので、２匹ずつ引き出し

て、１匹里親に出たらまた１匹保護するというサイクルを繰り返していくしかないと考え

ました。 

さらに、パッと見えただけでも妊娠していそうなメスが１匹いました。５月という出産シ

ーズンであることを考えれば、今月中に数匹のメスが出産してもおかしくない状況でした。

全頭の不妊手術が急務です。通常であれば、福祉機関や行政に話にいって、どうぶつ基金さ

んの多頭飼育救済チケットをなんとか取得してもらいたいところですが、どうぶつ基金へ

の申請経験のない行政を説得して行動に移してもらうには少なく見積もっても１，２ヵ月

はかかります。それを待っていられる状況ではないので、自費での手術が必要ということに

なります。ただ、飼い主さんはご自身の医療費で生活が圧迫され、病気のせいで働くことも

困難になっているため、生活保護申請の準備をされている状況でした。 

つまり「人もねこも一緒に支援プロジェクトで費用を捻出して、一刻も早く全頭に不妊を

実施する必要がある」ということがわかりました。 
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 一斉不妊手術の段取り 

 自費で全頭の不妊手術が必要となるので、月に２日間だけオープンする「大阪ねこの会さ

んの一斉有料手術」の日に手術を依頼したいと思いました。それが一番、低価格で１回で多

頭の手術を実施することができます。今月の手術日を調べると、家庭訪問の２日後と３日後

が手術日でした。明後日に手術をお願いするためには、明日の夕方と明後日の朝に猫たちを

保護して手術会場へ移動する必要があります。 

初回家庭訪問の次の日には猫たちを不妊手術のための病院に連れていくという、なんと

も無茶苦茶なスケジュールですが、この機会を逃すと次は１か月後になり、猫の頭数は増え

ているはずです。飼い主さんにも大阪ねこの会さんにもＯＫをいただけたので、あとは 15

匹を運べるサイズの車の手配と人手の確保が必要です。車は知人に２日間自分の車と交換

をお願いし、人もねこも一緒に支援プロジェクトのスタッフに手伝える人がいないか聞い

たところ、２名のスタッフが手伝ってくれることになりました。 

 

 一時預かり・保護ボラさんのお願い 

「２匹ずつ引き出して、１匹里親に出たらまた１匹保護するというサイクルを繰り返し

ていくしかない」と家庭訪問時は思いましたが、室内の環境と物の多さを考えると、手術し

た猫を一旦お家にもどすことは現実的ではないと思えてきました。一旦もどしたら、再捕獲

が難しくなってしまうかもしれませんし、手術と一緒にしてもらう駆虫もウイルス検査も

無駄になります。これは、人もねこも一緒に支援プロジェクトだけで抱えずに、ＳＯＳを出

そうと決意しました。 

自分の Facebook で自分のお友達限定の公開設定にして、猫の保護または、預かりボラン

ティアに協力してもらえませんか？と呼びかけました。命を預ける以上、だれでもいいとは

言えません。活動内容や飼育環境を知っている知り合いの中で、手を挙げてくれる人が居た

頭数だけは、手術後お家に戻さずに保護してもらおうと考えました。 

結果、ＳＯＳを出してから一晩で、10 名の方が声をかけてくださり、15 匹分の受け入れ

先が見つかりました。正直ちょっと涙が出ました。まさか全頭の受け入れ先の目処がつくと

は思っていませんでした。 

切実なＳＯＳを出し、手を挙げてくれたボランティアさんたちによって、ここの猫たちの

命は救われます。でも、里親募集を始められる状態にするまでのケアに時間がかかり、里親

募集をしたとしてもなかなか声がかかりにくい、つまり長期的にボランティアさんのキャ

パを埋めてしまう可能性がある猫をボランティアさんにお願いすることによって、その空

きがあれば命が救われていたかもしれない未来の命を失わせてしまった可能性があること

を私は忘れてはいけないと思いました。嬉しさと苦しさ半分半分の感情でした。 
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 一斉手術  

 手術前日の夕方と、手術当日の朝に飼い主さんが頑張ってケージに入れてくださったの

が全部で１０匹でした。残りの５匹はお家の中を逃げて隠れてしまい、捕まえることができ

ませんでした。 

  

 

手術と同時に、里親募集をするにあたって、必要な３種混合

ワクチン、ウイルス検査、ノミダニ駆除を全頭に実施してもら

いました。 

 

飼い主さんが作ってくださった名前リストと、捕まった猫

たちの写真を照らし合わせると、残っている５匹はオス４匹、

メス１匹だと分かりました。最後のメスは急いで保護するこ

とにして、残りの４匹は先に保護した子たちが落ち着いてか

ら対応していこうと考えました。 

 

 

 

 それぞれの保護先へ 

・生後 1～2ヵ月の子猫と 4ヵ月の子猫１匹の計５匹は、川西ＴＮＲ地域ねこの会さんが保

護してくださいました。 
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・茶白の４ヵ月の茶君はボランティアのＨさん。 

・耳血腫持ちのキイ君と、年齢の割に歯石がたまってしまっているミーツーはボランティア

のＩさん。 

・警戒心の強いりぼんちゃんはボランティアＫさん。 

・人懐っこいヒゲちゃん、ミギ、マンダラはネコリパブリック岐阜店さん。 

・腎臓の病気と膀胱麻痺疑いで里親譲渡が難しいブイ君は終生保護として、アニマルサード

アイズさん。 

・怖がりのコダマちゃんと、あとから保護できたミイちゃんは、私の事務所で駆虫が完了す

るまで保護し、その後ペットの会議室さんへお願いする予定です。 

   

   

 

現在、飼い主さんのお家にいるのが４匹。１匹はギリギリまで飼い主さんと一緒にいてもら

い、残りの３匹は、私の保護場所に空きができ次第保護してきたいと思っています。 

 

 

 ざくっとここまでの収支 

 この半月でどれくらいの費用がかかっているのかを出してみました。人もねこも一緒に

支援プロジェクトではスタッフの交通費は自分持ちになるので、ガソリン代やスタッフの



200 

 

家から現場までの電車賃は含めていません。保護猫の食費や猫砂代も含めていません。ざく

っとの費用です。 

 

 

まだ保護まちの猫が４匹いるので、費用はさらにかかる見込みです。保護してくださったボ

ランティアさんたちがそれぞれ将来的に負担してくださる医療費や食費を含めて、この案

件にかかわる費用をだすとすると、おおよそ３０万円くらいにはなりそうです。 

 

約３年前に、77 匹の多頭飼育ケースの一斉不妊手術を実施し、お家に戻した際の収支が

「そうだ、ねこに聞いてみよう No.8」に掲載していたので、比較してみます↓。 
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どうぶつ基金さん利用、かつ保護ではなくお家に戻す方針だったこともあり、猫の頭数は今

回のケースの 3.85 倍ですが、費用は 6 分の 1以下でした。具体的に費用の違いが比較でき

たのは有意義でした。今回のケースが完結した時に、最終的な比較をしてみたいです。 

 

 実践と記録は不可分の両輪 

 実は、この対人援助学マガジンの締め切りを過ぎてしまうことがかれこれ、３回ほど続い

てしまいました。編集部の皆様にとっても迷惑をかけてしまっていました。テーマが思いつ

かないとか、仕事やＮＰＯの活動が忙しいとか自分の中で色々言い訳を作っていました。そ

して今回のマガジンの締め切りでも原稿を提出できなかった私に、編集長の団先生が 

 

実践と記録は不可分の両輪。 

それができている限り、社会の信頼を損なうことはありません。 

 

と戒めのメールをくれました。ものすごくはっとしました。グサッと刺さりました。それを

忘れてしまったら、私なんてただ偉そうに書いたり話したりしている若造です。私を講演の

場に呼んでくれる人がいるもの、マガジンを読んでくれる人がいるもの、人並みよりは多い

実践の記録と省察の積み重ねから生まれるリアルな理論がそこにあるからだと忘れかけて

いました。 

 

実践の伴わない理論は机上の空論だし、記録と省察の積み重ねが伴わない実践は闇雲です。 

有効な予防手段という光はどこにあるのか。リアルな実践の記録と省察を丁寧に積み重ね

ていきながら、その先に見つけていくしかないんだと、再認識できました。 

 

空の雲を払い光を見つけるために、これからも、自分の実践活動とその記録や省察を、ドタ

バタなケースも含めて、皆さんと共有していきながら積み重ねていきたいと思います。 

 

ご意見、質問などは下記メールアドレスへどうぞ。 

 筆者 

小池英梨子 

仕  事：ねこから目線。～ノラ猫専門のお手伝い屋さん～ 

ボラ活動：NPO 法人 FLC 安心とつながりのコミュニティづくりネットワーク 

「人もねこも一緒に支援プロジェクト」 プロジェクト代表 

ボラ活動；大学ねこ連盟 U-Cats 事務局 

お問合せ：e.kosame12@gmail.com 
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先人の知恵から 

28 
かうんせりんぐるうむ かかし 

 

河 岸  由 里 子 

 

 

 

 

人間はずっといろいろな困難と向き合い、

それを乗り越えてきた。その結果が今であ

る。このコロナウィルス問題も、いずれ乗

り越えていくのだろう。人類が生まれ、文

明が生まれてからずっと、人々はその知恵

を働かせてきた。今回のことが未来の人に

とって先人の知恵となる。そんな思いを込

めて、今回は下記の９個。 

  

・五十歩百歩
ご じ っ ぽ ひ ゃ っ ぽ

 

・凝
こ

っては思案
し あ ん

に能
あた

わず 

・碁で負けたら将棋で勝て 

・ 尽
ことごと

く書を信ずれば 

すなわち書なきに如
し

かず 

・琴柱
こ と じ

に膠
にかわ

す 

・子供の喧嘩
け ん か

に親が出る 

・子に過ぎたる宝なし 

・子の心親知らず 

・子は親を映
うつ

す鏡 

 

 

 

＜五十歩百歩＞ 

 差はあるが、本質的には同じであること。

似たり寄ったりであること。 出典 孟子 

 

 この故事の出典の話は以下の通り。 

 中国、戦国時代に、梁の恵王が、「自分は

凶作の地の人民を豊作の地に移すなど、人

民に対していつも心を配っている。これほ

ど他国よりも善政をおこなっているのに、

人民は自分を慕って各地から集まってこな

いのはどうしてだろう？」と孟子に尋ねた

とき、孟子は戦争をたとえにして、「鎧、兜

や武器を捨てて逃げ出す者がいて、ある者

は五十歩退却し、ある者は百歩退却して止

まったとします。この時五十歩逃げた者が

百歩逃げた者を、自分よりも臆病だと笑っ

たらどうでしょうか？」と言った。王は「そ

れは間違いだ。五十歩しか逃げなかったか

らと言って、逃げ出したことには変わりが

ない」というと、孟子は「王が其の道理を
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お分かりであれば、人民の数が隣国よりも

多くなることを望みなどしない事です。（人

民が苦しむのを凶作のせいにするようでは、

他国の政治と大差はありません。）」と答え

たという。 

どちらでもそう大差ないことで悩んでし

まう人に時々会う。 

以前、赤ちゃんの体温計のことで、耳で

測るのとおでこで測るのとどっちが良いか

と聞いてくる人がいた。色々あると悩んで

しまうものだ。おでこで測るのは少し高め

に出るのだと医療関係者から聞いたことは

ある。しかしそんなに大差はない。どっち

もどっちだろう。使いやすいほうを使えば

よい。要は測れれば良いのだ。こういうこ

とが時々ある。 

 誰でも、大きな差があれば選択しやすい

が、余り差がないことについては悩んでし

まう。大差がないならどちらでも良いのだ

から、鉛筆を倒して決めても問題ない。 

 しかし、不安が強い人は、そのちょっと

の差で悩んでしまうのだろう。相談でいら

した人のそうした質問に、「どっちでも良い」

という答えではあまりにも不親切だろう。 

 メリット・デメリットがはっきりあるな

ら、その両方をそれぞれについて説明し、

その上で考えてもらうが、最終的に決める

のは相談に来た人である。 

 例えば、部活選び。テニス部と卓球部と

どっちが良いか？本人が好きな方を選べば

よいのだが、選べないときどうするのか？

テニスで必要な経費と卓球で必要な経費の

比較、部活として楽しみたいのか、真剣に

選手として頑張りたいのか、部活のレベル

と本人の部活に求めるものなどもしっかり

聴いて行かねばならない。そもそもそうし

たリズム感が必要なスポーツが向いている

かどうかも検討事項になる。決め手が見つ

かればよいが、見つからないときは、この

諺を伝え、差は多少あっても、本質的には

変わらないことを伝えてみる。どちらも道

具の面を使って玉を打ち返すスポーツだし、

シングルとダブルスがある。コートの大き

さ、走る量は異なるし、点数の数え方も異

なるが、どちらも似たスポーツではあるの

だと。 

五十歩と百歩は確かに五十歩の違いがあ

る。人の歩幅は慎重×0.45 と言われている。

160 ㎝の生徒なら、72 ㎝。72 ㎝×50＝

3600 ㎝つまり 36mの差が出来ることに

なる。これを大きいととるか小さいととる

かは、人それぞれかもしれないが、目標と

する距離が長ければ、36m は大した違いで

はない。故事では逃げたことに変わりはな

いからということなので、それを借りれば、

歩いたことに変わりはないということにな

る。似たようなことで、大差がないなら、

あまり拘らないことが生きやすさにつなが

る。 

 

英語では・・・ 

As good twenty as nineteen.  

（ニ十も十九も似たようなもの。) 

  A miss is as good as a mile. 

 （小さな失敗も大きな失敗も、失敗で 

あることに変わりはない。) 

 

 

＜凝っては思案に能わず＞ 

物事にあまり熱中し過ぎると、かえって

冷静な判断が出来なくなるということ。心

にゆとりを持つことが大切だということ。       



204 

 

 

 これは、どんな人にも言えることかもし

れない。ついつい何かに熱中してしまって、

大事なことを忘れたり、約束に遅れたり、

他のことに気持ちを向ける余裕が無くなっ

たり。熱中する物によっては、多大な迷惑

を掛けたり、自分自身が失敗の道をたどる

こともある。 

 集中すると周りの人が声を掛けても聞こ

えない。その為に親に怒鳴られてしまう子

もいる。しかし、集中することで素晴らし

い仕事をする子もいる。寝食をわすれてし

まう、トイレに行くのも忘れる、そんな集

中力の子もいる。それを否定したくはない

が、出来れば、どんな時でも、周りが見え

るように、集中し過ぎないことが出来ると、

もう少し楽になれるかもしれない。そんな

ことを伝える時にこの諺を使っている。 

 

 

＜碁で負けたら将棋で勝て＞ 

 一つのことで失敗しても、くよくよせず

に別のことで取り返せという教え。         

 

 一度失敗すると立ち直れない子がいる。

高校受験では、先生方が失敗しないように

導いてくれるため、殆どの子が無事合格す

る。 

 高校に入ったとたんに、自分の力が周り

の子に比べて劣っていると感じただけで、

学校に行けなくなってしまう。勉強だけが

全て、成績だけが全てだと思っているから

立ち直れなくなってしまうのだ。勉強がダ

メなら他のことで頑張ればよい。 

何か一つでも得意なものを見つけられる

子は幸せである。しかし、それを見つけて

あげるのも親の務めかもしれない。勉強が

苦手でも、料理が得意なら、スポーツが得

意なら、工作が得意なら、おしゃべりが得

意なら、何でもよいではないか。 

ドラえもんに出てくるのび太君のように、

勉強はからっきしでも、優しくて、あやと

りや早抜きが得意で、愛すべきキャラにな

れれば、明るく前向きで、周りの人を温か

い雰囲気にしてくれるだけで、愛されるよ

うになる。 

折り紙が得意な子もいた、絵が得意な子

がいた、将棋が得意な子がいた、スポーツ

が得意な子がいた、演技が得意な子がいた、

歌が得意な子がいた、ダンスが得意な子が

いた。得意なものはないけど、素直な子が

いた、優しい子がいた、笑顔がかわいい子

がいた。何でも良い、1 つ得意なものが見

つけられれば、輝ける。 

こんな事を伝える時にこの諺を使ってい

る。 

  

 

＜尽く書を信ずればすなわち書なきに如か

ず＞ 

 どんな書物も完全ではない、批判の目が

必要であることのたとえ。書物を読むとき

に、書かれていることを全部丸呑みするな

ら、かえって読まない方が良いという意か

ら。原義では「書」は『書経』を指したが、

現在では一般の書物の意味で用いられる。 

           出典  孟子 

 

 最近は「書」ではなく「ネット」かもし

れない。ネットで何でも調べ、その情報に

振り回されている人が結構いる。そういう

人には、この諺がぴったりだと思っている。 
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＜琴柱に膠す＞ 

 規則に拘って融通がきかないこと、臨機

応変の処置ができないことのたとえ。琴柱

を膠で固定すると、音の調律ができないこ

とから。 

琴柱＝弦を支えるため琴の胴に立て、位置

を変えて調律する道具。膠＝魚などの骨や

皮を石灰水に浸してから煮て濃縮し、冷や

して固めた者。接着剤として用いる。 

              出典 史記 

 

 最近では中学校で琴を習う学校もあるよ

うなので、この諺を理解してもらいやすく

なった。琴柱を動かないようにしたら、音

が安定するのではと思う人もいるかもしれ

ないが、1 つ 1つの弦の音程は決まってい

るので、その調整のため、琴柱は動くよう

にしておかねばならない 

 バイオリンの駒は外せるが、動かすこと

は殆どなく、弦の張の強さで調律する。そ

して抑える位置で音階が生まれる。つまり、

琴柱はバイオリンの弦の張を調整するねじ

の様な役割である。従って動かないと調律

できない。 

 このことから、琴柱を固定することが、

融通が利かないということに通ずるのであ

る。 

 マニュアルに頼る人が増えてから、臨機

応変に動けない人も増えた。教わっていな

いことはできないというのでは学びは深ま

らない。試行錯誤や、見て学ぶことが求め

られていた時代には、誰も教えてはくれな

かった。自ら想像し、創造していく力は、

学んだことの般化から生まれてくる。 

 見聞きしたこと、体が覚えたことに加え

て、発想の豊かさが臨機応変につながる。

発想の豊かさには丁度琴柱の様に、自由に

動く思考が必要だ。 

 

 

＜子供の喧嘩に親が出る＞ 

 つまらないことに余計な口を出すこと、

大人げないことのたとえ。子ども同士他愛

のない喧嘩に、それぞれの親が干渉するこ

と。 

 

 この諺が実践されるケースが増えている。

子ども同士がしっかり喧嘩できれば良いの

だが、最近の子どもたちは、喧嘩せず、ど

ちらか一方がやられる。そしてやられた側

は親に訴える。或いは親が気づいて問い詰

め、相手の言動をしることになる。可愛い

我が子に対し一方的とはいえ、ちょっとし

た意地悪や悪口や仲間外れにするなどと言

うことがわかれば、親は黙っていない。先

ずは学校に電話し、担任に確認する。担任

は「双方から話を聴きます。」とか「調査し

ます。」と言って確認に入る。その結果に親

が納得すればよいが、納得できなければ、

更に親の腹立ちがヒートアップする。そし

て、校長室に怒鳴り込みなどと言うことも

間々ある。一方、親がこんな風にどんどん

出ることで、子どもは引くに引けなくなる。

「大したことではなかったのに・・。」と思

う子もいるし、「そうだそうだ、あんな奴、

責められればいいんだ！」と思う子もいる

だろう。どちらにしろ、問題は子どもから

離れて行ってしまう。そのため、ますます

自分のトラブルを解決する能力を失ってい

くことになる。 
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いじめに対しては、放っておくわけには

いかないが、ちょっとしたすれ違い、勘違

いなどと言うことも多々あるのが子ども同

士の関係である。先ずは本人に解決させて

みよう。解決方法を一緒に考えてあげよう。

それでもダメな時はそれこそ親の出番にな

る。 

 

 

＜子に過ぎたる宝なし＞ 

 どんな宝も子どもには及ばない、子ども

は最上の宝であるということ。 

 

 子どもは宝だということをあまり大きく

言うと、子宝に恵まれない方を傷つけるこ

とになるのかもしれないが、子どもを育て

ているお母さん、お父さん向けにこの諺を

使っている。生きることに必死だと、つい

子どものことは二の次にしてしまう。金銭

的に余裕があれば、物で埋め合わせをする

保護者もいるが、子どもたちが欲しいのは、

物ではなく、寂しさを埋めて欲しいという

願いである。離れていた時間の分だけ、休

みの日や空いている時間に、しっかり話を

聴いてあげたり、遊んであげたり、スキン

シップをとったりできればよいのである。

どんなにお金を稼ぎ、豊かな暮らしになっ

たとしても、子どもとの関係が醒めてしま

って、子どもが保護者との関係を切ってし

まったら、後からいくら悔やんでも始まら

ない。 

 今、目の前の子どもに、精一杯の愛情を

注げれば、子どもは、反抗期も思春期も超

えて、保護者との良い関係をいずれ持てる

ようになる。子どもを育てることは大変だ

し、責任も重いが、子どもを育てながら親

も育つし、子どもの成長を見て行けるしあ

わせも、いつか感じられたらと、この諺を

伝えている。 

 

 

＜子の心親知らず＞ 

 親は我が子の本心を案外わからないもの

だということ。また、いつまでも幼いと思

っていると、成長している子どもの気持ち

を理解できないということ。 

                 

 前述の様に、子を宝と思って一所懸命育

てていても、子どもの心がわからない事は

在る。小さい頃は速く大きくなれと思って

いるのだが、大きくなっているのに、いつ

までも子どもだと思って対応していると、

厳しい言葉を浴びせられることも良くある。

「親の心子知らず」という諺に対する、子

の反撃のようなこの諺は、思春期の子を持

つ親に主に教えている。 

 親が思っているほど子どもはいつまでも、

親の助けが欲しいとは思っていない。子ど

もが親をうるさがったり、うっとうしがっ

たりするように育てられれば、むしろ子育

ては成功だと伝える。 

 

 

＜子は親を映す鏡＞ 

 子どもの振る舞いを見れば、どんな親か

を知ることが出来るということ。また、子

どもの考え方や行動には親の価値観が反映

されるということ。 

 

 小さいころから、親の真似をしてそだっ

てきた子どもなのだから、親に似るのは当

たり前である。父親がテレビの前で寝そべ
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ってみていると、同じ格好をして子どもが

見ているという光景に出会った母親は案外

多い。 

 食べ物の好みが親と同じになったり、物

の言い方や行動が親に似ることも多い。大

きくなると娘と母親の声が電話では区別が

つかないなど言うことも良く聞く。子ども

の言動に、ハッとしたことがある親もいる。 

 だからこそ、親は自分の言動に気をつけ

ねばならない。一所懸命働く姿をみせるこ

と、言葉で伝えるだけではなく、実践して

見せることで、より上手く伝わる。言葉遣

いや人との関わり方、食事の癖、行儀や姿

勢など、良いお手本を示せる大人であるこ

とが求められている。 

 

英語では・・・ 

As the old cock crows, so crows the 

young. 

（親鶏が時を告げるのと同じように、若鶏

も時を告げる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典説明 

 

孟子・・・七編 

中国、戦国時代中期の思想書。孟子の言

行を門人が編纂したもので、「大学」「中庸」

「論語」と共に四書の一つ。性善説に基づ

く道徳論を説き、覇道（武力による政治）

を否定して王道（人徳による政治）を提唱

している。 

 

 

史記・・・百三十巻 

中国時代の史書。最初の正史。前漢の司

馬遷の著。古代伝説上の帝王黄帝から五帝、

夏・殷・周・秦の各王朝を経て前漢の武帝

までの約二千数百年の歴史を総合的に記し

た通史。本紀（帝王の伝記）と列伝（臣下

などの伝記）を主体とする本書の歴史記述

は「紀伝体
きでんたい

」と呼ばれ、以後の正史の規範

となった。 
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うたとかたりの対人援助学 

第 14回 京都のわらべうたを歌おう 

鵜野 祐介 

オンライン授業の模擬体験 

 この連載はこれまで、筆者がうたやかたりについ

て各地で取材して記録したフィールドノーツを元に

構成しようと心がけてきました。ところが、今般の

コロナ禍によってフィールドワークはできず、さり

とて古いネタを使いまわすのも気が引けます。 

そこで思いついたのが、筆者が担当している「教

育人間学実習Ⅲ」のオンライン授業用シナリオと、

受講生のコメントを紹介するというアイデアです。 

 オンライン授業には①「同期型」、②「非同期型」、

③「複合型」があり、①は「ビデオ会議ツールのZoom

などを使って教員と学生がリアルタイムで双方向の

授業を行う」、②は「教員がオンライン上に準備した

教材や資料、音声、動画に学生がアクセスして学び、

オンライン上で課題やコメントシートを提出する」、

③は①と②を組み合わせたものです（朝日新聞Edu 

A５月24日）号p.1より）。 

「教育人間学実習」は5回シリーズで、当初は「１．

うたあそび、２．絵本読みかたり、３．紙芝居上演、

４．昔話を聞く、５．昔話を語る」という計画でし

たが、お手玉や絵本や紙芝居は手もとにない受講生

が多いと思われたため、わらべうたを歌い、民話（民

間説話）を語ることに絞って、上述の②の方式で実

施することにしました。今回ご紹介するのはその第

2回「京都のわらべうたを歌おう」の授業（5/20）

のために、WEB上に掲載したシナリオの一部です。 

読者の皆様も、実際にオンライン授業を受けてい

るつもりで読んで歌って下さい。また、受講生（教

育人間学専攻3回生）が寄せたコメントを、今後の

実践に活用していただけると嬉しいです。 

 

京都のわらべうたを歌おう 

  本学衣笠キャンパスの所在地は京都ですので、京

都のわらべうたを５曲紹介します。類似するうた

（「類歌」）は全国各地にありますので、ぜひ自分の

出身地の類歌を調べてみてください。今回参考にし

たテキストは、採譜・高橋美智子、文・中川正文『京

わらべうた』（駸々堂出版1972）です。本書は『日

本わらべ歌全集』（柳原書店 1978～）よりも６年

早く、地元の出版社から「京都文庫」の一冊として

出版されたもので、装丁や構成にも細やかな気配り

が感じられる上品な書籍です。 

今回紹介する５つの唄はいずれも配信動画サイト

YouTube で聴くことができます。メロディーを確

認して、自分でも繰り返し歌ってみてください。 
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「優女
やしょうめ

」（子守唄） 

 

優女 優女 京の町の優女  

売ったるものを見しょうめ 

金襴
きんらん

緞子
どんす

 綾
あや

や緋縮緬
ちりめん

 

どんどん縮緬 どん縮緬 

 

これは本願寺八世の蓮如上人が作ったと伝えられ

る子守唄です。その真偽は定かではありませんが、

元は、正月の万歳の寿詞（ことほぎうた）として歌

われていたものの一部分と考えられています。 

中川正文は次のように解説しています。「京のおん

なを、やしょうめ――優しい女と感じる視点は、た

ぶん旅びとの目か、物乞いの目ではなかったろうか。

都として、室町幕府の所在地として、諸国から数お

おく流入してくる旅びとや法下師たちの目に映った、

京の繁栄に対する一つの憧憬や媚びがもたらした、

ふしぎに明るい中世風の雰囲気をたたえた、まとま

った曲である。 

京の子どもたちは、こういう歌で、ほんとうに眠

りについたものかどうか。むしろ気分が華やいでは

ずみ、眠れないのではないか、という疑問すら起き

てくる。それほどまでに音楽性の高い、さわやかな

曲だ」（高橋・中川1972：90）。 

 

                       

                                          

「愛宕
あたご

さんへまいって」（しぐさ遊び唄） 

 

愛宕さんへまいって 細道とおって 

花いっぽんぬすんで 毛虫にさされて  

ほうぼうで目もろて 

口惜しや腹だちや 音羽の滝や ところてん  

コチョコチョコチョ 

 

 これは子どもと対面して、唄にあわせて手ぶりと

しぐさを交えながら歌う遊ばせ唄です。本来は相手

の顔や身体に触っておこなうスキンシップの唄です

が、今回は自分の顔や身体を触って、やってみてく

ださい。 

・「愛宕さんへまいって」＝頭を４回タップする（軽

く叩く）。 

・「細道とおって」＝頭から眉と眉の間を指でなぞっ

て下がる。 

・「花いっぱんぬすんで」＝鼻をつまんでもぎ取ろう

とする。 

・「毛虫にさされて」＝両方の眉を２回ずつタップ 

・「ほうぼうで目もろて」＝左右の頬と目を順番にタ

ップ 

・「口惜しや腹だちや」＝口とお腹を２回ずつタップ 

・「音羽の滝や ところてん」＝小便の出る場所と肛

門付近を１回ずつ押さえる。 

・「コチョコチョコチョ」＝脇の下をくすぐる。 

 

 

音羽の滝は清水寺にある滝です。また、心太（と

ころてん）を作る際、ピストンを押すと穴からムギ

ューと出てくる心太に、肛門から出るウンチを連想

した感性には感心します。 

「子どもたちは、コチョコチョされる最後の瞬間を

びくびくして予測しながら、目や鼻などをおさえて

いくスリルを味わう。子どもたちの心の動き方を巧

妙にふまえた遊ばせ歌だ。こういうものは集団保育
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では、なかなかできないものである。親子や兄弟な

どではじめてなし得る、個人的なゲームなのだ」（同

上99）。 

コロナ禍が一段落したら、家族や親戚の子どもに

ぜひ試してみてください。 

 

「ひとめふため」（羽根つきのうた） 

 

ひとめ ふため みやこし よめご 

いつやの むさし ななやの やつし  

ここのや とおや 

ひやふ みやよ いつやむ ななや こことお 

 

「京の正月は、おけら詣りで明ける。祇園八坂神社

の神火を火縄にうつし、それをわが家に持ち帰り、

雑煮の火種にするのだ。（中略）そして元旦は、いつ

もつきぬけるような晴天で、深く澄みきった青い空

をあおぐことができた。四方拝*が終わって戻ってき

た子どもたちは、通りへでて羽子板をついた」（同上

13）。（＊四方拝：年のはじめに天地四方を拝して年

災をはらい豊作を祈る儀式。平安時代以来の宮中行

事だが、戦前の子どもたちは元旦の朝登校して、講

堂で行われるこの儀式に参加させられていた）。 

 数え唄になっています。これを歌いながら、何回

羽根をつけたかカウントするのです。「やつし」とは

「おしゃれ」のこと。つまりこの遊びは女の子によ

って行われたようです。唄のメロディーあるいはイ

ントネーションが、舞妓さんが使うような典型的な

女性の京ことばなので、繰り返し聞いて歌って、京

の風情を味わってください。 

「京の大仏つぁん」（かごめ遊びの唄） 

 

京の京の大仏つぁんは 天火で焼けてな 

三十三間堂が 焼けのこった 

アラどんどんどん コラどんどんどん 

うしろの正面 どなた 

おさるキャッ キャッ キャッ 

〇〇さん  

（当たらなかった場合） 

違いました 違いました 松のかげ 

（当たった場合） 

ようさいた ようさいた 

 

遊び方は、目をつむってしゃがんだ鬼の周囲を、

手をつないで輪になった子どもたちが、歌いながら

廻ります。「後ろの正面どなた」で鬼が目をつむった

まま立ち上がり、鬼の真後ろの子どもが「おさるキ

ャッ キャッ キャッ」と歌うと、鬼はその子の声

を聞いて名前を当てるのです。名前を言い当てられ

たら、その子が次の鬼になります。声色を変えて、

名前を当てられないよう工夫していたようです（同

上116参照）。今回は歌うだけですが、いつか実際

に遊んでみてください。 
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「京の大仏つぁん」は、東山七条の三十三間堂の北

側にかつて存在した、方広寺大仏殿を指しています。

豊臣秀吉とその子秀頼が自らの権勢を示すために、

奈良の大仏よりさらに巨大な仏殿を建てようと何度

も試みましたが、その都度、地震や失火や雷火（＝

「天火」）で灰燼に帰したようです。「このわらべう

たは、そういう大仏殿への哀惜の心情と、いわば大

仏殿へ執念をかけた、秀吉という不運な家系の男へ

の憐憫をも兼ねて、歌いはじめられたものだろう」

（同上 109）。安土桃山時代から江戸時代にかけて

の京都の歴史を刻むわらべうたです。 

 

「丸竹夷」（通り名の唄） 

  

丸竹夷二押御池（まるたけえびすにおしおいけ）  

姉三六角蛸錦（あねさんろっかくたこにしき）  

四綾仏高松万五条（しあやぶったかまつまんごじょう）  

雪駄（せきだ）ちゃらちゃら魚の棚（うおのたな）  

六条三哲（ろくじょうさんてつ）とおりすぎ 

七条（ひっちょう）こえれば八九条（はっくじょう）  

十条東寺（じゅうじょうとうじ）でとどめさす 

 

通りの名前は、順に「丸太町・竹屋町・夷川・二

条・押小路・御池・姉小路・三条・六角・蛸薬師・

錦小路・四条・綾小路・仏光寺・高辻・松原・万寿

寺・五条・魚棚・六条・三哲・七条・八条・九条・

十条」です。 

この唄は、京都周辺の地域から商家に奉公人とし

て雇われてやって来た子どもたちに、通りの名前を

早く覚えて御用聞きや配達などをテキパキとこなし

てもらおうと作られた「商人文化」の精華であり、

碁盤の目のように通りがまっすぐに並ぶ京の町なら

ではの唄だと思われます。 

 繰り返し唱えて、ぜひ暗唱できるまでにしてくだ

さい。また、両肩を叩きながら唱えると、肩こり対

策の唄としても使えますのでお試しください。そし

て、コロナ禍が収まったらぜひ現地を訪れて、今も

残る「通り名」を確認してみてください。 

  

 

課題 

 

 京のわらべうたを５曲歌ってみて、普段聞きなじ

んでいるうたとどのように違っていたか、あるいは

共通する部分があったかについて、自分の身体感覚

を言語化して、400字程度にまとめなさい。 

 

授業へのコメント 

 

 この授業を受けた受講生が提出したコメントの中

から何名かのものを紹介します。 

 

 ♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪ 

わらべうたと普段聞いているうたの違いについて、

所謂“サビ”がないということがそのひとつである。

演歌でもJ-popでも、多くの曲の中には一番の盛り

上がりである“サビ”が存在する。作詞者や作曲者

が最も伝えたいのであろう部分が曲の中には盛り込

まれているのだが、わらべうたにはそれを見いだす

事が出来なかった。同じような旋律、リズムを繰り

返す平坦な音楽であり、現代のうたに比べて、覚え

るという作業には特化しているように思う。 

また、曲の内容自体も普段聞いているうたとは違

う。演歌やJ-popなどは自分の心情について描写す
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ることが多いが、今回のわらべうたは全て違う。(2)

「愛宕さんへまいって」を除けば、歴史的事実や社

会を表した歌となっており、曲の中に作詞者個人の

思いや存在を確認することが難しい。現在出回って

いる曲に対して、事実を伝えるこの唄は娯楽として

生まれたのではなく、むしろ教訓や歴史を伝えるた

めのものとして生まれたのではなかろうか。 

        ♤♤♤ 

 京のわらべうたは、私たちが普段聴いているうた

と比べて使われている音階が少ないように感じた。

耳がいいわけではないので実際はわからないが、ピ

アノでいう黒鍵の部分で奏でられるような音が多い

ような気がした。これが、日本古来のメロディーの

共通点であり、だからこそあまり聞きなじみは無く

とも懐かしく感じられたのではないかと考えた。 

 また、あいまいな表現ではあるが、今回聴いた五つ

のわらべうたはその独特のメロディーが幼いころ慣

れ親しんだ「かごめかごめ」や「あぶくたった」の

ような懐かしさを感じるとともに、心が不安になる

ような不気味さも感じ、少し息がつまるような、普

段懐かしさを感じるときに思う安らぎとは真逆の心

持ちとなった。 

         ♤♤♤ 

私が普段聞いている歌はK-POPというジャンル

の曲の歌が多いので、わらべうたとの共通点は自分

の中で見つけることは出来ませんでした。 

まず違う点としては歌の長さにあると思う。今

我々が聞いたり、流れている曲はだいたい、４分か

ら５分くらいの長さがあるが、わらべうたは短い。

メロディーもゆっくりであるため、聞いている人が

飽きないよう短くされているのではないかと考えま

した。わらべうたは手遊びを加えることも可能であ

り、大人から小さい子どもまで親しめるという点、

自分がよく聞いている歌はそのジャンルが好きな人

に愛されているという点で異なっていると感じまし

た。また、今のようにCDやストリーミングなどが

ない時代の歌であるのにも関わらず今に至るまで伝

わっているということは、親が子にその歌を歌い、

その子供がまた自分の子どもに歌うという形で伝承

されてきた事がわかる。今聞いている歌がわらべう

たのようにずっと受け継がれていくかと思うと、そ

うでないかもしれないと思える。 

         ♤♤♤ 

京のわらべうたと普段聴きなじみのある J-pop

とを比較して感じたことは、京のわらべうたには怪

しい雰囲気があるということです。眠りを誘うよう

な独特の音程と音の長さの影響だと思います。私が

普段聴いている J-pop の音程には怪しさはあまり

感じられず、音の長さは京のわらべうたよりも短い

ものが多いです。 

 また、京のわらべうたを聴いている時や歌っている

時には異次元に誘われているような不思議な感覚に

なりました。特に「優女」や「ひとめふため」の時

にその様な感覚になりました。癒しに近いようなフ

ワッとした感覚です。一方、J-popの場合は、明る

い曲調のものは気持ちが高揚し、暗い落ち着いた曲

調のものは穏やかな気持ちになります。京のわらべ

歌のように不思議な感覚になることは少ないです。 

 このように、京のわらべうたには怪しい雰囲気や

異次元に誘われているかのような不思議な感覚にな

るようなものが多かったように思います。普段聴き

なじみのある J-pop ではそのような感覚になるこ

とはほとんどありません。京のわらべうたがなぜそ

のような曲調なのか気になりました。 

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪  

 

学生たちのコメントを読んで、それぞれ誠実かつ丁

寧に記述してくれていますが、首から上だけで聴い

ているという印象も受けました。もしも身体を動か

して遊びながら歌っていたら、「怪しさ」や「なつか

しさ」だけではなく、心はずむ「楽しさ」を体感で

きたのではないかと思われます。選曲がスローテン

ポのものに偏ってしまったのも関係しているかもし

れません。来年度への宿題です。 
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あぁ、結

婚！ 

―婚活日記― 

第１４回 
 

 

黒田長宏 

 

 

＜２０２０年４月５日＞ 

１日にも少し書こうかと思ったのだが、３

か月は長いようで、もう締め切り日があ

っという間な感じにさえなってきた。日記

なのだからここら辺で少し書いておかな

いとと思った。 

新型コロナウイルス真っ最中で先が見

えない今・・・。私のライフワークの結婚

難問題改善。『婚難救助隊』のホームペ

ージは、ユーチューブでの私のアピール

を前面に押し出す形にして続けている

が、ブレイクしない。 

あるマッチングサイトに近場の人が出て

きたので、条件が少し理想とずれる面

があるものの、依頼の文章も添えてみ

た。反応があるだろうか。結婚難はじわ

じわきて、気づくと手遅れのような感じだ

が、生命的には新型コロナウイルスの

ほうが怖い。しかし悪玉コレステロール

が下がるという市販薬をアマゾン経由で

購入してみた。明後日には届くのではな

いだろうか。どうにもコレステロールだけ

が下がらない体質のようである。 

＜４月１３日＞ 

昨日久しぶりに某マッチングサイトでマ

ッチングしてくれた人が出た。今日帰宅

したら返信が入っていて、また返信し

た。今度こそメル友から続けばよいのだ

が。 

＜４月１９日＞ 

（私自身のブログや SNSに既出した文

章） 

感染者や死亡者が世界で万単位で出

ている真っただ中にこうしたことを書い

ていくのは批判や炎上ものだろうが、過

剰に動くようになってしまった人類が外

出自粛というストップをかけられること

で、有り余る工業製品などがストップし

たり購入が控えられると、空気や水など

の自然環境については悪くなっていな

いのではと推測する。交通事故死も今

年は減るはずだ。実際には、茨城県に

も特例措置が出されたらしいので他都

道府県からの来県者が減るのかも知れ

ないが、数日前の通勤では正月や盆や

GW以外の平日に早朝から足立区とか

品川区とか湘南まで、何の用事がある
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のかという車が６台前後も入りこんでき

ていたし、今日も家の前の川で若者４人

が舟で釣りをして通り過ぎていった。民

主主義自由社会では自粛をしない人も

出てきてしまう。その過剰が、 

サッカーのワールドカップや世界野球な

どの渋谷あたりの群衆とゴミの跡だった

りするのだろう。 

こんなコロナの危険な出来事にも、自然

環境や働き方や、汚してしまったこと

や、過剰に品物があふれなければ生活

が維持できなくしてしまった社会の仕組

みや、裕福といわれる国での貧富の差

などの異常な状態が、この不自由な時

期に考え直される面も後々出てくるのか

も知れない。それを体験できるために

は、まずこの時期を生き延びるしかな

い。外出の自粛で集団感染が早く収ま

る可能性があるというならば、ここは外

出自粛すべきだろう。付け加えれば、私

がライフワークにしたい結婚難問題の

解決にしても、プレイボーイやプレイガ

ールの自由さが、男女の関係を乱し、感

染させ、援助交際や不倫や離婚などを

増大させ、結婚したいのに出来ない真

面目な男女を多く生み出してしまったの

かも知れない。多種多様な商品のよう

に平常時には喜ばれるが、選択を遅ら

せ、手に入らないような高価なものまで

手に入れようとして生涯を終えてしまう

ようなことが、結婚難問題にもあるので

はないか。だからといってどんな人やも

のでもいいというのは感情が許さない。

そうした感情を形成したのが自由で多

様性ある社会構造だったのではないか

と、この不自由な時期に感じさせるので

はないか。だから、夜のプレイゾーンか

らの感染者の問題が 

オブラートにくるんだような言い含め方

で言われたのではないか。愛する夫婦

の家庭ならば、相互感染の危険もある

と同時に、妊娠や出産が増加するかも

知れない。人体を傷つけるウイルスだ

からその存在に対しても思考は難しくな

るが、人類の作り上げてしまった資本増

大の方法論を反省、再考させる意味も

持っている変革の大きな出来事になる

のかも知れない。 

＜４月１９日の２＞ 

新型コロナウイルスで考えたことを貼り

付けるために開いたら、まだ１３日の続

きが書かれていなかった。翌々日に

早々とブロックされてしまった。マッチン

グアプリは競争が激しすぎて永遠にマッ

チできないのかも知れない。私のような

人にとっては。 

＜５月９日＞ 

今回も私自身再婚に成功しないまま提

出となってしまうし、個人事業の『婚難救

助隊』にしてもブレイクしていない。新型

コロナウイルス禍というすごいことになっ

てしまった今回だが、立派に経営してい

たところでさえ窮地に１か月や２か月で

追い込まれるのだから、いかに個人事

業というか、婚難救助隊という方法を社

会的有意にすることが難しいことである

かを思い知らされてもいる。某マッチン

グアプリも２人ほどちょっとだけ相手が

反応したが、返したら２人とも速攻でブ
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ロックという、またまた持ち上げられて落

とされるというストレスを与えられた。し

かし、新型コロナウイルスの影響で考え

てしまって婚活アプリをやってみたと書

いている女性を幾人かみかけた。こうい

うのは東日本大震災の時にも幾らか生

じた事柄だと思う。人は寂しくなったり不

安になると人を求めたくなるということ

か。しかし、新型コロナウイルスがある

程度終息すると、喉元過ぎれば熱さを

忘れるで、元気で強い女性たちは、あな

たは一人で生きられるのね。状態に戻

るのだろうか。今、婚難救助隊のホーム

ページを見たら、あと８人で５０００人閲

覧を達成する。これは実現可能だろう。

去年の１月２３日からスタートして、フェ

イスブック広告で月１万円を限度にして

宣伝してきて、この数字なのだが、関心

をもってくれているのは４人程度だと思

う。そのうち２人はけっこう、私のユーチ

ューブ動画を閲覧されているようだ。こ

れを少なくとも１００００００倍にしなけれ

ば、結婚したい人は誰でも結婚できると

いう社会変革には結びつけないだろう。

どうやって個人事業として生活費までま

かなえて自営できるのか方法がわから

ないが、いまや男子小学生がなりたい

職業の上位にあるというユーチューバ

ーを目指して結婚難を救助できる実力

を養成したいという作戦しか思い浮かば

ない。そのために、勤務先の休日の前

の晩にはビデオ化した映画を１本観ると

いうノルマをけっこう達成していたり、休

日にはユーチューブを１本必ずアップす

るというノルマを課してけっこうやってい

たりする。継続は力なりならば、ブレイク

の可能性だって無いわけでは無いのだ

と信じて、今回はもう提出させていただ

こうと思う。次回は新型コロナが落ち着

いた社会になっていてもらいたいものだ

し、私自身はマスメディアに関心を持た

れるようなユーチューバーになっていら

れたらいいのにな。もちろんパートナー

が見つかっていたらそれが本当の目的

なのだけれども。 
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　〔PBLの風と土　第13回〕 

　安定的な行動・状況の背景に根ざす信念 

　　山口 洋典（立命館大学共通教育推進機構教授） 

【前回までのおさらい】 
　筆者は2017年度にデンマークのオールボー大学（AAU）で学外研究の機会を得ました。AAUでは1974年の開
学当初から全学でPBL（Problem-Based Learning）を導入していることで知られています。　　　　　　 
　連載1回目から4回目までは現地報告、第5回から8回目まではアイルランドで刊行されたPBLの書籍をもとに
オールボー大学以外の問題解決学習の知見（5回目：AAUの実践の特徴、6回目：学習プロセス、7回目：問題設
定、8回目：指導法）を紐解きました。9回目からはサービス・ラーニングとの比較を重ねてきています。 

1. コロナ禍において前置詞に着目する 
　前回の結語でも示したとおり、本連載「PBLの
風と土」も4年目を迎えるにあたって、新たな展
開に入る予定としていた。1年目はデンマークの
オールボー大学（AAU）に滞在する中で、
1974年の開学以来、全学部で導入されている同
大学のProblem-Based Learningについて、ユ
ネスコチェアプログラムに採択された工学系だ
けではなく、その理論的・方法論的な枠組みを
整理することに努めた。2年目は隔年開催のPBL
に関する国際会議「PANPBL」の世界大会
「PBL2018」に参加した際にご縁をいただいた
アイルランドのTerry Barrett先生の書籍を取り
上げ、Problem-Basedな学習において成果だけ
でなくプロセスを重視する意義、そもそも問題
とはどのように設定するのか、さらには教員の
教授法として学習者を中心とした学びのコミュ
ニティにどう介入していくのかについて、AAU
の事例との比較も重ねながら解題した。そして3
年目は7月にミネソタ大学のAndrew Furco先生
を招聘してのサービス・ラーニングに関する国
際シンポジウムの開催を踏まえ、立命館大学
サービスラーニングセンターにおける地域参加
学習の実践事例と教育法の解説を、シンポジウ
ムの紙上再録も交えながら展開してきた。  
　4年目の連載では、筆者が指導を担当してきた
受講生のインタビュー調査などにより、サービ
ス・ラーニングの手法を通じた地域参加学習に
よってどのような学びと成長がもたらされたの
かを焦点を当てていくと、前回の連載を脱稿し

た2月末時点で予告をしていた。しかし、新型コ
ロナウイルス（SARS -CoV -2）の感染症
（COVID-19）の拡大は、4月からの新年度を
迎える大学にも、大きな影響をもたらした。筆
者が勤務する立命館大学では、3月16日に副学
長によって「4月5日(日)から5月2日(土)は感染
拡大防止期間とし、授業は教室では行わず、
WEBを活用した形態に切り替えて行います」と
連絡され、講義型・演習型ともに、授業設計の
大幅な見直しが求められることになった。講義
型については授業担当者によって概ね判断や決
断が及ぶところであったものの、演習型の科目
の中でもサービス・ラーニング手法を用いて地
域と大学とを頻繁に往復し実体験を通じて集団
的に学ぶものについては、開講の可否について
検討を重ねる水準まで議論が及んだ。   1

　連載第9回でも触れたとおり、サービス・ラー
ニングは現場での活動（action in the field）と
地域のための学び（learning for the field）の双
方を通した（learning through action）教育法
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図1： サービスラーニングという学習方法の構図 
（山口, 2020, p.40）
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である。そのため、同じく第9回で紹介したイン
ディアナ大学-パデュー大学インディアナ校の
サービスラーニングセンター長を務めたロバー
ト・ブリングル氏らによる5角形の図解「SO-
FARモデル」（Bringle et al. 2009）が象徴す
るように、Student（学生）、Organization
（受入団体）、Faculty（教員）、Administra-
tor（職員，特に管理職）、Residents（地域住
民）の5者関係をよりよいものにしていく必要が
ある。そのため、通常であれば何をどのように
すればいいのかを考えていく手がかりとして
SOFARモデルを援用するものの、COVID-19が
深刻化する状況下では、リスクコミュニケー
ションへの手がかりとして、何をしないことが
大切かを探ることになった。結果として立命館
大学は、4月7日に大阪いばらきキャンパス
（OIC）が設置されている大阪府も対象として政
府が緊急事態宣言を発したことにより、4月8日
から5月6日までは全キャンパスの授業を休講（4
月7日発表、http://www.ritsumei.ac.jp/
news/detail/?id=1716）、そして5月7日以降
も緊急事態宣言が継続された場合も春学期を通

じてWEBを活用した形態の授業を実施（4月21
日発表、http://www.ritsumei.ac.jp/news/
detail/?id=1725）という方針を採ったため、
一部のサービスラーニング科目は閉講（「全学
インターンシップ」）もしくは図3のとおり受講
生に対する受講辞退の特別措置（「シチズン
シップ・スタディーズI）を図ることにした。   2

　メディア・アーティストの落合陽一（筑波大学
准教授・学長補佐）先生は、3月27日のnoteとい
うサービスを用いて執筆している『落合陽一の見
ている風景と考えていること』の「アフターコロ
ナというよりは、あと数年「ウィズコロナ」で生
きていくための世界観に移行し始めた」と題した
記事（https://note.com/ochyai/n/nb0d-
d29c3a6f0）において、「全てがオンラインに
移行できるわけでもない」という「この状況下で
どうやったら自分の能力を発揮して付加価値を作
れるか、それにはどういう行動指針が必要なの
か」を考え、「重要なのはアクションプランと環
境の安定だ」と述べている。「ウィズコロナ」と
いう視点は、COVID-19という感染症が収束し、
SARS-CoV-2というウイルスによる社会的影響
（コロナ禍）が終息するときを展望することは、
決して「ビフォーコロナ」の状況への回帰を実現
することにはならないし、場合によっては「ビヨ
ンドコロナ」という具合に、感染症を無きものと
して、あるいは巧妙に回避することも妥当ではな
いことを気づかせてくれる。そこで今回は、空気
感染はしないエンベロープウィルスのため石けん
による手洗いとうがいで感染対策が可能、といっ
た医学的な知見をもとにして「ビフォーコロナ」
な状況を実現するのではなく「ウィズコロナ」の
状況下で、現在進行形で模索している地域参加学
習のあり方について、現時点での記録を残すとい
う観点で記していくこととしたい。その際、前回
の予告のとおり、TEA（複線径路・等至性アプ
ローチ）の理論を援用しつつ、述べていこう。  

2. 体験学習は不可逆的時間で進行する 
　今回から4回にわたり事例として検討する予定
としていたのは、立命館大学サービスラーニング
センターが、その前身とするボランティアセン
ターの時代から「地域活性化ボランティア」とい
う科目名で展開してきた「シチズンシップ・スタ

-  　　 -217

図3：受講取消の特別措置に関する受講生向け案合 
（教養C群科目「シチズンシップ・スタディーズI」）

図2： SOFARモデル（連載第9回の再掲） 
（Bringle et al., 2009, p.5をもとに筆者作成）
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1 / 1 ページhttps://ct.ritsumei.ac.jp/ct/course_2926667_news?action=listadm

15904:シチズンシップ・スタディーズⅠ (GA) 2020 通年:春セメ・火5(9-…
火5:存ZS306 / 山口 洋典

 休講・補講情報管理      コースニュース一覧コースニュース管理コースニュース管理

  

タイトルタイトル 投稿者投稿者 期間期間 管理管理

一般  【6/10締切】提出物の案内    共通教育課 公開中 2020-05-15 17:34 ～ 2020-06-30
17:30

一般  <再>【事務局より】受講辞退
（取消し）についてのご案内②    共通教育課 公開終了 2020-05-15 11:20 ～ 2020-05-22

23:55

一般  5/12と19の事前学習について
（アンケート追加提出のため加筆修正）    山口 洋典 公開中 2020-05-12 11:30 ～ 2021-01-29

21:30

一般  授業でのZoomの使用にあたっ
て    山口 洋典 公開中 2020-05-11 18:00 ～ 2021-01-29

21:30

一般  【事務局より】受講辞退（取消
し）についてのご案内    共通教育課 公開終了 2020-05-08 19:10 ～ 2020-05-22

23:55

一般  一般 5/7の授業再開以降の春学
期における時代祭Pの進行について    山口 洋典 公開中 2020-05-03 13:00 ～ 2020-08-02

21:30

一般  休講になって悩みや迷いがある
受講生へ    山口 洋典 公開終了 2020-04-08 13:30 ～ 2020-05-07

09:00

一般  4/4のプロジェクト説明会はオン
ラインで開催します    山口 洋典 公開終了 2020-04-01 14:57 ～ 2020-04-04

18:00

一般   【事務局より】受講辞退（取消し）についてのご案内【事務局より】受講辞退（取消し）についてのご案内 2020-05-08 19:10

「シチズンシップ・スタディーズⅠ」受講生各位

サービスラーニングセンター事務局より、当科目の辞退（取消し）についてご案内します。

新型コロナウィルス感染拡大の影響による緊急事態宣言やキャンパス入構禁止等により、
当科目では活動内容を当初予定から大幅に変更せざるを得なくなりました。
そのため、もし希望される方がいた場合は、辞退（取消し）を特別に認めます。

ただし、通常の「抽選登録科目」では受講修正（辞退/追加登録）ができませんので、
当科目で受講辞退を認めることは今回限りの特別措置であることをご理解ください。

また、当科目はカリキュラム改変の事情で、今年度で終了しますので、ご注意ください。
（2021年度以降、同じ科目は開講しません）

【申請期間】
　5月15（金）13：00～～5月20日(水)15:00まで

【申請方法】
　別途WEB申請フォームで、申請を受け付けます。

　★申請フォーム準備中のため、後日改めてコースニュースにてご案内します★
　
【申請結果の確認】
　5月21日（木）朝　
　CAMPUS WEBの履修登録画面で科目が削除されている（＝表示が無くなっている）ことを確認
してください。
　
【注意事項】
・一度辞退を申請した場合、キャンセルはできません。
・締切後の辞退申請は、一切受け付けません。

【本件に関するお問い合わせ】
　サービスラーニングセンター
　メール：ritsvc@st.ritsumei.ac.jp
　電話：077-561-5910

以上

公開期間外です。学生に公開されていません。

投稿者    共通教育課

https://scholarworks.iupui.edu/handle/1805/4580
http://www.ritsumei.ac.jp/news/detail/?id=1716
http://www.ritsumei.ac.jp/news/detail/?id=1716
http://www.ritsumei.ac.jp/news/detail/?id=1716
http://www.ritsumei.ac.jp/news/detail/?id=1725
http://www.ritsumei.ac.jp/news/detail/?id=1725
http://www.ritsumei.ac.jp/news/detail/?id=1725
https://www.humanservices.jp/magazine/
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ディーズI」である。この科目については、文部
科学省の現代的教育ニーズ取組支援プログラムの
採択を通して構築したプログラムの背景と枠組み
についてまとめた論文（冨田ら, 2009）や書籍
（桜井・津止, 2009）、そしてその後に教育効果
を定量的な分析により明らかにした論文（木村・
河井, 2012）、さらには複数名の教員の教育実
践を比較して授業改善への手がかりを探った
報告（山口ら, 2018）など、既に多くの研究で
取り上げられてきている。中でも、山口・河井
（2016）による学習評価と実践評価のあり方に
ついて取り扱った研究では、セメスターを横断し
た通年型科目として、夏期休暇中に現場において
集団的な活動が重ねられていくことによって、時
に受講生内に学びと成長への意識の差をもたらす
ものの、受講生どうしによる形成的評価によっ
て、自らの学びへの内省が促されると共に実践の
意義の再詳述がもたらされることで人格的な成長
を遂げうると整理された。その際に確認されたの
は、体験学習における失敗の経験を受講生に継続
的な学習に対する挫折の契機とならないよう、指
導・監督が重要となる、ということであった。  
　図4は、「シチズンシップ・スタディーズI」が、
1年を通してどのように展開されるのかを図化し
たものである。集団的な活動を行う、いわゆるプ
ロジェクト型の科目であるが、予め受入先から示
された活動計画のもと、一人ひとりがチームの一
員としてどのように地域社会が抱える課題に対し
て問題解決への貢献が可能かを目標設定をし、大
学と現場とを行き来して1年間を過ごすことで目
標の達成を目指すという構造になっている。受講
生らが戸惑うのは、何をどのように実施するかと

いう行為の目標と、そうした行為が着実に実施さ
れることによって何がもたらされるのかという成
果の目標と、2種類の目標を関連づけて活動計画
や役割分担の具体化を図ることである。ところ
が、いざ文章で目標を明文化していく段になる
と、行為目標の主語が受講生らであるのに対して
成果目標が地域社会などが主語となるにもかかわ
らず、「私たちが○○を行うことで△△について
の□□を学ぶ」という具合に、自主企画の内容を
示した上で学習目的で地域社会に関わっていく上
での姿勢が文章化される傾向が年々強まっている
ように思われる。  
　そして今回、COVID-19の拡大により、応募時
点では受講ガイドに示されていた活動が白紙され
て、オンライン授業によって地域社会への貢献を
前提とする授業が展開されている今、受講生らは
チームビルディングと目標設定の双方でかなりの
苦慮を重ねている。通常であれば、SOFARモデ
ルになぞらえれば、F（教員）から学び方を学ぶ
（事前学習１～２）と、地域社会に足を運んでO
（受入団体）から活動の全体像や受講生らへの期
待と共に現場の一員として歓待を受ける（オリエ
ンテーション）。そうして、活動の現場で向き合
うR（地域住民）の存在に関心を向けられるよう
になることによって、自分たちがすべきことは何
か、と同時に何ができるのか、さらに個々の関心
や力量をもとにすればこの機会に挑戦したいこと
を何か示すことができないかを議論してチームで
の行為目標と成果目標の合意形成を図った上で、
その一員として自らが何を学び成長したいかの学
習目標を定める（事後学習３）。その後は大学で
定期的に集まり、必要に応じてA（職員、特に専
門職）の支援も受けながら、現場での活動を重
ね、活動期間全般でも中間段階となる夏期休暇の
中盤に目標の中間評価と必要に応じて見直しの機
会を迎えることになる（中間ふりかえり）。  
　つまり、通常であれば、図5に示すように、事
前学習を起点として、現場に触れる（見る・知
る）ことで、新鮮な間隔を大学に持ち帰って（考
える）、それをもとに目標を定めて（問いかけ
る）、現場からのフィードバックをもとに（悩
む）夏期休暇中に設定された各種活動に携わりな
がら、いよいよ現場に慣れていく、という流れに
乗っていく。ちなみにこの図5は岡田（2007）
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がハリウッド映画の時間進行に対する主人公の感
情の浮き沈みと鑑賞者の感情移入の典型パターン
を単純化した図解に言葉を添えたものであり、筆
者が事前学習2において受講生らに提示してきた
ものである。この典型パターンをサービス・ラー
ニングの展開パターンと重ねた理由は、「上げた
ままだったらお客さんが家へ帰れない」として、
2時間映画であれば110分のところで気持ちを落
としていく場面を入れる、ということが、活動を
通じた学習をするプログラムにおいて、「現場で
の活動をやりっぱなしで終えない」や「活動報告
会で武勇伝を語って自己満足に浸らない」あるい
は真逆で「反省の弁で敗北宣言をして失敗の要因
を他人や環境のせいにしない」という事前の注意
喚起のためでもある。ただし、それ以上に重要な
ことは、試行錯誤を繰り返しながらも、絶対的な
時間進行は止めることができず、いわば非可逆的
時間を前提に何らかの交流や挑戦を重ねていく必
要があること、そして小さな失敗を重ねながら
（それを大きな挫折せず）物語が進行するよう
努力する必要があると理解を促すことにある。 

3. サービス・ラーニングでの等至性は 
　このように、地域社会での活動と、それをもと
にした学習プログラムであるサービス・ラーニン
グでは、非可逆的時間を前提に議論ができるとす
れば、TEA（複線径路・等至性アプローチ）によ
る理論的・方法論的な検討が相応しいものである
ことが所与の前提とすることができる。TEAとは
「生命・生活・人生をまっとうする場のあり方、
そこで生きる人間のあり方を描く」（安田・サト
ウ, 2017, p.213）ものあり、流れる時間に対し

て、ある人（たち）のある時点からある時点まで
のLifeを図解（TEM：Trajectory Equifinality 
Modeling）して、出来事の意味と価値を見える
化する研究法である。その際、いくつかの選択を
定めた時点や選択を迫られた場面（分岐点）と、
分岐点を経て葛藤や紛争が解決された理想的な状
態（等至点、自ずと同時にその対極化された状態
も含めて）を想定できることになる。 

　図6をもとにすると、サービス・ラーニングでは
「受講する／しない」（厳密には応募して許可さ
れる／されない）という分岐点がある。仮に分岐
点（Bifurcation Point）において「受講許可」と
なった場合、複数のクラス（例えば、①は時代
祭、②は減災、③は草津街あかり、など）に所属
して活動と学習が進められることになる。受講し
た以上、成績評価を通じて単位が付与されるとい
う等至点（Equifinality Point）を通過することに
なるが、途中で受講を辞退した場合や消極的な受
講を重ねれば単位が付与されないという両極化し
た等至点（Polarized Equifinality Point）にたどり
着くことになることが説明できる。ただ、コロナ
禍におけるサービス・ラーニングのプログラムで
は、こうして単純に「合格／不合格」へと至らな
いのが特徴的である。そのため、より緻密なTEM
図の作成過程を経ることにより、ある到達点に至
るまでに、どんな促進要因（Social Guid-
ance：SG）と阻害要因（Social Direction：SD）
の影響がもたらされるのかを、現実的に現象を分
析・解釈しつつ、また予備的に考察することによ
り、リスクコミュニケーションを図ると同時に、
アクティブ・ラーニングの授業デザインを協働で
展開していく手がかりを得ることができる。 
　図7は、実際に今次のCOVID-19により、受講辞
退者が発生したクラスにおける受講生の心理状態
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図5：シチズンシップ・スタディーズI受講生の立ち位置 
（岡田,2007によるハリウッド映画の典型を参考に）

図6：極めて単純なTEM図 
（安田・サトウ, 2012, p.2に一部筆者が加筆）

https://www.humanservices.jp/magazine/
https://www.chikumashobo.co.jp/product/9784480687623/
http://www.seishinshobo.co.jp/book/b103242.html
http://www.seishinshobo.co.jp/book/b307517.html
http://www.seishinshobo.co.jp/book/b307517.html
http://www.seishinshobo.co.jp/book/b103242.html
https://www.chikumashobo.co.jp/product/9784480687623/


対人援助学マガジン41号　第11巻1号「PBLの風と土：(13)安定的な行動・状況の背景に根ざす信念」

および行動を図化したものである。9名のプロジェ
クトメンバーは、ほぼ共通して地域社会での活動
に関心を抱いて選考に応募し、受講許可となった
ものの、選考結果の発表後に少なくとも春学期の
授業は全てオンラインで実施されることになり、
当初予定していた地域活動（神社の見学、地域の
見守り活動への随行、など）は全て白紙となっ
た。そうした計画変更が求められた場合も、当初
の予定であれば、キャンパスや活動現場に一堂に
会していたが、COVID-19の特有の事情として、3
密（密閉・密集・密接）の回避が求められた。よっ
て、このクラスではビデオ会議システム
「Zoom」によるリアルタイム通話で意見交換を
重ねっていったところ、一部の参加者は通信容量
を抑えるため、またプライバシーを主張したいた
め、人見知りのため、そもそもビデオ通話に不慣
れなため、そうした複数の理由が混在する中で、
結果として全員の顔が分からない中での意見交換
が数回重ねられることになり、自ら積極的に発言
できないことに引け目や負い目を感じた受講生
や、受入先のコーディネートのもとで活動するこ
とに期待を寄せていた受講生は、結果として受講
辞退への道を歩むことになった。 
　図8は、受講辞退への道を歩んでいく中で、活
動計画の白紙が決定した際にオンライン学習を通
じて提案ができた場合とできなかった場合との違
いに、どのような要因があったのかを検討し、
TEM図に盛り込んだものである。図7では、いわ
ゆる調べ学習によって受講継続への意欲を持つ可
能性を示唆したが、実際、筆者が担当しているク
ラスでは、今年度の当初計画にあった活動が白紙
となることによって、長年にわたり実施されてき
た地域社会の伝統文化や習俗が今年度で断絶し未

来へと継承されなくなるのではないかと危惧を抱
く受講生がいた。それを契機として、改めて自ら
の地元ではどのような祭礼などがなされているか
に関心を向けた受講生がいた。それによって、新
たな活動内容に意義を見い出せなくとも当初の内
容にこそ意義があると捉えた受講生は、文字通り
「関所」（安田・サトウ, 2017, p.210）を通過
（必須通過点：Obligatory Passage Point）し、
計画は白紙となっても次年度以降に活動が継続・
発展するように何らかの取り組みを重ねていきた
いという意欲を抱くことで、受講継続という径路
を取るという径路が開かれたのだろう。 

4. やはり「ために」より「ともに」で 
　冒頭に記したとおり、連載4年目は立命館大学
サービスラーニングセンターによる地域参加型学
習プログラムを通じて、過年度の受講生がどのよ
うな学びと成長を遂げたのかを追う予定であっ
た。ところが、コロナ禍を受けて今年度のプログ
ラムの展開に大きなもたらされた。そこで、改め
てサービス・ラーニングを教育法として用いたプ
ログラムの特徴を確認すると共に、当初、理論
的・方法論的観点として援用する予定であった
TEA（複線径路・等至性アプローチ）を用いるこ
とで、どのような困難さが伴うのかについて検討
を重ねた。それにより、オンライン授業によって
受講辞退という選択肢が与えられること、またそ
れでも受講を継続する選択の背景を整理した。 
　それにより、今回は進行する時間の流れに対し
て、各々がどのような選択を迫られ、それらをど
のように選択をしていくのか（図7）、絶対的な
時間軸（不可逆的時間）に対する選択の促進要
因・阻害要因に関心を向けた（図8）。ただ、そ
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うして図解する、また解釈を重ねる理論であり方
法論としてのTEAでは、人々の意思決定の背景を
分析する上で、より深い観点が示されている。端
的に言えば、個別具体的な活動（第一層：アク
ティビティ）の背後には状況を意味づける記号
（第二層：サイン）があり、活動や状況の安定を
もたらすには個人や集団に核となる価値観が発生
する（第三層：ビリーフ）という「発生の三層モ
デル」の存在と機能が示されているのである。今
回はこのモデルを明示的に解説・援用しなかった
ものの、図8の作成・解釈を通じて触れた、来年
度以降の継続可能性を担保するという使命感をも
とにした意思決定は、第三層のレベルを背景とし
た選択であったことがわかる。 
　「ウイズコロナ」とは、飛沫感染対策のために
マスクの着用が効果的とされる中で「ビフォーコ
ロナ」な状態であればできていたことを、何とか
して実現するということではない。ここで、大規
模かつ広域に被害をもたらした地震と津波と原子
力災害という複合型の災害であったに着目して、
梅原猛先生が東日本大震災を「文明災」と捉えた
ことに改めて思いを馳せることとしたい（島, 

2011）。図らずも、治療薬もなく無自覚感染で発
症時に重傷化する場合があることなどから、「正
しく恐れる」ことが指摘されているのも、とされ
ることにも通じるところがあろう。立命館大学国
際平和ミュージアムの安斎育郎名誉館長が、放射
線という見えないものに対して「事態を侮らず、
過度に怖れず、理性的に向きあう」大切さを示し
続けた点を、改めてコロナ禍でも引きつけたい。 
　次回は減災をテーマとしたクラスを履修した学
生がどのような学びと成長を遂げたのかを取り上
げる。放射線被害を「過度に恐れる」声もあっ
て、受講当時は積極的に関わることができなかっ
たものの、受講終了後に遠隔地から現地に頻繁に
訪れた当時の思いなどに触れていくことになろ
う。そのため、授業と課外自主活動の効果的な連
携の可能性についても触れることになる。本連載
第10回ではAndrew Furco先生のスライドを複数
紹介したが、その中の図3のとおり、地域貢献・
市民参画は「ToよりFor、さらにInよりWith」と
いう具合に、より深い水準に達することを改めて
認識させてくる好例を示すことができるだろう。 

（gucci@fc.ritsumei.ac.jp） 
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【注】

 筆者が講義系科目で受講生にどのような周知を行ったかは、関西学院大学の岡本仁宏先生を中心に設置・運営されている1

Facebookの公開グループ「新型コロナ休講で、大学教員は何をすべきかについて知恵と情報を共有するグループ」にて4/2
に投稿（https://www.facebook.com/groups/146940180042907/permalink/148218256581766/）し共有した。 
 5/3の時点で、LMS（Learning Management System：学習管理システム、立命館大学では朝日ネット社のmanabaを導2

入）により次の2点を授業担当者として受講生に周知した。「(1)全ての授業スケジュールは変更せずにオンライン授業での開
催などにより実施します。(2)全ての春学期の活動スケジュールは現時点では白紙とし、夏期休暇中及び秋学期の活動について
は、受入先等（平安講社第八社・平安神宮）及び立命館大学の方針が決定次第、案内します。」
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ＪＲ茨木駅近くの接骨院が、私の仕事場です。 

「先生、最近何か面白いテレビドラマありました？」 

「「鬼滅の刃（きめつのやいば）」っていうアニメが面白

かったです。ネットで観たんですけどね」 

「ああ、名前だけなら聞いたことがあります」 

「かまどたんじろうという少年が、鬼に家族を皆殺しにさ

れるんですが、たんじろうの妹のねずこが鬼の血を浴びて

鬼になってしまいます。たんじろうは妹を人間に戻す方法

をさがして旅に出ますが、修行をして鬼を倒す鬼滅隊に加

わります。鬼はきぶつじむざんという一人の人間からはじ

まっていて、むざんの血が体に入った人は、死んでしまう

か、鬼になってしまいます」 

「ほー」 

「鬼を倒す方法は二つ、日輪刀という特殊な刀で首を切る

か、日光をあびせること。首以外、どこを切られてもすぐ

に傷が治ってしまって死なない鬼が、日光を浴びると一瞬

で消えてしまいます」 

「あっけないですね」 

「はじめは、どうしてそんなに強い鬼が、日光に当たるく

らいで死んでしまうなんて、ありえない設定だなと思って
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いたのですが、鬼ってウイルスのことなんじゃないかと気

づいたら、ガラッと見方が変わったんです」 

「鬼がウイルス？」 

「ウイルスは日光に弱くて、お日様に当たると短時間で死

滅してしまいます。患者のふとんや衣類を日光に当てると

良いことは、ウイルスが発見される前から知られていたよ

うです。夜はウイルスが死滅しにくいので、感染リスクが

高まります。そこで、夜は鬼が出てあぶないから出歩くな

と昔の人は戒めていたんじゃないでしょうか」 

「なるほどー、そういう見方も面白いですね」 

「西洋の吸血鬼の話にも似たようなものがあります。日光

に当たると灰になってしまうので、昼間は吸血鬼がいませ

んが、夜に出歩くと吸血鬼にかまれます。夜行性のコウモ

リにかまれてウイルスに感染しないように、吸血鬼伝説が

生まれたのかもしれません」 

アルコール以外の感染防止対策を検討していたときに注

目したのが、殺菌灯です。 

紫外線を照射することで、ウイルスが除菌できます。 

小児検診をされているお医者さんが、殺菌灯について 

「１０Wタイプなら５ｍ距離で９０秒、２ｍ距離なら３

秒、１ｍ距離なら０．７秒、５０ｃｍ距離なら０．２秒で

新型コロナウイルスの殺菌が終わる。灯体も軽いので組み

合わせて使い勝手の良いハンディ殺菌灯を作ることが出

来る」という書き込みをされていました。 

殺菌灯を使えば、非常に短時間でウイルスを除菌できます。

１０ｃｍの距離なら０．１秒もかからないはずです。 

熱で新型コロナウイルスを除菌するには「８０度１０分

（厚生労働省）」（別のデータでは「９２度１５分」「６

０度３０分」「１００度１分」）が必要という報告があり、

熱で除菌するのは非効率です。 



224 

殺菌灯から出る２５３．７nmという波長の紫外線は、太

陽光の１６００倍の速さでウイルスを増殖できなく（不活

化）することができます。 

これを参考に、私もハンディ殺菌灯を作り、治療に使う用

具やカーテン、壁、ベッド、床、椅子、受付、トイレ、待

合室の雑誌などをせっせと除菌しています。 

とはいっても、患者さんの目の前では紫外線除菌はできな

いので、患者さんが電気治療をしている時間やお帰りにな

ってからの時間にです。 

さらに、紫外線照射ボックスをつくり、手洗い後の手指や

コインなどを除菌しています。この紫外線照射ボックスは、

除菌をした手でスイッチを触らなくてもいいように、足踏

み式スイッチにしてあります。 

紫外線を含む日光には、一日に１５分～３０分（冬場は１

時間）当たることが必要ですが、殺菌灯については手指の

消毒以外、なるべく当たらないよう、裸眼で直視しないよ

う、気をつけています。 

これから夏までに、エアコンに入る空気を殺菌灯で除菌し

て、空気除菌できるようにする計画です。 

なお、日本発の技術「222nm紫外線殺菌・ウイルス不活

化ユニット」はウシオ電機が開発したもので、ウイルスは

除菌するけれども、人体の皮膚や目にはまったく無害な殺

菌灯です。 

例えば、ライブハウスで照明のように使えば、感染のリス

クを減らすことができます。

早く販売されるようになってほしいものです。 

紫外線のほかにも、次亜塩素酸水を除菌に使うことにしま

した。 

―――――――――――――――――――――――― 

「先生、これなんですか？」 
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「これは加湿器なんですけど、次亜塩素酸水っていうのを

噴霧して、ベッドやカーテン、床を除菌しているんです」 

「ジアエンソなんとかってなんですか？」 

「プールで消毒するときに使うやつってわかります」 

「あー、あの、においのするあれ？」 

「そうそう。あれの薄いやつを噴霧すると、だいたい水道

水くらいの塩素濃度になるんですけど、ちょっと、におっ

たらごめんなさいね」 

「そこから出てるんですか？」 

「小型の加湿器やから、見えにくいですけど、こうやって

手をかざしてもらったら、わかりませんかね？」 

「ああっ、ほんまや。出てるわ」 

「ここはカーテンで区切られてるから、小型の加湿器を各

ベッドのそばに１台ずつ取り付けたんです」 

「上手に付けはったね。けど、たいへんですねえ」 

「そう。いまたいへんなんですよ。ベッドや枕を使うたび

にアルコールで拭くでしょ。次亜塩素酸水を噴霧して、そ

れから毎日、紫外線の出る殺菌灯をこうやって照らしてね、

除菌してるんですよ」 

「へー、めっちゃたいへんですやん」 

「ここでクラスター発生させたらあかんと思って、がんば

ってるんです。ところで、今日はどんな具合ですか？・・・」 

次亜塩素酸水というのは、消毒薬ではなく、食品添加物の

中の殺菌料で、ウイルスを除菌する効果が高いと厚生労働

省が以前から認めています。 

アルコールが不足してから、経済産業省は、次亜塩素酸水

をアルコールの代用品として物を殺菌するのに使えない

か、ＮＩＴＥ＝製品評価技術基盤機構に検証させています。 

５月２９日ＮＨＫなどの報道機関は「ＮＩＴＥが、新型コ

ロナウイルスの消毒に次亜塩素酸水は、現時点では有効性
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は確認されていないとする中間結果を公表し、噴霧での使

用は安全性について科学的な根拠が示されていないなど

として、控えるよう呼びかけた。また、7種類の界面活性

剤が新型コロナウイルスに対して有効であるとも公表し

た」と報じました。 

ＮＨＫなどの報道では、次亜塩素酸水は効果が無く、噴霧

を控えるよう発表されたと受け取れます。 

しかしＮＩＴＥの資料を読んでみると、「効果の判定には

まだ至っていない」、「次亜塩素酸ナトリウムを噴霧しな

いようにと厚生労働省は注意を喚起している」という内容

です。噴霧については、無効だというＷＨＯや中国国家安

全健康委員会などの意見と、有効で安全だという日本電機

工業会などの意見が併記されています。後者はデータなど

を示していますが、報道ではあまり取り上げられていない

ようです。否定的な意見のほうは根拠がなく、あくまでも

意見です。 

厚生労働省の資料では、次亜塩素酸水は、ウイルスに対し

て除菌効果があり、次亜塩素酸ナトリウムや塩化ベンザル

コニウム以上の殺菌効果があるとされています。

次亜塩素酸ナトリウム（ハイターやブリーチを薄めたも

の）で新型コロナウイルスを消毒できると厚生労働省は知

らせているので、それより除菌効果の高い次亜塩素酸水で

消毒できるか、調べるまでもないように思えます。 

しかも、会社や医療機関、福祉施設、宿泊施設、店舗など

で、すでに次亜塩素酸水を対策として導入し終えていると

ころも多いというのに、まだ、検証を終えていないという

のです。 

新型コロナの検証をする前に、インフルエンザウイルスで

予備の検証をしていたというのですから、訳がわかりませ

ん。 



227 

反対に、厚生労働省の資料では、塩化ベンザルコニウムは

ウイルスに対して除菌効果がないとなっているのに、５月

２９日ＮＩＴＥ発表の新型コロナウイルスに対して有効

な７種類の界面活性剤に塩化ベンザルコニウムが入って

います。 

いったいどっちを信じればいいのでしょう。 

塩化ベンザルコニウムから他の消毒方法に変えた人は怒

っているのではないでしょうか。 

塩素には、確かに毒性があります。塩素ガスは非常に毒性

が強く危険です。 

次亜塩素酸ナトリウムは、酸と混ぜると塩素ガスを発生さ

せて危険です。 

しかし、塩のように毒性が少ない塩素化合物もあります。 

次亜塩素酸や塩酸のように、体内で作られて、免疫や消化

に使われる塩素化合物もあります。 

次亜塩素酸が有機物（ウィルスなど）に触れると、有機物

からアンモニアを奪ってクロラミンという物質と水にな

ります。 

次亜塩素酸は、水道水の除菌に使われている次亜塩素酸ナ

トリウムの８０倍の除菌速度があります。

除菌効果が高い上に、すぐに分解されるので、安全性が高

いと言われています。 

体内でも、ビタミンＣ（アスコルビン酸）と反応して、塩

になるだけです。 

半面、すぐに分解されるので、長期保存が難しいのが欠点

です。 

水道水に次亜塩素酸ナトリウムが使われるのは、次亜塩素

酸よりも安定しており、すぐには分解されないからです。 

プールや浴場での除菌も、次亜塩素酸水（イソシアヌル酸

系塩素剤などによる）が使われています。 
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もし、次亜塩素酸水の噴霧が問題だとしたら、プールや浴

場で水やお湯、湯気を浴びるのも問題になるはずです。 

そうなると、日本の多くのプールや浴場が営業できなくな

ります。 

食品加工の現場や料理店でも、食材や調理器具などを洗う

のに次亜塩素酸水が使われています。 

次亜塩素酸水が効果がないという判定が出たら、ただでさ

え混乱している現場は、いっそう混乱するでしょう。 

それもさることながら、判定を出すなら、もっと早く出す

べきです。 

判断が遅すぎます。 

当院では、１０ｐｐｍから２０ｐｐｍの次亜塩素酸水をア

ルコールが不足したときの代用品として用いることにし

ました。 

ＮＩＴＥの判定が出るのを待っていられません。 

また、加湿器で噴霧する方法も、ウイルスを減少させると

いうデータがあるので使い続けることにしました。 

（ＷＨＯは噴霧は推奨しないと言っています。ＷＨＯはマ

スクは効果がないと言っていましたが、日本人の多くはマ

スクを使っています。ＷＨＯは台湾から新型のウイルスの

警告が早期にあったのに、中国からの要請に基づいて、３

月１１日までパンデミックではないと言い続けました。い

まのＷＨＯを私は信用することができません） 

１０ｐｐｍの次亜塩素酸水を噴霧すると、拡散して０．１

ｐｐｍ程度になります。 

労働安全衛生法上の空気中の塩素濃度に関する基準は０．

５ｐｐｍで、加湿器に接近しすぎない限り、基準を上回る

ことはありません。 

日本の水道水の残留塩素濃度は０．１ｐｐｍ～１．０ｐｐ

ｍ程度と言われています。 
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プールや公衆浴場の残留塩素濃度は０．４ｐｐｍ～１．０

ｐｐｍと定められています。 

ですから、０．１ｐｐｍならプールや公衆浴場につかって

いるよりも塩素による健康被害のリスクは少ないと言え

ます。 

ちなみに、WHOは、飲料水に含まれる残留塩素濃度は５

ｐｐｍ以下としており、生涯毎日５ｐｐｍの水を飲み続け

ても健康に影響がないとしています。 

日本人なら、５ｐｐｍの水はくさくて飲めないでしょう。

そんな水を飲み続けるようにＷＨＯに言われたら、あなた

はＷＨＯの指示に従いますか？ 

専門家によって、言うことが正反対なこともあります。 

たとえば、加湿については、賛否両論があります。 

湿度が高いほうがウイルスの寿命が延びるのは事実です。

だから加湿は良くないとする説があります。 

一見すると正しいように思えますが、ではどうして空気の

乾燥する冬場に風邪やインフルエンザが流行しやすいの

でしょうか？ 

湿度が低いと、ウイルスを含んだ飛沫（５μｍ以上）が乾

燥して小さな飛沫核（５μｍ以下）になります。 

小さな飛沫核は、いつまでも空気中を漂いやすくなり、ま

た、肺の奥（肺胞）まで入りやすくなります。 

飛沫が乾燥して飛沫核になると、失活するウイルスもあり

ますが、新型コロナウイルスは乾燥しても３時間は感染能

力を有していると言われています。 

つまり飛沫感染だけでなく、空気感染すると考えたほうが

良いのです。 

飛沫は重力で２ｍ以内の床などに落ちて、そこで乾燥し、

死滅すると言われています。 
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あなたなら、除湿して飛沫を乾燥させるのを選びますか、

加湿して飛沫を床などに早く落ちさせるのを選びます

か？ 

湿度が高いほうが、気道の粘膜が保護されるということも

あります。 

飛沫は、体内に入ると上気道で捕捉されるので、鼻水など

とともに体外に排泄されやすくなります。 

飛沫核になって、肺や肺胞に達した場合、体外に排泄され

るのに時間がかかります。 

ウイルスが粘膜についてから感染するまでに３時間くら

いかかるらしく、その間に排泄されるほど感染のリスクは

下がるので、上気道で捕捉される飛沫のほうが、肺胞まで

侵入する飛沫核よりもリスクは少ないと考えました。 

つまり、加湿して飛沫が乾燥しないようにしたほうが、飛

沫が早く床などに落ちて、新型コロナウイルスに感染する

リスクは下がると私は判断しました。

ＮＨＫの報道を知ったあとも、当院では、各ベッドごとに

小型の加湿器を置いて、次亜塩素酸水を噴霧することにし

ました。 

政府だろうとＷＨＯだろうと専門家だろうと、言うことが

１００％正しいということはありません。 

次亜塩素酸水が消毒薬として代用できるかどうかさえ判

定できない。 

治療薬は、よその国が薬事承認したら、日本でも薬事承認

する。 

１０万人あたり０．５人以下の新規感染者という基準を作

りながら、達成前に非常事態宣言を解除する。 

そういうブレブレな 
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自分でよく調べて、吟味して、早くどうするか決断して、

やり通すーーーＷＩＴＨコロナの時代とは、そういうこと

がますます必要になる時代だと私には思えました。 

――――――――――――――――――――――――― 

以下は寺田接骨院の感染症予防対策です。 

マスクの着用、患者さんごとの手洗い･消毒、ベッドや枕、

電気治療機器の導子などを患者さんごとにアルコールで

ふく。 

患者さんには、来院時、除菌済みスリッパをお使いいただ

き、お帰りの際に使用済みスリッパ入れにご返却いただく。 

来院時に、手指の除菌をお願いする。（７０％アルコール

または紫外線照射による） 

せきエチケット、マスクの着用、ソーシャルディスタンス

の確保をお願いする。 

発熱時は、通院を控えていただく。 

玄関ドアやトイレドア、手すりなどを、人が触れたときに

除菌する。（アルコールなどでふく） 

トイレには、使い捨てのペーパータオルとシートペーパー

を用意する。 

おつりを渡す際、硬貨や紙幣は除菌したものをお渡しする。 

できる限り換気する。（窓を開放しておくか、３０分に一

度、数分間換気扇を回す） 

待合室、施術室のスペースごとに、次亜塩素酸水を噴霧す

る。 

患者さんが触れるところを紫外線除菌する。（玄関・トイ

レ・受付・待合室（椅子・雑誌など）・施術室（カーテン・

壁・ベッドの下など）） 

ウォーターサーバー備え付けの紙コップおよび紙コップ

ホルダーを１個ずつ除菌して、ビニール袋で個包装する。 

ウォーターサーバーはタンク交換時に、内部を消毒、洗浄

する。 
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タオル、マット、サポーター、牽引用ベルト、テーピング

テープ、ハサミなど施術に使うものは、お一人ごとに除菌

したものを使う。 

タオルをすべて抗菌加工したものにする。

毎日体温測定する。（発熱があれば休院する） 

――――――――――――――――――――――――― 
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現代社会を『関係性』という観点から考える⑫ 

対人援助職が家族のケアを担うとき(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

更生保護官署職員（認定社会福祉士・認定精神保健福祉士） 

三浦 恵子 

 

この連載でも幾度か触れてきましたが，私

は長年家族介護を続けています。実母，実父

（存命），義父母（義母は存命）の介護のほか，

母方伯母の看取りも経験があります。 

今回は，こうした経験をベースに，「対人援

助職が家族のケアを担うとき」というテーマ

で書かせていただきたいと思います。意見は

あくまで私見であり，また事例については個

人情報保護のため，私を含めた家族介護従事

者の体験を幾つか組み合わせたものであるこ

とを申し添えます。 

 

1 はじめに 

 「介護の社会化」を目標に介護保険制度が導

入されたのが平成 12 年，今から 20 年前にな

ります。ただ，一気に「介護の社会化」が実現

したわけでは当然ありません。家族が相応の

役割を果たさなければならない状況は今なお

続いています。 

 また，ここで述べる「家族に対するケア」と

は，介護保険が適用されるケースばかりでは

なく，比較的長期の療養を必要とする家族の

心身の疾病などを含むものとして論じさせて

いただきます。今回は介護保険に関係するも

のについてのべさせていただき，次回は介護

保険以外の事例を取り上げたいと思います。 

 学業と就業と疾病・障害を抱える家族（親世

代，祖父母世代，きょうだいなど）のケアの両

立に苦慮している「ヤングケアラー」に対する

注目がここ数年高まっています。私自身も病

弱な実母の入院付添いは小学校高学年から経

験してきました。実母の体調によっては諦め

なければならないこと（クラブ活動など）も当

然ありましたし，実母の体調不良による家計

の状況も薄々理解できていたので，進学や進

路の決定は比較的早期の段階で決めていたよ

うに思います。一人っ子でもあったので，将来

は自分が親の面倒を見るのだということを前

提とした進路決定でした。幸い奨学金や支え

てくださる多くの方々のお力添えもあり学業

は全うできましたし，そのことには今でもと

ても感謝しています。しかし，同じ状況の子供

世代を今目の前にすれば，当時の自分と同じ

ことをせよとはとても言えないと断言できま

す。ここはもっと手当が必要な部分と考えて

います。 

 家族の病気や障害の存在は，「そのケアを行

う」をいう目標のもと，家族メンバーの凝集性

を高めるように機能することがあります。健

康な家族であれば，世代間境界や夫婦間連合

などをきちんと保ち，適切な役割分担を行う

ことも可能かもしれません。ただ，「家族だか
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らあたりまえ」という「正論」で全てを解決し

ようとすると，前回の連載のように，家族関係

が大きく崩れることもあります。また，「ケア

をする」「ケアを受ける」ことはパワーバラン

スの均衡を保つための配慮が必須であり，そ

れが崩れれば不適切なケアや家族介護従事者

の心身の消耗につながります。家族だけで抱

え込まないよう，インフォーマル・フォーマル

な支援が入りやすい状況下で行われることが

適切だと考えています。 

 

2 対人援助職が家族のケアに直面するとき 

医療機関において 

 私が更生保護官署に奉職後も実母の長期入

院などは続きましたが，一番大きな出来事は

実母のクモ膜下出血の発症でした。当時私は

更生保護官署から一時出向して少年院で勤務

していましたが，在院生を指導中に急遽病院

から連絡が入り，指導の現場を交代の先生に

任せて病院に急行したことを昨日のことのよ

うに思い出します。第一報では病名はわかり

ませんでしたが，病院到着後の幾度かの検査

を経てクモ膜下出血と診断が確定し，急遽開

頭手術が行われることになりました。脳血管

に関する疾病のなかでも特に致死率が高いも

のであることは当時の私でもわかっていまし

た。術後の状態も非常に厳しいもので，最終的

には再度開頭手術をし，脳内に溜まった水を

腹膜内に流す機器を埋め込む手術をすること

になりました。 

こうした手術の立ち会いなどをしながら，な

んとか勤務を継続するため病院の近くに素泊ま

りの宿を確保するなど，最悪の事態も想定しな

がらも長期戦となるケアの準備を進めていまし

た。その時に医療従事者の方から折に触れてい

われたのが，「（取り乱す御家族も多いのに）職

業柄か落ち着いていらっしゃいますね」「いつも

冷静ですね」という内容の言葉でした。ただ，

これは「職業柄」（保護観察官という職業はあま

り知られていませんでしたが，少年院の法務教

官といえば，それが正しいかどうかは別として，

イメージがしやすかったのかもしれません）と

いうよりは，非常時モードのスイッチが入ると

まずは確実に目の前のことをこなす，という行

動パターンが出ていただけにすぎなかったと思

います。ただ，緊急事態にはまず冷静に状況を

分析すること，自分のなすべきことは何かしっ

かりと見極めて迅速に行動することについては，

現場で培われてきたものも多分にあったと今で

は思います。 

 また，出向中でもあり，現場に穴をあけては

いけないという意識も強くあったと思います。

対人援助職はチームで動きますし自分だけで

仕事を抱え込むことは決して褒められたこと

ではありません。特に当時の少年院は過剰収

容のピークで現場は非常に繁忙であり，私の

不在中に同じチームのメンバーにどれほどの

負担がかかっているかということを考えると，

一日も早い復帰をと考えていました。 

 

3 対人援助職が家族のケアに直面するとき 

在宅介護において 

 実母は一時は「立って自宅に帰ることはで

きないだろう」と言われていましたが，医療ス

タッフの献身的なケアもあり，幾度かの転院

を繰り返しながら，約 1 年ぶりに自宅復帰を

することがかないました。自宅復帰イコール

在宅ケアのスタートですので，様々な手続に

奔走することになりましたが，家族介護従事

者である私が連携すべき機関が医療機関から

福祉機関に変わった際，私自身が自戒してい

たことがあります。 

介護保険導入当初でもあり在宅介護をする支

援する現場も役所も混乱していました。それ

ゆえ，家族介護従事者に対し「あなたは収入が

ある分，老老介護よりもマシですよ」といった
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言葉が悪意なくかけられたり，支援者の質に

もバラつきがあるように見受けられました。

私自身が高齢者福祉を少し学んでいたことも

あって，そうしたことがどうしても目につい

てしまいました。在宅介護のスタートにあた

り気が張っていたことも確かです。ただ，そう

した時に相手方に感情的な態度で意向を伝え

ることはよろしくないと思いました。特に自

分が仕事と介護の両立で余裕がない状態の時

には，理詰めで言ってしまいがちな点には特

に注意しなければと考えていました。 

在宅介護を続けていく上では在宅介護に関す

る福祉機関の協力が不可欠です。連携を阻害

するような言動は慎むべきだと思いました。

ただ，在宅介護の要となるケアマネージャー

の方の基礎資格については最初に確認し,実母

の状態に応じたケアプランが立てていただけ

るようにしました。在宅介護から施設介護へ

の移行期に当たっては，身体機能の劣化も進

んでいましたので，看護師としての経験で母

親の状態の見立てをしていただけるケアマネ

ージャーの方に本当に力になっていただきま

した。 

 

4 対人援助職が家族のケアに直面するとき 

施設介護において 

 母の在宅介護は 10 年に及びました。その間

私が長期間の研修で自宅を不在にせざるをえ

なくなったり，実母の入院のたびに老人保健

施設でのリハビリを経て在宅介護に戻るとい

ったことも重なりました。業務と在宅介護の

両立も限界に達しており，特別養護老人ホー

ムへの入所となりました。私自身はもう少し

頑張りたい気持ちがありましたが，私が不在

中に外に出てしまうなどの事故も重なり，自

分の気持ちよりも実母の安全を優先する決断

をしました。 

 実母は思ったよりも早く施設生活に馴染み，

スタッフやメンバーさんにもよくしていただ

きました。ただ，施設長の交代が重なり，施設

全体の雰囲気が落ち着かなくなり，事故も相

次ぐようになりました。 

 実習生がフロアに入っている間に起きた転

倒事故による頭部外傷などの際には 

当方への連絡の入れ方などに疑問を感じたこ

ともあり，今後の再発を防ぐ意味でも．そうし

た事故が発生した場合の対応方針（厚生労働

省の指導により予め規定しておくよう指導さ

れている）の開示を求めましたが，その際に施

設長から「やっぱり法務省の方はお堅いです

ね。他の御家族は『預かっていただくだけでも

ありがたい』といってくださるのに」と言われ

たりもしました。私からは「個人的にどうこう

というのではなく，危機管理をどうなさって

いるのか確認することで，再発を予防してい

ただきたい」と伝えるに留めましたが，この状

態では同様の事故は再発するだろうと感じま

したし，実母をゆだねることに不安を禁じえ

ませんでした。 

 結果的に，差し歯の誤嚥事故で入院となり，

「胃ろうを造設すれば再度の受入れも検討で

きる」という条件が施設側から示されました。

当時は同じ特別養護老人ホームでも「胃ろう

ゼロ」を目指す先進的な試みをしているとこ

ろもありましたが，当該施設では胃ろうの造

設が積極的に進められていました。家族も納

得できないままやむなく手術に踏み切りまし

たが，先のクモ膜下出血の際に埋め込んだ機

器や度重なる手術による癒着も激しく，何よ

りもそれらの情報が施設から医療機関に引き

継がれておらず，手術室に入ったものの胃ろ

うの造設は中断され，施設に帰る見込みはな

くなりました。以後私は母のターミナルケア

のための病院を探すことに奔走することにな

りました。 

5 対人援助職が家族のケアに直面するとき 
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療養型病床において 

 病院については当時私が生活していた仙台

の官舎近辺で探すこととなりました。地元の

福祉関係者から情報を得ながら，大阪から仙

台への母の移送は民間救急に依頼することに

なりました。この時の調整を振り返ってみる

と，自分の福祉的な知識やネットワークを総

動員しました。民間救急の協力を得ることな

どは，業務で得た専門的な知識が役立ちまし

た。結果的に 3 月間という期間限定ではあり

ますが母を受け入れてくれる療養型病床が見

つかり，幾度かの転院を経て，終身型の療養型

病床に落ち着きました。そして私はここで母

の看取りを行うことができたのです。 

 

6 私自身が留意していたこと 

 対人援助職としての経験が長くなればなる

ほど，自分の所属している組織の文化や方針

以外は見えなくなるという隘路に陥る危険性

があると感じています。また，業務ではなく家

族のことになると，感情も揺さぶられる場面

が少なくありませんでした。 

しかし対人援助職といっても様々な機関があ

り文化も異なります。私は業務における多機関

連携や，職能団体において司法福祉（更生保護）

について理解を求める活動を積み重ねていくな

かで，それをまさに体感していました。状況が

前に進まない時には確かに焦りも感じますが，

自分の職域と相手の職域の方針や文化の違いに

思いを致すように心がけていました。 

 例えば，介護保険におけるケアプランには「見

守る」という言葉がよく出てきます。ただ，私

にとっては，具体的な内容や見直しの期限など

が明記されていないため，不安に感じる部分も

ありました。そうした時には，そのことを冷静

に伝え，具体的にどのように行うのかというこ

とを確認するようにしていました。 

 また私の実母のように支援の場が次々と変

わっていく場合には，情報が支援者サイドで

確実に引き継がれるとは限りません。例えば，

胃ろうの手術の際には，既往歴などの引継ぎ

ができず，手術室での手術中止という事態に

なりました。 

 こうした場合，家族が情報をコンパクトに

整理し，引継ぎをしていくことも重要と思わ

れます。 

 

7 介護においても重要なのは「関係性」 

 最後に事例を 2 つ提示します。両者とも大

切な家族に良いケアを望んでいましたが，前

者は「こんなのはだめだ」と独自の価値観に基

づくダメだしを繰り返し，後者は家族の状況

をしっかりと伝え支援して欲しい内容を明確

に伝え，感謝の念を伝えることも怠りません

でした。 

 その結果，前者は「クレーマー」「地域の社

会資源を使いつぶした」と言われ，担当者は幾

度となく交代し（ダメ出しをだされるため）な

んとなく引き気味になってしまう状況となり，

息子世代が介入するまで膠着状態が長く続き

ました。一方で後者は，家族と支援者が共に考

えるという体制が出来上がり，できうる限り

の支援体制が構築されていきました。 

 そうした意味では，家族介護従事者にも，関

係性を構築するスキルが求められていると思

われます。 

 そして何よりも大切なのは，家族が孤立し

ないことです。感謝を込めて記すのですが，私

はこれまで家族介護従事者として過ごしてき

て，数え消えない方からのお支えをいただき

ました。異動（転勤）に対する配慮といった大

きなことももちろんですが，日常生活の中で

のちょっとした声かけによって「私は支えら

れている」という実感を持つことができまし

た。介護という観点においてもあらゆる意味

での関係性が重要だと考えています。 
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マイクロ・アグレッションと私たち 

～分断から動き出す交流～ 11 

朴 希沙（Kisa Paku)                                                                                          
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番外編！緊急企画！！ 

〜夜な夜なコロナ〜 

 

前回は、マイクロ・アグレッションに関し

てよく聞く疑問や自分も感じていた疑問に

ついて Q&A 形式で考えてみました。今回

も、引き続き Q&A について考えてみよう

かと思っていたのですが… 

ここ数ヶ月、新型コロナウイルス感染症に

よって人々の生活は大きく変化し、マイク

ロ・アグレッションどころか、中国にルー

ツのある方を始めとしたアジア人に対する

差別や暴力事件が世界中で顕在化しました。

日本も、その例に漏れません。日本社会で

は、中国人に対する差別発言やヘイトスピ

ーチがインターネットを中心として吹き荒

れました。また政府からの 10 万円の現金給

付を始めとした、この国に生きる人々に対

する金銭的支援に関しても、日本国籍に限

るかどうかといった議論において、外国人

差別の問題が噴出し続けています。 

また新型コロナウイルスの感染状況に関

しても、一時は日本もニューヨークでのよ

うな感染爆発が起きるのではないかと思わ

れていましたが、今の所落ち着きそうな様

子も見られています。感染の拡大が収まれ

ば、私たちはこれまでと同じような生活を

送れるのでしょうか？今後は、どのような

知識が必要なのでしょう？そこで、今回は

番外編として改めて新型コロナウイルスそ

れ自体の性質や、それが与える社会的影響

について考えてみようと、緊急企画!!〜夜な

夜なコロナ〜としました。 

と、言っても私は正直感染症や新型コロナ
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ウイルスについては全く詳しくありません。

そこで、今回は夜な夜な新型コロナウイル

スについて勉強を重ねるスペシャルゲスト

の某 I さんをお招きし、私の素朴な疑問に

答えていっていただくこととしました。 

 

 

Q. 夜な夜な新型コロナの勉強に明け暮れ

る某 Iさん、自己紹介をお願いします 

 

A. 京都市民で、現在は民間で Deep 

Learning を専門にした仕事をしています。

感染症の専門家ではありません（笑）大学・

大学院では、物理や数学を学んでいました。

新型コロナウイルス感染症に関しては、1

月末頃から強い危機感を感じ（妻が妊娠中

のため）、WHO や厚労省の公表資料、日本

の有識者の見解、Our World in Data とい

った疫学的データベースを参照しながら、

仕事も片手間に毎夜勉強しています。 

 

 

Q. それはご苦労さまです。現在通勤はされ

ていますか？ 

 

A. もともと徒歩圏内の職場でしたが、4 月

から完全リモートになりました。ただ、こ

れも最初は職場の反発が強くありすぐには

実現しませんでした。人により、危機感の

程度が異なったためです。 

 

 

Q. 確かに、コロナに関しては、人によって

危機感の持ち方が大分違う気がします。こ

れはどうしてなんでしょう？ 

 

A. まず、新型コロナウイルスのリスクが人

によって大きく異なることが影響している

だろうと思います。例えば、基礎疾患のあ

る人や高齢者、妊婦の方々等はハイリスク

とされている一方で、無症状や単なる風邪

のような症状で終わる人もいます。なお、

妊婦は新型コロナ特有のリスクが高いわけ

ではありませんが、肺炎などにかかると重

症化しやすいとされています。 

また、専門家の間でも新型コロナウイルス

の脅威に関して意見が分かれています。専

門家の間では、人類が今までに経験したこ

とのないやっかいなウイルスであるという

見解は共有されてはいます。それは、潜伏

期間が極めて長く、多くの人が軽症である

ものの一部の人には重症化や致死的なもの

になるというような点です。これは感染を

完全に抑え込んだりすることが非常に難し

いことを示しています。実際に日本でも多

くの病院で院内感染が発生し、死亡者も出

ています。しかし、一部の専門家は、「風邪

とどれほど違うのか」「インフルエンザより

致死率が低い」という人もいます。 

 

 

Q. 「コロナよりインフルエンザの方が危な

い」「致死率は高くないからそこまで危険で

はない」という話を聞くこともあります。

この意見についてはどう思いますか？ 

 

A. まず、新型コロナにおいて重要な点は、

人それぞれリスクが異なるということだと

思います。そのため感染者全体の中での致

死率でもって、脅威を判断することにはあ

まり意味がありません。新型コロナの場合、

基礎疾患の有無や年齢等により、致死率が
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大幅に異なるからです。しかし多くの場合

「致死率」と言った際には、感染者全体の

中でのそれについて言及されるにとどまっ

ています。 

また、感染防御が非常に難しいことから、

大量の感染者が短期間に発生し、医療を圧

迫することで副次的な（新型コロナウイル

ス以外の）被害が発生します。幸い日本で

は医療崩壊は起きていませんが、それが起

こった国々では多くの死者が発生していま

す。 

ちなみに WHO の公式見解は、2009 年に流

行した新型インフルエンザよりも致命的、

だとされています。 

 

 

Q. 世界的には感染者数や死者数は増え続

けていますが、日本で感染爆発が起こらな

かったのはどうしてなんでしょう？ 

 

A. 様々な仮説がありますが、明確なことは

分かっていません。ただ、東アジアの国々

（韓国・台湾・中国沿岸部等）やシンガポ

ールは、日本と同様人口あたりの死者数が

欧米よりもはるかに低いことが分かってい

ます。一部の専門家はこのことになんらか

の理由があるだろうと考えています。これ

は個人的な考えですが、アベノマスクを始

め日本政府や専門家会議の感染防止対策が

優れているようには見えないので、日本の

現状を説明する隠れた要因がなんらか存在

しているというのは説得力があるように思

えます。 

 

 

Q. 今感染拡大は落ち着いてきているよう

に見えますが、これで日本のコロナは収束

していくと思われますか？ 

 

A. 残念ながら、そうは思いません。いわゆ

る第一波は収束したというのが多くの専門

家が合意するところですが、一方で第二波

第三波が発生することも同様に確からしい

と思われています。「ハンマー・アンド・ダ

ンス」というモデルがあります。感染が急

速に拡大すると、医療崩壊を防ぐためにも

極めて強い行動制限（ロックダウンや日本

の緊急事態宣言等）が行われ、これを「ハ

ンマー」と呼びます。日本でいう「徹底し

た行動変容」にあたります。そうした急速

な感染拡大が一旦収束した後も、小規模な

流行は何度も発生します。この状態を「ダ

ンス」と呼びます。ワクチンの開発や、極

めて有効な治療法といったゲームチェンジ

ャーが現れなければ、このハンマーとダン

スの状態を繰り返すことが予想されます。

これがいつまで続くかは不確かです。例え

ばワクチンが出来ることにより完全な収束

に向かうことは考えられますが、ワクチン

がいつ出来るのか、そもそも作ることが可

能なのかも現時点ではわかっていません。 

 

 

Q. まだまだ気は抜けないということかと

思いますが、感染予防としてはどんなこと

をするべきでしょう？マスクは有効なんで

しょうか？ 

 

A. まず市販されいる使い捨てマスクには、

予防効果はないけれど自分がうつさないと

いう効果があると考えられています。その

ため、欧米等ではそもそもマスクをあまり
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着用しません。一方で、東アジアにはマス

クをつける生活習慣が従来からあり、欧米

からは奇異の目で見られていましたが、先

に述べたように人口あたりの死者数の低さ

から、マクロな視点では感染の拡大を防止

する効果があると考えられるようになりま

した。つまり、潜伏期間が長く比較的軽症

の人が感染を拡大してしまうという新型コ

ロナの性質に対して、集団的にマスクを着

用するというのは、感染拡大を防止する上

で一定の効果があると世界的にも考えられ

るようになったのです。 

個人が出来る感染予防としては、やはり手

洗いに尽きると思います。正しい手洗いの

仕方については、さまざまな動画が公開さ

れているので参照されることをおすすめし

ます（https://youtu.be/3PmVJQUCm4E）。

また、エタノール 70%以上の消毒液による

手指消毒も有効です。注意が必要なのは、

エタノール濃度が高くなければ十分な効果

が望めないので、購入時にエタノール濃度

を確認し、70%以上を選ぶようにすること

です。実際市場ではエタノール濃度が 70%

以下の消毒薬がたくさん売られており、そ

れに気づかず購入し消毒については安心し

てしまうケースが多いです。また消毒薬の

中には新型コロナに有効であるが、人体に

対して有害なもの、例えば次亜塩素酸ナト

リウム（漂白剤）等も存在するので、注意

が必要です。とくに次亜塩素酸ナトリウム

を霧吹きなどで空間に散布するのは絶対に

やめましょう。また洗剤や漂白剤をベース

にした消毒薬をふきんなどに染み込ませて

消毒した場合や、残った薬剤を水を含ませ

たふきんでしっかりと拭き取るようにしま

しょう。 

 

 

Q. 新型コロナウイルス感染症の流行によ

り、社会はどんな影響を受けましたか？ 

 

A. 現代社会にはいかに不要不急の「仕事」

に満ちていたかをみなさん感じたのではな

いでしょうか。新型コロナの登場以前と以

後では社会構造は大きく変容するだろうと

思います。例えば人と人とが対面で接する

ことは明らかに減少するでしょう。またそ

もそも、対面で接する必要があるかが厳し

く問われるようになると思います。もちろ

ん介護等は対面が必須である一方で、会社

の不要不急の会議等はなくしていくべきで

しょう。 

現代社会は観光やサービス産業といった

ものが拡大し続けてきました。しかし今回

の新型コロナの流行によりそうしたあり方

が一気に瓦解してきているように思います。 

新型コロナにより単純に人との交流が阻

害されているように感じるかもしれません

が、一方で新たな可能性にも開かれていま

す。例えば大学の授業を考えてみると、こ

れまでは入試で選抜された一部の人達のみ

が高い授業料を払って対面の授業を受ける

ことが出来ました。しかしデジタル化によ

り、通信環境さえ揃えば誰でも授業を聞く

ことが出来るようになる。聞くことを阻む

ものがなくなるわけです。このように特に

教育の分野において、これまで少数の人々

のみが享受していた機会がより多くの人に

開かれていくチャンスにもなるのではない

かと思います。私は本来教育や知識という

ものは、無料であらゆる人に開かれるべき

だと強く考えています。そして通信技術の
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発達がそれに寄与する可能性があると思っ

ています。今回のコロナ禍により望むと望

まざるに関わらず教育現場でのオンライン

化が進むでしょう。それにより、このよう

な知のオープン化は自然な流れとして起こ

ってくるのではないかと期待しています。 

一方で監視社会の到来を危惧する声も聞

こえてきます。感染拡大防止には疫学調査、

だれがどこでどのように感染したか、を追

跡していくことが重要ですが、ここに IT 技

術を使うことで、人々の動きを非常に精密

に知ることができます。日本でも携帯電話

の GPS を使ったコンタクトトレーシング

の議論が始まりました。精密な疫学調査を

低コストで実現するのは望まれることです

が、日本のようにプライバシーや個人情報

保護のリテラシーが低く、人権意識の希薄

な国ではその危険性は無視できません。個

人的には Google と Apple が共同で推進し

ている GPS を利用しないコンタクトトレ

ーシングに期待しています（https://www.a

pple.com/covid19/contacttracing）。この仕

組みの詳しい内容は割愛しますが、これを

悪用するためには Google と Apple、そして

公衆衛生当局が共犯にならならいと難しい

ので、それゆえに不正は起きにくいだろう

と思います。 

 

 

 

 以上、今回は夜な夜な新型コロナの勉強

に明け暮れる某 I さんをお招きし、お話を

お聞きしました。個人的には、新型コロナ

により格差の問題に新たな一面が加わるの

では、と危惧しています。リモートワーク

ができない職種とできる職種、接客業等感 

染リスクが高い職種と低い職種がはっきり

することで、経済的に貧しい人々にハイリ

スクの仕事が流れていく状況が現在もある

と思います。これまでも、劣悪な職場環境

や低賃金の問題がありましたが、そこにさ

らに感染症へのリスクが加わるとなると事

態はより深刻になると思います。また経済

格差は人種間の格差とも関連が深く、米国

等では人種による致死率にも差が出てきて

います。仕事自体を失う人も多くおり、家

に閉じ込められた状況の中で女性や子ども

など社会的に弱い立場にある人たちにしわ

寄せがいき続けています。そういった意味

で、社会的視点からもコロナの問題を捉え

ていくことは欠かせないと思います。 

また今回は専門家の先生ではなく京都の

一市民である某 I さんにお話をうかがいま

した。ニュースの見出しやメディアの報道

にのみに右往左往されるのではなく、一般

の人々の中に感染症に対する現時点での正

確な理解や知識を持つ人が増えることで、

命を守る行動や偏見の防止、社会状況に対

する理解が人々の中で深まることが重要で

はないかと考えています。 

 

https://www.apple.com/covid19/contacttracing%EF%BC%89%E3%80%82%E3%81%93%E3%81%AE%E4%BB%95%E7%B5%84%E3%81%BF%E3%81%AE%E8%A9%B3%E3%81%97%E3%81%84%E5%86%85%E5%AE%B9%E3%81%AF%E5%89%B2%E6%84%9B%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%99%E3%81%8C%E3%80%81%E3%81%93%E3%82%8C%E3%82%92%E6%82%AA%E7%94%A8%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AB%E3%81%AFGoogle%E3%81%A8Apple%E3%80%81%E3%81%9D%E3%81%97%E3%81%A6%E5%85%AC%E8%A1%86%E8%A1%9B%E7%94%9F%E5%BD%93%E5%B1%80%E3%81%8C%E5%85%B1%E7%8A%AF%E3%81%AB%E3%81%AA%E3%82%89%E3%81%AA%E3%82%89%E3%81%84%E3%81%A8%E9%9B%A3%E3%81%97%E3%81%84%E3%81%AE%E3%81%A7%E3%80%81%E3%81%9D%E3%82%8C%E3%82%86%E3%81%88%E3%81%AB%E4%B8%8D%E6%AD%A3%E3%81%AF%E8%B5%B7%E3%81%8D%E3%81%AB%E3%81%8F%E3%81%84%E3%81%A0%E3%82%8D%E3%81%86%E3%81%A8%E6%80%9D%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
https://www.apple.com/covid19/contacttracing%EF%BC%89%E3%80%82%E3%81%93%E3%81%AE%E4%BB%95%E7%B5%84%E3%81%BF%E3%81%AE%E8%A9%B3%E3%81%97%E3%81%84%E5%86%85%E5%AE%B9%E3%81%AF%E5%89%B2%E6%84%9B%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%99%E3%81%8C%E3%80%81%E3%81%93%E3%82%8C%E3%82%92%E6%82%AA%E7%94%A8%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AB%E3%81%AFGoogle%E3%81%A8Apple%E3%80%81%E3%81%9D%E3%81%97%E3%81%A6%E5%85%AC%E8%A1%86%E8%A1%9B%E7%94%9F%E5%BD%93%E5%B1%80%E3%81%8C%E5%85%B1%E7%8A%AF%E3%81%AB%E3%81%AA%E3%82%89%E3%81%AA%E3%82%89%E3%81%84%E3%81%A8%E9%9B%A3%E3%81%97%E3%81%84%E3%81%AE%E3%81%A7%E3%80%81%E3%81%9D%E3%82%8C%E3%82%86%E3%81%88%E3%81%AB%E4%B8%8D%E6%AD%A3%E3%81%AF%E8%B5%B7%E3%81%8D%E3%81%AB%E3%81%8F%E3%81%84%E3%81%A0%E3%82%8D%E3%81%86%E3%81%A8%E6%80%9D%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
https://www.apple.com/covid19/contacttracing%EF%BC%89%E3%80%82%E3%81%93%E3%81%AE%E4%BB%95%E7%B5%84%E3%81%BF%E3%81%AE%E8%A9%B3%E3%81%97%E3%81%84%E5%86%85%E5%AE%B9%E3%81%AF%E5%89%B2%E6%84%9B%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%99%E3%81%8C%E3%80%81%E3%81%93%E3%82%8C%E3%82%92%E6%82%AA%E7%94%A8%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AB%E3%81%AFGoogle%E3%81%A8Apple%E3%80%81%E3%81%9D%E3%81%97%E3%81%A6%E5%85%AC%E8%A1%86%E8%A1%9B%E7%94%9F%E5%BD%93%E5%B1%80%E3%81%8C%E5%85%B1%E7%8A%AF%E3%81%AB%E3%81%AA%E3%82%89%E3%81%AA%E3%82%89%E3%81%84%E3%81%A8%E9%9B%A3%E3%81%97%E3%81%84%E3%81%AE%E3%81%A7%E3%80%81%E3%81%9D%E3%82%8C%E3%82%86%E3%81%88%E3%81%AB%E4%B8%8D%E6%AD%A3%E3%81%AF%E8%B5%B7%E3%81%8D%E3%81%AB%E3%81%8F%E3%81%84%E3%81%A0%E3%82%8D%E3%81%86%E3%81%A8%E6%80%9D%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
https://www.apple.com/covid19/contacttracing%EF%BC%89%E3%80%82%E3%81%93%E3%81%AE%E4%BB%95%E7%B5%84%E3%81%BF%E3%81%AE%E8%A9%B3%E3%81%97%E3%81%84%E5%86%85%E5%AE%B9%E3%81%AF%E5%89%B2%E6%84%9B%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%99%E3%81%8C%E3%80%81%E3%81%93%E3%82%8C%E3%82%92%E6%82%AA%E7%94%A8%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AB%E3%81%AFGoogle%E3%81%A8Apple%E3%80%81%E3%81%9D%E3%81%97%E3%81%A6%E5%85%AC%E8%A1%86%E8%A1%9B%E7%94%9F%E5%BD%93%E5%B1%80%E3%81%8C%E5%85%B1%E7%8A%AF%E3%81%AB%E3%81%AA%E3%82%89%E3%81%AA%E3%82%89%E3%81%84%E3%81%A8%E9%9B%A3%E3%81%97%E3%81%84%E3%81%AE%E3%81%A7%E3%80%81%E3%81%9D%E3%82%8C%E3%82%86%E3%81%88%E3%81%AB%E4%B8%8D%E6%AD%A3%E3%81%AF%E8%B5%B7%E3%81%8D%E3%81%AB%E3%81%8F%E3%81%84%E3%81%A0%E3%82%8D%E3%81%86%E3%81%A8%E6%80%9D%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
https://www.apple.com/covid19/contacttracing%EF%BC%89%E3%80%82%E3%81%93%E3%81%AE%E4%BB%95%E7%B5%84%E3%81%BF%E3%81%AE%E8%A9%B3%E3%81%97%E3%81%84%E5%86%85%E5%AE%B9%E3%81%AF%E5%89%B2%E6%84%9B%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%99%E3%81%8C%E3%80%81%E3%81%93%E3%82%8C%E3%82%92%E6%82%AA%E7%94%A8%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AB%E3%81%AFGoogle%E3%81%A8Apple%E3%80%81%E3%81%9D%E3%81%97%E3%81%A6%E5%85%AC%E8%A1%86%E8%A1%9B%E7%94%9F%E5%BD%93%E5%B1%80%E3%81%8C%E5%85%B1%E7%8A%AF%E3%81%AB%E3%81%AA%E3%82%89%E3%81%AA%E3%82%89%E3%81%84%E3%81%A8%E9%9B%A3%E3%81%97%E3%81%84%E3%81%AE%E3%81%A7%E3%80%81%E3%81%9D%E3%82%8C%E3%82%86%E3%81%88%E3%81%AB%E4%B8%8D%E6%AD%A3%E3%81%AF%E8%B5%B7%E3%81%8D%E3%81%AB%E3%81%8F%E3%81%84%E3%81%A0%E3%82%8D%E3%81%86%E3%81%A8%E6%80%9D%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
https://www.apple.com/covid19/contacttracing%EF%BC%89%E3%80%82%E3%81%93%E3%81%AE%E4%BB%95%E7%B5%84%E3%81%BF%E3%81%AE%E8%A9%B3%E3%81%97%E3%81%84%E5%86%85%E5%AE%B9%E3%81%AF%E5%89%B2%E6%84%9B%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%99%E3%81%8C%E3%80%81%E3%81%93%E3%82%8C%E3%82%92%E6%82%AA%E7%94%A8%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AB%E3%81%AFGoogle%E3%81%A8Apple%E3%80%81%E3%81%9D%E3%81%97%E3%81%A6%E5%85%AC%E8%A1%86%E8%A1%9B%E7%94%9F%E5%BD%93%E5%B1%80%E3%81%8C%E5%85%B1%E7%8A%AF%E3%81%AB%E3%81%AA%E3%82%89%E3%81%AA%E3%82%89%E3%81%84%E3%81%A8%E9%9B%A3%E3%81%97%E3%81%84%E3%81%AE%E3%81%A7%E3%80%81%E3%81%9D%E3%82%8C%E3%82%86%E3%81%88%E3%81%AB%E4%B8%8D%E6%AD%A3%E3%81%AF%E8%B5%B7%E3%81%8D%E3%81%AB%E3%81%8F%E3%81%84%E3%81%A0%E3%82%8D%E3%81%86%E3%81%A8%E6%80%9D%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
https://www.apple.com/covid19/contacttracing%EF%BC%89%E3%80%82%E3%81%93%E3%81%AE%E4%BB%95%E7%B5%84%E3%81%BF%E3%81%AE%E8%A9%B3%E3%81%97%E3%81%84%E5%86%85%E5%AE%B9%E3%81%AF%E5%89%B2%E6%84%9B%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%99%E3%81%8C%E3%80%81%E3%81%93%E3%82%8C%E3%82%92%E6%82%AA%E7%94%A8%E3%81%99%E3%82%8B%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AB%E3%81%AFGoogle%E3%81%A8Apple%E3%80%81%E3%81%9D%E3%81%97%E3%81%A6%E5%85%AC%E8%A1%86%E8%A1%9B%E7%94%9F%E5%BD%93%E5%B1%80%E3%81%8C%E5%85%B1%E7%8A%AF%E3%81%AB%E3%81%AA%E3%82%89%E3%81%AA%E3%82%89%E3%81%84%E3%81%A8%E9%9B%A3%E3%81%97%E3%81%84%E3%81%AE%E3%81%A7%E3%80%81%E3%81%9D%E3%82%8C%E3%82%86%E3%81%88%E3%81%AB%E4%B8%8D%E6%AD%A3%E3%81%AF%E8%B5%B7%E3%81%8D%E3%81%AB%E3%81%8F%E3%81%84%E3%81%A0%E3%82%8D%E3%81%86%E3%81%A8%E6%80%9D%E3%81%84%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
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萩尾望都さんの作品には社会福祉や対人援助を考えるのにヒントとなる作品がたくさん

あります。今回は短編の名作「イグアナの娘」を紹介します。わずか 50ページの作品です

が、テレビドラマ化されたこともあり、よく知られたお話だと思います。 

 

主人公はふたり姉妹の姉、青島リカ。母親のゆりこは、リカの出産直後からリカが醜いイ

グアナのように見えてしまい、パニックになってしまいます。「うそ！うそ！ 違う、トカ

ゲだわ！」 

ちなみにイグアナは爬虫類の一種で巨大なトカゲのような姿をしています。生まれたて

の赤ちゃんがお猿や宇宙人のように見えるという話はよく聞きますが、イグアナとは…。夫

は「マタニティ・ブルーか？」と心配します。夫だけでなく、周りの人には普通の可愛い赤

ちゃんにしか見えません。 

 

ゆりこには長女のリカがイグアナに見えて、どうしても愛することができません。なのに、

次女のマミは、普通のかわいい女の子に見えます。ゆりこはマミを溺愛する一方で、リカに

は冷たく、厳しく接することになります。写真には普通の人間の子どもとして映っているの

が、ゆりこには不思議でなりません。 

「マミと比べてリカをけなすなよ」とたしなめる夫に、ゆりこは泣きながら「リカはまる

でガラパゴスのイグアナよ」と口走ります。リカは寝室のドアごしに聞いてしまいました。 

翌日、母親の化粧道具を使おうとしているところを見つかったリカは、思わず問いかけま

す。「ママ、わたしイグアナだからみにくいの？」 ゆりこはひきつりながら「イグアナな

んて二度といっちゃいけません！」と叱りつけます。 

 

授業中、落ち着きがないリカですが、担任は学級訪問の際、ゆりこにリカの成績の優秀さ

保育と社会福祉を漫画で学ぶ 

⑩『イグアナの娘』 

迫  共 

（浜松学院大学） 
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を伝えます。「IQテストは全校一でしたから、落ち着いて勉強すれば成績あがると思うんで

すがね…」。ゆりこは「リカって頭いいの？ マミちゃんよりも？」と驚くとともに、「イグ

アナのくせに…まぁ、なまいき！！」と思ってしまいます。 

ゆりこの誕生日に９０点台のテストを見せたリカは、「なんで全部 100 点じゃないの！」

と叱られます。「誕生日にこんなの見せられても嬉しくない」という母に、リカは、手鏡を

プレゼントに贈りますが、今度は「ムダづかいばかりして！ お店に返してらっしゃい！」

と責められます。あまりの理不尽さにリカは泣きながら「あたしがイグアナだからママはあ

たしがキライなんだ」と言ってしまいます。 

 

リカは自分でも自分をイグアナだと思うようになります。手鏡は川に投げ捨ててしまい、

「神様が、イグアナと人間の、魂と体を入れちがえたのよ」「あたし大きくなったらガラパ

ゴス諸島に行って、あたしの本当のお父さんとお母さんを探そう」と考えます。 

 

リカは他人の目には美人に見えます。ですが本人はずっと自分をイグアナだと思ってい

ます。ラブレターをもらっても、からかわれているとしか思えません。 

妹のマミは、ある日、進路指導で姉の大学の偏差値が高いことを知ります。「おねーちゃ

んてほんとは頭よかったの？ あたし、ずっとおねーちゃんのこと…グズだのブスだのバ

カにして…」。リカは「いいの。あたしはママのいうようにイグアナなんだから」と返しま

す。マミが「おねーちゃんもいけないんだよ。そんなふうに自分でいじけて」と言いますが、

リカは「いじけてないの。事実なの」とそっぽをむいて取り付く島もありません。 

リカにはボーイフレンドができますが、イグアナである自分が彼を食い殺してしまう夢

を見てショックを受け、別れを決心します。「一生、恋愛なんてできない」と悲しんでいた

時、巨漢の牛山と出会い、彼なら食いついてもケガひとつしなさそうだと安心感をもちます。 

リカは大学卒業とともに牛山と結婚。親元を離れて札幌で暮らすことになります。 

 

盆にも正月にも地元には帰らず、リカは幸せな生活を過ごします。子どもが生まれた矢先、

実家からの連絡が入ります。 

母のゆりこが急死したのです。リカは帰省の道すがら「わたしホッとしてる。ちっとも悲

しくない。悲しくないのがむしろショック。やっぱり冷血動物のイグアナなんだ！」と感じ

ます。 

実家に帰ると、冷たく横たわる母の顔には白い布がかけられています。親戚のおばさんか

ら促されて顔を見ると、そこにはなんと、イグアナの顔をした母が眠っていました。 

驚いて取り乱すリカ。「わ、わたしの顔にそっくりよ！」というと、おばさんが返します。
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「前から言ってたのよォ ゆりこちゃんとリカちゃんはよく似てるっていうと、ゆりこち

ゃんは怒ってたけど、やっぱり似てるわよねえ」… 

リカは母の枕元で、ガラパゴスのイグアナ姫だった母を空想します。魔法使いのおばあさ

んに人間にしてもらい、「イグアナだったことなんて忘れて人間として生きるわ」と誓った

母。それなのにイグアナの娘が生まれたために、絶対に正体を知られたくなかった母。「わ

たしを産んで、愛せなくて苦しかったでしょう」… 

納骨をすませたリカは牛山とわが子のもとに帰ります。リカは赤ちゃんが母に似ている

ように見えて可愛く感じなかったのですが、空想のガラパゴスにいったとき、「何かが浄化

された」と感じました。「あたしも苦しかった。母に好かれたくて、でも嫌われて。母を愛

したくて、でも愛せなくて」「でももういい。あたしは夢でガラパゴス諸島に行って母にあ

った。あたしは涙とともにあたしの苦しみを流した」。そうして夫とわが子とともに木漏れ

日の中を歩きながら、リカはどこかに母の涙の気配も感じとっています。 

 

『イグアナの娘』のような寓話的な物語については様々な理解が可能です。ですが児童家

庭福祉の立場からは、母子関係の問題を感じざるを得ません。 

まず連想されるのは「虐待の連鎖」です。母ゆりこの育ちのエピソードは作品では描かれ

ていませんが、ゆりこ自身が不適切な養育環境で育ち、認知の歪みをもっているようです。

自分に似た娘のリカがイグアナに見えるのです。ゆりこは自尊感情の傷を自分では消化で

きず、その傷をなかったことにして日常を送っているように思えます。心の傷をリカに投影

するから、リカが醜いイグアナに見えるのでしょう。勉強ができるリカを喜ぶのではなく

「なまいき」と感じてしまうのも認知の歪みを感じさせます。反面、マミは過度に理想的な

娘と認知されています。 

不適切な養育環境はリカの認知も歪ませます。「自分は醜いイグアナなんだ」という誤っ

た信念を「事実なの」と言い切り、恋愛のチャンスも自分からつぶしてしまいます。リカの

認知の歪みは、リカ自身が現実世界でもまれる中で、ゆっくりと回復していきます。作中で

は最後までリカはイグアナの姿で描かれます。他人の目から見たリカが人間に描かれてい

るのはわずか数コマです。 

結婚生活を送ることは、私達に生まれ育った原家族を客観的に見るチャンスを与えてく

れます。リカは親元から離れて結婚生活を送ることで、さらに現実感覚を回復したのでしょ

う。亡くなった母の枕元で、リカは母が自分にそっくりな顔をしていたことに気づいて、驚

きます。あれほどまでに自分を拒絶していた理由が、目の前に横たわっていたのです。 

「虐待の連鎖」に翻弄される人がいることも事実ですが、断ち切ることもできます。赤ち

ゃんが母に似ているように感じるリカでしたが、イグアナの孫にはせずに済んだようです。 
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『イグアナの娘』は、設定を読み込んでみると実に恐ろしい物語ですが、作中にはそれに

反してほのぼのとありふれた日常もふんだんに描かれています。実はこんな家庭は、私達の

身近にたくさんあるし、私達自身の家庭も、実はリカの家庭とそう違わないのかもしれない

と気づかせられるのです。 
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～新型コロナウイルスの感染拡大によっ

て～ 

 この数か月、新型コロナウイルスの影

響を大きく受けている。これは、私だけの

話ではない。おそらく、ほとんどの方が何

らかの影響を受けているはずである。 

養護学校に通う A 君は、突然の臨時休

校に伴い、翌日に予定していた卒業式に

参加が出来ず、大好きな先輩の式典に立

ち会えなかった。卒業式は卒業生のみで

行われた為、在校生である A 君は不参加

となり、そのまま春休みに突入し、新学期

は始まっていない。 

この4月に中学校3年生になったBち

ゃんは、5 月に予定していた修学旅行が

延期になった。一応の時期は決まってい

るようだが、本当に実施できるかは疑わ

しい状況である。この先の高校受験にも

どのような影響があるのかはわからない。 

大学生になったばかりの C 君は、入学

式もなくなり、前期のオンライン授業が

決まったらしい。それでもまだ始まって

いない。施設を退所したばかりにも関わ

らず、途端に自宅待機を余儀なくされて

いる。 

母子家庭の母親である D さんは、新型

コロナウイルスの感染拡大に伴い、働い

ていた工場が閉鎖となった。D さんは派

遣社員であり、収入が途端に激減するこ

となり・・・。 

運動部に所属する E君は、休校に伴い、

部活が休みとなった。目標としていた大

会も中止となり、自宅で過ごす時間が増

えている。母と過ごす時間が増え、母から

の小言が増えてしまい・・・。 

福祉職場勤務の F さんは、不要不急の

業務をなくすように言われ、さらに在宅

ワークを命じられた・・・。個人情報を持

ち帰れない中で、いったい何が出来ると

いうのか。 

ここに書いた物語は、一部はフィクシ

ョンであり、一部はノンフィクションで

ある。しかし、このマガジンを読まれた方

は、みな想像がつくような話ではないだ

ろうか。 

 

～新型コロナウイルスの影響？～ 

 私は、児童相談所で働いている。児童相

談所は、子どもの福祉のために設置され

た行政機関である。新年度に入って、新型

『余地』～相談業務を楽しむ方法 10～ 
＜新型コロナウイルスの拡大＞ 

杉江 太朗 
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コロナウイルスの影響なのか、私の職場

は『子どもを心配する連絡』（＝通告）の

件数が減っている。 

一般的には、通告件数が増えることに

伴い、各種メディアは、「虐待が増えた」

と報道される。しかし、実際に虐待をする

親が増えているのかと言われれば、陽の

目を浴びる方が増えたという言い方が正

しいのではないかと思う。つまりは、虐待

をしている親が増えたのではなく、社会

が虐待と呼ぶようになった行動のパター

ンが増えたり、今までは、家庭の中で潜ん

でいた不適切な養育が、表舞台に登場す

るようになったりしたのである。 

 では今回の新型コロナウイルスの騒動

下における通告数の減少はどのように捉

えるべきなのであろうか。 

 それは、学校が休校になったことも含

めて、不適切な養育（虐待含む）をキャッ

チする機会が減少しており、益々家庭内

で潜在化するようになったという考え方

が一般的なようである。確かに学校や保

育所などからの連絡（通告）は、減少して

いる。このことが、新型コロナウイルスに

影響してなのかはわからない。なんせ、通

告が入るかどうかは、受け身の私たちか

らすれば、運任せ的な要素を多分に含む

からである。しかし、日ごろあるはずの緊

急対応がなく、緊急対応が発生していた

日常が大きく変化したことは紛れもない

事実なのである。通告件数が減っている

ということは、その分、子どもを心配する

連絡が減っていると捉えるべきであろう。 

 

～出来ることは何か～ 

 正直、休校が広がり、子どもの発信をキ

ャッチできる機会が減ることや、D さん

のように収入が減少すること、E 君のよ

うに家庭内での不和が高まることは予想

し易いのではないか。そのことで、家庭内

がストレスフルな状態になることはあり

得る話であろう。 

 そのようになる予想がある中で、以前

の通り、とりあえず連絡（通告）を待つと

いうスタンスでいることに私は違和感を

持った。そうならないように何か出来な

いのかと考えた結果、今できることは、各

家庭がそのような状況に陥っていないの

か確認をすることだと考えた。 

 ということで、昨年度に関わった家庭

に対して、アウトリーチ（電話連絡）しよ

うと考えた。児童相談所が関わる家庭の

件数は、毎年のように増加傾向にある。過

去に関わった家庭で、特に継続して関わ

っていない家庭に対して、理由がないに

もかかわらず連絡を取ることは、まずあ

り得ないことである。 

 

～共通の話題～ 

 順に連絡をしてみて驚いたのが、ほと

んどの家庭に連絡が繋がり、それぞれの

家庭の状況を語ってくれたということで

ある。児童相談所の関わりに対して消極

的な方は正直多い。メディアでは、相談機
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関としてではなく、介入機関として報道

されることが多いため、そのことも影響

しているのかも知れない。誰しもが家庭

に「介入」されていい気持ちにはならない

はずである。 

 今回、電話をする中で、最初は、「私何

かしましたか？」と、児童相談所から電話

が入ったことで、不安になられる方もい

た。しかし、新型コロナウイルスの影響を

心配して、昨年度に関わりのあった家庭

に順に連絡をしていることを伝えると、

皆様納得し、近況を語ってくれた。 

 これは新型コロナウイルスについて、

共通の話題として扱えたことが大きいの

ではないだろうか。またそのことで個人

が責められることはないという安心感も

あるかも知れない。 

もし、そうだとしたら、普段の業務は、

「共通の話題」として扱えていないとい

うことになる。またそもそも児童相談所

は、その電話の１つだけでも相手を不安

にさせてしまうような機関だということ

になる。それは関係性の構築で言うと、マ

イナスからのスタートということである。

これでは、うまくいく話もうまく進むは

ずがない。日常の相談援助の在り方を考

えさせられる結果である。 

 

～もらえるものはもらってね～ 

 今回の電話連絡では、最後の締めくく

りに「もらえるものはもらってね」という

言葉を多く使用した。その言葉だけで、み

な、何の話をしているのか理解できる『共

通語』としての効果があった。先に配布が

決まった、マスクのことだと勘違いする

人は一人もいなかった。 

 実際、国の動向のなかで、その対象は、

「制限を設けた上で 30万円」から、「全

員に 10万円」と変化している。金額が妥

当かどうかは別にして、「全員」に「10万

円」給付するという結果になったことで、

「もらえるものもらってね」と言う言葉

が効果を発揮したのである。もし、対象者

に所得制限があれば、軽々しくもらって

ねとは言えなかっただろう。相手の所得

状況を聞くわけにもいかず、もらえるか

どうかわからないけど、取り敢えず相談

に行ってねでは、もし相談に行ったとし

てももらえない可能性があるわけで、そ

の言葉では歯切れが悪すぎる。 

 当然、私のお金ではないので、私がもら

ってねということについて、他人のふん

どしで相撲を取っている感も否めないが、

その言葉のおかげで、やり取りは随分ス

ムーズになった。 

 日常の業務の中でも、『お金』という必

需品を媒介することで、他者との交流は

円滑にいきやすいと感じている。この場

合、『お金』は受け取る側の「動機」とし

て存在し、それを調整・伝達する側の「手

段」としても存在する。手段として利用す

るためには、誰が対象になるのか、申請方

法はどうするのかなど、その制度全体を

把握しておかなければならない。マスク
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では双方にとっての「動機」「手段」とし

ては弱すぎたのである。（まだ届いていな

い地域もあるかもしれませんが・・・） 

 

～柔軟性を持ち続ける～ 

 この間、厚生労働省より、新型コロナウ

イルス関連の児童について、児童相談所

で何とかするようにという通達が出てい

る。実際に、親が感染し、子どもを養育で

きなくなったことで、児童相談所が一時

保護したという自治体もあるらしい。現

場では、職場内での感染を防ぐために四

苦八苦していることだろう。 

 戦後の浮浪児対策からスタートし、非

行、不登校、虐待という歴史がある。今年

は、『疫病』がその歴史に加わることにな

った。本当に児童相談所は、社会の要請に

より何でも求められる機関であると実感

する。その柔軟性があるからこそ、やり甲

斐があるのだが、その柔軟性を利用され

てしまうと、途端に主体的に動けなくな

ってしまう。 

児童相談所でもし『疫病』も対応すると

いうことになれば、それは、ある意味、『虐

待』だけの機関ではないことを宣伝でき

るかもしれない。児童相談所はあくまで

も子どもに関する相談機関である。 

今回、通告こそ減ったものの、新型コロ

ナウイルスの調査やその準備などで時間

を要することになった。地域の現状を知

る中で、子どもへの影響などを考えさせ

られた。新型コロナウイルスがどのよう

に終息していくのかは正直わからない。

終息した際に、児童相談所には何が求め

られるのであろうか。子どもの生活は一

体、どのようなものになっているのであ

ろうか。そのときに、少しでも柔軟に対応

できるようにその準備をしておかなけれ

ばならない。 
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♪♪♪♪♪♪♪♪ 

統合失調症を患う母とともに生きる子ども 

～ゆりの日常～ 

春の風 ―15 歳― （中編） 

♪♪♪ 

松岡園子 

 

昨日までと同じ電車に乗り、同じ道を歩く。 

朝、9時前。十一時には最初の社員さんが来る。味噌汁やうどんの準備が間に合うだろう

か。昨夜、寝る前に、頭の中で何杯も味噌汁を作った。大根、人参、油揚げ、わかめ、ねぎ

――。明日は何が来るのかな。本社から届く味噌汁の具材は日替わりだから、その日になら

ないとわからない。だから全部考える。もし大根が来たら、いちょう切りにしよう。まず縦

半分に切って、それをさらに半分でいいのかな？ いや、短冊の方が食べやすいかもしれな

い。だったらまず薄く切って……。もし油揚げが入っていたら……油抜きをしないと……あ

れこれ考えている間に、いつの間にか眠ってしまっていた。 

目が覚めると枕元の時計は 6時前を指していた。 

「5分前かぁ。目覚まし時計より早く起きた」 

しばらくぼんやりとしていたが、急にエンジンがかかったように布団から飛び起きた。一

階に下りて台所を覗くと母の夏子が、スクランブルエッグを作っていた。 

「今日から 1人やわぁ」 

返事があるかどうかはその日の調子による。今日はどうだろう。背中を向けていた夏子の

表情が見え隠れすると、視線や目の形をまず見る。目の前のフライパンに向いている視線、

丸い目の形。大丈夫そうだな。目の形が三角や一文字に見える時は、しんどそうにしている

ことがこれまで多かった。 

「うーん、早く出るの？」 

そう言いながら夏子がお皿のスクランブルエッグにケチャップで円を描いた。ゆりの肩

からすっと力が抜けた。朝ごはんなど何もなかった時のことを思うと、毎日同じおかずでも

食事を用意してもらえていることを嬉しく感じる。夏子にとっては、毎日することが同じだ

ということが安心材料になるんだと、最近わかるようになってきた。 

今朝のことを思い出しながら歩いているうちに、お菓子工場の食堂に着いた。10 台のテ
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ーブルが 2 列に分かれて並んでいる。それぞれのテーブルを囲む 80 ほどある椅子を見る

と、膝のあたりがぞくっとした。まずお茶用のお湯を沸かして、お味噌汁の出汁をとって、

うどんのつゆ用のお湯も沸かして……たくさんのことが頭の中を駆け巡る。東側の窓から

は太陽の光が強く差し込んでいる。開いた窓の隙間からは、六甲アイランドへつながる赤い

橋が見える。ゆりは今日が晴れで良かったと思った。外の景色が暗いと、自分の気持ちを奮

い立たせることができるかどうかわからない。 

「おはようさん」 

振り向くと、このお菓子工場で清掃の仕事をしている影山さんの細い目がこちらを見つ

めていた。 

「おはようございます」 

「今日のお弁当はまだ来てへんな」 

 そう言いながら影山さんは、うどんの出汁を取る鍋に水を張り、火にかけた。影山さんの

手は次から次へと動き、食材庫からかつお節や巾着袋を出していく。 

「お茶のパックは……？ ここか」 

「え……っと」 

「だいたい毎日見ててな、わかっとうからなぁ。味噌汁は 50人分ぐらいやろ？」 

「はい」 

 影山さんは、ゆりが食堂に着いてからしようと考えていたことを順番に片付けていく。影

山さんの仕事は大丈夫なんだろうか。違う会社の人だし、違う仕事をしている人なのに、ゆ

りの仕事を手伝っていても良いのだろうか。影山さんの鍋を持ち上げる手は、厚い皮でおお

われているようにごつごつとして見える。 

 ゆりも冷蔵庫を開けた。昨日、余分に炊いておいたうどん用の油揚げを出そう。今日のう

どんには、甘辛く味付けをした油揚げにとろろ昆布、かまぼことネギをのせよう。油揚げの

入ったタッパーに手を伸ばそうとした時に、台車の音がエレベーターホールの方から聞こ

えてきた。 

「お弁当が来た……かな」 

ゆりは台車を押す配送の人をを出迎えようと、食堂の入口まで向かった。台車が近づいて

くるにつれて、1番上の段に入っている薄茶色の油揚げと細ネギが見えてきた。 

「あ、玉ねぎ……」 

 玉ねぎのことは昨夜の考えの中になかった。切り方を考える。細いくし切りにした玉ねぎ

が真っ先に思い浮かんだ。 

「おはよう。今日から二宮のおばちゃんはおれへんのか？」 

 ゆりの顔を見るなり、配達員の中条さんが言った。 

「今日からは 1人です」 

 ゆりは軽くうなずきながら食堂を見渡した。中条さんの視線がゆりの額へと向いている

のがわかった。今日はそんなに暑くないのに、額が汗ばんでいる。中条さんの顔がコンロの
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前で動きを止めない影山さんの方へ向いた。 

「おはようさん。お姉ちゃんだってやれるやんな」 

 影山さんの声が、エコーがかかったように食堂中に広がる。コンロに火をつけようとかが

んでいる影山さんは、ゆりに話しかけているようだった。ゆりは、黙ってうなずきながら中

条さんに会釈をした。中条さんは、清掃のユニフォームを着て調理をしようとしている影山

さんを変だと思わないのだろうか。 

「強力な味方がおってよかったな」 

 中条さんは弁当箱の入った番重を降ろし終えると、ゆりにだけ聞こえる声でそう言って

エレベーターホールの方へ向かっていった。 

 ゆりが中条さんを見送っている間に、影山さんは保温庫の中にご飯の入った弁当箱をつ

めようとしていた。 

「あの……ありがとうございます」 

 ゆりがそう言うと、影山さんが一瞬だけ微笑んだように見えた。上向きの眉毛と細い目の

せいか、普段の影山さんは怒っているように見える。ショートカットで動きも素早く、どん

な仕事でもこなしていきそうな勢いのある人だ。だけど、こんなに手伝ってもらってもよい

のだろうか。影山さんだって自分の仕事をしないといけないはずだ。何と切り出そうか。 

「今日は玉ねぎやな」 

 影山さんはまた元の表情に戻り、1番上の番重に視線を移した。 

「あ、切らないと」 

「お湯は沸いとぉからなぁ、大丈夫そうやな。さ、はよ行き」 

 時計を見ると、9時半を過ぎたところだった。あと 1時間ちょっと。ゆりは、1番上の番

重を持ってコンロの前まで運んだ。コンロにかけられた鍋は、小学校の給食のおかずが入っ

ていたものとそっくりで、ゆりは『給食鍋』と呼ぶことにしていた。給食鍋からは湯気が立

ち、中ではかつお節入りの巾着袋が沸騰したお湯と一緒にゆらゆらと揺れている。ゆりはカ

バンからブルーのエプロンを取り出し、腰ひもを後ろで結んだ。 

「くし切り、くし切り……」 

 玉ねぎの薄皮をむいていく。まな板の上で上下を切り落とすと、つんとした匂いが鼻の奥

まで広がった。包丁で薄く切り始めると、目を開いていられないほどの痛みが両目にも広が

る。鍋の中で揺れるかつお節入りの巾着袋を菜箸であげる。熱い雫が巾着袋からしたたり落

ちるのを、菜箸と蓋で押しはさんでさらに搾りとる。切った玉ねぎが給食鍋に入ると、下か

ら沸きあがる泡にのってふわふわと浮いたり沈んだりしだした。 

「その間にネギを刻んで。今日の具は玉ねぎとワカメやな」 

 玉ねぎを見つめているゆりに、影山さんが番重から出したネギを渡した。ゆりは、前に教

わった通り、輪ゴムでネギの根っこの方、真ん中、先の方の 3か所を留めた。軽く水浴びを

したネギは、まな板の上で大人しくまとまっているように見える。 

 ネギを切り、うどんのつゆを味付けし、油揚げの油抜きをして甘辛く炊く。味噌汁の味付
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けをして、かまぼこの湯通しをする。どれもいいかげんにはできない。1つ終わったと思え

ば、また次にすることが追いかけてくる。時計の針を見るたびに思ったよりも進んでいて、

額や首の後ろが熱くなってくる。 

準備も全部終わったと思って時計に目を移すと、10時 45分になっていた。もう準備だけ

で今日の仕事が終わったような気がする。でも、まだこれからだ。 

「影山さーん、そろそろ休憩の時間やぁ」 

勝手口の方から、影山さんと同じユニフォームを着ている女性が 2 人、ゆっくりと入っ

てきた。そのうち、小柄な方の女性が食材庫からタッパーを取り出した。タッパーの中から

は、ガラスか陶器のぶつかり合うような音がした。 

「ありがとうなぁ。全部やってくれたん？」 

「いつもの所やろ、やっといたで」 

「おおきにな。さ、お姉ちゃんも休憩しよ。11時からは重労働やで」 

テーブルを見ると、4人分のコーヒーが置かれていた。椅子に腰かけると、肩や背中にく

っついていた大きな塊が背もたれに吸い込まれていくような気がした。 

「じゃあお姉ちゃん、頑張りや。私らはもうひと仕事するさかい」 

 休憩が終わると影山さんと 2 人の女性は、勝手口から出ていった。11 時になると、最初

の社員さんが来た。ゆりはその動きを目で追う。社員さんは保温庫からご飯の入った弁当箱

を取り出している。その横に積まれているおかずの入った弁当箱をトレーにのせて、ゆりの

方へ近づいてきた。何か言わないと。 

「こんにちは」 

味噌汁の必要な社員さんだ。お椀はネギを入れて 50セットぐらい用意してある。ゆりは

お椀を 1つ取り、味噌汁をすくって入れた。ネギがふわりと表面に浮く。ちゃんと味付けが

できているだろうか。何度も味見をした。でも、味見をしすぎて、最後の方は味がわからな

くなり、味噌を足したり、だししょうゆを足したりした。もしかして、足しすぎたんじゃな

いんだろうか。味噌汁は、煮つめると味が辛くなってしまうと祖母がよく言っていた。だか

ら 10回以上、味見ばかりした。 

 社員さんはテレビに 1 番近いテーブルにつくと、いつも通りという感じで食事をしだし

た。社員さんにとってはいつもと変わらないことでも、ゆりにとっては一大事だ。ひとくち

目の後の表情が気になる。社員さんは味噌汁のお椀を手にして、ひとくちすすった。社員さ

んの表情はそれまでと変わらない。じゃあ、大丈夫ということかな。もし辛すぎたりしたら、

顔が歪むだろうし。そんなことを考えている間に、次々と社員さんが訪れだした。そこから

は、もう味付けのことを考えている間もないくらいに、味噌汁やうどんを渡すことに追われ

た。 

 1時前になると、社員さんの姿もまばらになってきた。 

「もう終わりやな」 

後ろからした声に振り向くと、使い終わった湯飲みを入れるバケツを抱えた影山さんが
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立っていた。 

「あの社員さんで終わりですか？」 

 ゆりは帽子をかぶった 50代ぐらいの男性を見て言った。 

「たいていそうやな。ほんまにお姉ちゃんの仕事、重労働やさかいな」 

 そう言いながら抱えていたバケツから湯飲みを出し、洗いだした。 

「あ、いいですよ。やります」 

「疲れたやろ。あんたはテーブルからやかんを片付けてきて」 

 影山さんは両手で湯飲みを洗いながら、あごで後ろのテーブルを指した。こんなに手伝っ

てもらっても良いのだろうか。でも影山さんがいなかったら、今日の仕事を終えることがで

きただろうか。 

 湯飲み、給食鍋、やかん――使ったものを洗っていくごとに、身体にまとっていた重い塊

も洗い流されていくような気がした。   

「じゃあお姉ちゃん、今から学校やな」 

 影山さんは洗い終わった湯飲みを拭きながら言った。 

「……学校のこと忘れてました。行ってきます」 

 ゆりは、はぁとため息をついてから笑った。まだ今日の仕事が終わったわけじゃなかった。 

「また明日なぁ。お先に」 

 そう言って、影山さんは帰っていった。時計は 3時過ぎになっていた。足首とふくらはぎ

に鈍い痛みを感じる。立ち仕事なのは、本社でのベルトコンベアーの仕事と同じだ。でも片

付けひとつにしても、仕事を担うのが自分しかいないということが違う。今、痛みを感じて

いる足は自分だけの足ではなく、皆の足でもある。 

「重労働やさかい……」 

 影山さんの声が聞こえてくるような気がした。 

5月に入り、定時制高校の生活にも慣れてきた。だけど、勉強は仕事とは違って、しなく

ても困るのは自分だけだ。いや、自分だって困らないかもしれない。それに、座って先生の

話を聞いていると、身体の疲れと眠気が一気に押し寄せてくる。だから机に突っ伏して眠っ

てしまうこともある。先生は寝ているゆりに 1 度は声をかけるが、その後はそっとしてお

いてくれることが多い。 

 

また昨日までと同じ電車に乗り、同じ道を歩く。朝、9時前。食堂に着くと、すでに影山

さんの姿があった。 

「お姉ちゃんな、今は大変やけどな、今やった分は絶対にあとで役立つから」 

 影山さんは、洗った手を拭いたハンカチをポケットにしまいながら、食堂の椅子に腰かけ

た。ゆりも座った方が良いような気がして、椅子に腰を下ろした。 

「今、こうやって働いている分、お給料がもらえるやろ。でも、稼いだお金は無くなること

がある。取られることもある。だけどお姉ちゃんが勉強して得た知識は、お姉ちゃんが生き
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ている限り誰にも取られないし、自分を助けてくれる。お姉ちゃんだけのもんや。だから、

しんどいと思うけどな、勉強をがんばり」 

 ゆりの目を見つめている影山さんの目が、少し赤くなっているような気がした。 

 誰にも取られない知識。そんなこと、考えたこともなかった。目に見えるものの方が価値

があると思っていた。でも確かに目に見えないものは、取られたり無くなったりしない。ゆ

りはこれまでそういうことがあったかどうか考えてみたが、なかなか思い当たらない。自分

を助けてくれるってどういうことだろう。目に見えないものは、そこにあるということを感

じにくい。 

1時過ぎ。今日も終わった。張りつめていた気持ちが緩んでいくのを感じる。ゆりがこっ

そり『最後の社員さん』と呼んでいる男性もそろそろと弁当箱のふたを閉めて、片付け始め

た。  

「ありがとう。ごちそうさん。これ、ちょっとだけやけど持って帰り」 

 給食鍋を流しに運び終わったゆりが振り返ると、調理台に 1 番近いテーブルにビニール

袋が置かれていた。袋の横には最後の社員さんが立っている。ビニール袋の中には丸くて茶

色いものがたくさん入っているように見えた。よく見ると、チョコレートが 20個ほど入っ

ている。 

「もらってもいいんですか？」 

 最後の社員さんは、目を細くしてうなずいた。 

「よく頑張っとぉからなぁ、ご褒美や」 

最後の社員さんはそう言って、がははっと笑いながら食堂を後にした。誰もいなくなった

食堂でゆりは袋に入ったチョコレートを見つめた。影山さんの言っていたことはこういう

種類のことなのかな。目に見えない何かがチョコレートになったのかもしれない。それが何

なのかが、まだわからないけれど。 

袋の口を鼻に近づけると、濃く甘い香りがした。 

 

                                 （後編につづく）                 

 

※この物語は実際の体験と、それを探求する虚構の物語をもとにしています。 

   実在の人物及び団体のプライバシーに配慮し、作中では架空の名称をあてています。 
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第９回 「生体肝移植ドナーをめぐる物語」 

―― 家族の団結力 ―― 

一宮茂子 

はじめに 

生体肝移植治療は否応なく患者・家族を巻きこみます。なぜそうなるのでしょうか？ 

それは「誰がドナーになるのか？」という命にかかわる重要問題を避けては通れない現実

に向きあう必要があるのもその一因です。今回は移植前の時間軸においてドナー探しから

ドナー決定にいたるプロセスで患者・家族に葛藤が生じました。しかし移植後や、その後

の時間軸において周囲からさまざまな支援を得て、困難な事態を乗りこえた事例を紹介し

ます。 

対人援助マガジン第 34号 337頁～341頁の図 1とその図の解説で紹介しましたよう

に、生体肝移植治療は 22のファクター、17のアクター、3つのタイムが、同時進行で複

雑に絡み合って相互作用を及ぼします。そして、その結果は移植にかかわった人たちにポ

ジティブにもネガティブにも影響を及ぼします。以上のことを次章の夫から妻への夫婦間

移植の事例から紹介します。 

1 事例紹介 

夫である徹さん（仮名：60歳代）は、妻（60歳代）と息子 3人（全員 30歳代）の 5人

家族です。当時の徹さんと息子 3 人は会社員として働いていました。妻は 50 歳代まで 20

数年間、会社員でした。妻は感染時期が不明な B 型肝炎を患い、数年前から徐々に悪化し

て肝硬変から肝臓癌になりました。そのため地元病院や Y 病院で内科的治療や外科的治療

を受けていました。ある日、妻は体調が悪化して発熱と同時に、肝臓癌治療のために皮下に

埋め込まれたリザーバー（注1）あたりから出血したため、地元病院へ救急搬送されました。

そこで数日間処置を受けて Y 病院へ転院となりました。その当時の妻は、腹水（肝臓の機

能が悪いため腹部に体液が貯まっている状態）、胸水（肝臓の機能が悪いため胸腔内に体液

が貯まっている状態）があり、命が危険な状態でした。このときに医師から勧められた治療

法が「移植」であり、これ以外に選択肢がなかったのです。その移植とは、急を要するため

脳死移植ではなく生体移植を意味していました。それは移植術の 3ヶ月前ことでした。 

2 生体肝移植治療の特徴 

対人援助マガジン 33号 352頁で紹介しましたように、生体肝移植治療には 8つの特徴が

 
（注1） 体外から容易に薬剤を投与できるように皮下に埋め込まれた小さな器具。 
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あります。それは、(1)代替療法がない、(2)移植をしないと患者は死亡する、(3)生体ドナー

が必須、(4)生きた人間の身体の一部が医療資源となる［安藤 2002］、(5)他者には依頼しに

くい、(6)ドナーの負担や犠牲は金銭や時間で分配できない、(7)ドナーは誰かひとりが全面

的に担うしかない、(8)時間的制約がある、ということです。 

このような生体ドナーを必須とする生体移植は残酷な治療だと言えます。かといってこ

のままだと患者が亡くなるのは確実です。家族は移植治療があることを知りながら、何もせ

ずに弱っていく患者をただ見まもるだけ、という事例もあるかもしれませんが、少ないので

はないかと推察します。私が移植医療現場に携わっていたとき、助かる治療法を知り得たか

らには生体移植を選択する家族を多く見てきました。徹さんも同様に考えていたのです。そ

のため移植前の最も重要な要因として「誰がドナーになるのか？」という問題が顕在化して

きました［一宮 2016］ 

3 ドナーはどのようにして決まっていくのか？ 

対人援助マガジン第 34号 337～341頁の図 1やその図の解説で紹介しましたように、

患者は「余命告知」を受け、家族は最終的に「生体肝移植」を選択しました。移植を選択

した時点で「ドナー決定」となる事例もあれば、家族や親族からドナー探しいわゆる「ド

ナー候補者の選定」が始まります。そして「インフォームド・コンセント」を経て「ドナ

ー決定」となる事例が多いのですが、移植治療を勧めた地元のかかりつけ医から大まかな

説明を受けて、家族内でドナーが決まることもあります。Y病院では通常、移植術までに

「インフォームド・コンセント」が行われます。それは日時を変えて通常 3回行われ、最

終回で正式に「ドナー決定」となります。 

3.1 ドナーの倫理的条件 

2007年以降の現在では、親族関係者でない他人でもドナーになれるようになりました

［日本移植学会 2014］（注2）。しかしそれ以前の Y病院は、ドナーは誰でもなれるわけでは

なく移植施設によるドナーの倫理的条件という縛りがありました。それは原則として血族

3親等以内の親族（両親、子ども、きょうだい、おじ、おば、甥、姪）あるいは配偶者で

した。ここに姻族は含まれていません。今も昔もドナーとして最も重要なことは、他人に

強要されてドナーになるのではなく、自発的な意思で提供を希望する人に限るということ

です。 

妻の立ち位置から見た上記の倫理的条件にあうドナー候補者は、配偶者である徹さん、

子ども、あるいは妻のきょうだいになります。妻は 8人きょうだいですが、そのうち兄と

姉の 2人はすでに亡くなっていました。存命中の妻のきょうだいは 50～60歳代です。し

かし、徹さんの語りには妻のきょうだいにドナーを依頼した語りは見当たりませんでし

 
（注2） その際の留意点は、有償提供の回避策、任意性の担保などです。また提供意思が他からの強制ではないことを家

族以外の第三者が確認します。「第三者」と は移植に関与していない者で、提供者本人の権利保護の立場にあ

る者で、かつ倫理委員会が指名する精神科医などの複数の者です［日本移植学会 2014］。 
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た。その理由は、自分たち夫婦には 30歳代の子どもが 3人いることから、万が一のこと

を考えると妻のきょうだいには依頼しにくい心情であったと推察されることに加えて、家

族内の問題は家族内で解決しようと考えていたのだと思われます。 

3.2 ドナーの医学的条件 

医学的条件とは、ドナーとしての適応可否にかんする医学的視点から見た条件です。それ

は、健康状態、年齢、血液型、体格、感染症の有無、組織適合性などです。ドナーは健康体

であることが望ましいのですが、ほかに候補者がいない場合や、移植を強く希望するときに

は、糖尿病、高血圧、脂肪肝などの持病があったとしても、術前に治療してコントロールさ

れている場合には、ドナーになることもあります。ドナー年齢は、おおむね 60歳までが望

ましいとされていますが個体差が大きいため、一律的に線引きするのは難しいとされてい

ます。血液型はレシピエントと一致しているか、適合とよばれる問題の少ない組み合わせが

望ましいのですが（注3）、血液型が全く異なる不適合移植でも可能です（注4）。この場合、移植

後の超急性の拒絶反応が起こる可能性があります。その拒絶反応を抑えるために大量の免

疫抑制剤を使用することから感染症を合併しやすいといわれています。感染症として B 型

肝炎、C型肝炎、梅毒、HIV（エイズ）などの感染者は、原則的にはドナー不適応とされて

います［江川・上本 2007］。  

ドナーの肝臓は、画像診断（CT検査）によりその大きさが予め把握できるとされており、

成人間移植の場合は、患者と同じくらいの体格の人が提供すると、移植肝臓の大きさとして

は適しているとされています［田中紘一監修，2004: 9］。 

このような医学的条件を徹さんの事例に反映すると次のようになります。(1) ドナー年齢

は 60 歳までが望ましいのですが、徹さんは 60 歳代と高齢であるため、若い年齢のドナー

よりリスクが高くなり、移植の成功率や回復状態などに影響を及ぼす可能性があります。(2)

徹さんは糖尿病という持病があります。そのため移植術前に 1 ヶ月間入院して血糖コント

ロールをおこない全身状態を整えたうえでドナー手術を受ける必要がありました。(3)血液

型は徹さんが O 型、妻は AB 型で一致していませんが、O 型から AB 型への移植は適合移

植となり、問題の少ない組み合わせです。またそれ以外の医学的条件としての問題は見られ

ませんでした。 

3.3 ジェンダー規範／家族規範 

 ドナーには倫理的条件や医学的条件以外にも規範があります。それは対人援助マガジン

第 37号 235頁で紹介しましたようにジェンダー規範と家族規範を指しています。 

 
（注3） 血液型適合移植とは、問題の少ない血液型の組み合わせの移植です。具体的にはドナーの血液型が O型→レシピ

エントの血液型が A/B/AB型、A/B/O型→AB型の移植です。 
（注4） 血液型不適合移植とは、輸血できない血液型の組み合わせの移植です。具体的にはドナーからレシピエントへの

血液型が A/B/AB型→O型、A型→B型、B型→A型、AB型→A/B/O型の移植です。近年の血液型不適合移植

は、その後の進歩により経験をつんだ施設での成人症例の成功率が 80％にたっしているので禁忌にはならない

とされています［江川・上本 2007］。 



対人援助マガジン第 41号 6月(一宮) 

259 

 

ジェンダー規範とは、江原由美子［2001］の「ジェンダー秩序」の論考を参考にして定義

しました。その「ジェンダー秩序」とは、「状況」や「社会的場面」のいかんを問わず、「性

別カテゴリー」と一定の「行動」「活動」を結びつけるパターンがあります。その秩序の成

立は「性別分業」と「異性愛」からなります。「性別分業」とは「男は活動の主体」、「女は

他者の活動を手助けする存在」という位置づけです。「異性愛」とは「男は性的欲望の主体」、

「女は性的欲望の対象」として両性間の非対照的な力が重要な構造特性をもつと述べてい

ます。この説明を参考に、ジェンダー規範とは、女性は他者のサポート役、男性は活動主体

であり、女性を性的対象とするような権力があることを指しています。具体的には 3.4のレ

シピエントである妻の心情や 3.5 の夫である徹さんの心情に現れていますのでごらんくだ

さい。 

家族規範とは、家族としての責任を意味しており、家庭内の地位、就労の有無、収入の有

無、ライフステージ、続柄などが関わっています。さらに家族規範には優先順位があり、出

生の順位、親等関係上の近さ、傍系より直系家族が優先するという順位があります。3.5の

夫である徹さんの心情に現れていますのでごらんください。 

3.4 レシピエントである妻の心情 

妻の兄と姉は肝臓癌のため 60 歳代で亡くなっています。妻も同じ肝臓癌であり 60 歳代

であることから「自分も同じ病気で死ぬのでは？」という不安や恐怖が語られています。 

ドナー候補者の選定を行っていくプロセスで、徹さんは妻のこころの揺らぎを感じ取っ

ていました。妻も「ホントは子どもということやった」と、最初は子どもがドナーになるこ

とに同意していたことを語っています。しかしその後の妻は「子どもはイヤ…それなら私は

このまま終わったほうがいい」と自らの意思を明言したのです。この語りは、子どもを育み

護る母親としてのジェンダー規範に基づく語りと言えます。そうなるとドナー候補者は夫

である徹さん以外にいないことになります。レシピエントからドナー依頼をすることは、強

制や圧力をともなうことから倫理違反となります。そのため妻が言語化した「子どもはイヤ」

という本心と思われる語りには、夫である徹さんにドナーになって欲しいという言外の意

味が含まれていることがわかります。肝臓の一部を提供するドナー手術は、ドナーには何の

メリットもありません。万が一の事態で死亡する可能性もゼロではありません。だからこそ、

このようなリスクを承知でドナーになるということは、ドナーの自発的意思で引き受ける

ことが重要なのです。 

3.5 夫である徹さんの心情 

 死の不安や恐怖を抱えている妻から、子どもを傷つけてまで自分が生きながらえるくら

いなら、このまま死を選ぶという意味内容の意思表示を聴いた徹さんは、子どもをドナーに

するのではなく「亭主として、私の肝臓が使えるなら」とドナーとして自発的な意思表示を

したのです。さらに夫であり父親でもある徹さんは「妻をこのまま旅立たせてしまったら、
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3人の息子が結婚しないままで夫として親として悔いが残る」とも語っています。この語り

の「亭主」とは「家の主人」を意味していることから、家族を護る家長としての責任、つま

り家族規範であり、さらに夫として妻を助けるジェンダー規範も内包していると言えます。 

 こうしてドナー候補者の選定で子どもは除外されました。念のために「子どもさんにド

ナー検査はしなかったのですか？」というインタビュアの質問にたいして徹さんは次のよ

うに語っています。妻は感染時期が不明な B 型肝炎から肝硬変、肝臓癌になったことから

「子どもにも（妻から感染した）B型肝炎があるかもしれない」と考えてドナー候補者から

除外したのです。医学的にこのような肝臓のウイルス感染症は、移植後再発する可能性があ

るため、3.2の医学的条件で述べましたようにドナーは適応外となります。その結果、徹さ

んの肝臓が「使えるのなら私にしよう…それを最後の賭にしよう」と、ドナーになることを

自ら決断して妻に伝えたのです。 

 このようなプロセスを経て言語化された徹さんの心情は、その後の夫妻や家族の関係性

に、今までとは異なった変容をもたらすことになります。これらの詳細は 9 章で紹介しま

す。 

4  インフォームド・コンセント 

 徹さん夫婦は移植術までにインフォームド・コンセントを受けています。フォームド・コ

ンセントの概要は対人援助マガジン第 36号 294頁を参照してください。さらに具体的な内

容は対人援助マガジン 37号 254～255頁を参照してください。ここでは徹さんの語りから

インフォームド・コンセントの受けとめ方を見ていきます。 

 インフォームド・コンセントはプライバシーの保てる部屋で、1回約 2時間かけて移植コ

ーディネーターが同席のもと移植外科の医師（移植医）がおこないます。1回目は徹さん夫

婦 2人で説明を受けたのですが、このとき妻は「恐ろしい」と感じて以後は同席していませ

ん。妻のように移植治療の詳細内容を知らないがゆえに移植術を決断できるレシピエント

もいるということがわかります。2回目は徹さんと子どもが同席、3回目は徹さんと妻の弟

が同席して説明を受けています。 

4.1 高齢のためリスクはやや高い 

 徹さんは移植医の説明を「分かった」と次のように受け止めていました。それは「肝臓は

左（葉）と右（葉）の大きさに差があって、赤鉛筆で（肝臓や血管や胆管の）繋ぐところと

切ったところを書いて…詳しく分かりやすく説明（があり）…脅かすところ（リスク）もは

っきりと言われた。ただ手術したら完全に治るのではなく、成功率は 100％中の 73％、あ

なた方は 60歳を越えているからこれよりは少し危険率が高い」とのことでした。このよう

な厳しい内容でも最初から説明があるとこころの準備ができるため、徹さんは「キツク言わ

れた方がいい」とポジティブに受け止めていました。 
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4.2 予想外の高額医療費 

ところが医療費の説明では移植医にたいしてネガティブな感情を抱いたことを語ってい

ます。それは妻の肝臓癌には「保険が効いて 300 万円くらいという情報をほかから聞いて

知っていた」のですが、移植医の説明では、最初は癌が「3個だったが今は 4個になり…実

費（約 1000 万円）になるけど、どうやろう？」と医療費が予想より高額になったのです。

この説明を聞いて移植術を断念する家族はいるかもしれませんが、徹さんのように妻の命

にはかえられず何としても手術を受ける事例が多いと推察します。そうなると 1000万円と

いう高額の医療費を準備しなければならず、徹さんが移植医に「不信感」を抱き、「動揺し

た」のも理解できます。 

これまでの肝臓癌の移植術は私費扱いでしたが、2004 年より肝硬変に肝細胞癌を合併し

ている場合にはミラノ基準に限り保険適用となりました。ミラノ基準とは肝臓外に癌の転

移がなく、肝臓内の脈管に癌の侵襲がなく、癌が多発の場合 3cm径が 3 個以内であり、単

発であれば 5cm 径以内 1 個とすると規定されました［田辺 2009］。2000 年代中頃に移植

術を受けた妻は、当初の癌は 3 個でしたが、それが 4 個に増えたため医療費が私費扱いと

なったのです。 

徹さんの語りには、予め移植医から肝臓癌の移植術にはこのような保険適用外となりう

る場合があるという説明を受けた語りは見あたりません。移植医たちは専門知識がありま

すが、門外漢の徹さんには突然のことに混乱して移植医に「不信感」を抱き、あまりの高額

な費用に「動揺した」ことはうなずけます。 

結局、医療費は 3 人の子どもたちの支援によって解決するのですが、その詳細について

は 6章で紹介いたします。 

5 移植後の回復状態 

 肝臓は 2 つに分割できることと、肝臓の一部を切り取っても再生することが可能という

臓器特異性があるため、肝移植が可能となります。他の臓器にはこのような特異性はありま

せん。そして、レシピエントに植えられた肝臓は、数週間から数ヶ月で必要に応じて増殖再

生し、その人の成長とともに発育していきます。もちろんドナーの肝臓も同様に数週間から

数ヶ月でほぼ元の大きさまで再生します［田中ほか 1992］。 

現代では成人間のドナーの肝臓提供は、ドナーの負担を考えて右葉より小さい左葉の肝

臓を提供するようになっているようです。しかし 2000年代中頃の徹さん夫婦の場合、ドナ

ーが提供する肝臓は肝臓全体の 3分の 2にあたる右葉を切除して移植が行われています（対

人援助マガジン第 33号 348頁の図 1ドナーの肝臓切除部位参照）。 

これらを押さえたうえで術後の回復状態を見ていきます。 

5.1 予定通りに経過したドナーの術後 

通常、ドナーの入院期間は 2 週間です。徹さんは高齢であるため若い年齢のドナーより
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もリスクが高いと説明を受けていましたが、術後に大きなトラブルは見られず順調に経過

しました。入院期間は予定通り 2 週間でした。ただ胆汁の漏れを予防する目的で胆管チュ

ーブが入った状態で退院することになりました。胆管チューブは退院後 1 週間の外来で抜

去となりました。 

術後合併症もなく「見本みたいに」予定通りに経過した徹さんは、入院期間中は頻回に妻

の病室を訪問して経過を見ていたことを次節のように語っています。 

5.2 順調に経過したレシピエントの術後 

 レシピエントの妻は、術後数日間は ICU（集中治療室）に収容されて、心臓、肺、腎臓、

その他の臓器を監視しながら、移植された肝臓がうまく働いているかなどの濃厚な術後管

理や処置やケアを受けます。手術後はたくさんのチューブやドレーンが身体とつながって

いますが、どれも全身状態を知るために大切な命綱です［田中監修 2004: 26］。その後の妻

は一般病棟の個室に収容されました。入院中の徹さんは、頻回に妻の病室を訪問して術後経

過を見ていました。最初は妻の身体に「管がいっぱいついていたのが、段々減っていったの

で、よく（なっていることが）分かった。私（徹さん）が退院するときには、赤い血（液）

混じりのパイプ（ドレーンの意味）が 2 本あったのが 1 本になっていた」と自ら確認でき

たことで妻の術後経過が順調であることを実感しています。その後の妻は大きな術後合併

症や拒絶反応もなく術後 69日間で退院となりました。 

6 さまざまな支援ーー経済的／心理的／人的／社会的 

 ドナーとレシピエント、家族の 2人が同時に手術を受ける生体肝移植術は、身体的、心理

的、経済的、社会的に、患者や家族に大きな負担や不安をもたらします。そのため移植前か

ら移植後、移植後 1 年以上から終末期の時間軸において様々な支援が必要となります。支

援内容は、医療的支援、心理的支援、人的支援、経済的支援、社会的支援、代替療法（宗教

など）があります。徹さんの事例で最も大きかった支援の順にあげると、まず高額医療費の

ための経済的支援、次に親族や近隣住民の心理的支援、親族による人的支援、国による社会

的支援の語りを得ました。以下にその内容を紹介します。 

6.1 高額医療費にたいする経済的支援――全額支援した息子たち 

徹さん家族には独身の 30歳代の息子が 3人いて、全員が就職していたことから、息子た

ちにはある程度の貯蓄があったと推察されます。さらに息子たちの立ち位置から見ると、生

命の危機状態にある母親を助けるために、高齢で糖尿病の持病がある父親がドナーとなっ

て犠牲と負担をひとりで引き受けたうえに、さらに高額の医療費が必要となる事態に父親

が「動揺」していたのを知っています。息子たちは若くて健康体であったことから、父親ひ

とりが負担と犠牲を引き受けたことに負債意識があったように思います。そのため息子た

ちは何らかの協力をしたいと考えていたのではないでしょうか。 

2章の生体肝移植治療の特徴で紹介しましたように、ドナーの犠牲や負担は分担できませ
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んが、高額医療費の金銭支援なら分担できます。その結果、息子たちは自発的に分担して医

療費の全額を支援したのです。徹さんは、「子どもというのは親の前では、兄弟仲が悪く見

えるんやけど…今期…兄貴を立てて、兄弟同士の絆が深くなった」と感じていたのです。 

6.2  心理的支援――賞賛／労い 

徹さんが命がけでドナーとなって妻を助けたサクセスストーリーは、「入院中は次々に見

舞いに来てくれて『ようやった』（と賞賛や労いの言葉をかけてくれて）…ドラマみたいで

主人公のような気持ちになりました」との語りは、ドナーにたいする心理的支援と言えます。

その支援は妻を助けたドナーの夫としてポジティブな意味づけをもたらしています。 

私が臨床現場にかかわっていたころ、徹さんの事例とは真逆の事例がありました。周囲か

ら懇願や圧力を感じてドナーになりましたが、レシピエントは術後数ヶ月後に死亡し、ドナ

ーは長年術後合併症で苦しみました。しかし、レシピエントや家族からは一言も感謝や労い

の言葉かけがなかったのです。常識では考えられないことが現実にありました。このような

ネガティブな現実は氷山の一角だと思います。現実はもっと多いと推察しますが、批判を恐

れて顕在化しないだけだと思います。 

6.3 人的支援――安心感／負債感 

人的支援とはもちろん文字どおり人力による支援ですが、もうひとつ大事なことが含意

されています。それは人的支援をするという行為のなかに心理的支援が含まれていること

です。 

徹さん夫婦が入院中は妻の姉が自宅に来て家族の身の回りの世話をしています。とは言

っても子どもたちは 30歳代の働き盛りで、子どもたち自身で炊事、洗濯、掃除など、その

気になれば可能だと思えます。関節に持病がある妻の姉は、移植術で動揺しているように見

えたため、子どもたちは数日後に妻の姉の世話を断っています。しかし、心配して駆けつけ

てくれた妻の姉の心情は家族にとって嬉しかったに違いありません。 

6.4  社会的支援――年金 

徹さん夫婦は長年会社員として働いてきました。徹さんは術前のインフォームド・コンセ

ントで、高齢者の移植後の経過は若い人のように「どうこう言えない」と移植医から説明を

受けていました。そのため徹さん自身が術後に「仕事ができるのか、身体が元にもどるのか

分からないため手術前日に退職」したのです。 

移植後には高額の医療費が必要と理解したうえでの退職であったため、インタビュアが

「すごい決断でしたね」と話を向けると次のような事情を語っています。それは「65 歳に

なったら年金生活をするというのが前（提）にあったから救われた」ということでした。そ

れと 6.1で述べましたように「子どもたちが入院費用は全額支払ってくれた」のです。 

このように子どもたちの金銭支援を素直に受け入れることができたのは、将来設計とし

てあと数ヶ月で年金生活になるという確かな着地点があったため、「自分たち夫婦は長生き
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して年金をもらって、それを子どもたちに返そう」と考えてのことだったのです。 

7 社会復帰ーー退職後の再雇用 

徹さんは術後 5 ヶ月目から退職した会社に再就職しています。そして「元いた職場でひ

と月に 10日～12日くらいの確率で、パートで働いてい」ると語っています。私は新たな職

場ではなくて「元いた職場」で働いている徹さんは、長年働いてきた職場経験から、社会復

帰にはストレスが少なくて済むのではないかと感じました。 

移植前の妻は主婦業でした。徹さん夫妻がインフォームド・コンセントで重要と受け止め

ていたことは、「手術前よりも手術後に家族の支援が一番必要となる」ということでした。

しかし退院後の妻は「家事は自分がする」と言って徐々に主婦業に戻っていったようです。

そのため社会復帰の明確な時期は不明です。 

8 医療的フォロー体制 

 退院後のレシピエントは原則として免疫抑制剤を生涯にわたって内服する必要があるた

め定期的な外来通院が必要です。Y 病院の外来では血液検査やエコー検査などをおこなっ

て、その結果をもとに免疫抑制剤を微調整します。 

ドナーの医療的フォロー体制として Y 病院にはドナー外来があります。ドナーも年 1 回

の定期健診は必要です。徹さん夫婦は Y 病院の隣県に居住していましたが、通院可能な距

離と思われることから、定期的に来院しています。 

9 関係性の変容 

本稿のはじめにで紹介しましたように移植治療には 22のファクター、17のアクター、3

つのタイムが、同時進行で複雑に絡み合って相互作用を及ぼします。その結果、この事例で

は、(1)移植前のドナー決定のプロセス、(2)子どもたちによる高額医療費の支払い、(3)近隣

地域住民や周囲の人たちからヒーロー扱い、(4)移植後数年以上へたレシピエントの心情の

変化、(5)インタビューがもたらしたもの、として 5 つ関係性の変容が見られましたので以

下に紹介します。 

9.1 ドナー決定のプロセス 

3.1や 3.2で紹介しましたように最初は子どもがドナーの予定でしたが、最終的に妻は子

どものドナーを拒否したため、夫である徹さんがドナーにならざるを得なくなりました。徹

さん自身は妻の意向を聞いて即断したのではなく、以下のように自分自身が納得した語り

が得られました。 

徹さん：「どうやら私ら（夫婦）が仕事も離れてこれから 2人でゆっくりできると

いう矢先にね…少しの蓄えもあったけど…その蓄えを妻の命と交換できるんだっ

たら、僕自身…ひとりで生きていても、妻と一緒に生きるほうがまだいいし、とい
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う気持ちもありました。それを聞いたら妻は泣いていましたけど（涙声）。」 

 徹さんはインタビュー時に、ドナー決断のプロセスを思い出すと涙ぐむほどに様々な感

情が蘇ってきて涙を流し、声を詰まらせながら語ったのです。そして徹さんがドナーを決断

した後、それまで「憎たらしく感じていた妻が変わったように感じます。愛おしさを感じる

んですわ」としみじみと語られたのです。 

移植前のこの時間軸で、妻の命の期限を知り得たことが、これまで共に生きてきた夫婦の

ありようをふり返る機会になっていたのです。その結果、妻が変わったように感じた徹さん

との関係性は、徹さん自身が変わったことの裏返しであり、「私自身はできた女房のおかげ

でここまでできた」という心情を吐露されたのだと思います。妻の生命危機という状況が、

夫である徹さんと妻の関係性に変容をもたらしたと言えます。 

9.2 子どもたちによる高額医療費の全額支払い 

 母親を助けるために持病のある父親がドナーを決断し、さらに高額の医療費に動揺した

父親の様子を見て、親の背中を見て育った子どもたちが何らかの支援をしたいと思ったの

は自然な成り行きのように思われます。また子どもたちが唯一出来ることは、緊急事態にあ

って支援可能なことは金銭支援だったのです。それが最も重要な課題であったことも確か

です。家族なら言葉にしなくてもお互いに事情は分かっていたように思われます。こうして

徹さんを悩ましていた高額医療費の問題は、子どもたちによる全額支払いで解決しました。

その結果、以前にまして親子間、兄弟間の「絆が強くなった」と徹さんは語っています。 

高額医療費を短期間に準備するには、募金では時間的に無理があり、金融機関から借金す

るには支払期限や利息の支払いなどを考えなければならず、親族から借金するには負い目

を感じてその後の関係性に影響を及ぼすことが考えらます。徹さんのように家族内で高額

医療費が準備できるならば、親族から借金するよりも負い目は少ないと思われます。 

対人援助マガジン第 37 号 258 頁で紹介した母から子への親子間移植では保険が適応さ

れず高額医療費が必要でした。この事例ではドナーである妻の夫が夫方親族から借金をし

て支払っています。その結果、夫は借金をした親族には負い目を感じて社会的距離が遠くな

りました。さらに家庭では借金の原因となったレシピエントである長男を疎ましく思う父

親（夫）の微妙な感情を、レシピエントである長男が感じとって家族関係がギクシャクする

というネガティブな関係性となりました。このように借金問題を親族間で解決した事例の

関係性はネガティブですが、家族内で解決した徹さんは家族とポジティブな関係性となり、

前者とは大きな違いが見られたのです。 

9.3 近隣地域住民や周囲の人たちから「ヒーロー」  

6.2で紹介しましたように、徹さんは入院中に「ドラマの主人公」のような気がしたこ

とを経験しました。さらに退院後は「部落の人はみんな知りました。ホンマにそんなこと

ができるなんて…だから人気者になっています」との語りは、移植が成功して妻が生きて

いるからこそ言えるのであって、ドナーもレシピエントも何らかのトラブルで元の日常生
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活にもどることができなければこのような心情にはなれないと思います。 

あるドナーは移植後 5年以上経過しても職場ではヒーロー扱いされていると語っていま

す。1989年から始まった日本の生体肝移植件数は年間累計で 9,136例です［日本移植学会 

2019］。やはり身近に生体肝移植を経験したドナーが少ない現実から、このような現象が

見られたのだと思います。 

9.4 移植後数年以上へたレシピエントの心情の変化 

移植後 10 数年経過したころ、たまたま徹さん夫妻に出会いました。2 人とも移植後の定

期健診で Y 病院に来院されていたのです。両人ともお元気そうでなによりでした。レシピ

エントである妻に以前から気になっていながら聴けなかったことを尋ねました。移植後の

レシピエントはドナーに感謝の気持ちがあることはわかっています［一宮 2016］。ドナー

によってはもっと感謝されてもいいのではないかと思う人もいますが、私はいつまでこの

感謝の気持ちが続くのかが知りたかったのです。 

妻がいうには「半年も経ったらそれまでの夫婦のようになった」とのことでした。という

ことはいつまでも感謝の気持ちは続かないと言うよりも、元の生活を取り戻すための命が

けの移植術を乗りこえたため、ドナーもレシピエントも元の感情に戻るのは自然なことで

はなかろうかと思いました。しかし心底では今生きていることに感謝するならば、ドナーが

助けてくれたから今生きているわけだから、ドナーにたいする感謝の気持ちは生涯忘れる

ことはないと思われます。 

9.5 インタビューがもたらしたもの 

 私は医療関係者として移植医療に約 20年携わってきました。その頃はまだ移植医療が始

まって年数も浅かったことから、参考文献も少なく、明らかでないことがたくさんありまし

た。そうなると移植を体験した当事者に聞くしかなかったのです。私はレシピエントではな

く、リスクを承知で犠牲と負担をひとりで担うドナーの心情を知りたかったのです。そのひ

とりが徹さんでした。徹さんはドナーになった自分の経験を次のように語っています。 

徹さん：「当時の気持ちを聴かせてくれと言われてね、胸がつまって、内心感激し

ていた…妻や子どもや親戚に言えへんことを聴いてくれるということは嬉しかっ

た。自分がドナーになって妻の命を救うことができたことは、不幸な反面、幸せや

なぁと思う…こんなことお金を積んでもこんな境遇を与えてもらえる訳じゃない

し…最初、神さんは何でこんな試練をあたえるのかなぁと思ったけれど、こういう

試練を与えてもろうて、乗り越えるのもひとつの人生とちがうんかなぁと思って…

私自身も大きく大人になって精神的にゆとりができた…。」 

誰かに話すことで自分の心の重荷をおろせるときがあるように、私も同じ立場なら同様

な感情を抱いたと思います。このような結果から研究という名目でしたが、インタビュー自

体がドナーの心のケアになっていることがわかりました。その前提に医療関係者であるイ

ンタビュアとドナーである徹さんとラポールがとれていたことが大きかったと思います。 
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おわりに 

この事例は移植前のインフォームド・コンセントの時点から高額医療費の問題が生じた

ことで一時期、移植医に不信感を抱きネガティブな関係性となりました。しかし、移植後

の時間軸上で息子たちの金銭支援によって高額医療費問題が解消したのみならず、移植が

成功したことで妻は生きながらえました。その後の療養期間中の徹さん夫婦は、大きなト

ラブルはなく過ごせています。 

このような出来事は長い人生から見るとほんのわずかな期間であったはずです。しか

し、この期間の経験は徹さん夫婦や家族にとって、妻の生命危機を乗りこえて命をつなぐ

ことができた達成感と、それによってもたらされた家族の団結力。その結果、移植医に対

する不信感というネガティブナな関係性は消失し、夫の犠牲と負担によって妻が生きてい

ることが、ドナーにポジティブな意味づけをもたらしたばかりではなく、家族の絆がなお

いっそう強くなったのです。このような経験はなにものにも代えがたい出来事として、家

族それぞれに記憶されたのです。 

その後の息子たちはそれぞれ結婚して幸せな家庭を築いています。昔なら助からない命

でしたが、高度先進医療によって救えた命です。このような成功事例は移植医療に関わっ

た移植関係者のひとりとして嬉しく思います。 
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まずは、科学的な視点で！ 

 

 共に２年生の所属になったM先生との学

校生活が始まりました。生活科の中に位置

づけた性教育の研究と教材作りに専念する

毎日でした。 

 その当時の低学年の性教育のテーマは、

「からだを清潔に！」・「命の大切さ」でし

た。年間２時間、主に参観日をねらって授

業公開されていました。 

からだの洗い方などから、自分のからだ

を清潔にすることの大事さを教えます。 

「命の大切さ」では、みんなの命はお母

さんから生まれてきたこと。児童一人一人

の家の人から、生まれてきたときのエピソ

ードの手紙を書いてもらい、みんなで共有

する授業です。「お母さんが産んでくれたん

だよ。大変だったんだよ。家族もとっても

喜んでくれました。」と言っていました。写

真を持ってこさせていた時もありました。

子どもたちには、生まれてきて良かった、

だから命は大切にしようと思わせる学習で

した。 

しかし、M 先生と性教育について議論す

るうちに、「それっておかしいよね？」とい 

 

 

う結論になりました。本当にお母さんは産

んで良かった、子どもは生まれてきて良か

ったと思っているのかな？家族には色々な

形態があるのだから…。 

M 先生からは前任県での人権学習の研究

などから学ぶことが多く、彼女の人を人と

して見る鋭さに引き込まれていったもので

す。そこで新たに性教育の学習計画に取り

組むことになりました。 

まず、子どもたちへのアンケートをしま

した。「みんなのいのちは、どこから来たの

かな？」「どうやって生まれてきたのか

な？」という質問をし、文章で書けない子

には、絵で描いてもいいよと投げかけまし

た。子どもたちは、実に色々なことを書い

ていました。今でもそうですが、家庭での

性教育はなかなか実践されていない状況で

す。ちゃんとした答えを書く子はいません

でした。知識のない子どもたちの実態から、

今の時期にこそ、ちゃんとしたことを教え

るべきだと考えました。 

その頃、私は性教育の民間の研究団体で

学び始めていました。その研究会では、で

きるだけ幼少期から科学的なからだの学習

を教えることをテーマにしていました。 

 

行き過ぎた性教育？ 



269 

 

 

M 先生と計画した学習内容です。 

 

①「たいせつなわたしたちのからだ」 

 ヒトのからだの外から見える部分の目や

耳、口、髪の毛、手、指、などの働きにつ

いての学習です。 

例えば、睫毛や眉毛の働きについて語る

と、子どもたちは「へえー」と感動してく

れます。ただし、色々な事情で障がいを持

つ人もいるので、そこは配慮が必要です。

そして、女の子と男の子の違うところに気

づかせ学びます。学習中の子どもたちの関

心事は、やはり性器の部分です。恥ずかし

がったり、喜んだりと大騒ぎです。なぜか

男子の性器の愛称として「ちんちん」とい

う言葉があるのに、女子の性器の愛称はあ

りません。卑猥な言葉は色々あるのに…不

思議ですね。 

※今は、LGBTQ という多様な性別があ

り、男女だけに限らないことを学ぶよ

うなっています。 

 

②「命の誕生」 

 人の命ができる仕組みについての学習で

す。児童の事前アンケートを提示しながら、

実は『お母さんの命の元と（卵子）お父さ

んの命の元（精子）が合体して、あなたた

ちの命ができたんだよ』と語ります。 

子どもたちは、新しい事を学ぶと次々に

色々な疑問を投げかけてくれます。小さい

子が、「なんで、なんで？」とうるさく言う

のと同じです。この学習をすると、必ず子

どもたちの誰かが、『先生、どこで合体する

の？』と質問します。（この言葉が出ること

をねらって仕組む授業ですが…。）さらに

『どうやってするの?』、『いつするの？』ま

で出てきます。 

  

ここでの学習のメインは「性交」を教え

ることです。科学的に正しくが基本ですが、 

どのような絵（あるいは図）で提示し説明

するかが大切な課題です。 

「人の命は、お母さんの体内にある子宮

という部屋に、お父さんの命の元を送り込

むことでできる。そして、お母さんの膣口

から生まれてくるんだよ」と説明します。 

（生まれ方には色々ありますが…） 

性交のことをセックスとも言うと付け足

しますが、本来セックスは性別の意味です。 

「性交」のテーマは奥が深く、成長の段階

によって伝え方が大きく違ってきます。 

 小学校２年生でもセックスという言葉に

反応する子もいますが、ほとんどの子ども

たちは、素直に「なんや、そうやったんか

ぁ」といった表情を示します。なぜなら、

自分がどうやって生まれてきたのか？とい

う疑問に答えてもらったからです。自分の

存在を意識する大切な時期です。父や母が

いない子も、みんな同じようにそうやって

生まれてきたことに、安心感を持つことが

できます。科学的な事実を伝えることの意

味がここにあります。 
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教材として選んだ絵本があります。 

『せっくすのえほん』という絵本は、 

２８年以上前のものですが、やさしくほの

ぼのとしたタッチの絵を大きく紙芝居にし

ました。絵本の冒頭部分は「あなたは畑で

生まれたの？」「卵から？」「おもちゃ屋さ

んで買ってらったの？」といった言葉から

始まります。子どもたちは「そんなはずな

い、ちゃうちゃう！」と大盛り上がり。た

だ、「お母さんとお父さんが結婚して、赤ち

ゃんができた」という部分は、今の時代に

はそぐわないかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もう一冊『あかちゃんはこうしてできる』 

というオランダの絵本があります。私自身

の３人の子どもたちに毎晩読んで聞かせた

ものです。ヨーロッパでは早い時期からこ

のような本で子どもたちが学んでいたので

すね。「あかちゃんはこうしてできる」とい

う題名が好きです。 

 

どの学習もそうですが、子どもたちに提

示する教材は、十分に配慮しなければなら

ないと思います。授業のめあてとかけ離れ

てしまい、事後の感想を読みがっかりする

ことがあります。特に性教育の学習では、

絵であれば人物の表情、色合いなど。図で

あれば、正しく描かれているか。理解でき

るものか。何度も試行錯誤しながら授業案

を考えました。 

これらの性教育の学習実践は、子どもた

ちと共に学ぶ良い機会となりました。保護

者の理解も得ることができ、学校での性教

育の必要性を強く懇願されました。 

しかし、M 先生と私の一番の悩みは、管

理職、同僚からの授業内容への反発でした。 

大きな原因は、「性交」を教えたことです。 

学習指導要領の逸脱？ 

子どもが性交したらどうする？ 

行き過ぎた性教育そのものだ！ 

 この時から、私の性教育実践の険しい道

のりが始まりました。     

               つづく 
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「MSWという仕事～バイステックの 7原則から再考する～④」 

M さんの怒り 

高名 祐美 

 

 

 「なんの手続きの話や？」。私の顔をみる

と、Mさんは静かに尋ねてきた。「今日は、

手続きの話ではないです。M さんのお顔、

見に来ました。」と私は答えた。「退院して、

家での生活はいかがですか？」と続けた。

「どうって・・・」とつぶやくような返事。

入院中とはまるで違う M さんだった。声

が小さく、弱弱しい。新聞紙を顔にかぶり、

抗がん剤の点滴を受けている。こちらに顔

をみせない。視線を合わさないのは入院中

もそうだった。違うのは声の音量と話しぶ

りだった。 

 Mさん、６５歳、男性。独居。瓦吹き職

人としてこれまで生計をたててきた。その

技術はなかなかのものだという。結婚歴は

なく、両親はすでに他界。親族は市内に住

む姉ひとりだった。彼に特徴的なのはその

髪型。のばし続けた長い髪（２メートルく

らいか）を後ろでひとつに束ね、その髪を

ビニールでつつんでいる。ビニールでつつ

むのは、神聖なる髪がけがれないようにす

るためだ。その束ねた髪を体にまきつけ、

洋服の一部に洗濯バサミでとめていた。髪

の毛にからだを守ってもらっている、そん

な印象をうけるMさんだった。 

Mさんは、大腸がんで手術を受け、人工肛

門を造設した。その状況は永久的で、今後

の生活において自分でパウチ交換ができ

るようになることが必須だった。しかし、

彼の極度の潔癖症と易怒性が看護師によ

る指導を難渋させていた。手術後傷の治り

具合が悪く、体調がよくない日が続き、入

院生活が長引いていた。ほんのちょっとし

たことで激高するため、彼とのコミュニケ

ーション、ストマケアの指導など、日々看

護師は対応に苦慮していた。 

そんな M さんが、退院後は別人のようだ

った。何が彼を変貌させたのか。「M さん

の怒り」とその後の変化を通して「受容」

について振り返ってみたい。 

 私のかかわりのきっかけは、身体障害者

手帳とストマ用装具の助成制度について

だった。申請について説明する際、お姉さ

んの来院をお願いし、姉の予定に合わせ日

時を決定した。約束した日時に病室を訪ね、

自己紹介し、身体障害者手帳について説明

を始めた。顔写真が必要であると伝え、自

宅に適当な写真があるか尋ねたが、「ない」

と。 

 

SW：では、顔写真、どのように準備しまし

ょうか。 

M：ないものは仕方ない。ここで（病室で）

看護師に撮ってもらう。 
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SW；私が撮りましょうか。今、カメラを持

ってきますね。 

（カメラを持参し、看護師に姿勢を整えても

らうよう同席をお願いしたが） 

Ns：体を起こしましょうか。このままじゃ

（臥床したままの姿勢）うまく撮れませんよ

ね。 

（体を起こして、１～２枚シャッターを切っ

て写真撮影をした） 

M：（撮影後、急に怒り出して）なんや、お前

は！いきなり来て！ぐちゃぐちゃいいやが

って！写真撮るっていうなら、前もって話し

ておけ！急になんや！馬鹿野郎！こっちは

体がつらくて寝ていたいのに！ 

 

と、怒鳴り声をあげる。予想外の事態が

起き、私は動揺した。しかしつとめて冷静

に、初対面で写真撮影したことを詫びた。

そして、Mさんの体調の良い時に改めて写

真を撮らせてもらうことを告げて退室し

た。それがその時できた対応だった。クラ

イエントをこれほど怒らせてしまったの

はほぼ初めての経験だった。その後、お姉

さんと面接。これまでの生活状況をお聞き

し、身障手帳の申請手続きをお願いした。 

 1か月後、身体障害者手帳が交付になり、

お姉さんが本人のところへ持参した。手帳

を確認したMさんは、看護師を通じて「写

真を写したあいつをここへ呼べ！障害者

手帳だなんて、カッコ悪い。意味がわから

ん」と。手帳に貼付された写真の写り具合

が気に入らないと激高されている。私は求

めに応じて病室訪問し、Mさんに問いかけ

た。 

 

SW：障害者手帳が届いたのですね。 

M：（怒り口調で）障害手帳って。「障害」っ

てなんや？かっこわるい。蓄便袋がどうとか

って。これ（障害者福祉サービスの冊子）を

読めっていうけど、意味がわからん。これを

全部説明してほしい。 

 

市から発行されている「障害者が利用で

きる福祉サービスの手引き」について、説

明を求められた。一読したようで、下線を

引いたり、なにかメモを書き込んだりして

ある。Mさんに利用可能なところをかいつ

まんで説明を試みるが、説明を最後まで聞

かずに、自分の疑問を口汚い言葉で伝えて

くる。 

 

M：癌だというのに。あれもこれもあてはま

らない、4級ってどういうことや。なんの意

味がある？障害手帳？こんな写真貼られ

て！あんなときに写真を撮るから、こんな変

な顔になってしまったんや！この写真、取替

えできないのか？ 

 

自分が活用できる制度が少ないこと、顔

写真が気に入らないことなど、怒りを

MSWにぶつけてくる。乱暴な言葉が次々

発せられる。自分が障害者に認定されたこ

とが受け入れられないのか、罵声が続き、

こちらの説明には耳を貸してもらえない。 

とうとう私はつらくなり、Mさんの言葉を

受けとめきれなくなった。これ以上、Mさ

んのそばで「受容」の姿勢がとれないと判

断した私は「Mさん。そんなに怒ってばか

りいられては説明もお話もできません。そ

んなに怒るのであれば、ここにはもう来ま

せんから。」とその場を去り、病室のドアを

閉めた。そのままデスクに戻り、自分がと
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った態度はどうだったのだろうかと振り

返った。 

その数日後に医師の病状説明があり、同

席した。癌のリンパ節・肝臓への転移が見

つかり、更なる抗がん剤の治療が必要だと

いう内容だった。Mさんは、医師が説明し

ている間、ずっと立っていた。抗がん剤治

療の説明を聴いた後、一言。「転移・・・ 癌

は取れたって聞いたのに。袋までつけたの

に・・・ 転移はないって言われたのに。

もうおしまいか。手術して、袋付けて、な

のにまだ・・・ 抗がん剤したら髪の毛、

抜けるやろう？ もうおしまいや。あとど

のくらいの命なんや？」いつもの怒り口調

ではなく、小声でつぶやくように話すMさ

んだった。2時間近く立ったまま医師の説

明を聞き続けていた姿は、私や看護師を怒

鳴りつけるMさんとは別人のようだった。 

悩んだ結果、Mさんは副作用が比較的少

ない抗がん剤の治療を受けることを選択

した。脱毛だけは受け入れられない M さ

んだった。そして退院が決まり、抗がん剤

は外来で開始することになった。退院間際

になっても、ストマのことで看護師とバト

ルを繰り返していた。私は、その後 M さ

んから２回呼び出しを受けて病室訪問し

た。１回目には「もう来ないんじゃなかっ

たのか？」と静かに問いかけられた。「静か

に会話ができるならば、私にできることは

させてもらいます」と私は答えた。相談の

内容は、福祉の手引きの内容や確定申告の

ことだった。おだやかに M さんは質問を

投げかけ、自分の疑問をひとつひとつ解決

していく、そんな流れの面接だった。最後

に M さんは「わかった」と数回繰り返し

た。退院がせまっていた日の面接では、「わ

かった」と答えた後、カバンからお菓子を

取り出し、「これ、持っていけ」と差し出し

た。いつものように視線は合わさないまま

だった。とても嬉しかった。「私に？ありが

とう」と受け取った。そして「そんなに怒

るのであれば、もう来ませんから」と言っ

てしまったことを恥ずかしく思った。私の

言葉に M さんはその時、どんな感情を抱

いたのだろうか。 

Mさんは自宅へ退院し、独居生活の中で外

来化学療法が始まった。初回の治療に来院

した M さんと面接を試みた。それが冒頭

の場面である。 

Mさんの言葉の中で、何回か繰り返される

フレーズがある。「もう、おしまいや」。 

 

M：癌になって、手術して。こんな袋つけて。

袋だけでも面倒なのに、転移だなんて。もう

おしまいやろう。自分には親もいないし、あ

とを継いでくれるものもいない。独りや。後

始末をしてくれるものもいない。今のうちに

「終いの準備」をしておかないといけな

い・・・なんでこんなことに。 

 

 癌を抱えての独居生活。ストマ造設によ

る身体の変化、それを受け入れられないう

ちに転移の告知。転移に関する病状説明が

あったのちは、激高しなくなったように思

う。Mさんの怒りは、癌との闘病のエネル

ギーだったのかもしれない。「癌」「蓄便袋」

「障害者」「転移」「抗がん剤」。これまで無

縁だった言葉が M さんの日常生活に次々

と出現し、不安でどうしようもない。どこ

にもあたりようのない怒りをぶつける相

手が私たちだったと、今はそう理解してい

る。化学療法室で抗がん剤を受ける M さ
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んと向き合うことで、Mさんの生きる世界

に少し近づけたような気がした。終始穏や

かに小声で話す M さんに、入院中の自分

の対応を心から反省した。 

 援助関係において、「受容」は基本的な態

度である。クライエントの怒りを受けとめ

きれなかった自身の態度を振り返った。

「怒り」の背景にあるものを理解し、自分

の感情を吟味して今後もクライエントに

純粋な気持ちで向き合っていきたいと思

う。 
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みちくさ言語療法―ことばの発達と障害の臨床より― 

(2) コミュニケーションの学習と脱学習 

 

工藤芳幸 

 

 

面白き事なきやりとりを面白く 

 

前回、ST の仕事について「人どうしが生き

ていく上で重要なことばやコミュニケーシ

ョンの困り事について、その解決や解消を

手助けする仕事」であり、「その対象や方法

についてはいろいろあり、狭義の機能訓練

から、コミュニケーション手段や環境の調

整、本人や保護者への助言など」と書いた。

機能訓練という立ち位置から言えば、ST の

臨床において、遊びや言語課題などの直接

的な働きかけにおいて言語のインプットを

質・量ともに十分に与えるということは重

要なスキルである。特に語彙学習の方法論

として一般的なテキストにも掲載されてい

る（呼び方は様々だが、Focused stimulation

ともいう）。これはこれで丁寧に取り組んで

いく必要がある領域だ。 

一方で「コミュニケーションとはどういう

ものか？」ということに気づいてもらうこ

とが大きなテーマだ。人とのやりとりが今

一つ上手くつながらない、楽しめないとい

う子たちもいるからだ。あるいは言葉はた

くさん知っているが、コミュニケーション

では上手く使えないという場合も少なくは

ないからだ。言語臨床においてはコミュニ

ケーションを楽しめるようになることが前

提であり基本的目標であると言って良い。

どんな教材を使うにせよ、何かを「教え込

む」のではなく、教材を媒介にしてコミュニ

ケーションを楽しむことに心を砕く。ST で

あるからには自分自身が子どもにコミュニ

ケーションを楽しんでもらえるような、良

き話し相手、コミュニケーターであるかど

うかということが大事なことなのだ。 

そうは言うものの、実のところ私にはそこ

までの自信はない。むしろ話し下手で周囲

から助けられてコミュニケーションをして

いるという思いが強い。だから、「ものすご

く楽しい！」を演出できているようには思

えない。せいぜい私は子どもが面白くない

なあと思っていたことをちょっと面白くす

るとか、なんだか上手くいかないことを少

し上手くいくように手助けするとか、その

あたりを目指している。人のお話を聴くこ

とで楽しいことがあるとか、やりとりして

みたら意外に面白いなとか、こういう手段

を使ったら伝わるなとか、ちょっとした気

づきを演出できたら良いなと思って仕事を

続けているのが正直なところである。楽し

いだけでダメでは？という批判があるが、

楽しくて張り合いがあるものでなくては広

い意味での学習が促されないのではないだ

ろうか。 
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コミュニケーションは学習されるもの 

 

発達途上の子どもにとって、コミュニケーシ

ョンは学習されるものである。大まかには子

ども自身の内的な認知・言語能力の発達と子

どもが意図的または無意図的に発信した行

動を周囲の大人がどのように拾い、返してき

たかということが相互に絡み合って学習が

実現する。子どもたちはそれぞれが獲得して

いる非言語的な手段や語彙・文形成の力を用

いて、周囲とコミュニケーションを取ろうと

する。そうやってコミュニケーションをする

ことによって、コミュニケーションの力を身

につけていくものだと思う。 

ただし、大人の生きている認識世界や言語

システムとは当然ズレが生じるために、大

人が思うようには伝わっていないというこ

とも往々にしてある。そもそも「通じなさ」

があるのが大人と子どものコミュニケーシ

ョンである。そのズレも含めてコミュニケ

ーションを楽しめると良いのかも知れない

が、そんなに単純なことではないことも承

知している。そうであれば「話が通じにく

い」、「指示が伝わらない」などの相談案件が

生じることもないだろう。私自身も子育て

や重い障害がある方との関わりで幾度とな

く袋小路に迷い込んでしまったことがある。 

通じなさを何とかしようと手持ちの力で努

力した結果、子どもにもあるいは大人にも、

社会的に受容されにくいコミュニケーショ

ンが学習されてしまうこともある。こうし

た現象を私は「誤学習」と呼んできた。「子

どもが悪い」ように聞こえてしまう言葉か

も知れないが、コミュニケーションは双方

向のものである以上、こうした「誤学習」は

一方の問題に帰することはできず、周囲の

人と暮らしてきた歴史の中で形成されたも

のであると捉える必要がある。 

 

名前を呼ばれると泣くトオルくん 

 

 母親からの相談で出会った 3 歳の男児ト

オルくん。まだ言葉が十分に出てはいない。 

「初語が遅かった」「ことばがゆっくり」「こ

とばのキャッチボールが難しい」「名前を呼

ばれるたびに泣き出す」という相談だった。

特に最後の「泣き出す」ということに困って

いるらしい。初回面接で少し離れた場所に

いたトオルくんの名前を呼ぶと、確かに泣

く。大泣きする。初めて会った私だけではな

く、母親でも日頃関わっている大人が声を

かけても同じように泣く。感覚過敏の影響

があるのかとも思ったが、それだけではな

いようだ。対人不安が強くて知らない人に

寄っていかないということでもなく、むし

ろ興味を持って近寄ろうとしている様子が

あった。しかし、名前を呼んだ途端に泣く。

詳しい事情はわからないが、どうやら名前

を呼ばれるということが非常にネガティブ

な感情を引き起こしているように見えた。

そこで取り敢えず興味を持った玩具を使っ

て無言で一緒に遊び始めた。少し乗ってき

た頃合いで「トオルくん」と呼びかけると、

やはり泣いて手が止まった。気にせずに

淡々と「トオルくん、ほら」と玩具を渡し、

遊びを続けてもらうと泣き止んだ。そのま

まやりとりしながらまた「トオルくん」と呼

ぶと泣き出すが、気にせず遊びを継続して

いると、３，４回で呼名しても泣き出す様子

がなくなった。遊びの場面を離れると、泣き

そうになる様子はあったが、その初回面接

だけに留まり、２回目以降のセッションで

は呼ばれて泣くことはなくなった。 

恐らくトオルくんは「名前を呼ばれる≒怒
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られる」という学習をしてしまっていたの

かも知れない。１回の負の経験が大きく作

用してしまったのかも知れないし、指示が

伝わらない状況で怒られるということを繰

り返していたのかも知れない。少なくとも

初回面接での遊びで名前を呼ばれてもいつ

も悪い状況は起こらないことを理解してく

れたようであった。 

 

言語発達臨床におけるアンラーン 

 

トオルくんのようなコミュニケーション

における学習を生じてしまうことは少なく

はない。最近、こうした状況への対応を説明

するのに、アンラーン（Unlearn）という言

葉が合うのではないかという気がしている。

この言葉は１年程前に立命館大学の中村正

先生から論文指導を受けた際に教わった言

葉である。中村先生は対人暴力の研究をす

る過程で「Violence is leaned，It can be 

unlearned.」 という言葉と出会ったそうだ。

暴力は学習された問題解決行動である以上、

脱学習もできるという意味であり、当時の

社会的学習理論に依拠する言葉であるとい

う。アンラーンは学び直しや脱学習と訳す

こともできるが、一旦学んだことを解きほ

ぐし、再構築するという意味合いもあって、

射程が広い言葉のようだ。ヘレン・ケラーも

この言葉を使っているそうで、彼女は大学

で多くのことを学んだが、それを「アンラー

ン」する必要があったのだという。即ち学ん

だことを応用していくには、そのままの状

態ではなく、自分の中で応用できるように

再構築することが必要なのである。 

私たちは皆、一旦は親、学校、社会、など

それぞれの生活圏の中で既存の枠組みに則

った学習をする必要がある。社会化や文化

化である。しかしながら、成長や発達の過程

で新しい課題に直面した時や、新たな社会

問題に遭遇した時に、かつて学んできたこ

とだけで対応することが困難な場合がある。

また、時には暴力のように社会的に受容さ

れない行為で問題解決することを学んでし

まう場合もある。そこでアンラーンという

発想が必要になる。 

トオルくんは自閉症スペクトラム障害

（ASD）の疑いがある子だった。彼のコミ

ュニケーション行動にも ASD 特性が絡ん

でいるだろう。しかし、その行動は周囲との

相互交渉の過程で身につけた反応の仕方で

ある。アンラーンすることで、これまで互い

に気づかず、採用されなかったコミュニケ

ーションの方法を周囲との間で結び直した

のだと言えるだろう。 

臨床現場では「何をどう教えたら良いの

か？」という問いが関係者から投げかけら

れることが多い。もっと言葉かけをしたら

よいのか？どんな教材を与えたら良いの

か？といった問いである。こうした問いは

幾度となく投げかけられる。他人からだけ

ではなく、自分の中でもこの問いを投げか

けている。しかし、何かを足していくという

発想だけでは問題が解消しないこともある。

既存の問題解決行動の問い直し、その背景

にあるシステムの問い直しなど、アンラー

ンの発想が言語発達臨床にも活かせるので

はと思い始めている。 

 

※本文中の事例は複数の事例を再構成したもので

あり、子どもの名前は仮名である。 

〈参考・引用文献〉 

景井充・杉野幹人・中村正（2019）『“教育

から学習への転換”その先へUnlearingを焦点

に大学教育を構想する』文理閣. 
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第 1 回 「あなたはだれですか？」 

 

■はじめに 

 みなさんはじめまして、天川 浩と申します。私

は今まで、いろいろな仕事をしてきて、一番わから

なかったことがあります。それは自分についてです。 

 

 みなさんは、自分のことをどれだけわかっています

か？ 

女性である、男性である、何歳である、どこに

住んでいる…などの、いわゆる個人情報はどなた

でもお答えいただけると思います。後に出てきます

が、これすら私には難しい問いだったりします。 

 

 では、「あなたはどこに所属していますか？」とい

う問いについては、いかがですか？ 

会社員である、非正規社員である、主婦であ

る、学生である、や、○○商事勤務である、○○

大学の教授である、何某の子供である…人のとら

え方によって、若干、答えにバリエーションがでると

思います。 

 

 では、「あなたはだれですか？」という問いになる

といかがですか？ 

この質問になると答えられる人と答えられない

人が発生すると思います。 

 単純に名前を名乗ることができる人、考え込ん

でしまう人… 

 「汝はいづれか？」という問いは哲学的で、人間

の本質について問われているように私はとらえてし 

 

 

 

 

まいます。簡単には答えられないイメージがしま

す。 

 

私が最近、目にする人々の中には、自分が何

者かわからず苦しんでいる方がたくさんおられます。

「なんやそんなことか？あほらしい」と思う方もたくさ

んおられます。人によっては、その問いに、簡単に

答えられるからです。しかし、現実に答えられない

人が結構、おられます。私もその一人です。 

 

■ 「HSP」との憂鬱な日々 

 最近たまに耳にされることが増えたのではないで

しょうか？ 

 米国の学者、エレイン・アーロンによって提唱され

た「Highly Sensitive Person」(非常に敏感

すぎる人)という言葉の頭文字をとった略語です。 

 何でもカテゴライズすることに、疑問を持つ方もた

くさんいらっしゃると思います。精神科医のかたで

も、その定義自体を否定している方もいらっしゃい

ます。 

 米国精神医学会の DSM-5 などが精神疾患

の判断基準とされていますが、HSP は精神疾患

ではなく、あくまで性格の一種だとされています。 

 疾患でないのなら日常生活に支障はないだろう

とよく思われます。本当にまったく支障ないのでしょ

うか？答えは NO だと思います。少なくとも私には

とてつもない支障があります。 

ブルーグレーの肖像 

～いろいろとグレーな当事者から見た世界～ 

天川 浩 
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 追々、出てくると思いますが、HSP はいつも最

悪のシナリオを頭に描きがちです。 

 たとえば、職場でプレゼンの大役をまかされまし

た。普通の方なら千載一遇のチャンスだと言ってモ

チベーションをアップさせることでしょう。しかし、私に

は憂鬱な日々の始まりになってしまいます。HSP

の特徴として、刺激に対して、快不快にかかわら

ず自動的に反応していまうという面があります。そ

の刺激を受けることによって、そこから様々な思考

がどんどん波紋のように広がっていくことがあります。 

 「自動思考」とか呼ばれているこの状態は、私の

経験上、良い方向にいくことはあまりありませんで

した。文字どおり、始まった瞬間に、「最悪のシナリ

オ」を描いてしまいます。膨大な思考が 24 時間

続き、その課題の遂行にどのような支障があるか

を、脳がフル回転して計算し、その計算はリアルタ

イムで実施され、支障についてのリストが追加され

膨らんでいきます。プレゼンが終わるまでこの計算

は続いていき、夜は眠れずに明日についてのメンタ

ルリハーサルが、ぶっ通し続いていきます。そして、

プレゼンの当日は、プレゼンに対する批判や否定

に怯え、消極的になってしまいます。結果は人並

みに出ますが、印象に残らず、あまり力を入れてい

なかった人の案が選ばれたりする。私には、睡眠

不足と疲労と傷ついた自尊心が残ります。 

 

 帰りの電車に乗っている場面でも HSP は発揮

されます。くたびれたサラリーマンの愚痴、OL 達の

上司の悪口、高校生の友人を嘲笑する言葉、

主婦たちのマウントの取り合い…それら全てが私

の心に直接、聞こえてきます。そんな SF みたいに

心に声が聞こえてくる訳ないじゃない、そう言われ

ることの方が多いのですが、これは現実です。HSP

は無意識に同じ空間の雰囲気を、まさに「空気を

読む」ように感じ取ってしまう特徴があります。人の

動き、表情、しぐさ、言葉尻、あらゆる角度から、

五感を通して、一瞬で私の脳に情報が流れ込ん

できます。一歩その空間に入った途端に、その場

所にいる人の状態を把握してしまいます。特に人

が意識・無意識問わず発するマイナスの空気感

には、いち早く反応していきます。例えば、小声で

酔っ払い同士が喧嘩を始めたとしたら、それに一

番早く気づくのは HSP の人間でしょう。他の人が

通りすぎてしまうような些細なことが、HSP には連

続で情報として半自動的に蓄積していきます。 

 SF の主人公なら、その情報を活用して、悪事

を暴いたり、多くの人を災害から救ったり、大きな

達成感とカタルシスを得られる場面ですが、私たち

の生きている日常でそれが活用されることは無き

に等しいかと思います。 

 

 これをお読みの多くの方も、そんな訳ないに決ま

っている、妄想だと感じる人は少ないないと思いま

す。しかし、20 人に一人の割合で存在すると言

われる HSP の人々には、なんとなく私の脳内で

起こっている現象に少し共感していただけるかもし

れません。 

 私はこの連載の中で、私の経験してきた事象に

スポットを当てて HSP の世界の入口へみなさんを

誘いたいと考えています。 

 それがスラップスティックなコメディに見えたら良い

かな、と、あまつさえ考えています。 

 何故なら、HSP は感じない人にはわからない感

性だからです。HSP 気質を持たない人に、それが

決して悲劇の連続であると思ってほしくはないから

です。本当は少しは悲劇に思ってほしいという面も

あります。何故なら、HSP 気質により二次障害で

ある精神疾患に苛まれ、生きづらさを抱える人が

多いという事実がそこにあるからです。同時に、どう

にかして生きづらさを回避できる道があると思いま

す。青と灰色しかないキャンバスでも美しい絵が描

けると思うからです。悲しい青と、理解できない灰
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色が美しいと思う瞬間もあるからです。 

 

 ブルーグレーの肖像は結局、どのような印象を世

の中に与えていけるかということは、私にとっても挑

戦であるし、新たなる地平線を見つける旅路でも

あります。 

 私たち HSP 当事者が、他者にどういう影響を

与えられるかという研究は、近年になって最前線

の研究テーマになりつつある分野です。 

 HSP を「乗り越えた」アドバイザーによる啓発本

なども少なからず散見できますが、どれも密教の秘

術のようにハードルが高く、到底、到達できない理

想郷のような側面があると思っています。 

 「乗り越える過程」の当事者による考察があって

も私は良いと思うし、そのような本を渇望する自

分が、そこにはいたりします。 

 皆さんには、こういう存在がいるのだな、くらいに

思って頂けたらよいかと思います。妖精のような架

空の存在ではなく、隣人のように確固たる存在で

もない。今は、そんな段階であると、自分では認

識しています。そのような立場を与えられた「ギフテ

ッド」な存在として、これからの HSP 研究に一石

を投じていけたら良いかと思います。 

 

どうか温かい目で、見守って頂けたら幸いかと存じ

ますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

■参考文献 

『「気がつきすぎて疲れる」が驚くほどなくなる「繊細

さん」の本』 武田友紀(2018) 
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応援、母ちゃん！ 

－子育てしながらはたらく母たちの日常－ 

玉村
たまむら

 文
ふみ

 

 

はじめに 

これは、33 歳で初めて子どもを産み母にな

った女性、対人援助の仕事をしながら生きる日

常を描く物語です。個人の日常の「あるある」を

描き、その「あるある」から「次の一歩」を目指す

子育て応援の連載にしていこうと思います。個

人の体験がみんなの「あるある」になって、さら

にそれが社会化されていく、そんな機能にな

れば良いなと思って。 

 

子育てと応援 

子育て初心者の生活では様々な問題に出

会います。特に、夫の転勤で知り合いのいな

い地域暮らしでの子育て初期は、「孤立感」と

の戦いでした。人と話さない、家に子どもと 2人

きりの状況が軟禁状態に感じられるほど。少し

ずつ子どもと外出できるようになると、いわゆる

ママ友との交流を求めて近所の子育て支援拠

点に出かけるようになりました。そこは、これま

で必死だった子育てを「楽しい」と思える瞬間

がたくさん起こる空間でした。この子育て支援

拠点では、子育て親がお互いを支え合う場で

す。この場は、１対１でのいわゆるカウンセリン

グではなく、似たようなニーズをもつ人たちが

グループで支え合う、コミュニティとしてのカウ

ンセリング機能を持っています。それは、応援

する／されることを通して力を得られるという体

験でした。 

 

応援すること・されることが力になるという経

験は、遡れば高校時代に出会って大学生まで

続けたチアリーディングから始まります。アメリ



290 

 

カンフットボールや野球などの応援に行っては、

観客と一体になって選手を応援する役割を楽

しんでいました。ポンポンを持って踊り、ハーフ

タイムに演技を披露して、観客の応援を倍増さ

せて選手を元気づける行為。他者への応援が

力になるのだという実感を得ました。また、応

援することが自分にも還ってくる、自分も元気

になる経験でもありました。わたしは、同じ衣装、

同じ髪型をして女の子集団でいることも好きで

した。その中でも「集団として目立っているけれ

ども、個人としては没個性」という立場に安心

感を得られる、そんな思春期時代を過ごしまし

た。 

 

大学院ではそんな経験を生かして、「応援」

をテーマにチアリーダーと思春期・青年期の社

会心理を明らかにする研究に取り組んでいま

した。仕事として対人援助職を選んだのも、高

校生の時に出会ったチアリーディングの延長

線上の選択だったように思います。そのくらい、

他者への応援はその人々の力になると思って

いたし、応援されて結果を出そうと努力する人

たちを間近で見ることでパワーをもらっていま

した。 

 

わたし自身が母親になる前までは、自分は

応援する方だと思っていました。でも、子どもを

産み母になってみると応援されることを強く望

む自分がいました。ここでの応援は、ケアという

概念も含む広く意味での援助として考えます。

「がんばれ、応援しているよ」という言葉や、「わ

かるよ、わたしも」という共感の姿勢は、心に沁

み込み、応援されているように感じられます。

応援は「一人ぼっち」ではできない。他者が必

要なのです。 

 

ここで文章にすることも、応援されるための

一歩でもあります。もちろん、子育てを応援す

る意味もあります。わたしは、子育てや仕事と

の両立を応援してほしい、そしてわたしも誰か

を応援したいという思いがあります。これまでは

文章を書くことは好きでしたが、人に読ませる

文章を書ける自信はなく、特にリズム感のある

文章やユーモアのある文章を書ける人たちの

ことを尊敬するだけ。わたしはそれを読んで、

消費する方が合っていると思っていました（今

もそう）。わたしの父が「文章が上手になります

ように（父自身が論文を書く際に苦労していた

から）」と名付けた「文」という名前は、名前負け

で単なる記号としてしかわたしの中には根付い

てはいませんでした。「小学校 1年生で氏名の

漢字すべて習うんよ」が、自己紹介の時の定

番になり、それで覚えてもらえることだけが恩

恵でした。 

 

 応援される人の作法 

 対人援助サービスの業界では、近年、「他者

に助けを求め、快くサポートを受け止める力」

をいかに育てられるかが話題になっています。

「受援力」と言ったりします。なぜそのような力

が必要なのでしょうか。それは、援助は援助者

の一方的な行為ではなく被援助者との相互作

用の中で形づくられるためです。他者に対し

適切にHELPが出せること、そんな「受援力」を

高めるためには、他者への信頼感が必要です。

HELP を出して助けられた経験がなければ

HELP は出せないでしょう。他者信頼がある上

で、受援力を「他者から応援を引き出す力」と

して捉え、応援される人とはどんなものかにつ

いて考えてみました。そんなことを考えたのは、

母親になって日々の生活の中でぶつかる細々



291 

 

した問題を前に、他者からの応援を欲するよう

になったからです。子育て初心者のわたしは、

自分で自分を応援する自己完結ができません

でした。今も応援されたい自分がいます。そう

して他者からの様々な応援をもらうなかで、応

援されるにも作法があるのだと気づいていきま

した。応援しがいのある人になることということ

を。 

 

応援しがいのある人になるにはいくつかの

行動特性があると思います。経験的に得たいく

つかの要素を分類してみると、【１】共通言語

【２】弱さを見せること【３】チャレンジする姿勢

【４】楽観性／弱者のままでいないこと、【５】応

援された結果も見せるという５つです。 

 

【１】 共通言語 

HELPに気づいてほしい時に、周囲から察

してもらえなかったことは誰もが経験してい

ることと思います。特に共通体験をしてい

ない人から応援されるときには、その人に

わかるように伝えないと応援やケアが必要

な人に見えないようです。例えば、わたし

はこんな経験をしました。まだ出産して２～

３週間のこと。寝てばかりの新生児と家に

いるときにお祝いで訪ねてきた独身の友

人に「育休ってヒマでしょ、何するの？」と

率直に尋ねられました。「早く仕事に復帰

したいでしょ。」わたしはその時、驚いて状

況を説明。2時間以上連続して寝られない

細切れ睡眠で頭がぼーっとしながら、回復

中の身体で子どもの世話をする一日のタ

イムスケジュールを伝えました。何もしてい

ないように見えても、赤ちゃんが何かアク

ションを起こすとすぐさま対応する、文字通

り【２４時間待機中】の状態です。24 時間

お世話をする訳ではないのですが、赤ち

ゃんの要求に応えるために待機をし続け

なければならない状態のこと。その頃、3

歳児を子育て中の友達からは、「子どもを

預かってあげるから、たまには一人になる

時間がないと自分がしんどくなるよ」という

実感のこもった、そしてありがたい手助け

がありました。共通体験をしていると察して

手助けしてもらえることもありましたが、共

通体験がない場合は伝え合う必要があり

ます。決して子どもがいる人といない人が

互いに分かり合えないということではなく、

共通言語によって理解し合えば応援し合

えると思うのです。 

 

【２】 弱さを見せること 

共通の体験がなくても見た目で弱っている、

手助けが必要だと感じられる装いをしてい

ることも応援ポイントです。両手に荷物を

抱えて子どもを抱っこしてマンションに入ろ

うとするときに、「ああ、大変そうだ」とドアを

開けてくれる隣人は多いでしょう。子育て

支援拠点で、こんな光景を目にしました。

毎日、１歳の女の子を連れてくる２０代後

半のお母さんがいました。ある時、子育て

支援拠点の広場の中でお母さんが横たわ

っていました。「ぎっくり腰をやってしまいま

した」と。そんな腰の状態で娘をベビーカ

ーに乗せてやってきたとのこと。１歳児を

自宅で一人みるよりも、子育て支援拠点に

連れて来たほうがマシだ、と思ったのでし

ょう。彼女と仲の良いママ友の一人が湿布

を買いに走り、彼女の腰をケアしてくれま

した。「わたしも腰が悪いからわかるわ。子

どもいると腰に負担がかかるよね」と。 
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【３】 チャレンジする姿勢 

何かにチャレンジしている人がいると、周り

は応援することが多いと思います。わたし

は、育休中に資格試験に挑戦すると周囲

に言ったときに、いろんな応援をしてもらえ

ました。言葉だけでなく、勉強で忙しいだ

ろうからと夕飯の差し入れをくれた方もい

ました。「落ちたら恥ずかしいから黙ってお

いて受かったら周囲に伝えよう」という人は、

勉強している過程での応援が得られない

のではないかと思います。わたしは、資格

を得るという結果よりも、子育て中に何かと

両立するという過程の方に目標を置いて

いました。周囲は合格という結果になるよう

に応援してくれたと思いますが、勉強する

というプロセスにおいて力をもらっていまし

た。育休中に資格の勉強をしている子育

て女性は他にもいました。子育て支援拠

点では、お昼寝中の子どもの横で試験本

を読んでいる母親たちに遭遇しました。仕

事に関係のある資格を取っておくつもりと、

子どもの昼寝時間を利用して勉強されて

いました。公の場でそのような姿を見せて

おくと、周りも自然と応援する雰囲気になり

ます。 

 

【４】 楽観性 

弱っていることが応援されるポイントではあ

りますが、ずっと弱い・ずっと困っている人

だと応援者は減っていってしまうように思

います。また、自分の殻に籠もって弱さを

表さないこともそうでしょう。「打てば響く」

が実感できないと応援しがいがないため

です。これは【５】の応援された結果を示す

ことにもつながるのではないかと思います。 

 

【５】 結果を見せる 

結果を出すといっても、試験に合格すると

か、何かに勝つとかそういうわかりやすいこ

とだけではないのです。逆説的ですが、受

験を応援してくれた人に、不合格という結

果であっても「応援しがいがなかった」とは

ならないでしょう。「結局、受験会場に行か

なかったんだ」という結果だと落胆させるの

ではないでしょうか。たとえ不合格という残

念な結果になったとしても、目標達成に向

けて努力する姿勢やプロセスは示す必要

がありそうです。 

 

以上の５つの行動特性は、応援しがいのあ

る人になるためには重要だと思います。応援さ

れるための作法ともいえるでしょう。とはいえ、

応援されることを目的に生きている人はいない

わけで。なにか目標や困ったことがあって、他

者の力を必要としたときに、必要な応援を手に

入れるための知恵だと受け止めてもらいたい

です。プロスポーツやアスリートへの応援とは

少し違うかもしれないですし。また、いわゆる支

援機関の制度を使ったサービスとも少し異なる

部分はあるでしょう。制度上のサービスはその

範囲が決まっていて、成果と限界が明確にあ

るものです。 

  

 子育て支援じゃないよ 子育て応援 

 制度を使った子育て支援はたくさんあります。

わたし自身もその枠組を活用して、子育ての

情報を得て、子育て親達と出会っています。ま

た、住まいの近くの保育園に子どもを預けてい

ます。さらに、子どもの健康や発達について、

保健師さんやかかりつけ医の専門知を提供し

てもらうこともあります。加えて、国の児童手当
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制度の対象世帯でもあります。児童手当とは、

「家庭等の生活の安定に寄与する」とともに

「次代の社会を担う児童の健やかな成長に資

する」ことを目的として、中学校修了まで年齢

に応じて現金給付がなされるものです。 

ここでは、たくさんの支援策があるから十分

だ、と言いたいわけではないのです。かといっ

て、不十分な点を指摘して新たな制度の提案

をするほど制度を熟知しているわけではありま

せん。子育て支援というと、個人が行うものだ

けでなく自治体が行っているものから国の政策

まで幅広い意味を含んでいます。ここでは、子

育て支援行政や政策についての一般的な問

題解決への政策提言ではなくて、とても個人

的な実践からの気づきを共有していきたいと思

っています。個々の実践が社会化される、そん

な機能になれば良いと思って書き続けてみよう

と思います。 

 

 

 

 

 

育休で 子連れ同伴 資格試験 

 

 

 

 

 

 

 

ここでは、育休中に資格を取得する、いわゆ

る「意識高い」子育てとキャリアアップの両立を

図ろう！なんてことを言いたいわけではありま

せん。 

ではなぜ「子連れ資格」を書かねばならない

のか自分に問いかけてみました。それは、出

産は自身のキャリアについて考えざるを得ない、

場合によっては変更を伴う大きな転機になると

思うためです。子育て女性のキャリアについて、

多様な実践や取り組みはあります。子育て女

性の等身大の選択と決定は、これらに悩む女

性達の実践のヒントになるでしょうか。前半は、

自分の経験を振り返って気づいたことをまとめ、

後半はママ友の Y さんのキャリアの活かし方を

紹介していきます。 

 

 

これまで出会った子育て女性たちは皆、一

度は働いたことのある方ばかりで、育児休業の

制度を活用して子育てしている方が大半でし

た。そして、みんなそれぞれ「当たり前のよう

に」、出産後も自身のキャリアの維持、変更、

発展を考えられていました。社会的にも、第一

子出産後も仕事を続ける女性は増加していま
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す。内閣府（2016年）の調査では、第 1子出産

前後に女性が就業を継続する割合は 53．1％

であり、年々上昇しているようです。「保育園落

ちた、日本死ね」という Twitterがニュースに取

り上げられる、保育園入園に向けた活動「保活」

という言葉が市民権を得るほど、子どもを保育

園にあずけて就労する世帯は増加しています。 

  

 なぜ育休中に受験をすることにしたのか 

 そもそもは妊娠中、時間をもてあまして資格

取得のため学校に通い始めたことから始まりま

す。横浜で働いていた職場は土日休み。妊娠

中は習っていたヨガに通うこともできなくなった

ことも一つの理由です。休日の 2日間を夫と一

緒にいると、たわいもないことで喧嘩に発展し

てしまいます。それぞれ熱中するものも趣味も

違うし、ずっと一緒にいることはお互いに窮屈

に感じるタイプなのです。自宅と職場にしか知

り合いがいないこともしんどかったように思いま

す。仲間がほしい。比較的短期で結果が出る

目標もほしい。今思うととても甘いなと思うので

すが、出産後の育児休業中は時間があって暇

だろうから何か家でできることがほしいと思って

いました。時間的な余裕も生まれ、子どもが生

まれた後も働き続けたいなぁと、そうだ資格を

取ろうと思い立ったのです。 

 

そんなこんなで、資格取得に向けて半年間

スクーリングすることになりました。そのプロセス

で試験仲間ができ、その仲間たちから勉強だ

けではなく出産の応援もしてもらえたことは思

わぬ副産物でした。スクーリング最終日に修了

書をもらい、試験日まで勉強を頑張ろうなどと

言い合いました。グループで勉強をしようとす

るクラスメイトもいました。「まずは出産、頑張っ

てね。試験はその後」と声をかけてくださる方も

いました。子育てが一段落し、自身のキャリア

アップのために学びに来られた主婦の方から

は、「これ、よかったら使って」と、男の子用の

小さなスーツのお古をいただきました。「小学

校入学式で使ってずっとおいてあったの。良

かったら７年後に使ってね」と。ずいぶん先の

ことだと思いながらも、その気持ちがありがたく

て心がじーんとしました。そんな出会のあった

スクーリング期間でした。 

スクーリングにかかった費用は、半分は公費

負担です。その手続のために、スクーリング最

終日の次の日にハローワークに行きました。横

浜のハローワークは、中華街のそばにあります。

中華街でお土産を購入し、その足で新幹線に

乗って京都へ。里帰り出産のために、京都に

帰ってきました。出産までの時間はとてものん

びりしたものでしたが、出産には２日かかり想

像以上の痛みを伴った慌ただしさでした。 

 

 育休中は暇じゃない 

出産前には、育休中は時間があるだろうか

ら、試験勉強をしようと思っていました。今考え

ると、なんてのんきな考えなのでしょう。育休中

は全く暇ではありませんでした。特に、子ども

の入院というトラブルで、これまでの人生で初

めて 2 日間徹夜し、脳みそがブルブル、フリー

ズした経験をすることになります。完全母乳育

児をしていたため、3時間毎の授乳は断乳まで

続けました。つまり 3時間以上続けて睡眠を取

れないのです。細切れ睡眠を何ヶ月も継続す

ると、集中力は落ちてしまい、万年寝不足状態。

頭がぼーっとした状態で、試験勉強なんて。 

 

記憶力の低下から、暗記は進みませんでし
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た。文章を目で追っているだけで、記憶には

残らない、これは時期が悪かったかなと焦りを

感じました。でも、結果的に育休中に試験勉強

をしたことは良かったと思っています。それは、

合格という結果を手に入れたからというわけで

はなくて、勉強をするプロセスにおいて発見と

発散があったからです。子育てという答えのな

い、日々変わる問題と向き合うっていると、試

験勉強は答えの決まっている問題ばかりでラク

だと感じてしまいます。４つの選択肢の中に答

えがたった１つの問題なんて、喜びさえ感じま

す。子どもがお昼寝中に取り組む過去問題は、

子どもが起きるまでの時間制限を気にしながら

集中力が高まる気がします。一つ解いて答え

合わせまですると、とってもスッキリしました。 

 

試験勉強は、答えがある喜びだけでなく、ア

ウトプットする機会にもなっていました。アウトプ

ットするには他者や場、機会が必要で、それら

を自分で作らないと忙しい日々に流されてい

ってしまいます。過去問題でストレス発散、な

んて共感されないだろうと思っていたら、ママ

友の一人から「勉強、楽しいでしょ」と連絡が来

て、これって「あるある」なんだと気づきました。

お互いテストが好きなわけではなくて、それくら

い発散が必要だったことに涙が出ます。 

 

 目標に向かってコツコツできることがあること

も育休中の自分にはフィットしました。目標が

ないと毎日にメリハリがなくなってしまいます。

我が子は日々成長しそれが面白いとはいって

も、やることといえば家事、子どもの世話のル

ーティン。終わりがないものばかり。終わりのあ

る目標がほしい。とはいえ、大きすぎる目標も

しんどい。「我が子を立派に育てる」なんて目

標は、願望としては良いけれど、目標にして取

り組むには大きすぎて手に余ります。目標が達

成できるとしても何年先の話でしょうか。それよ

りも「我が子が寝ている 1 時間～2 時間の間は

勉強する」という目標は、育休中の時間感覚に

フィットしました。 

 

 試験日は子連れ同伴 

 受験当日は、授乳時間のことがあり夫と子ど

も同伴で会場へ行きました。お昼休みに落ち

合い、授乳。すでにお腹が空いていた子ども

に夫が離乳食を与えており、おっぱいなしでも

満足げな様子。なんとか少しは飲んでもらって、

そこでお別れ。わたしは午後からの試験に会

場に戻りました。試験が終わり、帰り道は一人、

なんだか脱力感。試験のこと、子どものことで

気を張っていたんだなと、少しのんびりした気

分を味わいました。 

 

試験が終わり帰宅すると、子どもはちょうど

お昼寝中。夜まで待たされたおっぱいは張っ

てきています。でも疲れたな、眠いなぁと搾乳

はせずに寝てしまい、発熱。乳腺炎になりかけ

ていました。慌てて搾乳し、桶谷式母乳マッサ

ージの予約を入れました。 

そんな一日が終わって、なんとか試験日をク

リア。試験日以外のプロセスは充実していまし

たが、試験日当日はハラハラ、バタバタ。いつ

ものルーティンと違うことをすると、少しずつズ

レが出て結果的に自分に返ってくるなぁと思い

ます。試験勉強は日常生活に落とし込めてい

たけれど、試験日は非日常体験、目まぐるしい

一日が終わりホッとしました。 

 

 育休中は暇じゃない。だけど育児以外もでき

ることはありますし、子連れだからと諦めること



296 

 

はないと思います。子どもが生まれたら子ども

中心の生活になるでしょう。子どもはかわいい。

２４時間３６５日一緒にいて、子どものことだけ

を考えて世話をして、それができる人もいます。

でも、わたしには育児以外の時間が必要なん

だと思います。目標も必要です。それが育休

中に必要でした。わたしは、子育て中でも自身

のキャリアについて考え、できることをしたいと

思って取り組んでみました。子どもをもつ女性

のキャリアなんて大きなテーマですが、なんて

ことない日々の積み重ねが自身のキャリアに

つながっていくのだろうと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てに 活かすキャリアの 使い方 

 

 

 

 

 

 

１歳半の女の子を育てる Y さんとは横浜市

の「子育て支援拠点」で出会いました。「子育

て支援拠点」とは、親子で行ける施設で、遊び

道具等があるフリースペースです。「絵本の読

み聞かせ」や「産後ビクス」など、子育て親のニ

ーズの高いプログラムも設定されています。各

区に１ヶ所、横浜市の補助金事業として NPO

法人が運営しています。 

 

Y さんは、食品メーカーの研究職に１５年以

上勤務しています。長く仕事をしていると、自

分は結婚しないかもしれないなと思っていた時

期もあったそうです。でもひょんなことから、飲

み仲間の年上の男性と３０代後半で結婚し、妊

娠出産しました。子どもは１人、これ以上はもう

望まない。なので、子どものためにしたいと思

っていたことを全てしたい。育児書もたくさん読

み、気になることは調べたり相談したり自然と

知識も豊富です。子どもの頃ずっと学級委員

長をしてきたタイプで、他のママ友からの相談

を受けたり、面倒見の良さが長所です。子ども

好きの夫は４０代の年齢に似合わず、とてもフ

ットワークが軽いタイプ。土日には、母親と子ど

もばかりの「子育て支援拠点」にも父子で通っ

てきます。４０代の夫の両親は高齢だし、Y さん

の親は九州に住んでいます。必然的に、夫婦
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で子育てする連帯感覚があります。つまり、上

世代に頼れないこともあって、横の関係で支え

合う意識が高いカップルなのです。 

 

 

そんな Y さんは、育休中に、その知識や経

験を生かして、子育て親のための「離乳食講

座」（ごはん研究所）を子育て支援拠点で開い

てくれました。30名以上がともに学ぶ 3回講座

です。各回ともに、前半はYさんの専門職で培

った知見が紹介され、使える情報についての

レクチャーをしてくれて、その後、グループに

分かれて参加者同士の状況を共有しながら悩

み相談会の構成です。専門家情報と横のつな

がりの両方の機能をプログラム化したものです。 

 

ちなみに離乳食ってとっても大変。何が一

番大変って、離乳食の進め方やガイドラインは

あっても数年スパンで変わってきていて、さら

に食物アレルギー問題もあります。これも年々

実践が変わります。以前はアレルギーの原因

になる食べ物は除去しましょう、が主流でした

が、近年は少しずつ食べさせましょう、に変わ

ってきています。子どもにチョコレートやスパイ

スをいつから与えて良いかなんて基準も明確

にありません。本によって食材の与える時期が

異なります。調べれば調べるほど、情報過多で

何を基準に選択すればよいのか判断しにくい

のです。保育園に入園させるなら、保育園給

食が食べられるように入園までに食べられる食

材を増やしたい、でも子どもは食べむらがあっ

てなかなか進まない。離乳食の常識は年々変

わっていくので、上世代とのギャップも大きいこ

とも問題だと思います。卵の与える時期が典型

的で、アレルギーへの配慮から昔はできるだけ

遅くすることがスタンダードでしたが、今は離乳

食初期から与えても良いことになっています。

などなど離乳食の悩みがない保護者と出会っ

たことがないくらいです。もちろん役所等で専

門家である栄養士さんや保健師さんに相談が

できます。でも、離乳食は毎日のこと、毎日相

談もできない。自然と子育て親同士で会って

話して知恵をもらい合うことが多くなります。そ

れぞれ人に聞いたり、本を読んだり、スマート

フォンのアプリを使ったりと工夫をされています。 

 

 

この「離乳食講座」（ごはん研究所）は、子育

て親当事者であり、専門職でもある Y さんが、

専門的な知見と当事者のニーズをうまく組み

合わせたプログラムとして行われました。専門

的な知見とは、「味覚を司る味蕾は生まれてか

ら成長していくこと」「子どもの月齢に応じた胃

の容量について」など、子育て親の素朴な疑

問に答えてくれる「科学版知恵袋」のようなもの

です。このような取り組みは、まさにコミュニティ

カウンセリングの実践だと思います。Y さんの

実践は、自身のキャリアを自分だけのために

使わずに、知恵を開き共有する場を作ったこと

です。こんな実践は、対人援助のキャリアの描

き方だと思います。 

 

子育て中のアウトプットはスッキリします。だ

からこそ、誰かにとって役立つアウトプットをす

るために、自身のキャリアを使いたいと思いま

す。Y さんの実践は、自身のキャリアの上手な

使い方を知らせてもくれます。そんなYさんも、

職場復帰に伴って研究職から事務職への異

動を余儀なくされています。キャリアの変更は、

彼女の人生にどのような影響を与えるのでしょ

うか。 
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編集後記 

 

編集長（ダン シロウ） 

編集中の大事件を思い出すと、２０１１年３月の

「東日本大震災」。マガジン第４号の校了間近だっ

た。大慌てで、とにかくあの時期の対人援助につい

て、思うところを書いた。 

そして今回、２０２０年３月、第４１号の迎えた大

事件は新型コロナ禍だ。 

息長い作業を続けていると、いろんな事に遭遇

してしまうのは当然だ。不安がったり、誰かを批判

したりではなく、対人援助学マガジンの視座から、

今回の事態を騒ぐのではなく、見つめている。 

とはいえ、正直なところ、疫病の蔓延で都市が破

滅してしまうような話は、過去の世界史の中のこと

だと思っていた。武漢市のロックダウンだって、わ

ざとらしい強権発動の訓練の印象がぬぐえなかっ

た。 

なのに、そう時間がかからないで、仕事場のある

京都も空っぽになった。錦市場の異常な混雑ぶり

を見ていたので、最近の閑散ぶりには驚きが隠せ

ない。過剰インバウンドをアテにしていた業種は、

突然の災難で廃業に追い込まれる話も聞こえ始め

た。 

私の WSや講演、講座なども、３月からすべて中

止、延期になった。仕方ないことだし、復旧後も、元

のようにはならないと思うので、冷静な検討、分析

が必要だろうと思っている。私など、ネバならない

仕事でも、立場でもないので、事態の収束を待って、

新たな枠組みを思案しなければならないだろうと思

っている。 

対人援助学マガジンはコロナ禍の影響を受ける

仕組みにはなっていないので、粛々と継続するだ

けである。むしろ今回、原稿の到着が全体に早い。 

こんな時には、自分の身辺に形成されたシステ

ムを吟味しておくことだ。誰かにあおられたり、刷り

込まれたりしているモノはこの際、整理縮小するき

っかけだと思うことだろう。 

 

編集員（チバ アキオ） 

家族との面接をしていると、誰かが亡くなってい

るときには、その死因や経過をできれば聞くとよい

といわれる。家族の死は基本的にはストレスであろ

う。ただ長く患っていて、余命も言われていて、本

人も苦しんでその後迎えた大往生といわれるよう

な死と、朝「行ってきます」を最後に、突然訪れた死

は異なる。それは突き詰めると予測されていたか、

予測されていなかったかの違いである。 

 今回のコロナは予定されなかった経験を全国民

がした。不本意なこともたくさんあったのは言うまで

もない。そんな中で、私は 4月の変化を予定してい

た。そう言った違いが他の人とあるんじゃないと編

集長にご指摘を受ける。当人としては納得。と同時

に私が変わったのか、世界が変わったのかわから

ない思いもたくさんあった。 

変化は必ず起こる。変化は避けられない。永遠

に続くものはない。そうであるならば、その変化を

どう自分の人生に起こすことが、より満足度がある

かに直面させられた。 

 少なく見積もっても、経験する変化のバリエーショ

ンも多様な方がよい。ワンパターンであることと、う

まくいかないことが組み合わさると真性ワンパター

ンのドツボに陥るからである。 

こうもできる、ああもできる、から、今回はこれを

私はする。となれば自分の決断であり、自分の選

択であり、結果としてのリターンがある。 

 マガジンを書く、マガジンを編集する、マガジンを

ネット上で掲載する。仕事でもなく、義務でもない。

未来に対して、自分ができることをするという選択

ができることは、必ず自分に返ってくると信じる。 

 

編集員(オオタニ タカシ) 

今号から目次のページ入れを担当しました。今

後、ページ関係でミスがあった場合、私由来です。

目次編集の作業をしてすぐ、とてもやり慣れている

作業であると感じた。手を動かしながら頭の中を探

ると、発達検査の換算表を作る作業と酷似してい

るとわかった（マニアックですみません）。この得点

からこの得点までの人は、発達年齢が〇ヵ月相当
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で…、という表を作るのですが、これは目次に置き

換えると「このページからこのページは、〇〇さん

の連載で…」にそのまま置き換わります。これまで

の経験の何が、後に活かされるかなんて、わかっ

たものではないと改めて思います。 

 今号は、執筆者短信にも、連載の内容にも、新型

コロナの影響が色濃く表れました。誰もが予測して

いなかった不確実な未来の方に、大きく舵が切ら

れたと言うことができるかもしれません。ですが、

自分の人生には予測可能な範囲のことしか起こら

ないというのも、思考があまりに貧しいのかもしれ

ません。人には予想外のことも起こると織り込んだ

上で、なお人を支える対人援助の営みについて、

引き続き息長く考えていきたいと思う、マガジン 11

年目の春です。 

■ご意見・ご感想■ 

マガジンに対するご意見ご感想は 

danufufu@osk.3web.ne.jp 

マガジン編集部 

604-0933 京都市中京区山本町４３８ 

ランブラス二条御幸町４０２ 仕事場 D・A・N 

 

対人援助学マガジン 

通巻４１号 
第１１巻 第１号 

２０２０年０６月１５日発行 

http://humanservices.jp/ 

 

第４２号は２０２０年０９月１５日 

発刊の予定です。 

原稿締切２０２０年０８月２５日！ 

 

執筆者募集 
１１年目を迎えたマガジン。新たな書き手を求めています。

新たなジャンルからの、書き手の登場に期待します。 

自身の生活スケジュールに本誌「連載」を持ち、継続的に、

自分だからこそ描ける分野の記録を発信したいという方から

のエントリーを待っています。 

連載誌です。必要な回数を、心置きなく書いていただけます。

ご希望の方、編集長まで執筆企画をお知らせ下さい。 

執筆資格は学会員であること。非会員で書いていただく事

になった方には、対人援助学会への入会をお願いします。 

対人援助学会事務局 

540-0021 

大阪市中央区大手通2-4-1 

リファレンス内 

TEL&fAX学会専用 06-6910-0103 

 

 

表紙の言葉 
 キングコングは団塊世代の子どもにと

ってアイコンだった。 

スマホ登場前の世界を変えたのは「ウォ

ークマン」。あれで音楽を聴く人間の行動

が激変した。 

 そんな時期のＣＭにチンパンジーがウ

ォークマンで音楽に聴き入っているのが

あった。たしかその前の猿は、「猿でも反

省できる」というキャッチコピーのＣＭだ

った。 

 摩天楼の上のキングコングは、怪物の役

回りを果たして、飛行機を落とそうとした

が、このキングコングはじっと音楽を聴き

入っている。 

映画「猿の惑星」の登場はこの頃だった

か？調べれば分かることだが、面倒くさ

い。 

ただ、近年の人間（権力者）は、洋の東

西を問わず無知で野蛮なのが加速してい

る気がする。嫌な時代への突入感プンプン

である。 

（２０２０／０６／１５） 

 

mailto:danufufu@osk.3web.ne.jp
http://humanservices.jp/
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